
（あて先） 京田辺市議会議長

申 請 者
　青 木   綱 次 郎　    　   印

　 京田辺市議会政務活動費の交付に関する条例施行規則第5条の規定により、次の
 とおり提出します。

［収入］ （単位：円）

［支出］ （単位：円）

本 年 度 決 算 額

事 務 所 費

合 計

収 支 差 引 残 額

547,226

-7,226

14,366

0

科      目

交 付 金

合 計

広 聴 費

要 請 ・ 陳 情 活 動 費

会 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費

人 件 費

科    目

調 査 研 究 費

研 修 費

広 報 費

令 和 4 年 4 月 22 日

0

0

0

56,386

本 年 度 決 算 額

540,000

540,000

0

475,474

1,000

0

備           考

政 務 活 動 費 収 支 報 告 書

備           考



【政務活動費支出明細表】

政務活動費　　支出明細表

会派名　　日本共産党京田辺市議会議員団 令和３年度

摘　要　欄

品目名

4/21 広報費
議員団３月議会報告ニュース 印刷代
１０，０００部　単価３．１８６円

31,860

4/23 広報費
議員団３月議会報告ニュース 印刷代
６，０００部　単価３．４４円

20,640

4/23 広報費
議員団３月議会報告ニュース 印刷代
７，０００部　単価３．３５円

23,450

4/30 広報費
議員団３月議会報告ニュース 印刷代
６，０００部　単価２．０１６６円

12,100

5/27 資料購入費 図書購入費（農民連機関紙） 8,400

6/13 事務所費 事務用品（インクカートリッジ） 3,278

6/23 資料購入費 図書購入費（福祉のひろば） 6,600

6/23 資料購入費 福祉のひろば　振込手数料 203

6/23 資料購入費 図書購入費（革新懇ニュース） 3,200

6/23 資料購入費 革新懇ニュース　振込手数料 110

6/23 資料購入費 図書購入費（社会保障誌） 3,840

6/23 資料購入費 社会保障誌　振込手数料 203

6/23 広報費 議員団ニュース　用紙代 12,265

6/23 広報費 議員団ニュース用紙代振込手数料 110

7/18 広報費
議員団６月議会報告ニュース 印刷代
７，０００部　単価３．３５円

23,450

7/18 広報費
議員団６月議会報告ニュース 印刷代
１０，０００部　単価３．１８９円

31,890

7/22 広報費
議員団６月議会報告ニュース 印刷代
５，５００部　単価３．４９８２円

19,240

7/30 広報費
議員団６月議会報告ニュース 印刷代
６，０００部　単価２．０１６７円

12,100

10/24 事務所費 事務用品（インクカートリッジ） 8,140

10/29 資料購入費 図書購入費（全国農業新聞） 8,400

11/4 広聴費 議会報告懇談会　会場費 1,000

11/12 資料購入費 きょうされん会費・図書購入費 6,000

11/14 広報費
議員団９月議会報告ニュース 印刷代
１０，０００部　単価２．９５９円

29,590

11/14 広報費
議員団９月議会報告ニュース 印刷代
７，５００部　単価３．１８円

23,850

月日 支出科目 支出金額



摘　要　欄

品目名
月日 支出科目 支出金額

11/14 広報費
議員団９月議会報告ニュース 印刷代
５，５００円　単価３．５０１８２円

19,260

11/30 広報費
議員団９月議会報告ニュース 印刷代
６，０００部　単価２．０１６７円

12,100

12/21 資料購入費 図書購入費（地域と人権） 7,320

12/21 広報費 議員団ニュース　用紙代 43,461

12/21 広報費 議員団ニュース用紙代振込手数料 220

12/24 広報費
議員団ニュース 印刷代（4 月～12月)
各７００枚　３２回　単価２．３４３７５円

52,500

1/17 広報費
議員団12月議会報告ニュース 印刷代
１０，０００部　単価２．９５９円

29,590

1/17 広報費
議員団12月議会報告ニュース 印刷代
７，０００部　単価３．２４２９円

22,700

1/19 広報費
議員団12月議会報告ニュース 印刷代
５，５００部　単価３．５０１８２円

19,260

1/30 広報費
議員団12月議会報告ニュース 印刷代
６，０００部　単価２．０１６７

12,100

2/26 事務所費 事務用品（インクカートリッジ） 2,948

3/18 資料購入費 図書購入費（自治体問題研究所） 12,000

3/18 資料購入費 自治体問題研究所振込手数料 110

3/18 広報費 議員団ニュース　用紙代 7,128

3/18 広報費 議員団ニュース用紙代振込手数料 110

3/25 広報費
議員団ニュース 印刷代（1月～3月)
各７００枚　１１回　単価２．１４２９円

16,500

資料も公開しております。

547,226

※政務活動における研修費にかかる報告、調査研究費にかかる視察報告、要請・陳情活動費にかかる

報告書、資料購入費における資料、政務活動費を使った作成物（議会報告ビラ等）については、別途、



 

日本共産党京田辺市議団は次の見解を発表しました。 

第１３０３号  ２０２１年４月２５日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 
 

日

本

共

産

党

自

民

一

新

会

ＮＥ

ＸＴ

京

田

辺

公

明

党

南

風

維

新

クラ

ブ

女

性

議

員

の

会

南

部

登

志

子

結
果

市長等損害賠償責任一部
免責条例の制定

● ○ ○ ○ ○ ○ ●
可
決

国保税引上げの条例改正 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

学校教育審議会設置
条例の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

介護保険料据え置きの
条例一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

指定居宅介護支援事業運営
基準条例の改正

● ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

無料自転車駐車場条例の制
定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

資源ごみ持ち去り規制
強化のための条例改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

２０年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

２１年度一般会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ● ●
可
決

２１年度国民健康保険
特別会計予算

● ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

２１年度水道事業会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

２１年度公共下水道事業会計 ● ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

市議会会議規則の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

同性婚法制化の議論の
促進を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

後期高齢者医療費窓口負担
引き上げに反対する意見書

○ ● ● ● ○ ○ ●
否
決

※○＝賛成、●＝反対。

３月議会･主な議案､意見書等への各会派の態度

 

京
田
辺
市
の
３
月
議
会
で
、
「
同
性
婚
の
法
制
化
に
関
す
る
議
論

の
促
進
を
求
め
る
意
見
書
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

同
意
見
書
は
、「
性
の
多
様
性
に
対
応
し
た
社
会
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
所
管
事
務
調
査
の
報
告
書
を
ま
と
め
た
総
務
常
任
委
員
会

で
、
議
会
と
し
て
国
に
意
見
書
を
提
出
し
よ
う
と
委
員
間
で
議
論

し
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。
提
案
者
に
は
総
務
常
任
委
員
が
名
を

連
ね
た
他
、
総
務
常
任
委
員
の
い
な
い
会
派
か
ら
も
幹
事
が
提

案
者
と
な
り
、
全
会
派
共
同
提
案
の
形
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
３
月
議
会
で
は
、
日
本
共
産
党
は
「
後
期
高
齢
者
の
医

療
費
窓
口
負
担
の
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
意
見
書
」
案
を
提
案

し
ま
し
た
が
、
賛
成
は
日
本
共
産
党
、
南
風
維
新
の
会
、
女
性

議
員
の
会
に
と
ど
ま
り
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

市
内
医
療
機
関
へ
の
財
政
支
援
が
実
現 

 

京
田
辺
市
は
３
月
議
会
に
提
案
し
た
補
正
予
算
で
、
市
内

の
歯
科
を
除
く
す
べ
て
の
医
療
機
関
を
対
象
に
支
援
金
を

給
付
す
る
「
医
療
機
関
支
援
金
」（
５
千
万
円
）
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。 

 
 

感
染
防
止
に
努
力
し
な
が
ら
診
察
、

治
療
を
継
続
し
て
い
る
医
療
機
関
を
財

政
的
に
支
え
る
も
の
で
、
こ
の
間
、
日

本
共
産
党
議
員
団
も
国
や
京
都
府
へ
要

請
す
る
と
と
も
に
京
田
辺
市
独
自
で
も

実
施
す
る
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。 

 

21
年
度
一
般
会
計
予
算
に
反
対 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
３
月
議
会
で
21
年
度
市
一
般
会
計
予
算

に
反
対
し
ま
し
た
。
予
算
審
議
で
党
議
員
団
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
苦
境
に
あ
る
市
内
事
業
者
へ
の
独
自
の
支
援
の
充
実
を
求
め
た
の

に
対
し
、
市
当
局
は
「
わ
が
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
な
か
で
が
ん
ば

っ
て
い
る
方
も
い
る
」
と
自
助
努
力
を
強
調
し
た
他
、
国
保
税
引
上
げ

や
下
水
道
料
金
の
引
上
げ
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
姿
勢

が
不
十
分
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

小
学
校
の
給
食
室
、
プ
ー
ル
の 

集
約
化
＝
統
廃
合
を
打
ち
出
す 

 

市
教
育
委
員
会
は
、
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
お
い
て
、
施
設
の

更
新
に
費
用
が
か
か
る
と
し
て
、
給
食
調
理
室
の
統
廃
合
＝
セ
ン
タ
ー

方
式
化
や
、
プ
ー
ル
の
統
廃
合
な
ど
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
計
画
策
定 

に
向
け
昨
年
、
市
民
の
意
見
を
公
募
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
で
、
学
校
ト
イ
レ
の
早
急
な
改
善
を

求
め
る
声
が
多
数
を
し
め
た
ほ
か
、
給
食
室
、

プ
ー
ル
の
統
廃
合
に
対
し
て
も
批
判
的
な
声

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

し
か
し
教
育
委
員
会
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
踏
ま
え
た
計
画
の
追
加
・
修
正
は
ゼ

ロ
と
し
、
多
く
の
批
判
、
疑
問
や
不
安
の
声

に
対
し
て
も
趣
旨
を
記
載
済
み
の
一
言
で
済

ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
市
民
の
要
望
や

疑
問
に
応
え
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は

言
え
ま
せ
ん
。 

 

３
月
議
会
で
国
民
健
康
保
険
税
を
、
19
、
20
年

に
続
き
３
年
連
続
で
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
引
上
げ
で
、
京
田
辺
市 

の
国
保
税
負
担
は
、
以
前
は
京
都
府
内
で
も
低
い
水
準
で
し
た

が
、
21
年
度
に
は
か
つ
て
府
内
で
も
最
高
水
準
で
あ
っ
た
八
幡

市
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
に
な
り
ま
し
た
。
40
代
夫
婦
二
人
子
ど
も

二
人
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
比
較
す
る
と
、
17
年
度
で
は
京
田
辺

市
は
八
幡
市
よ
り
10
～
15
万
円
は
低
か
っ
た
も
の
が
、
21
年
度

に
は
ほ
ぼ
同
水
準
に
な
る
と
い
う
異
常
な
事
態
で
す
。 

 
そ
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
京
都
府
か

ら
多
額
の
国
保
納
付
金
を
請
求
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
京
都
府
か
ら
請
求
さ

れ
る
納
付
金
は
、
加
入
者
１
人
あ
た
り

で
は
府
内
で
５
番
目
に
高
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

議
案
審
議
で
日
本
共
産
党
は
、
京
都

府
に
納
付
金
算
定
方
法
を
見
直
す
よ
う

求
め
る
べ
き
だ
と
迫
り
ま
し
た
。
し
か

し
市
長
は
「
広
域
化
に
よ
っ
て
国
保
税

は
な
ら
さ
れ
て
い
る
。
京
都
府
と
し
て

持
続
可
能
な
国
保
に
す
る
た
め
の
も
の

だ
。
」
と
述
べ
、
京
都
府
を
擁
護
し
、
広

域
化
に
よ
っ
て
京
田
辺
市
の
国
保
税
が

高
騰
す
る
こ
と
を
当
然
視
し
ま
し
た
。 

採
決
で
国
保
税
引
上
げ
に
反
対
し
た

の
は
、
日
本
共
産
党
だ
け
で
し
た
。 

１７年度 ２１年度
京田辺市 ３１２，０００円 ３５３，１００円
八幡市 ４０９，５６０円 ３５９，４９０円

　４０代夫婦、子ども２人の４人世帯、
　　年間所得２００万円、の国保税額（八幡市は国保料）



 ▼
岡
本
り
ょ
う
い
ち
議
員 

【
代
表
質
問
】 

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
に
、
以
下
の
点
を
国
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
市
独
自
で
も
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
る
。
ア
、
全
額
国
費
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
で

社
会
的
検
査
を
実
施
し
、
無
症
状
者
を
含
め
た
感
染
者
を
把
握
・
保
護

し
、
新
規
感
染
者
を
減
ら
す
こ
と
。
イ
、
全
て
の
医
療
機
関
に
対
し
て

減
収
補
填
を
は
じ
め
十
分
な
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。 

健
康
福
祉
部
長 

本
市
で
は
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
通
所
施
設
な
ど
で
感
染
者
が
判
明
し
た
場
合
、
施
設
の
再
開
を

早
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
保
健
所
と
連
携
し
、
施
設
職
員
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
拡
大
実
施
を
し
、
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
に

つ
い
て
は
、
１
月
か
ら
開
始
し
、
消
防
署
、
小
学
校
２
ヵ
所
、
保
育
園

１
カ
所
で
実
施
し
た
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の
介
護
認
定
の
あ
る
方
を

対
象
に
、
新
た
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
の
際
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
感
染
リ
ス
ク
と
隣

り
合
わ
せ
の
中
、
感
染
拡
大
防
止
に
ご
尽
力
頂
き
な
が
ら
、
診
療
の
継

続
を
し
て
頂
い
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
実
施
と
な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

お
い
て
も
、
多
大
な
ご
協
力
を
頂
く
必
要
が
で
て
く
る
。
こ
の
た
め
、

財
政
面
を
含
め
、
様
々
な
支
援
を
国
に
要
望
し
て
い
く
。 

問 

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
を
迎
え
た
が
、
い
ま
だ
日
本
は
批
准
し
て

い
な
い
。
政
府
に
対
し
署
名
を
求
め
る
べ
き
。 

市
長 

本
市
が
加
盟
し
て
い
る
平
和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市
会
議
に

お
い
て
は
、
昨
年
11
月
に
菅
内
閣
総
理
大
臣
に
、
日
本
政
府
は
核
兵

器
禁
止
条
約
の
締
結
国
に
な
っ
て
頂
く
よ
う
要
請
を
行
っ
た
。
条
約
締

結
や
外
交
に
関
す
る
こ
と
は
、
国
際
情
勢
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

国
の
責
任
と
判
断
に
よ
っ
て
対
処
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

問 

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
の
撤
回
と
、
憲
法
違
反
で
あ

る
安
保
関
連
法
（
戦
争
法
）
を
廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
認

識
を
問
う
。 

市
長 

安
全
保
障
に
関
わ
る
も
の
は
、
国
に
お
け
る
最
大
の
責
務
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
安
全
保
障
に
関
す
る
法
制
と
そ
れ
に
関
す
る
憲
法
解

釈
に
つ
い
て
答
え
る
立
場
で
は
な
い
が
、
安
保
法
制
に
つ
い
て
は
、
我

が
国
周
辺
海
域
等
で
の
安
全
保
障
環
境
が
変
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
い

か
に
す
れ
ば
多
く
の
国
と
の
共
同
の
下
で
安
全
を
確
保
で
き
る
か
は
、

国
家
の
基
本
で
あ
り
、
真
摯
に
議
論
と
討
論
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
い
か
な
る
事
態
が
生
じ
よ
う
と
も

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
国
会
に
お
い
て
議

論
の
上
、
整
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

問 

市
民
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
所
得
が
下
が
り
続
け
低
迷
す
る
な
か
、

暮
ら
し
の
困
難
は
増
し
、
か
つ
て
な
く
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
市
民
を

守
り
支
え
る
た
め
に
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
。
ま
た
市
民
の
暮
ら
し
の

実
態
に
つ
い
て
、
市
長
の
認
識
を
問
う
。 

企
画
政
策
部
長 

景
気
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
厳
し
い

状
況
に
あ
る
な
か
、
全
体
と
し
て
持
ち
直
し
基
調
は
継
続
し
て
い
る
と

判
断
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
雇
用
・
所
得
環
境
や
個
人
消
費
の
弱
い
動

き
も
示
さ
れ
、
暮
ら
し
へ
の
影
響
は
生
じ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
か
ら
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
、
各
種
支
援
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
今
後
も
感
染
症
の
動
向
と
合
わ
せ
て
、
市
民
の
暮
ら
し

の
状
況
に
は
十
分
注
視
し
な
が
ら
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。 

▼
増
富
理
津
子
議
員 

問 

少
人
数
学
級
を
求
め
る
世
論
に
押
さ
れ
、
政
府
は
学
級
編
成
基
準
を

２
年
生
以
上
も
40
人
か
ら
35
人
に
引
き
下
げ
る
義
務
教
育
標
準
法
改

正
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
小
学
校
全
学
年
で
の
学
級
規
模
の
見
直
し
は

40
年
ぶ
り
。
本
市
に
お
け
る
４
月
か
ら
の
少
人
数
学
級
の
実
現
に
む

け
た
条
件
整
備
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
市
の
方
針
を
聞
く
。 

教
育
部
長 

京
都
式
少
人
数
教
育
で
、
ほ
と
ん
ど
の
小
学
校
で
少
人
数
学

級
を
活
用
し
て
お
り
、
教
室
数
が
不
足
す
る
こ
と
は
無
い
。 

問 

専
科
教
員
の
配
置
は
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
楽
し
く
専
門
的
に
学
ぶ

授
業
の
改
善
に
つ
な
が
り
、
先
生
方
の
負
担
軽
減
に
も
役
立
つ
。
京
田

辺
市
で
も
小
学
校
で
の
専
科
教
員
の
配
置
の
推
進
を
。 

教
育
部
長 

専
科
教
員
は
、
授
業
の
質
の
向
上
、
複
数
教
員
に
よ
る
多
面

的
な
児
童
理
解
や
、
担
任
の
負
担
軽
減
に
加
え
、
小
学
校
か
ら
中
学
校

へ
の
円
滑
な
接
続
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
教
育
的
効
果
は
大
き

い
と
考
え
て
い
る
。
本
市
で
は
英
語
科
で
１
名
の
専
任
教
員
を
配
置
し

て
い
る
。
次
年
度
以
降
、
各
学
年
の
実
態
に
応
じ
て
専
科
教
員
の
増
員

を
府
に
要
望
し
て
い
く
。 
問 
中
学
校
で
も
少
人
数
学
級
へ
の
条
件
整
備
を
進
め
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
市
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。 

教
育
部
長 
中
学
校
で
は
現
在
の
教
員

数
で
少
人
数
学
級
を
実
施
す
る
と
、
各

教
科
担
当
者
の
持
ち
時
間
が
増
え
る

こ
と
が
課
題
。
少
人
数
学
級
の
実
施
に

な
れ
ば
教
員
へ
の
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
に
増
員
を
府
に
要
望
し
て
い
く
。 

 

▼
青
木
こ
う
じ
ろ
う
議
員 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策 

京
田
辺
市
に
再
び
保
健
所
の
設
置
を 

 

保
健
所
体
制
が
感
染
拡
大
時
に
は
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
、
京
田
辺
市
に
保
健
所
を
再
設
置
す
る
よ
う
京
都
府
に
求

め
る
べ
き
だ
と
迫
り
ま
し
た
。 
 
 

京
田
辺
市
を
所
管
す
る
山
城
北
保
健
所
は
宇
治
市
に
あ
り
、
合
計
人

口
40
万
人
以
上
の
７
つ
の
市
町
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
人

員
が
不
足
し
、
既
存
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
比
較
的
感
染
者
の
少
な
い

府
北
部
の
保
健
所
職
員
や
、
管
轄
内
市
町
の
保
健
師
職
員
、
「
保
健
師

等
養
成
機
関
の
教
員
」
ま
で
応
援
に
借
り
出
し
て
対
応
し
て
い
る
と
市

当
局
は
答
弁
す
る
と
と
も
に
、
「
保
健
所
の
平
時
の
役
割
は
、
広
域
的

な
調
整
、
支
援
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
在
の
体
制
に
編
成
さ
れ
た
」
と
答

弁
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
こ
の
答
弁
は
逆
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
と
い
う
非
常
事

態
に
は
今
の
保
健
所
体
制
で
は
対
応
で
き
て
い
な
い
と
認
め
る
に
等

し
い
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

再
質
問
で
は
、
保
健
所
体
制
を
維
持
し
て
き
た
和
歌
山
県
で
は
、
人

口
92
万
８
千
人
に
８
ケ
所
の
保
健
所
、
そ
れ
に
対
し
京
都
府
は
256
万

６
千
人
に
対
し
て
８
ケ
所
と
、
人
口
比
で
の
保
健
所
数
が
和
歌
山
県
の

半
分
に
相
当
す
る
こ
と
も
示
し
て
、
京
都
府
に
保
健
所
の
増
設
を
求
め

る
べ
き
だ
と
迫
り
ま
し
た
。
し
か
し
市
当
局
の
答
弁
は
、
「
日
常
的
に

は
広
域
的
な
調
整
と
支
援
で
あ
り
、
そ
う
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る

か
ら
、
山
城
北
保
健
所
で
十
分
対
応
で
き
て
い
る
。
」
と
い
う
も
の
で

し
た
。 
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▼
複
数
水
源
確
保
の
重
要
性
を
確
認 

 

京
田
辺
市
水
道
の
水
源
は
、
自
己
水
（
市
独
自
に
井
戸
を
掘
っ
て

汲
み
上
げ
て
い
る
地
下
水
）
と
、
京
都
府
か
ら
購
入
し
て
い
る
府
営

水
（
そ
の
水
源
は
木
津
川
の
水
）
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
万
が
一
の

事
故
や
災
害
が
起
き
て
も
そ
の
供
給
が
途
切
れ
な
い
よ
う
に
、
複
数

の
水
源
を
確
保
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。 

 
こ
の
点
で
の
市
の
認
識
を
質
し
た
の
に
対
し
、
市
当
局
も
「
自
己

水
と
府
営
水
を
両
輪
と
し
て
、
平
常
時
だ
け
で
な
く
非
常
時
も
含
め

た
安
定
供
給
に
努
め
る
こ
と
が
大
事
」
、「
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
対
応

で
き
る
よ
う
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
、
か
つ
余
裕
の
あ
る
水
量
、
水
源

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。 

 

▼
国
、
京
都
府
に
よ
る
強
引
な
水
道
「
広
域
化
」 

 

国
は
水
道
法
改
正
で
、
都
道
府
県
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
内
で
水
道

事
業
の
「
広
域
化
」
を
進
め
る
よ
う
求
め
、
22
年
度
中
に
「
水
道

広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
」
を
作
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
の
方
針
に
従

っ
て
「
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
た
自
治
体
に
対
し
て
の
み
、

広
域
化
推
進
の
た
め
に
補
助
金
を
交
付
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
京
都

府
は
国
の
方
針
に
従
い
、
「
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
」
作
成
を
民
間
業

者
に
委
託
し
て
進
め
、
各
市
町
の
独
自
水
源
を
廃
止
し
、
水
源
を
府

営
水
の
み
に
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
水
道
関
連
施
設
の
統
廃
合
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

市
当
局
は
、
水
道
「
広
域
化
」
に
つ
い
て
「
将
来
に
わ
た
り
安
定

的
に
水
道
事
業
を
運
営
す
る
た
め
に
、
市
町
村
の
区
域
を
越
え
た
広

域
連
携
の
検
討
を
行
う
こ
と
は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
時

期
や
内
容
に
つ
い
て
は
各
市
町
村
の
水
道
事
業
者
ご
と
に
慎
重

に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

再
質
問
で
は
、
市
当
局
の
「
広
域
化
」
に
対
す
る
認
識
は
不
十

分
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
検
討
を
住
民
の

前
で
公
開
し
て
す
す
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
「
水

道
事
業
経
営
審
議
会
を
開
い
て
広
域
化
に
つ
い
て
意
見
を
も
ら

い
、
議
論
す
る
。
そ
れ
を
十
分
、
踏
ま
え
て
庁
内
で
検
討
し
て
い

く
。
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

▼
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
保
健
所
が
深
刻
な
事
態
に 

 

年
末
か
ら
１
月
に
か
け
て
京
都
府
で
連
日
、
百
数
十
名
の
規
模

で
感
染
が
広
が
っ
た
時
期
に
は
、
感
染
者
の
う
ち
、
「
入
院
（
重

症
を
含
む
）
」
、
「
施
設
療
養
（
京
都
府
が
借
上
げ
た
ホ
テ
ル
等
へ

の
入
所
）
」
、
「
自
宅
療
養
」
と
判
定
さ
れ
た
以
外
に
「
調
整
中
」

と
さ
れ
た
方
が
数
百
人
の
規
模
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

質
問
で
は
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
、
保
健
所
で
本
当
に
対
応
で

き
て
い
た
の
か
、
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
市
当
局
も
、
保

健
所
と
連
携
し
な
が
ら
、
多
か
っ
た
時
期
に
は
調
査
す
る
だ
け
で

も
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
自
宅
に
居
る
方
の
経
過
観
察
の
支
援
を
し

た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

 

▼
京
田
辺
市
に
再
び
保
健
所
の
設
置
を 

 
保
健
所
の
体
制
が
感
染
拡
大
時
に
は
深
刻
な
危
機
に
直
面
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
京
田
辺
市
に
保
健
所
を
再
設
置

す
る
よ
う
京
都
府
に
求
め
る
べ
き
だ
と
迫
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
す
る
市
当
局
の
答
弁
は
、
こ
の
地
域
で
の
保
健
所
業
務
が
深
刻
な
危
機

に
直
面
し
て
い
た
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

京
田
辺
市
を
所
管
す
る
山
城
北
保
健
所
は
宇
治
市
な
ど
合
計
人
口
40
万
人
以
上

の
７
つ
の
市
町
を
担
当
し
人
員
が
不
足
、
感
染
者
の
少
な
い
府
北
部
の
保
健
所
職
員

や
、
管
轄
内
市
町
の
保
健
師
職
員
、
保
健
師
等
養
成
機
関
の
教
員
ま
で
応
援
に
駆
り

出
し
て
対
応
し
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。
市
当
局
は
そ
う
い
う
事
態
で
あ
り
な
が

ら
、
「
保
健
所
の
平
時
の
役
割
は
、
広
域
的
な
調
整
、
支
援
で
あ
る
こ
と
か
ら
現
在

の
体
制
に
編
成
さ
れ
た
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。 

 

再
質
問
で
は
、
保
健
所
体
制
を
維
持
し
て
き
た
和
歌
山
県
で
は
、
人
口
93
万
人

に
８
ケ
所
の
保
健
所
、
そ
れ
に
対
し
京
都
府
は
257
万
人
に
対
し
て
８
ケ
所
と
、
人

口
比
で
の
保
健
所
数
が
和
歌
山
県
の
半
分
以
下
で
あ
る
こ
と
も
示
し
て
、
京
都
府
に

保
健
所
の
増
設
を
求
め
る
べ
き
だ
と
迫
り
ま
し
た
。
し
か
し
市
当
局
は
、
「
日
常
的

に
は
広
域
的
な
調
整
と
支
援
で
あ
り
、
山
城
北
保
健
所
で
十
分
対
応
で
き
て
い
る
。」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

▼
吉
原
川
改
修
の
進
行
状
況
。
防
賀
川
改
修
促
進
を 

 

吉
原
川
改
修
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
と
り
上
げ
、
市
当
局
は
「
現
在
、
京
都
府
に 

お
い
て
吉
原
川
樋
門
辺
り
の
護
岸
工
事
を
施
工
中
で
、

吉
原
川
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
22
年
度
か
ら
着
手

す
る
予
定
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
防
賀
川
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
も
京
都
府
へ

要
望
す
る
よ
う
求
め
、
「
こ
れ
ま
で
も
京
都
府
に
要
望

を
続
け
て
お
り
、
19
年
度
に
防
賀
川
と
新
名
神
高
速

道
交
差
部
ま
で
の
測
量
業
務
を
実
施
さ
れ
た
。
今
後
も

事
業
化
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
要
望
し

て
い
く
。
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

防
賀
川
上
流
域
の
様
子

 

総
務
常
任
委
員
会
は
、
19
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
「
性
の
多
様
性
に
対
応
し
た
社

会
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
所
管
事
務

調
査
に
つ
い
て
、
最
終
的
な
報
告
を
ま
と
め
、

委
員
会
と
し
て
報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 
 

報
告
書
で
は
、
20
年
度
の
調
査
活
動
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の
方
と
の
懇
談

や
市
当
局
へ
の
質
疑
な
ど
を
簡
単
に
紹
介
し
た
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
と

し
て
事
務
調
査
を
踏
ま
え
た
二
つ
の
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

提
言
の
第
一
は
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
や
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
」
な
ど
の
用
語
の
理
解
を

深
め
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
す
べ
て
の
人
が
多
様
な
性
の
当
事
者
」
で
あ

る
こ
と
を
明
確
に
し
、「
性
的
少
数
者
」
の
方
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
に 

障
害
が
な
く
、
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
社
会

に
向
け
、
多
く
の
市
民
の
理
解
を
深
め
る
啓
発
活
動
が

必
要
と
指
摘
し
、
学
校
教
育
で
の
重
要
性
に
も
ふ
れ

て
、
教
育
委
員
会
と
市
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
取
り
組

む
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。 

 

提
言
の
第
二
は
、
「
同
性
婚
」
制
度
が
法
的
に
整
備

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
市
当
局
に
対
し
、
市
民
の
理
解
を
深

め
る
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
て
、
一
日
も
早
く
「
同
性
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
を
導
入
さ
れ
る
よ
う
求
め
て

い
ま
す
。 

ま
た
市
当
局
だ
け
で
な
く
、
京
田
辺
市
議
会
と
し
て

も
、
こ
れ
ら
の
観
点
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
よ
う
に
求
め
て
い
ま
す
。 



 
 
 
 

時
間
が
増
え
る
こ
と
が
課
題
。
少

人
数
学
級
の
実
施
に
な
れ
ば
教

員
へ
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う 

に
増
員
を
府
に
要
望
し
て
い
く
。 

問 

全
国
で
既
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
小
学
校
で
の
専
科
教
員

の
配
置
に
つ
い
て
は
、
京
都
式
少

人
数
教
育
に
は
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
な
い
。
専
科
教
員
の
配
置

は
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
楽
し
く

専
門
的
に
学
ぶ
授
業
の
改
善
に

つ
な
が
り
、
先
生
方
の
負
担
軽
減

に
も
役
立
つ
。
本
市
で
も
小
学
校

の
専
科
教
員
配
置
の
推
進
を
。 

答
弁 

専
科
教
員
は
、
授
業
の

質
の
向
上
、
複
数
教
員
に
よ
る
多

面
的
な
児
童
理
解
や
担
任
の
負

担
軽
減
に
加
え
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
へ
の
円
滑
な
接
続
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
な
ど
教
育
的
効

果
は
大
き
い
と
考
え
て
い
る
。
増

員
を
府
に
要
望
し
て
い
く
。 

 

多
目
的
に
利
用
で
き
る 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
設
置
を 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
と
は
、
乳
幼

児
等
の
お
む
つ
交
換
の
た
め
に
設
置

す
る
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
と
は
異
な
り
、
大

人
も
横
に
な
れ
る
大
型
の
ベ
ッ
ド
。
主

に
多
機
能
ト
イ
レ
内
に
設
置
さ
れ
、

 

障
が
い
の
あ
る
方
の
お
む
つ
交
換
等

に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
高
齢
者
や
子

ど
も
連
れ
の
方
な
ど
、
多
く
の
人
が

多
目
的
に
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。 

問 

冷
暖
房
設
備
の
設
置
と
ト
イ

レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
改
装

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
中
央
体
育
館

で
新
た
に
作
る
ト
イ
レ
に
は
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
シ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
る
。
他
の

公
共
施
設
へ
の
設
置
を
。
ま
ず
市
役

所
内
ト
イ
レ
に
設
置
を
求
め
る
。 

答
弁 

現
状
の
市
庁
舎
の
多
目
的

ト
イ
レ
で
は
、
必
要
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
、
設
置
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

安
心
・
安
全
な
教
育
環
境
と 

豊
か
な
学
校
生
活
を 

コ
ロ
ナ
危
機
を
契
機
に
広
が
っ

た
少
人
数
学
級
を
求
め
る
世
論

に
押
さ
れ
、
政
府
は
小
学
校
１

年
生
の
み
３５
人
、
２
年
生
以
上

は
４０
人
と
さ
れ
て
い
る
学
級
編

成
基
準
を
、
２
年
生
以
上
も
３５

人
に
引
き
下
げ
る
義
務
教
育
標

準
法
を
改
正
し
ま
し
た
。
小
学

校
全
学
年
で
の
学
級
規
模
の
見

直
し
は
４０
年
ぶ
り
で
す
。  

問 

本
市
に
お
け
る
少
人
数

学
級
の
実
現
に
む
け
た
条
件
整

備
と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。 

答
弁 

こ
れ
ま
で
も
京
都
式
少

人
数
教
育
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の

小
学
校
で
少
人
数
学
級
を
活
用

し
て
る
こ
と
か
ら
、
１
学
級
概
ね

３５
人
以
下
と
し
、
実
施
に
よ
り

教
室
が
不
足
す
る
こ
と
は
無
い
。 

問 

国
の
改
正
で
は
中
学･

高

校
は
対
象
外
で
す
が
、
特
に
中

学
校
は
小
学
校
か
ら
環
境
も
大

き
く
変
わ
り
不
登
校
も
増
え
、

き
め
細
か
な
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
衆
院
予
算
委
員
会
で
、
日
本

共
産
党
の
畑
野
議
員
の
質
問
に

対
し
、
菅
首
相
も
中
学
校
に
つ
い

て
も
少
人
数
学
級
の
実
施
を
検

討
す
る
と
答
弁
し
て
い
る
。
中
学

校
で
も
少
人
数
学
級
へ
の
条
件
整

備
を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
市
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。 

答
弁 

中
学
校
で
は
現
在
の
教

員
数
で
少
人
数
学
級
を
実
施
す

る
と
、
各
教
科
担
当
者
の
持
ち

市
立
幼
稚
園
と
保
育
所
の 

再
編
整
備
計
画
に
意
見
募
集 

現
在
、
２
０
２
１
～
２
５
年
度
ま
で
５

年
間
の
市
立
幼
稚
園
と
保
育
所
の
再
編

整
備
計
画
案
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
は
５
月

１４
日
ま
で
。
今
回
の
計
画
案
は
、
市
立

幼
稚
園
８
園･

保
育
所
４
園
１
分
園
を
、

市
立
こ
ど
も
園
３
園･

幼
稚
園
４
園･

保

育
所
２
園
に
再
編
す
る
計
画
で
す
。 

例
え
ば
田
辺
幼
稚
園
は
、
園
舎
の
老

朽
化
や
施
設
整
備
す
る
敷
地
や
仮
設

園
舎
を
設
置
す
る
余
裕
が
な
い
と
、
２
３

年
度
園
児
募
集
を
停
止
、
２
５
年
３
月

末
で
休
園
す
る
。
ま
た
田
辺
東
幼
稚
園

は
、
園
児
数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
河
原
保
育
所
を
認
定
こ
ど
も

園
に
移
行
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、
２
５
年

３
月
末
で
統
合
す
る
方
向
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
。 
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誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
そ

の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

を
目
指
す
と
介
護
保
険
制
度
が
導

入
さ
れ
て
２０
年
に
な
り
ま
す
。 

２
０
０
０
年
に
は
年
間
保
険
料
の

基
準
額
が
１
万
６
２
０
０
円
だ
っ
た

も
の
が
現
在
６
万
４
７
３
０
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
高
齢
者
に
と
っ
て
負
担

の
限
界
、
こ
れ
以
上
引
き
上
げ
る
べ

き
で
な
く
基
金
も
活
用
し
、
引
下
げ

の
検
討
も
さ
れ
る
べ
き
と
議
会
で
要

求
し
て
き
ま
し
た
。 

３
月
議
会
で
は
、
２
０
２
１
年
度
か

ら
２
３
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
保
険

料
は
据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
。 

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
見
直
し
や
施

設
整
備
な
ど
使
い
や
す
い
介
護
保

険
制
度
に
要
望
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 介

護
保
険
料
は
据
え
置
き 

３
月
議
会
一
般
質
問
か
ら 

 

 

ユニバーサルシート 

新緑の中、最後まで咲き誇る八重桜 



～議会の様子から、身近な情報まで～ ダイレクトにお届けします！ 
ご相談は公式 LINE が便利です。LINE ID「@pfw5637e」から登録を。 
くらし・税金・福祉・子育て・困りごと、何でもお気軽にご相談下さい。 

ブログ： 岡本りょういち議員   検索  

くりセンター整備（三山木・普賢寺地域）

や、中学校給食施設新築工事等設計事業、

田辺公園野球場ＬＥＤ化等改修事業などが

盛り込まれました。【４面】 

議会最終日には、全会派共同提案で「同

性婚の法制化に関する議論の促進を求める

意見書」を全会一致で可決しました。 

今後も引き続き、感染の状況を注視し、

市民のみなさんが平穏な日常に戻れるよう

取り組んで行きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

南部地域のコミュニティ活動や文化活

動の拠点機能確保として、2022年度の開

設を目指し取り組まれます。 

 

 

 

音声言語発達等への影響を最小限に抑

えられるよう、すべての新生児を対象に検

査に要する費用の一部が助成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校給食施設新築工事等設計業務を委

託し、基本設計・実施計画が行われ 2024

年度から給食が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染拡大の防止に向けて、国や府をは

じめ医師会と連携しながら、市民に対し

てワクチン接種が行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田辺公園野球場の投光器をＬＥＤ化す

るとともに、照明点灯操作盤の更新などが

行われます。 

 

 

  

（１） 

岡本りょういち 

日本共産党 京田辺市会議員 

第４波となる新型コロナ感染拡大で、自

治体の役割や、あり方が問われるなか、

2021年度予算案を審議する３月議会が、

2月 19日から 3月 29日まで開催されま

した。 

開会日には、市長から 2021年度の施政

方針演説が行われ、それを踏まえて私は会

派を代表して質問を行いました。 

代表質問では、新型コロナ感染症から市

民の命と暮らし、そして中小業者と雇用を

守るための論戦を行いました。【２面】 

また、新年度予算では、南部地域まちづ

くりセンター整備（三山木・普賢寺地域）

や、中学校給食施設新築工事等設計事業、

田辺公園野球場 LED 化等改修事業などが

盛り込まれました。【○○面】 

３
月
議
会
と
活
動
報
告 

№
４０ 

【 田辺中央体育館リニューアルオープン記念式典 ＝４月１日 】 

２０２１年  春期発行 

自 宅：同志社山手 1 丁目 20-13 
ＴＥＬ：51-5511 
事務所：日本共産党山城地区委員会 
ＴＥＬ：46-9804 
市役所：日本共産党市会議員団室 
ＴＥＬ：63-1122（内線 522） 

（４） 

☆南部地域コミュニティ拠点機能整

備【９６５万円】 

ごあいさつ 

☆新生児聴覚検査費用助成事業 

【２４０万円】 

☆田辺公園野球場ＬＥＤ化等改修

事業【３２６０万円】 

☆中学校給食施設新築工事等設計事

業【３カ年：８７００万円】 

☆新型コロナウイルス感染症予防

接種事業【2億２８７万円】 



（３） 

 

 

京田辺市は３月議会に提案した補正予算で、市内の歯科を除くすべての医療機関を対象

に支援金を給付する「医療機関支援金」（5000万円）を盛り込みました。 

感染防止に努力しながら診察、治療を継続している医療機関を財政的に支えるもので、

この間、日本共産党議員団も国や京都府へ要請するとともに、京田辺市独自でも実施する

よう求めてきました。 

 

 

 

 

３月議会で国民健康保険税を、19、20

年に続き３年連続で引き上げる条例改正が

可決されました。 

今回の引上げで、京田辺市の国保税負担

は、以前は京都府内でも低い水準でしたが、

21年度にはかつて府内でも最高水準であ

った八幡市とほぼ同じ水準になりました。 

40代夫婦二人子ども二人のモデルケー

スで比較すると、17年度では京田辺市は八

幡市より10～15万円は低かったものが、

21年度にはほぼ同水準になるという異常

な事態です。【右記参照】 

 その背景にあるのが、京都府から多額の

国保納付金を請求されていることです。京

都府から請求される納付金は、加入者１人

あたりでは府内で５番目に高額となってい

ます。 

 

 

 

 議案審議では、京都府に納付金算定方法

を見直すよう求めるべきだと迫りました。

しかし、市長は「広域化によって国保税は

ならされている。京都府として持続可能な

国保にするためのものだ。」と述べ、京都

府を擁護し、広域化によって京田辺市の国

保税が高騰することを当然視しました。 

採決で国保税引上げに反対したのは、日

本共産党だけでした。 

 

 

質問 

全額国費によるＰＣＲ等検査の拡充で、

社会的検査の実施を。 

健康福祉部長 

京都府においても、３月末までに高齢者

及び、障がい者・障がい児の入所施設の従

事者等を対象に検査が実施される。 

 

 

質問 

全ての医療機関に対して減収補填をはじ

め十分な財政支援を行うべき。 

健康福祉部長 

財政面を含め、様々な支援を国に要望し

ていく。 

 

 

質問 

国へ７５歳以上の後期高齢者の医療費窓

口負担２倍化の引き上げの撤回を求めるべ

き。 

市民部長 

負担割合が増える被保険者に十分配慮す

るよう国へ要望している。 

 

 

質問 

（仮称）南部住民センターについて、市

南部地域の機能確保をどう進めるのか。 

市民部長 

現在、民間施設を活用し整備を行う計画

で調整を進めており、令和４年度当初の開

設を目指し取り組んでいきたい。 

 

 

予算審議では、新型コロナの影響で苦境に

ある市内事業者への独自の支援の充実を求

めたのに対し、市当局は「わが身は自分で守

るというなかでがんばっている方もいる」と

自助努力を強調した他、国保税引上げや下水

道料金の引上げなど、市民の暮らしと営業を

守る姿勢が不十分だと指摘しました。 

 

 

 

 

市教育委員会は、学校施設長寿命化計画に

おいて、施設の更新に費用がかかるとして、

給食調理室の統廃合＝センター方式化や、プ

ールの統廃合などを打ち出しました。 

計画策定に向け昨年、市民の意見を公募す

るパブリックコメントが行われ、寄せられた

意見で、学校トイレの早急な改善を求める声

が多数をしめたほか、給食室、プールの統廃

合に対しても批判的な声が数多く寄せられ

ました。 

しかし、教育委員会はパブリックコメント

を踏まえた計画の追加・修正はゼロとし、多

くの批判、疑問や不安の声に対しても趣旨を

記載済みの一言で済ませています。これでは

市民の要望や疑問に応えたパブリックコメ

ントとは言えません。 

 

 

 

 

日

本

共

産

党

自

民

一

新

会

Ｎ

ＥＸ

Ｔ

京

田

辺

公

明

党

南

風

維

新

クラ

ブ

女

性

議

員

の

会

南

部

登

志

子

結
果

市長等損害賠償責任一部
免責条例の制定

● ○ ○ ○ ○ ○ ●
可
決

国保税引上げの条例改正 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

学校教育審議会設置
条例の制定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

介護保険料据え置きの
条例一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

指定居宅介護支援事業運営
基準条例の改正

● ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

無料自転車駐車場条例の制
定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

資源ごみ持ち去り規制
強化のための条例改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

２０年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

２１年度一般会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ● ●
可
決

２１年度国民健康保険
特別会計予算

● ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

２１年度水道事業会計予算 ● ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

２１年度公共下水道事業会計 ● ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

市議会会議規則の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

同性婚法制化の議論の
促進を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

後期高齢者医療費窓口負担
引き上げに反対する意見書

○ ● ● ● ○ ○ ●
否
決

※○＝賛成、●＝反対。

３月議会･主な議案､意見書等への各会派の態度

（２） 

2021年度一般会計予算に反対 

国保税３年連続引き上げで、

2018年度比 13％アップに 

２０１７年度 ２０２１年度

京田辺市 ４４７，０００円 ５０５，１００円

八幡市 ５９８，１６０円 （５２２，１００円）

※八幡市の２１年度の国保料は２０年度３％減の推計値

　４０代夫婦、子ども２人の４人世帯、
　　年間所得３００万円の国保税(料)額

小学校の給食室、プールの集約化

＝統廃合を打ち出す 

京田辺市内医療機関への財政支援が実現！ 

代 表 質 問 

 



 

日本共産党京田辺市議団は次の見解を発表しました。 

日本共産党京田辺市議団ニュース 
第１３１５号  ２０２１年７月２５日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 
 

日

本

共

産

党

自

民

一

新

会

ＮＥ

ＸＴ

京

田

辺

公

明

党

南

風

維

新

クラ

ブ

女

性

議

員

の

会

南

部

登

志

子

結
果

副市長の選任について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
同
意

市税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

市道認定について ● ○ ○ ○ ○ △ ○
可
決

２１年度一般会計
補正予算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

２１年度一般会計
補正予算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

建設アスベスト被害者の早期
救済・解決を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

東京オリンピック開催の
中止を求める意見書

○ ● ● ● ○ ○ ○
否
決

※○＝賛成、●＝反対、△＝態度が分かれた。

６月議会･主な議案､意見書等への各会派の態度

 

６
月
議
会
で
可
決
し
た
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号)

に
、
三
山
木
・
普
賢
寺
な
ど
京
田
辺
市
南
部
地
域
で
（
仮
称
）

南
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
た
め
の
予
算
が
盛
り

込
ま
れ
、
市
当
局
は
そ
の
具
体
的
な
方
針
を
示
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
、
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
が
整
備

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
市
南
部
地
域
に
は
そ
れ
ら
に
該
当
す
る
施

設
が
な
く
、
住
民
か
ら
も
繰
り
返
し
住
民
セ
ン
タ
ー
設
置
の
要
望

が
提
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
議
員
団
も
毎
年
の
予
算

要
求
書
や
一
般
質
問
な
ど
で
繰
り
返
し
実
現
を
求
め
て
き
ま
し

た
が
、
よ
う
や
く
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

市
当
局
の
方
針
は
、
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
三
山
木
駅
近
く
に
あ
る
元
金

融
機
関
の
空
き
店
舗
を
借
用
し
て
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
推
進
、
生
活
文
化
の
向
上
、
福
祉
及
び
健
康
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
市
立
（
仮
称
）
南
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

を
開
設
、
学
習
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
講
習
会
や
研
究

会
、
展
示
会
の
開
催
、
地
域
の
交
流
や
連
携
の
推
進
な
ど
の
事
業

の
拠
点
と
な
る
施
設
と
し
て
整
備
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
図
書
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
展
示
発
表
ス
ペ
ー
ス
、

子
ど
も
向
け
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
施
設
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
地
域
の
希
望

を
把
握
し
な
が
ら
検
討
を
す
す
め
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

総
事
業
費
は
約
９
８
０
０
万
円
で
、
22
年
２
月
プ
レ
オ
ー
プ

ン
、
22
年
度
か
ら
本
格
的
に
オ
ー
プ
ン
す
る
計
画
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
団
は
、
４
月
30
日
付
で
、
京

田
辺
市
長
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態 

宣
言
の
対
応
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
を
行
い
、
大
規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
す
す
め
る
こ
と
や
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
の
相
談
体
制
の
強
化
と
市
民

へ
の
情
報
提
供
、
中
小
事
業
者
へ
の
経
済
的
支
援
の
充
実
や
、
国
民
健

康
保
険
税
と
下
水
道
料
金
引
上
げ
の
中
止
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。 

 

市
議
会
と
し
て
市
長
に
ワ
ク
チ
ン 

予
約
、
接
種
の
改
善
を
申
入
れ

 

京
田
辺
市
議
会
は
、
５
月
12
日
、
議
長
名
で
京
田
辺
市
長
に
対
し
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
の
体
制
強
化
及
び
対
応
に

対
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
提
出
に
あ
た
り
、
日
本
共
産
党

議
員
団
は
、
電
話
回
線
増
設
・
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
な
ど
集
中
を
避
け
る
工
夫
、

障
が
い
を
も
つ
方
な
ど
へ
の
配
慮
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
補
正
予
算
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
予
約
の
た
め
の
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
電
話
回
線
の
増
設
や
、
生
活
困
窮
者
の
就
労
活
動
へ

の
支
援
策
（
交
通
費
助
成
等
）
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

 

委
員
会
審
議
の
イ
ン
タ
ー 

ネ
ッ
ト
中
継
が
ス
タ
ー
ト 

６
月
議
会
か
ら
、
従
来
の
本
会
議
に
加
え
て
、 

３
つ
の
常
任
委
員
会
の
委
員
会
審
議
の
イ
ン
タ 

ー
ネ
ッ
ト
中
継
・
録
画
配
信
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
す
る
の
は
、
総
務
・
文
教
福
祉
・
建
設
経
済

の
各
常
任
委
員
会
の
他
に
、
10
月
の
決
算
特
別
委
員
会
、
３
月
の
予
算

特
別
委
員
会
で
す
。
ま
た
中
継
の
日
か
ら
１
週
間
後
を
メ
ド
に
録
画
が

配
信
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
市
議
会
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
早
期
救
済
・
解
決

求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

 
京
田
辺
市
の
６
月
議
会
で
は
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
早
期
救

済
・
解
決
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

 

６
月
議
会
に
向
け
建
設
労
働
者
の
労
働
組
合
「
京
建
労
綴
喜
・
八
幡
支

部
」
が
、
市
議
会
の
す
べ
て
の
会
派
に
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
救
済

の
た
め
の
補
償
基
金
制
度
創
設
を
国
に
求
め
る
意
見
書
を
、
京
田
辺
市
議

会
と
し
て
提
出
し
て
ほ
し
い
」
と
要
請
行
動
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
、
日
本
共
産
党
議
員
団
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
京
田
辺
の
２
会
派
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
同
趣
旨
の
意
見
書
案
が
提
案
さ
れ
、
会
派
間
協
議
の
結
果
、
一

本
化
し
全
会
派
の
共
同
提
案
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

 

東
京
五
輪
中
止
求
め
る
意
見
書
は
否
決

 

６
月
議
会
で
日
本
共
産
党
議
員
団
は
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ 

に
は
南
風
・
維
新
の
会
、
女
性
議
員
の
会
が

賛
同
を
表
明
し
、
３
会
派
の
共
同
提
案
と
な

っ
た
も
の
の
、
採
決
で
は
、
自
民
一
新
会
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
京
田
辺
、
公
明
党
が
反
対
し
、
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 



 ▼
岡
本
り
ょ
う
い
ち
議
員 

○
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て 

十
分
な
補
償
と
生
活
支
援
に
つ
い
て 

問 

休
業
要
請
や
時
間
短
縮
営
業
の
要
請
な
ど
で
経
済
的
影
響
が
で
て
い

る
中
小
業
者
に
対
し
て
、
市
独
自
の
固
定
費
補
助
の
実
施
を
は
じ
め
、
国

に
対
し
２
回
目
の
持
続
化
給
付
金
な
ど
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
よ
。
ま
た
、

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
の
強
化
を
。 

経
済
環
境
部
長 

本
市
で
は
、
現
在
「
新
し
い
生
活
様
式
」
応
援
補
助
金

事
業
及
び
地
元
農
産
物
使
用
店
舗
支
援
金
事
業
の
実
施
や
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

の
事
業
者
に
対
し
て
、
成
長
支
援
補
助
金
の
拡
充
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、
今
後
の
人
流
や
売
上
げ
が
回
復
す
る
よ

う
、
事
業
再
構
築
、
及
び
経
営
再
建
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
給
付
金
な
ど
に
よ
る
更
な
る
事
業
者
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
か
ら
も
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
対
し
て
要
望
し
て
い
る
。 

健
康
福
祉
部
長 

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
関
わ
ら
ず
、
「
仕
事
と
く
ら
し
の
相
談
室
プ
ラ

ス
」
で
相
談
を
聞
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
す
る
中
で
各
種
制
度
を
活
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

本
市
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
に
限
ら

ず
、
生
活
再
建
に
向
け
求
職
活
動
を
さ
れ
る
方
へ
の
援
助
を
新
設
し
、
就

労
に
つ
な
が
る
支
援
を
す
す
め
て
い
く
。 

 

○
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
大
に
つ
い
て 

問 

子
育
て
世
代
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
や
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
支
援
策
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
同
制
度
を
、
高
校
卒
業

ま
で
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

健
康
福
祉
部
長 

子
育
て
支
援
策
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
幅
広
い

施
策
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
本

市
で
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
世
代
に
渡
っ
て
、
様
々
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
医
療
費
助
成
に
特
化
し
た
支
援
策
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。 

 

▼
青
木
こ
う
じ
ろ
う
議
員 

○
す
べ
て
の
待
機
児
の
解
消
を 

 

京
田
辺
市
に
お
け
る
保
育
所
待
機
児
に
つ
い
て
、
年
度
当
初
の
待
機
児

は
国
の
基
準
で
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
保
育
所
に
入
れ

な
か
っ
た
と
い
う
声
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
年
度
途
中
に
は
数
十

人
の
規
模
で
待
機
児
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

 

質
問
で
は
、
19
～
21
年
度
で
保
育
所
入
所
申
込
み
を
し
な
が
ら
、
結
果

と
し
て
入
所
に
い
た
ら
な
か
っ
た
子
ど
も
の
数
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求

め
、
市
当
局
か
ら
子
ど
も
の
数
に
つ
い
て
、
19
年
度
110
人
、
20
年
度
134
人
、

21
年
度
138
人
、
と
報
告
が
あ
り
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
特
定
施
設
の
み

希
望
さ
れ
た
」
「
育
休
中
で
復
職
の
意
向
が
未
定
」
「
他
の
施
設
へ
入
所
し

た
」
「
申
込
み
取
り
下
げ
」
「
要
件
喪
失
」
な
ど
を
あ
げ
ま
し
た
。 

 

京
田
辺
市
に
お
け
る
保
育
所
待
機
児
は
、
年
度
当
初
に
国
基
準
で
は
ゼ

ロ
と
な
っ
て
い
て
も
、
現
実
に
は
保
護
者
の
通
勤
の
条
件
な
ど
に
よ
っ
て

利
用
し
に
く
い
保
育
所
を
希
望
せ
ず
に
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、
保
育
所
に

入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

待
機
児
の
多
く
は
０
～
２
歳
児
で
、
そ
の
解
消
に
つ
い
て
聞
い
た
と

こ
ろ
、
市
当
局
か
ら
は
「
今
回
の
再
編
整
備
計
画
案
で
は
、
保
育
所
機

能
を
も
つ
認
定
こ
ど
も
園
を
増
や
す
と
と
も
に
、
０
～
２
歳
児
を
受
け

入
れ
る
小
規
模
保
育
を
増
や
し
、
そ
の
部
分
の
保
育
定
員
を
増
や
し
て

い
く
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

○
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を 

 

質
問
で
は
国
の
財
政
支
援
策
で
あ
る
「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
」

の
制
度
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
れ
を
利
用
し
、
市
内
す
べ

て
の
小
・
中
学
校
の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
、
と
求
め
ま
し
た
。 

 

市
当
局
の
答
弁
は
「
現
在
の
と
こ
ろ
、
空
調
の
設
置
を
目
的
と
し
た

改
修
は
考
え
て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

 

▼
増
富
理
津
子
議
員 

○
女
性
施
策
「
生
理
の
貧
困
」
を
な
く
す
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

経
済
的
に
生
理
用
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
困
難
な
、
い
わ
ゆ
る
「
生

理
の
貧
困
」
と
呼
ば
れ
る
現
実
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
単
に
経
済
的
負

担
の
軽
減
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を

め
ざ
す
視
点
か
ら
も
重
要
な
課
題
。 

問 

防
災
備
蓄
品
の
活
用
等
も
含
み
、
生
活
が
困
窮
す
る
方
へ
の
生
理

用
品
の
無
料
配
布
、
公
共
施
設
の
窓
口
や
ト
イ
レ
へ
の
設
置
を
。 

危
機
管
理
監 

備
蓄
品
の
生
理
用
品
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
更
新
時

期
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
各
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
で
活
用

で
き
る
よ
う
100
～
200
個
ず
つ
、
作
年
11
月
に
届
け
て
い
る
。 

市
民
部
長 

孤
独
、
孤
立
で
不
安
を
抱
え
る
女
性
が
社
会
と
の
絆
、
つ

な
が
り
を
回
復
が
で
き
る
貧
困
対
策
は
重
要
な
こ
と
で
、
生
理
用
品
の

提
供
と
い
う
の
は
一
定
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

問 

コ
ロ
ナ
禍
で
少
し
で
も
支
援
を
と
市
民
の
方
々
が
取
り
組
ま
れ
て

い
る
食
料
や
日
常
用
品
の
支
援
活
動
な
ど
で
も
生
理
用
品
の
提
供
が
で

き
る
よ
う
、
市
と
し
て
も
支
援
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

今
後
、
防
災
備
蓄
品
の
更
新
時
期
に
は
市
民
団
体
や

関
係
部
署
と
協
議
し
、
食
料
支
援
と
合
わ
せ
た
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
検
討
す
る
。 

問 

市
立
小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
保
健
室
で
の
提
供
だ
け
で
な
く
自

由
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
常
備
設
置
を
。

文
科
省
か
ら
も
「
手
に
取
り
や
す
い
場
所
、
保
健
室
の
ほ
か
に
も
」
等

付
け
加
え
た
通
知
が
で
て
い
る
。 

教
育
部
長 

衛
生
面
等
の
観
点
か
ら
、
管
理
の
行
き
届
き
に
く
い
と
こ

ろ
に
配
置
す
る
こ
と
は
困
難
。
保
健
室
に
お
い
て
養
護
教
諭
を
通
し
て

提
供
。
保
健
室
で
の
利
用
は
、
月
１
件
か
ら
２
件
。 

教
育
長 

児
童
・
生
徒
が
申
し
出
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
。
児

童
・
生
徒
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
こ
と
も
含
め
て
し
っ
か
り
と
教
育
し
て

い
く
。
文
科
省
の
通
知
は
、
義
務
で
は
な
い
。
市
教
育
委
員
会
と
し
て

検
討
し
た
結
果
、
本
当
に
必
要
な
児
童
・
生
徒
に
行
き
渡
る
よ
う
に
、

衛
生
用
品
の
適
切
な
管
理
の
観
点
か
ら
今
後
も
手
渡
し
で
行
う
。 



 

☆
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
の
豊
か
な
取
組
み
を
支
え
、 

市
民
に
伝
え
る
努
力
を 

 

京
田
辺
市
が
公
表
し
た
「
第
１
期
京
田
辺
市
立
幼
稚
園
・
保
育

所
再
編
整
備
計
画
」
案
で
は
、
公
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
今
後
、「
全

学
年
が
単
学
級
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
連
続
す
る
複
数
の
学
年
で

園
児
数
が
10
人
未
満
と
な
っ
た
場
合
に
『
集
団
教
育
が
困
難
と
な

っ
た
園
』
と
し
て
他
園
と
の
統
合
を
検
討
」
す
る
と
い
う
方
針
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

松
井
ケ
丘
幼
稚
園
の
21
年
度
新
入
園
児
数
は
９
人
で
、
来
年
度

も
10
人
以
下
の
新
入
園
児
の
場
合
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
不
安

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般
質
問
で
は
、
松
井
ヶ
丘
小
校

区
で
は
今
後
も
宅
地
開
発
が
続
き
、
新
た
に
転
入
し
て
く
る
家
庭

が
増
加
す
る
こ
と
、21
年
度
の
５
歳
児
ク
ラ
ス
は
入
園
時
の
８
人

か
ら
２
年
間
で
３
人
の
転
入
が
あ
っ
て
11
人
に
増
え
た
こ
と
な

ど
を
示
し
、
今
後
も
園
児
数
が
増
加
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
他
園
と
の
統
合
の
目
安
を
機
械
的
に
適
用
す
る
の
で
は
な

く
、
柔
軟
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
提
起
し
て
、
市
当
局
の
見

解
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
に
つ
い
て
、
計
画
案
に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
も
「
即
統
合
と
い
う
の
は
ど
う
か
」
「
園

児
数
を
増
や
す
取
り
組
み
の
時
間
が
な
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
て
い
る
と
し
て
、
「
そ
れ
ら
の
意
見
を
精
査
す
る
中
で
市
の
考

え
を
示
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

７
月
に
入
っ
て
市
議
会
文
教
福
祉
常
任
委
員
協
議
会
で
、
同
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
と
市
の
考
え
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

松
井
ケ
丘
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
25
年
度
ま
で
の
第
１
期
計
画
期
間

内
は
現
在
の
ま
ま
の
運
営
を
継
続
し
、
次
期
計
画
策
定
時
に
そ
の
時

の
状
況
を
み
て
検
討
し
て
い
く
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

松
井
ケ
丘
幼
稚
園
で
は
そ
の
日
の
幼
稚
園
の
様
々
な
活
動
を
数

枚
の
写
真
と
幼
稚
園
の
先
生
方
の
手
書
き
の
コ
メ
ン
ト
で
１
枚
の

画
用
紙
に
ま
と
め
て
紹
介
し
て
い
る
「
フ
ォ
ト
ア
ピ
ー
ル
」
が
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
の
お
迎
え
の
時
間
に
幼
稚
園
で
入
り
口

の
と
こ
ろ
に
掲
示
さ
れ
て
お
り
、
迎
え
に
き
た
保
護
者
の
方
も
子
ど

も
の
幼
稚
園
で
の
様
子
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
松

井
ケ
丘
幼
稚
園
が
行
っ
た
保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
「
遊
び
の
様
子
を
、
そ
の
日
に
写
真
付
で
掲
示
し
て
く
だ
さ
る
の

で
、
帰
っ
て
か
ら
の
子
ど
も
と
の
会
話
が
と
て
も
充
実
し
た
も
の
に

な
り
ま
す
。」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
好
評
で
す
。 

 

他
に
も
隣
接
す
る
小
学
校
と
の
連
携
で
も
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
井
ケ
丘
小
学
校
で
は
１
年
生
の
授
業
の
中
で
、
子
ど
も
の
出
身
幼

稚
園
、
保
育
所
等
の
教
員
、
保
育
士
を
対
象
に
し
た
授
業
参
観
（
公

開
授
業
）
を
し
て
い
ま
す
が
、
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
の
教
員
の
み
な
さ

ん
は
そ
こ
に
も
欠
か
さ
ず
参
加
さ
れ
、
小
学
校
教
員
と
の
連
携
に
も

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

質
問
で
、
こ
れ
ら
の
市
立
幼
稚
園
の
豊
か
な
、
魅
力
あ
る
取
り
組

み
を
多
く
の
市
民
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
努
力
を
支
え
、
励
ま

し
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
京
田
辺
市
の
大
事
な
役
割
で
あ
り
、
ま

た
そ
れ
を
通
し
て
、
今
後
も
引
き
続
き
公
立
幼
稚
園
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
市
教
育
委
員
会
、
市
長
部
局
そ
れ
ぞ
れ
が
努
力
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
提
起
し
ま
し
た
。 

 

市
当
局
か
ら
は
「
公
立
幼
稚
園
で
は
学
び
も
大
切
に
し
て
い
る
。
ま
た
豊
か
な
自

然
の
中
で
育
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
魅
力
だ
と
思
う
。
そ
れ
を
も
っ
と
知
ら
せ
る
べ

き
と
い
う
声
も
聞
い
て
い
る
。
今
年
度
に
市
内
幼
稚
園
・
保
育
所
の
入
園
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
つ
く
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
乳
児
検
診
な
ど
の
時
に
配
る
な
ど
し
て
い
る
。
フ

ォ
ト
ア
ピ
ー
ル
な
ど
も
取
り
組
ま
れ
、
保
護
者
も
子
ど
も
と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い

る
。
市
と
し
て
活
動
を
幅
広
く
市
民
に
知
ら
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。
」
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

教
育
長
は
「
公
立
幼
稚
園
の
教
育
は
遊
び
を
通
し
て
、
非
認
知
能
力
を
身
に
つ
け

る
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
や
っ
て
き
た
。
幼
稚
園
、
保
育
所
、
こ
ど
も
園
、
そ
れ
ぞ

れ
良
い
面
が
あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
公
立
幼
稚
園
の
魅
力
を
市
民
に
発
信
し

て
い
き
た
い
。
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

☆
年
度
途
中
も
含
め
す
べ
て
の
待
機
児
の
解
消
を 

 

京
田
辺
市
に
お
け
る
保
育
所
待
機
児
の
現
状
に
つ
い
て
も
と
り
上
げ
ま
し
た
。
京

田
辺
市
で
は
、
年
度
当
初
の
待
機
児
は
国
の
基
準
で
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
保
育
所
に
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
声
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
年
度

途
中
に
は
数
十
人
の
規
模
で
待
機
児
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

 

保
育
所
入
所
申
込
み
を
し
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
入
所
に
い
た
ら
な
か
っ
た
子
ど

も
の
数
を
質
問
し
、
市
当
局
か
ら
、
19
～
21
年
度
で
は
110
～
140
人
程
度
と
報
告
が

あ
り
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
特
定
施
設
の
み
希
望
さ
れ
た
」
「
育
休
中
で
復
職
の

意
向
が
未
定
」「
他
の
施
設
へ
入
所
し
た
」
「
申
込
み
取
り
下
げ
」
「
要
件
喪
失
」
な

ど
を
あ
げ
ま
し
た
。 

 

京
田
辺
市
に
お
け
る
保
育
所
待
機
児
は
、
年
度
当
初
に
国
基
準
で
は
ゼ
ロ
と
な
っ

て
い
て
も
、
現
実
に
は
保
護
者
の
通
勤
の
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
利
用
し
に
く
い
保
育

所
を
希
望
せ
ず
に
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、
保
育
所
に
入
れ
ず
、
「
待
機
児
」
と
し
て

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
事
例
も
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
ら
の
待
機
児
や
、
年
度
途
中
で
生
じ
た
待
機
児
に
つ
い
て
解
消
す
る
よ
う
求

め
、
市
当
局
か
ら
「
再
編
整
備
計
画
案
で
は
、
保
育
所
機
能
を
も
つ
認
定
こ
ど
も
園

を
増
や
す
と
と
も
に
、
０
～
２
歳
児
を
受
け
入
れ
る
小
規
模
保
育
を
増
や
し
、
保
育

定
員
を
増
や
し
て
い
く
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

☆
市
民
の
意
見
を
と
り
入
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ 

 

「
再
編
整
備
計
画
」
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
市
当
局
は

25
人
及
び
１
団
体
か
ら
延
べ
104
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
と
、
そ
れ
に
対
す

る
市
の
考
え
方
な
ど
取
り
ま
と
め
て
い
る
途
中
だ
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
で

は
、
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
、
単
に
市
の
考
え
を
繰
り
返
し
述
べ
る
の

で
は
な
く
、
出
さ
れ
た
市
民
の
意
見
、
質
問
な
ど
、
そ
の
背
景
や
理
由
な
ど
も
よ
く 

考
え
、
取
り
入
れ
る
べ
き
は
取
り
入
れ
る
、
計
画
案
も
変
更
す

べ
き
と
い
う
意
見
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
す
べ
き

だ
。
こ
の
点
は
、
今
回
の
再
編
整
備
計
画
案
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
が
、
市
の
施
策
全
体
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
で
な
い

と
市
民
か
ら
す
れ
ば
何
の
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

な
お
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、

松
井
ケ
丘
幼
稚
園
に
関
す
る
も
の
が
四

分
の
一
の
26
件
に
及
び
、
そ
の
大
半
が

同
園
の
継
続
を
願
う
も
の
で
し
た
。
ま

た
市
当
局
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

受
け
、
田
辺
幼
稚
園
の
休
園
に
つ
い
て

も
、
兄
弟
で
通
わ
せ
る
予
定
の
家
庭
に

配
慮
し
休
園
予
定
を
１
年
先
延
ば
し
す

る
こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。 

みなさんのご意見・ご要望をお寄せください 

山手東 1-8-6-106  ℡63-3883（FAX兼） 
aoki-koujirou@y3.dion.ne.jp 



 
 
 
 

す
る
つ
も
り
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

別
々
の
幼
稚
園
に
通
わ
せ
る
こ
と

に
な
る
。
」
、
「
令
和
５
年
度
か
ら
募

集
停
止
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
突

然
で
説
明
不
足
で
す
。
令
和
５
年

度
の
入
園
児
も
卒
業
で
き
る
よ
う

に
検
討
し
て
ほ
し
い
。
」 

 

【
修
正
】 

◇
修
正
前 

園
舎
の
老
朽
化
や
施
設
整
備
す

る
敷
地
や
仮
設
園
舎
を
設
置
す
る

余
裕
が
な
い
。
令
和
５
年
度
園
児
募

集
を
停
止
、
令
和
７
年
度
で
休
園

す
る
。 

◇
修
正
後 

 

兄
弟
が
同
時
期
に
別
々
の
幼
稚

園
に
通
う
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
の

で
、
意
見
を
踏
ま
え
１
年
延
長
す
る

こ
と
と
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
園
児

募
集
を
停
止
し
、
令
和
８
年
度
か

ら
の
休
園
す
る
。 

「
生
理
の
貧
困
」
対
策
を 

経
済
的
負
担
の
軽
減
と
い
う
だ

け
に
と
ど
ま
ら
な
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
社
会
を
め
ざ
す
視
点
か
ら
も
重

要
な
課
題
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の

よ
う
に
、
生
理
用
品
に
つ
い
て
も
当

た
り
前
に
必
要
な
時
に
利
用
で
き

る
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
く
発
想
の
転

換
が
必
要
で
す
。 

 

問 

「
生
理
の
貧
困
」
対
策
と
し

て
今
、
政
府
か
ら
の
財
政
的
支
援

等
を
活
用
し
て
全
国
で
２
５
５
の
自

治
体
を
超
え
て
取
り
組
み
が
広
が
っ

て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
か

ら
も
重
要
な
課
題
。
本
市
で
も
生

活
が
困
窮
す
る
方
へ
の
生
理
用
品
の

無
料
配
布
、
公
共
施
設
窓
口
や
ト

イ
レ
へ
の
設
置
を
。 

市
民
部
長 

孤
独
、
孤
立
で
不

安
を
抱
え
る
女
性
が
社
会
と
の

絆
、
つ
な
が
り
を
回
復
で
き
る
貧
困

対
策
は
重
要
な
こ
と
で
、
生
理
用
品

の
提
供
も
考
え
て
い
く
。 

問 

市
民
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る

食
料
や
日
常
用
品
の
支
援
活
動
等

で
も
生
理
用
品
の
提
供
が
で
き
る
よ

う
、
市
と
し
て
も
支
援
を
。 

 

健
康
福
祉
部
長 

今
後
、
防
災
備

蓄
品
の
更
新
時
期
に
は
市
民
団
体

や
関
係
部
署
と
協
議
し
、
支
援
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。 

５
年
間
の
市
立
幼
稚
園
と
保
育

所
の
再
編
整
備
計
画
案
に
つ
い
て
、

市
民
の
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ュ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
意
見

を
踏
ま
え
て
修
正
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 松
井
ケ
丘
幼
稚
園 

【
意
見
】 

「
現
在
３
歳
児
が
９
名
で
す
が
、

来
年
度
の
入
園
児
が
１０
名
を
下
回

っ
た
場
合
は
、
即
刻
次
年
度
の
園
児

募
集
停
止
に
な
る
の
か
。
」
、
「
幼
児

教
育
無
償
化
に
伴
い
園
児
数
が
減

少
し
ま
し
た
が
、
お
得
感
で
私
立
の

幼
稚
園
に
流
れ
た
だ
け
で
、
一
時

的
な
も
の
で
は
な
い
か
。
園
児
数
が

１０
名
を
下
回
っ
た
と
し
て
も
、
あ
と

３
～
４
年
は
様
子
を
見
て
頂
く
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
」 

【
修
正
】 

◇
修
正
前 

 

現
施
設
で
幼
稚
園
と
し
て
の
運
営

を
継
続
し
ま
す
。
た
だ
し
、
園
児
数

の
減
少
が
続
き
、
集
団
教
育
が
困

難
と
な
っ
た
場
合
は
（ 

仮
称
）
大
住

こ
ど
も
園
に
統
合
し
ま
す
。 

◇
修
正
後 

 

現
施
設
で
幼
稚
園
と
し
て
の
運
営

を
継
続
し
ま
す
。
な
お
、
計
画
期
間

中
に
園
児
数
の
減
少
に
よ
り
集
団

教
育
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
就

学
前
児
童
数
の
動
向
等
も
踏
ま
え

て
、
今
後
の
統
合
等
を
検
討
す
る

も
の
と
し
ま
す
。 

 

田
辺
幼
稚
園 

【
意
見
】 

 

「
２
年
後
に
下
の
子
ど
も
が
入
園

  

２
０
２
２
年
度
か
ら
５
年

間
の
指
定
管
理
料
の
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

＊
田
辺
公
園
プ
ー
ル
指
定
管

理
料
２
９
５
，
０
０
０
千
円 

＊
有
料
公
園
施
設
等
指
定

管
理
料
２
４
０
，
０
０
０
千
円 

現
在
、
田
辺
公
園
プ
ー
ル

は
、
市
内
で
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ

ブ
な
ど
を
運
営
し
て
い
る
事

業
者
が
、
中
央
体
育
館
な
ど

の
施
設
は
市
体
育
協
会
が
、

そ
れ
ぞ
れ
指
定
管
理
者
と
し

て
指
定
を
受
け
て
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。 

審
議
の
中
で
、
「
管
理
料
が

今
ま
で
よ
り
高
い
の
で
は
な
い

か
」
の
問
い
に
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の

施
設
管
理
へ
の
影
響
も
考
慮

し
て
提
案
し
た
」
と
説
明
。 

活動報告  2021 年 夏 

問 

小
・
中
学
校
に
お
い
て
も
保

健
室
で
の
提
供
だ
け
で
な
く
女
子

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
を
。 

教
育
長 

本
当
に
必
要
な
児
童
・

生
徒
に
行
き
渡
る
よ
う
に
、
衛
生

用
品
の
適
切
な
管
理
の
観
点
か
ら

ト
イ
レ
に
は
置
か
ず
、
今
後
も
手
渡

し
で
行
う
。 

 

 
 

  

食料・日常品の市民支援の
とりくみ 

学校トイレに設置された生理
用品のボックス（大和郡山市） 

「京都市、向日市、八幡市で発行されて
いる生理用品配布支援カード」 

市
立
幼
稚
園
と
保
育
所
の
再
編
整
備
計
画
案 

パ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
改
善 

指
定
管
理
施
設
の 

補
正
予
算
が
提
案 

 

６
月
議
会
一
般
質
問
か
ら 



～議会の様子から、身近な情報まで～ ダイレクトにお届けします！ 
ご相談は LINE 公式が便利です。LINE ID「@pfw5637e」から登録を。 
くらし・税金・福祉・子育て・困りごと、何でもお気軽にご相談下さい。 

ブログ： 岡本りょういち議員   検索  
 具体的には、図書交流スペース、展示発

表スペース、子ども向け多目的スペース 

などが予定されていますが、施設の内容に

ついては今後、ワークショップの開催や、

パブリックコメントなどで地域の希望を

把握しながら検討をすすめるとしていま

す。 

 総事業費は、約 9800 万円で、2022

年２月プレオープン、４月から本格的にオ

ープンする計画です。 

6 月議会で可決した 2021 年度一般会

計補正予算（第２号）に、三山木・普賢寺

など京田辺市南部地域で（仮称）南部まち

づくりセンターを整備するための予算が

盛り込まれ、市当局はその具体的な方針を

示しました。 

 これまで北部住民センター、中部住民セ

ンターが整備されてきましたが、市南部地

域にはそれらに該当する施設がなく、住民

からも繰り返し住民センター設置の要望

が提出されてきました。 

毎年の予算要求書や、一般質問などで繰

り返し実現を求めてきましたが、ようやく

具体化されることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 市当局の方針は、ＪＲ・近鉄三山木駅近

くにある元金融機関の空き店舗を借用し

て、住民のコミュニティ活動の推進、生活

文化の向上、福祉及び健康の増進を図るこ

とを目的として、（仮称）南部まちづくり

センターを開設。学習会やレクリエーショ

ン活動、講習会や研究会、展示会の開催、

地域の交流や連携の推進などの事業の拠

点となる施設として整備するものです。 

 

 具体的には、図書交流スペース、展示発

表スペース、子ども向け多目的スペース、

  

日

本

共

産

党

自

民

一

新

会

Ｎ

ＥＸ

Ｔ

京

田

辺

公

明

党

南

風

維

新

クラ

ブ

女

性

議

員

の

会

南

部

登

志

子

結
果

副市長の選任について ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
同
意

市税条例の一部改正につい
て

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

市道認定について ● ○ ○ ○ ○ △ ○
可
決

２１年度一般会計
補正予算（第２号）

○ ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

２１年度一般会計
補正予算（第３号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

建設アスベスト被害者の早期
救済・解決を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

東京オリンピック開催の
中止を求める意見書

○ ● ● ● ○ ○ ○
否
決

※○＝賛成、●＝反対、△＝態度が分かれた。

６月議会･主な議案､意見書等への各会派の態度

（１） 

岡本りょういち 

日本共産党 京田辺市会議員 

新型コロナウイルス感染症の拡大が続く中、

医療従事者に続き高齢者へのワクチン接種が

始まっていますが、みなさんいかがお過ごしで

しょうか。 

 さて、6 月議会は６月３日に開会し 6 月 30

日に閉会しました。 

私の一般質問では、新型コロナウイルス感染

症対策について、子育て支援医療費助成制度の

拡大について、交通安全対策についての質問を

行いました。【2 面】 

 補正予算では、以前から南部地域（三山木・ 

 

普賢寺）の皆さんからの要望が強かった（仮称）

南部まちづくりセンターを整備するための予

算が盛り込まれ、市はその具体的な方針を示し

（４） 

２０２１年  夏期発行 

自 宅：同志社山手 1 丁目 20-13 
ＴＥＬ：51-5511 
事務所：日本共産党山城地区委員会 
ＴＥＬ：46-9804 
市役所：日本共産党市会議員団室 
ＴＥＬ：63-1122（内線 522） 

ごあいさつ 

６
月
議
会
と
活
動
報
告 

№
４１ 

【 核廃絶・被爆者支援など平和施策の推進を求めて京田辺市と懇談 ＝6月24日 】 

普賢寺）の皆さんからの要望が強かった（仮称）

南部まちづくりセンターを整備するための予

算が盛り込まれ、市はその具体的な方針を示し

ました。【4 面】 

議会最終日には、「建設アスベスト被害者の

早期救済・解決を求める意見書」を全会一致で

可決しました。また、「東京オリンピック・パ

ラリンピック開催の中止を求める意見書」案を

提案しましたが、残念ながら賛成少数で否決さ

れました。【3 面】 



（３） （２） 

 

 

 

質問 

ワクチンの安全・迅速な接種のために、

実態にそくしたロードマップ（工程表）を

示すとともに、ワクチン接種を行う自治体

への支援を国へ求めよ。 

市長 

現在は、集団接種、個別接種ともに市で

管理を行っており、医療機関への配送につ

いても保冷庫による輸送を行っている。 

引き続き、安全でスムーズな接種の実施

に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

日本共産党京田辺市議団は、４月30日

付で、京田辺市長に「新型コロナウイル

ス感染症緊急事態宣言の対応に関する申

し入れ」を行い、大規模なＰＣＲ検査を

すすめることや、ワクチン接種での相談

体制の強化と市民への情報提供、中小事

業者への経済的支援の充実や、国民健康

保険税と下水道料金引上げの中止などを

求めました。 

 

京田辺市議会は、5月12日、議長名で

京田辺市長に対し「新型コロナウイルス

ワクチン接種対策の体制強化及び、対応

に対する要望書」を提出しました。 

提出にあたり、電話回線増設・Ｗｅｂ

予約など集中を避ける工夫、障がいをも

つ方などへの配慮などを提案しました。 

 これらを踏まえ、補正予算では、ワク

チン予約のためのコールセンターの電話

回線の増設や、生活困窮者の就労活動へ

の支援策（交通費助成等）が盛り込まれ

ました。 

 

 

 

質問 

三山木小・普賢寺小学校区から田辺中学

校へ自転車通学している生徒の多くは、府

道八幡木津線を通学路としているが、市の

認識は。 

建設部長 

当路線については、道路幅員も非常に狭

いことから、大変危険な状態ではあるとは

認識している。 

 

 

 

 

 

【道路幅員が狭い府道八幡木津線）】 

質問 

分散登校を図るために山手幹線を通るこ

とを基本として、「電動自転車への一部補助

金」を実施してはどうか。 

教育部長 

自転車通学の生徒に対して運転技術や、

マナーを身に付け、安全運転ができるよう

に指導をすることが最も効果的であること

から、電動自転車の購入を促すための補助

は考えていない。 

 

 

 

 

 

 

【自転車通学する生徒の様子（府道八幡木津線）】 

 

 

 

 

 

 

京田辺市の６月議会では「建設アスベス

ト被害者の早期救済・解決を求める意見

書」を全会一致で可決しました。 

 ６月議会に向け建設労働者の労働組合

「京建労綴喜・八幡支部」が、市議会のす

べての会派に「建設アスベスト被害者救済

のための補償基金制度創設を国に求める意

見書を、京田辺市議会として提出してほし

い」と要請行動に取り組まれました。 

これを受けて、日本共産党議員団とＮＥ

ＸＴ京田辺の2会派からそれぞれ同趣旨の

意見書案が提案され、会派間協議の結果、

一本化し全会派の共同提案となったもので

す。 

 

 

 

 

質問 

子育て世代の経済的な負担軽減や、安心

して子育てができる支援策として、高校卒

業まで拡充すべき。 

健康福祉部長 

幅広い施策をバランス良く実施してい

く必要があると考えており、医療費助成に

特化した支援策の実施については、現在の

ところ考えていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月議会で提案者を代表して「東京オリ

ンピック・パラリンピック開催の中止を求

める意見書」案を提案しました。 

これには南風・維新の会、女性議員の会

が賛同を表明し、３会派の共同提案となっ

たものの、採決では、自民一新会、ＮＥＸ

Ｔ京田辺、公明党が反対し、賛成少数で残

念ながら否決されました。 

 

 

命と暮らしを守る市政へ！ 

国保税と、下水道料金引上げの

中止など申入れ 

ワクチン接種までの工程表

を示すべき 

田辺中学校へ自転車通学している

生徒の交通安全対策について 

高校卒業まで医療費の無料化を 

東京五輪中止求める

意見書は否決 

アスベスト被害者早期救済・解決

求める意見書を全会一致で可決 

 意見書：全文はコチラ⇒ 

 意見書：全文はコチラ⇒ 



 

日本共産党京田辺市議団は次の見解を発表しました。 

日本共産党京田辺市議団ニュース 
第１３２９号  ２０２１年１１月２１日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 
 

★１世帯あたり国保税 

１３万７千円→１４万４千円 
   18 年度からの国保広域化で 2 年連続の引上げ 
 

★１人あたり後期高齢者医療保険料 

８万３千円→９万４千円 
  ２年ごとの見直しで大幅引上げに 
 

★１人あたり市税額 

１５万５千円→１６万２千円 
固定資産税、都市計画税などの負担増 

 

★粗大ごみ手数料収入 

１０２７万円→１７８５万円 

持込ごみ手数料収入 

１４８万円→１６２万円 
16 年度から始まった有料化で負担増。 
一方でごみ排出量は増加に 

 
★水道料金への消費税増税上乗せ 

２９００万円以上の負担増に 
 
★老人医療助成額が縮小 

３３８９万円→１５６０万円 
 16 年度から制度が大幅後退、かつての１／６に 
 
★21 年度から下水道料金が 1.4 倍に 

 

９
月
議
会
で
は
２
０
２
０
年
度
京
田
辺
市
一
般
会
計
決
算

認
定
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
と
い

う
未
曽
有
の
災
害
だ
け
で
な
く
、
１
８
、
１
９
年
の
制
度
改
悪
、

消
費
税
増
税
な
ど
で
市
民
の
暮
ら
し
は
き
び
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。
（
右
の
表
を
参
照
） 

生
活
保
護
世
帯
数
や
、
就
学
援
助
を
必
要
と
す
る
家
庭
が
増

加
す
る
中
で
、
日
本
共
産
党
は
市
民
の
負
担
増
の
実
態
を
示

し
、
国
保
税
引
き
下
げ
や
、
都
市
計
画
税
引
き
下
げ
を
は
じ
め
、

市
民
の
負
担
軽
減
を
求
め
、
暮
ら
し
を
守
る
市
政
め
ざ
し
て
奮

闘
し
ま
し
た
。 

 ６月議会一般質問で日本共

産党がとり上げた、女性への

生理用品の無償提供が実現し

ました。 
 「生理の貧困」といわれる

中で、ジェンダー平等社会を

めざす点からも重要な課題と

提起し、京田辺市でも学校な

どをはじめとした場所で生理

用品の提供を、と提案してき

ました。 

▼
米
価
暴
落
に
対
す
る
緊
急
対
策 

を
求
め
る
意
見
書
案
は
否
決
に

 
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
９
月
議
会
で
「
米
価
暴
落
に
対
す
る

緊
急
対
策
を
求
め
る
意
見
書
」
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
同
意
見
書

案
は
２
年
連
続
で
米
価
が
大
幅
に
下
落
す
る
下
で
、
今
後
も
農
家

が
安
心
し
て
米
作
り
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
府
に
対
し
、
①

米
の
過
剰
在
庫
を
政
府
が
買
い
取
り
、
市
場
か
ら
隔
離
し
、
需
給

環
境
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
米
価
下
落
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
、
②
買
い
取
っ
た
米
を
生
活
困
窮
者
、
学
生
、
子
ど
も
食
堂
な

ど
へ
の
食
糧
支
援
と
し
て
大
規
模
に
供
給
す
る
こ
と
。
③
外
国
産

米
（
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
）
の
輸
入
数
量
抑
制
を
実
行
す
る
こ

と
。
の
３
点
を
求
め
て
い
ま
す
。 

採
決
で
は
、
日
本
共
産
党
、
女
性
議
員
の
会
、
無
会
派
議
員
が

賛
成
し
ま
し
た
が
、
他
の
会
派
が
反
対
し
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

▼
「
沖
縄
戦
没
者
の
遺
骨
等
を
含
む
土
砂
を

埋
め
立
て
に
使
用
し
な
い
よ
う
に
求
め

る
意
見
書
」
案
は
否
決
に 

 
 

 
 

 

女
性
議
員
の
会
が
呼
び
か
け
た
も

の
で
、
日
本
共
産
党
は
共
同
提
案
者
と

な
り
ま
し
た
。 

採
決
で
は
日
本
共
産
党
、
女
性
議
員

の
会
、
南
風
維
新
の
会
、
無
会
派
議
員

が
賛
成
し
ま
し
た
が
、
他
の
会
派
が
反

対
し
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

日

本

共

産

党

自

民

一

新

会

ＮＥ

ＸＴ

京

田

辺

公

明

党

南

風

維

新

クラ

ブ

女

性

議

員

の

会

南

部

登

志

子

結
果

現教育委員（１名）の再任命 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
同
意

デジタル関連法にかかわる、
個人情報保護条例改正と

他２本の条例改正
● ○ ○ ○ ○ ● ●

可
決

市道路線の認定 ● ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

２１年度一般会計
補正予算（第４号）

● ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

２０年度一般会計決算認定 ● ○ ○ ○ ○ ● ●
認
定

２０年度国民健康保険
特別会計決算認定

● ○ ○ ○ ○ ● ○
認
定

２０年度水道事業会計
決算認定

● ○ ○ ○ ○ ● ○
認
定

２０年度下水道事業会計
決算認定

● ○ ○ ○ ○ ● ○
認
定

沖縄戦没者の遺骨等を含む土
砂を埋め立てに使用しないよう

求める意見書
○ ● ● ● ○ ○ ○

否
決

米価暴落に対する緊急対策を
求める意見書

○ ● ● ● ● ○ ○
否
決

※○＝賛成、●＝反対。

９月議会･主な議案､意見書等への各会派の態度



 ▼
岡
本
り
ょ
う
い
ち
議
員 

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
爆
発
が
全
国
に
広
が
り
、
各
地
で
深
刻

な
医
療
崩
壊
が
起
き
て
い
る
。
す
で
に
通
常
で
あ
れ
ば
救
え
る
命
が
救
え

な
い
事
態
が
始
ま
っ
て
お
り
、
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
し
た
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
新
規
感
染
者
数
も
増
加
し
、
夏
休
み
明

け
を
迎
え
る
学
校
生
活
で
の
感
染
対
策
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
問
う
。 

問
① 

国
は
、
重
症
患
者
と
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
患
者
以
外
は
「
原
則

自
宅
療
養
」
と
い
う
方
針
転
換
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
コ
ロ
ナ
患

者
を
事
実
上
「
自
宅
に
放
置
」
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
へ
「
原
則
自
宅

療
養
」
と
い
う
方
針
の
撤
回
を
求
め
よ
。
② 

国
の
責
任
に
お
い
て
、

治
療
が
必
要
な
人
が
入
院
で
き
る
よ
う
宿
泊
療
養
施
設
や
臨
時
の
医

療
施
設
な
ど
を
大
規
模
に
増
設
す
る
こ
と
を
求
め
よ
。 

健
康
福
祉
部
長
①
② 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
方
針

に
つ
い
て
は
、
全
国
や
首
都
圏
で
の
感
染
者
数
や
重
症
者
数
等
を
分
析

し
、
国
が
決
定
を
さ
れ
て
お
り
、
国
や
国
の
分
科
会
で
議
論
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
京
都
府
に
お
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
の
対
応
を
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
京
都
府
や
保
健
所
と
連
携
し
な
が
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
き
た
が
、

今
後
も
市
と
し
て
で
き
る
協
力
を
行
っ
て
い
く
。 

問 

夏
休
み
明
け
の
学
校
生
活
に
あ
た
っ
て
は
「
登
校
見
合
わ
せ
の
選

択
」「
分
散
登
校
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」
な
ど
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ

て
対
応
し
、
感
染
対
策
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
。 

教
育
部
長 

学
校
に
お
い
て
は
、
学
習
機
会
と
学
力
を
保
障
す
る
だ
け
で

な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
や
成
長
を
保
障
す
る
役
割
や
居
場
所
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
身
体
的
、
精
神
的
な
健
康
を
保
障
す
る
割

合
も
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
、
文
科
省
が
学
校
教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
校
行

事
を
含
め
て
、
学
習
活
動
を
工
夫
し
な
が
ら
可
能
な
限
り
継
続
し
、
子

ど
も
の
健
や
か
な
学
び
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
、
現
段
階
で
は
、
登
校
見
合
わ

せ
の
選
択
、
分
散
登
校
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
は
行
わ
ず
マ
ス
ク
の

着
用
や
手
洗
い
の
励
行
、
徹
底
し
た
換
気
を
行
う
と
と
も
に
、
感
染
リ

ス
ク
の
高
い
活
動
の
一
部
を
制
限
す
る
な
ど
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
、

教
育
活
動
を
実
施
し
て
い
く
。
な
お
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
が
登
校
に

不
安
を
感
じ
る
場
合
に
は
、
学
校
が
個
別
相
談
に
応
じ
て
い
る
。 

 
 

今
後
も
感
染
状
況
に
よ
る
学
校
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
緊
急
時
に
お
け
る
学
び
の
確
保
に
つ
い
て 

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ
て
取
り
組
ん
で
行
く
。 

 

▼
増
富
理
津
子
議
員 

○
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
支
援
対
策
に
つ
い
て 

問 

社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
の
緊
急
小
口
資
金･

総
合
支
援
資
金
の
特

例
貸
付
に
利
用
者
か
ら
「
収
入
が
戻
ら
な
い
が
返
済
は
ど
う
な
る
の

か
」
と
の
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
返

済
免
除
と
な
る
が
、
課
税
世
帯
は
生
活
が
苦
し
く
て
も
免
除
と
な
ら
な

い
下
で
国
や
府
へ
支
援
の
要
望
を
す
る
と
同
時
に
、
本
市
独
自
に
返
済

免
除
措
置
設
け
て
支
援
す
べ
き
。
市
の
考
え
は
。 

健
康
福
祉
部
長 

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
伴
い
申
請
期
間
が
延
長
さ
れ
、

現
在
１
１
月
末
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
今
ま
で
に
４
９
０
件
の
申
請
が

あ
っ
た
。
総
合
支
援
資
金
貸
付
は
現
在
、
市
の
「
仕
事
と
く
ら
し
の
相

談
室
ぷ
ら
す
」
が
窓
口
と
な
っ
て
、
他
の
制
度
の
活
用
も
含
め
案
内
し

て
い
る
。
独
自
支
援
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。 

問 

新
た
な｢

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
給
付
事
業｣

は
、
貸
付
限
度
額
に

達
し
て
い
る
困
窮
世
帯
等
に
支
援
金
を
支
給
す
る
も
の
だ
が
本
市
に 

お
け
る
利
用
状
況
は
。
ま
た
、
収
入
や
貯
蓄
要
件
な
ど
が

厳
し
く
、
要
件
緩
和
と
拡
充
を
国
に
求
め
る
べ
き
。 

健
康
福
祉
部
長 

７
月
か
ら
の
開
始
で
８
月
ま
で
の
支
給
決

定
は
13
件
。
市
の
「
仕
事
と
く
ら
し
の
相
談
室
ぷ
ら
す
」

が
窓
口
で
他
の
制
度
の
活
用
も
含
め
案
内
し
て
い
る
。 

 
▼
青
木
こ
う
じ
ろ
う
議
員 

○
北
陸
新
幹
線
新
駅
は
京
田
辺
市
の
発
展
要
素
に
な
る
の
か 

 
 

市
長
は
施
政
方
針
で
北
陸
新
幹
線
新
駅
設
置
を
京
田
辺
市
の
未
来

へ
の
発
展
要
素
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
質
問
で
は
新
駅
設
置
に
と
も

な
う
建
設
負
担
金
や
、
周
辺
整
備
の
た
め
の
財
政
負
担
が
数
十
億
円
規

模
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
自
然
環
境
や
住
民
生
活
に
も
多
大
な
影

響
が
あ
り
、
住
民
の
立
退
き
も
考
え
ら
れ
る
な
ど
、
「
負
の
影
響
」
も

少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
、
新
駅
設
置
が
「
未
来
へ
の
発

展
要
素
」
だ
と
位
置
付
け
る
根
拠
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

 
 

市
当
局
の
最
初
の
答
弁
は
、
「
関
西
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
と
す
る
一
般
的
な
も
の
で
し
た
。
再
質
問
で
は
富

山
県
高
岡
市
の
例
を
出
し
、
新
幹
線
新
駅
が
必
ず
し
も
地
域
の
た
め
に

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
が
、
市
当
局
は
、
財
政
負
担
に

つ
い
て
も
駅
位
置
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
し
つ
つ
も
、
「
今
の
と
こ
ろ

財
政
負
担
金
は
、
そ
ん
な
に
過
度
な
負
担
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
」
と
楽
観
的
な
姿
勢
を
示
す
と
と
も
に
、
「
駅
位
置
が
決
ま
れ
ば
、

い
か
に
効
率
的
に
発
展
要
素
を
生
か
す
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

の
か
を
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 
 

こ
こ
に
は
京
田
辺
市
に
お
け
る
北
陸
新
幹
線
問
題
の
本
質
が
端
的

に
現
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
新
幹
線
新
駅
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
は
、
本
来
な
ら
、
町
の
発
展
、
将
来
の
た

め
に
は
必
要
だ
か
ら
つ
く
る
、
と
い
う
の
が
ま
ず
先
に
あ
っ
て
、
そ
れ

を
ど
う
つ
く
る
の
か
と
い
う
議
論
に
な
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
京
田
辺
市
で
は
、
新
駅
設
置
が
持
ち
上
が
っ
て
か
ら
４
年
以
上
た

ち
、
こ
の
間
、
何
度
か
議
会
で
も
議
論
し
て
い
ま
す
が
、
私
だ
け
で
な

く
、
市
当
局
も
含
め
て
、
そ
う
い
う
議
論
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 
 

北
陸
新
幹
線
延
伸
の
ル
ー
ト
を
、
実
質
的
に
は
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
だ
け
で
、
つ
ま
り
自
民
党
な
ど
の
一
部
の
国
会
議
員
の
会
合
の

中
だ
け
で
一
方
的
に
決
め
た
、
そ
の
経
過
が
も
た
ら
し
た
大
き
な
歪
み

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

一
般
質
問
で
は
、
市
当
局
の
答
弁
に
対
し
て
以
上
の
指
摘
を
し
た
上

で
、
京
田
辺
市
に
北
陸
新
幹
線
を
通
す
意
味
が
本
当
に
あ
る
の
か
、
そ

の
必
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
議
論
す
べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。 



 

みなさんのご意見・ご要望をお寄せください
青木こうじろう 

山手東 1-8-6-106  ℡63-3883（FAX 兼） 
aoki-koujirou@y3.dion.ne.jp 

▼
北
陸
新
幹
線
新
駅
は
京
田
辺
の
発
展
要
素
に
な
る
か 

 

市
長
は
施
政
方
針
で
北
陸
新
幹
線
新
駅
設
置
を
京
田
辺
市
の

未
来
へ
の
発
展
要
素
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
新
駅
設
置
に
と
も

な
う
建
設
負
担
金
や
、
周
辺
整
備
の
た
め
の
財
政
負
担
が
数
十
億

円
規
模
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
自
然
環
境
や
住
民
生
活
に
も

多
大
な
影
響
が
あ
り
、
住
民
の
立
退
き
も
考
え
ら
れ
る
な
ど
、「
負

の
影
響
」
も
少
な
く
な
い
の
で
は
と
指
摘
し
、
新
駅
設
置
が
「
未

来
へ
の
発
展
要
素
」
と
す
る
根
拠
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

 

市
当
局
の
最
初
の
答
弁
は
、
「
関
西
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
と
す
る
一
般
的
な
も
の
で
し
た
。
再
質

問
で
は
富
山
県
高
岡
市
の
例
を
出
し
、
新
幹
線
新
駅
が
必
ず
し
も

地
域
の
た
め
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
が
、
市
当

局
は
、
財
政
負
担
に
つ
い
て
駅
位
置
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
し
つ

つ
も
、
「
今
の
と
こ
ろ
は
財
政
負
担
金
は
、
そ
ん
な
に
過
度
な
負

担
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と
楽
観
的
な
姿
勢
を
示
す
と

と
も
に
、
「
駅
位
置
が
決
ま
れ
ば
、
い
か
に
効
率
的
に
発
展
要
素

を
生
か
す
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
る
の
か
を
、
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
に
は
京
田
辺
市
に
お
け
る
北
陸
新
幹
線
問
題
の
本
質
が

端
的
に
現
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
新
幹
線
新
駅
の
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
は
、
本
来
な
ら
、
ま
ち
の

発
展
、
将
来
の
た
め
に
必
要
だ
か
ら
つ
く
る
、
と
い
う
の
が
先
に

あ
っ
て
、
ど
う
つ
く
る
の
か
と
い
う
議
論
に
な
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
京
田
辺
市
で
は
、
新
駅
設
置
が
持
ち
上
が
っ
て

か
ら
４
年
以
上
た
ち
、
こ
の
間
、
何
度
か
議
会
で
も
議
論
し
て
い
ま

す
が
、
私
だ
け
で
な
く
、
市
当
局
も
含
め
て
、
そ
う
い
う
議
論
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

北
陸
新
幹
線
延
伸
の
ル
ー
ト
を
、
実
質
的
に
は
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
だ
け
で
、
つ
ま
り
自
民
党
な
ど
の
一
部
の
国
会
議
員
の
会

合
の
中
だ
け
で
一
方
的
に
決
め
た
、
そ
の
経
過
が
も
た
ら
し
た
大
き

な
歪
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

市
当
局
の
答
弁
に
対
し
て
以
上
の
指
摘
を
し
た
上
で
、
京
田
辺
市

に
北
陸
新
幹
線
を
通
す
意
味
が
本
当
に
あ
る
の
か
、
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
改
め
て
議
論
す
べ
き
だ
と
提
起
し
ま
し
た
。 

 

▼
「
住
環
境
に
悪
影
響
あ
る
な
ら
必
要
な
い
」 

と
い
う
市
長
発
言
の
真
意
は

 

20
年
10
月
の
「
市
民
み
ら
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」（
市
北
部
地
域
の

区
・
自
治
会
役
員
と
市
長
と
の
懇
談
の
場
）
で
市
長
は
、
参
加
者
か

ら
の
質
問
に
答
え
て
、
新
幹
線
新
駅
の
場
所
は
未
定
だ
が
、
と
断
っ

た
上
で
、「
松
井
山
手
周
辺
の
良
質
な
住
環
境
に
十
分
配
慮
す
る
旨
、

市
は
京
都
府
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
た
。
北
部
地
域
の
住
環
境
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
な
ら
、
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。
」

と
発
言
し
て
い
ま
す
。 

 

一
般
質
問
で
は
、
こ
の
発
言
に
あ
る
「
悪
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
は

ど
う
い
う
事
態
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
市
長
の
考
え
を
明
ら
か
に

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 
な
か
な
か
市
長
本
人
は
答
弁
に
た
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
長
の

真
意
を
問
う
て
い
る
と
繰
り
返
し
、
や
っ
と
答
弁
に
た
ち
、
「
例
え

ば
、
地
上
駅
と
な
っ
た
と
き
に
、
南
北
、
東
西
、
そ
う
い
っ
た
形
で
、

良
好
な
住
環
境
が
分
断
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
な
る
。
そ
う
な
る
の
は
良
好
な
状

況
で
は
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
、
地
上
な
ら
ま
ち
が
分
断
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
、
ト
ン
ネ
ル
だ

か
ら
良
い
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
大
深
度
地
下
ト
ン
ネ
ル
で
住
宅
地
に
陥
没
事

故
を
生
じ
さ
せ
た
東
京
都
調
布
市
の
例
を
あ
げ
て
市
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
「
大
深
度
地
下
は
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
付
近
で
の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
京
田
辺
市
周
辺
で
は
大
深
度
の
ト
ン
ネ
ル
は
想
定
し
な
い
と
思
っ
て
い

る
」
と
、
再
び
楽
観
的
な
答
弁
を
し
ま
し
た
が
、
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
説
明

会
で
は
、
鉄
道
運
輸
機
構
は
京
田
辺
市
で
大
深
度
地
下
ト
ン
ネ
ル
に
な
る
可
能
性

を
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
追
及
す
る
と
、
ル
ー
ト
や
駅
位
置
は
決
ま
っ

て
い
な
い
と
し
つ
つ
も
、
「
鉄
道
運
輸
機
構
と
、
極
力
、
市
民
生
活
、
ま
ち
づ
く

り
に
影
響
の
な
い
形
で
、
詳
細
な
協
議
を
必
要
な
時
に
な
れ
ば
、
し
て
い
き
た

い
。
」
、
「
極
力
少
な
い
影
響
に
抑
え
た
上
で
、
新
幹
線
効
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
最

大
限
生
か
し
た
い
」
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
「
住
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
か
ね
な
い
新
幹
線

新
駅
を
つ
く
る
意
味
が
あ
る
の

か
。
本
当
に
京
田
辺
市
の
未
来
へ

の
発
展
要
素
と
言
え
る
の
か
。
今

の
松
井
山
手
周
辺
に
新
幹
線
新

駅
を
つ
く
る
と
な
れ
ば
、
ト
ン
ネ

ル
だ
ろ
う
と
地
上
だ
ろ
う
と
、
ま

ち
づ
く
り
の
破
壊
に
な
り
か
ね

な
い
。
松
井
山
手
に
新
駅
は
必
要

な
い
と
表
明
す
べ
き
だ
」
と
強
く

求
め
ま
し
た
。 

 

京
田
辺
市
は
「
第
１
期
京
田
辺
市
立

幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
整
備
計
画
」
案

に
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
及
び
そ
れ
に
対
す
る
市
の
考

え
な
ど
を
公
表
し
ま
し
た
。 
 

計
画
案
に
寄
せ
ら
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
26
名
か
ら
104
件
に
な

り
、
個
々
の
幼
稚
園
な
ど
の
方
針
に
対
す
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
中

で
も
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
関
心
が
高
く
、
件
数
全
体
の
１
／
４
、

26
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
大
半
が
、
同
幼
稚
園
に
つ
い
て
他
施
設
と

の
統
合
＝
廃
止
と
す
る
の
で
は
な
く
、
現
在
の
幼
稚
園
で
の
運
営
継
続
を
願

う
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
市
当
局
は
、
「
計
画
」
案
で
は
当
初
、

松
井
ケ
丘
幼
稚
園
に
つ
い
て
、
「
園
児
数
の
減
少
が
続

き
、
集
団
教
育
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、（
仮
称
）
大

住
こ
ど
も
園
に
統
合
し
ま
す
」
と
し
て
い
た
方
針
を
修

正
し
、
「
計
画
期
間
中
（
21
～
25
年
度
）
に
園
児
数
の

減
少
に
よ
り
集
団
教
育
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
就

学
前
児
童
数
の
動
向
等
も
踏
ま
え
て
今
後
の
統
合
等
を

検
討
す
る
」
と
変
更
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
修
正
に
つ
い
て
市
当
局
は
、
市
議
会
へ
の
説
明

で
、
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
25
年
度
ま
で
の
第

１
期
計
画
期
間
内
は
現
在
の
ま
ま
で
運
営
を
継
続
し
、

第
１
期
計
画
が
終
了
し
、
第
２
期
計
画
案
を
策
定
す
る

際
に
、
そ
の
時
点
で
の
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
、

と
し
て
い
ま
す
。 



 

 

 

 

コ
ロ
ナ
禍
の 

生
活
支
援
対
策
の
拡
充
を 

問 

社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
の

緊
急
小
口
資
金･

総
合
支
援
資
金
の

特
例
貸
付
に
利
用
者
か
ら「
収
入
が

戻
ら
な
い
が
返
済
は
ど
う
な
る
の
か
」

と
の
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
は
返
済
免
除

と
な
る
が
、
課
税
世
帯
は
生
活
が
苦

し
く
て
も
免
除
と
な
ら
な
空
間
で
の

授
業
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
密
集
回

避
の
目
安
と
し
て
、
感
染
レ
ベ
ル
２
・
３

で
は「
２
ｍ
程
度
」
の
間
隔
で
２
０
人
学

級
を
例
示
し
、
レ
ベ
ル
１
で
も「
１
ｍ
」
の

間
隔
が
必
要
で
４
０
人
学
級
で
は
必

要
な
間
隔
を
空
け
ら
れ
な
い
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。
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あ
あ
あ
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あ
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あ
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あ
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あ
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あ
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あ
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あ
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あ
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あ
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住
民
税
非
課
税
世
帯
は
返
済
免
除

と
な
る
が
、
課
税
世
帯
は
生
活
が
苦

し
く
て
も
免
除
と
な
ら
な
い
下
で
、

国
や
府
へ
支
援
の
要
望
を
す
る
と
同

時
に
、
本
市
独
自
に
返
済
免
除
措
置

を
設
け
て
支
援
す
べ
き
。
市
の
考
え

は
。 答

弁 

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
伴
い

申
請
期
間
が
延
長
さ
れ
、
現
在
１１

月
末
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
今
ま
で
に

４
９
０
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。
総
合
支

援
資
金
貸
付
は
現
在
、
市
の「
仕
事

と
く
ら
し
の
相
談
室
ぷ
ら
す
」
が
窓

口
と
な
っ
て
、
他
の
制
度
の
活
用
も

含
め
案
内
し
て
い
る
。
市
の
独
自
支

援
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。 

   

問 

手
話
言
語
条
例
は
全
国
４
１

５
自
治
体
、
府
内
１０
自
治
体
で
制

定
。
本
市
で
も
条
例
制
定
を
。 

１
９
年
度
か
ら
関
係
団
体
と
意
見

交
換
や
条
例
の
必
要
性
・
内
容
に
つ

い
て 定

期
的
に
学
習
会
を
し
て
い
る
。 

問「
加
齢
性
難
聴
」
の
治
療
は
難
し

く
補
聴
器
で
聴
力
を
補
う
対
策
が

中
心
に
な
る
。
中
・
軽
度
の
方
へ
も
補

聴
器
購
入
の
助
成
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

国
の
基
準
に
該

当
す
る
方
へ
の
助
成
周
知
。 

問 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障

が
い
者
等
の
買
い
物
支
援
、
特
に
重

た
い
荷
物
の
配
達
要
望
の
声
に
応
え

た
市
の
取
り
組
み
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

居
場
所
づ
く
り

支
援
事
業
で
、
参
加
者
へ
の
買
い
物
送

迎
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
６
７
町
、
２

村
で
制
定
さ
れ
て
い
る
。
京
都
で
は
、

京
都
府
、
城
陽
市
、
京
都
市
、
向
日

市
、
綾
部
市
、
福
知
山
市
、
宇
治

市
、
亀
岡
市
、
舞
鶴
市
、
久
御
山

町
、
八
幡
市
と
府
内
１
０
自
治
体
で

制
定
を
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
京
田
辺

市
で
も
条
例
制
定
を
求
め
る
。 

健
康
福
祉
部
長 

条
例
の
制
定
に

関
わ
ら
ず
、
市
と
し
て
積
極
的
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。
２
０
１
９
年
度

か
ら
は
、
聴
覚
障
害
者
協
会
、
登
録

手
話
通
訳
者
の
会
、
手
話
サ
ー
ク
ル

な
ど
関
係
団
体
と
と
も
に
、
聴
覚
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
暮
ら
し
や
取
り

巻
く
環
境
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
と

合
わ
せ
て
、
条
例
の
必
要
性
や
内
容

に
つ
い
て
も
定
期
的
に
学
習
会
を
し

て
い
る
。 

   

答
弁 

１９
年
度
か
ら
関
係
団
体

と
意
見
交
換
や
条
例
の
必
要
性･

内

容
に
つ
い
て
定
期
的
に
学
習
会
を
し

て
い
る
。 

問 

「
加
齢
性
難
聴
」
の
治
療
は
難

し
く
補
聴
器
で
聴
力
を
補
う
対
策
が

中
心
に
な
る
。
中･

軽
度
の
方
へ
も
補

聴
器
購
入
の
助
成
を
。 

答
弁 

国
の
基
準
に
該
当
す
る
方

へ
の
助
成
周
知
の
徹
底
を
し
て
い
る
。

中･

軽
度
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。 

問 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障

が
い
者
の
方
へ
の
買
い
物
支
援
、
特
に

重
た
い
荷
物
の
配
達
要
望
の
声
に
応

じ
た
市
の
取
り
組
み
を
。 

答
弁 

居
場
所
づ
く
り
支
援
事
業

で
、
参
加
者
へ
週
一
回
の
買
い
物
送
迎

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
希
望
さ
れ
る

１０
カ
所
の
地
域
で
実
施
し
て
い
る
。 

                                                       

。 問 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障

が
い
者
等
の
買
い
物
支
援
、
特
に
重

た
い
荷
物
の
配
達
要
望
の
声
に
応
え

た
市
の
取
り
組
み
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

居
場
所
づ
く
り

支
援
事
業
で
、
参
加
者
へ
の
買
い
物
送

迎
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
健
康
福
祉

部
長 

条
例
の
制
定
に
関
わ
ら
ず
、

市
と
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
。
２
０
１
９
年
度
か
ら
は
、
聴

覚
障
害
者
協
会
、
登
録
手
話
通
訳

者
の
会
、
手
話
サ
ー
ク
ル
な
ど
関
係

団
体
と
と
も
に
、
聴
覚
に
障
が
い
の

あ
る
方
の
暮
ら
し
や
取
り
巻
く
環
境

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
と
合
わ
せ
て
、

条
例
の
必
要
性
や
内
容
に
つ
い
て
も

定
期
的
に
学
習
会
を
し
て
い
る
。
問 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
清
掃
・
消
毒
・

オ
ン
ラ
イ
ン
整
備
な
ど
の
た
め
の
支
援

員
の
配
置
状
況
に
つ
い
て
、
全
て
の
学

校
へ
の
配
置
実
現
へ
市
教
育
委
員
会

の
今
後
の
方
針
と
計
画
に
つ
い
て
問

う
。 答

弁 

未
配
置
校
は
現
在
３
校
。

う
ち
１
校
は
地
域
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
お
手
伝
い
。
あ
と
１
校
は
近
日

中
に
決
ま
る
。
残
る
１
校
は
京
都
府

教
育
委
員
会
の
講
師
登
録
か
ら
の
紹

介
で
、
面
談
を
し
て
進
め
て
い
く
。
今

後
、
全
て
の
学
校
に
配
置
が
可
能
に

な
る
。 

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ 

 

９
月
議
会
一
般
質
問
か
ら 

り
、
年
金
も
実
質
的
に
引
き
下
げ

ら
れ
て
い
る
中
、
重
い
負
担
が

７５
歳
以
上
の
方
に
押
し
つ
け
ら

れ
る
の
は
問
題
で
す
。
高
齢
者
い

じ
め
の
政
策
を
改
め
る
よ
う
市

と
し
て
も
国
へ
要
望
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。 

  

 

２
０
１
６
年
に
市
は
粗
大
ご

み
回
収
の
有
料
化
を
導
入
し
ま

し
た
。
し
か
し
一
人
あ
た
り
粗
大

ご
み
の
排
出
量
は
、
１７
年
は
減

少
し
た
も
の
の
そ
の
後
３
年
連

続
で
増
加
し
、
１９
年
度
に
有
料

化
前
の
量
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

「
有
料
化
す
れ
ば
ご
み
は
減
量
」

と
い
う
考
え
で 

の
施
策
は
見
直 

す
べ
き
で
す
。 
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あ
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あ
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▼
消
防
広
域
化
に
つ
い
て 

京
都
府
は
、
７
月
に「
府
消
防
体

制
の
整
備
推
進
計
画
」
の
改
定
で
、

京
都
市
以
南
の
８
市
７
町
１
村
に
つ

い
て
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
の
共
同
運
用
を
目
指
す
と

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
消
防
指
令

を
府
内
１
つ
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
消
防
広
域
化
に
関
し
て
は
、
自

治
体
ご
と
に
多
く
の
課
題
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
９
月
議
会
で
、
進
捗
状
況

と
市
の
考
え
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。 

消
防
長
か
ら「
現
時
点
で
は
消
防

本
部
間
で
決
ま
っ
た
こ
と
は
な
い
。
市

が
消
防
責
任
を
十
分
に
果
た
す
た

め
に
地
域
の
実
情
を
加
味
す
る
中
で

体
制
を
検
討
し
て
い
く
。
今
後
、
協

議
に
参
加
し
動
向
を
注
視
し
、
方
向

性
を
出
し
て
い
く
」
と
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。 
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国
保
税
は
、
広
域
化
に
と
も

な
い
京
都
府
か
ら
多
額
の
納
付

金
を
求
め
ら
れ
、
１９
年
度
か
ら

４
年
間
か
け
て
１８
年
度
比
で
１

２
０
％
へ
引
き
上
げ
る
計
画
を
策

定
し
、
国
保
税
を
引
き
上
げ
て

も
な
お
不
足
す
る
分
に
つ
い
て
は

一
般
会
計
か
ら
２３
年
度
ま
で
、

あ
わ
せ
て
１
億
５
千
万
円
を
繰

り
入
れ
る
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
計
画
に
基
づ
き
１９
年
度
、
２０

年
度
に
は
国
保
税
が
１８
年
度
比

で
５
％
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。「
ま
ず
、

基
金
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
の
後
に
、
国
保
税
の
引
き
上

げ
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

市
民
の
国
保
税
負
担
軽
減
を
求

め
ま
し
た
。
市
当
局
は「
国
保
税

を
引
き
上
げ
て
も
赤
字
と
な
る

場
合
は
繰
入
を
す
る
。
ま
た
税

率
引
き
上
げ
は
５
％
と
決
め
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
時
々
の

状
況
で
判
断
す
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ 

 

市
民
の
国
保
税
負
担
軽
減
を
求

め
ま
し
た
。
市
当
局
は「
国
保
税

を
引
き
上
げ
て
も
赤
字
と
な
る

場
合
は
繰
入
を
す
る
。
ま
た
税

率
引
き
上
げ
は
５
％
と
決
め
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
時
々
の

状
況
で
判
断
す
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。 

  

一
人
当
た
り
の
保
険
料
が
、

１９
年
度
の
年
間
８
万
５
０
０
０
円

か
ら
２０
年
度
は
年
間
９
万
３
８

０
０
円
へ
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
低
所
得
者
の
た
め
の
特

例
軽
減
の
見
直
し
で
、
８０
万
円

未
満
の
年
金
し
か
な
い
方
が
２
倍

の
保
険
料
に
、
２１
年
度
は
３
倍

に
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
の
多
く

は
、
年
金
を
主
な
収
入
と
し
て
お

り
、
年
金
も
実
質
的
に
引
き
下

げ
ら
れ
て
い
る
中
、
重
い
負
担
が

７
５
歳
以
上
の
方
に
押
し
つ
け
ら

れ
る
の
は
問
題
で
す
。
こ
の
よ
う

な
高
齢
者
い
じ
め
の
政
策
を
改
め

る
よ
う
市
と
し
て
も
国
へ
の
要
望

を
求
め
ま
し
た
。
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四季の移ろいを感じます。すっかり秋ですね。 
（馬坂川）  

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る 

ま
ち
づ
く
り
へ 

２
０
２
０
年
度
決
算
委
員
会
審
議
か
ら 

国
保
税
、
広
域
化
で 

２
年
連
続
引
上
げ 

 

後
期
高
齢
者
保
険
料
は
、

２
年
ご
と
の
引
上
げ 

粗
大
ご
み
有
料
化
の 

見
直
し
を 



～議会の様子から、身近な情報まで～ ダイレクトにお届けします！ 
ご相談は LINE 公式が便利です。LINE ID「@pfw5637e」から登録を。 
くらし・税金・福祉・子育て・困りごと、何でもお気軽にご相談下さい。 

ブログ： 岡本りょういち議員   検索  
 

 

 

 

女性議員の会が呼びかけたもので、日本

共産党は共同提案者となりました。 

採決では日本共産党、女性議員の会、南

風維新の会、無会派議員が賛成しました

が、他の会派が反対し否決されました。 

 

 

 

 

 

 

党議員団は、９月議会で「米価暴落に対

する緊急対策を求める意見書」案を提案し

ました。 

同意見書案は２年連続で米価が大幅に

下落する下で、今後も農家が安心して米作

りを続けられるように、政府に対し、以下

の３点を求めています。 

 

①米の過剰在庫を政府が買い取り、市場

から隔離し、需給環境を改善するととも

に、米価下落に歯止めをかけること。 

 

②買い取った米を生活困窮者、学生、子

ども食堂などへの食糧支援として大規模

に供給すること。 

 

③外国産米（ミニマムアクセス米）の輸

入数量抑制を実行すること。 

 

採決では、日本共産党、女性議員の会、

無会派議員が賛成しましたが、他の会派が

反対し否決されました。 

 

 

 

 

 

 

  

  意見書：全文はコチラ⇒ 

（１） 

岡本りょういち 

  意見書：全文はコチラ⇒ 

日本共産党 京田辺市会議員 

７月後半から８月にかけて猛威を振るっ

た新型コロナウイルス感染症の「第５波」

も、全国的には落ち着きを見せ、日々の感

染者数も減少していますが、みなさんいか

がお過ごしでしょうか。 

 さて、9月議会は 9月 8 日に開会し 10

月 18日に閉会しました。 

私の一般質問では、新型コロナウイルス

感染症対策について、交通安全対策につい

て、土地利用規制法についての質問を行い

ました。【2面】 

 

 議会最終日には、「米価暴落に対する緊急 

 

 

（４） 

２０２１年  秋期発行 

自 宅：同志社山手 1 丁目 20-13 
ＴＥＬ：51-5511 
事務所：日本共産党山城地区委員会 
ＴＥＬ：46-9804 
市役所：日本共産党市会議員団室 
ＴＥＬ：63-1122（内線 522） 

ごあいさつ 

９
月
議
会
と
活
動
報
告 

№
４２ 

【中学校給食施設イメージ図（2024 年４月開始予定）＝場所：中部住民センター西側】 

議会最終日には、「米価暴落に対する緊急

対策を求める意見書」案と「沖縄戦没者の

遺骨等を含む土砂を埋め立てに使用しない

ように求める意見書」案が提案されました

が、賛成少数で否決となりました。【４面】 

 また決算特別委員会では、２０２０年度

の京田辺市一般会計決算認定の審議が行わ

れました。主な内容も記載していますので、

ご覧ください。【３面】 

日

本

共

産

党

自

民

一

新

会

ＮＥ

ＸＴ

京

田

辺

公

明

党

南

風

維

新

クラ

ブ

女

性

議

員

の

会

南

部

登

志

子

結
果

現教育委員（１名）の再任命 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
同
意

デジタル関連法にかかわる、
個人情報保護条例改正と

他２本の条例改正
● ○ ○ ○ ○ ● ●

可
決

市道路線の認定 ● ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

２１年度一般会計
補正予算（第４号）

● ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

２０年度一般会計決算認定 ● ○ ○ ○ ○ ● ●
認
定

２０年度国民健康保険
特別会計決算認定

● ○ ○ ○ ○ ● ○
認
定

２０年度水道事業会計
決算認定

● ○ ○ ○ ○ ● ○
認
定

２０年度下水道事業会計
決算認定

● ○ ○ ○ ○ ● ○
認
定

沖縄戦没者の遺骨等を含む土
砂を埋め立てに使用しないよう

求める意見書
○ ● ● ● ○ ○ ○

否
決

米価暴落に対する緊急対策を
求める意見書

○ ● ● ● ● ○ ○
否
決

※○＝賛成、●＝反対。

９月議会･主な議案､意見書等への各会派の態度

米価暴落に対する緊急対策 

を求める意見書案は否決に 

「沖縄戦没者の遺骨等を含む土

砂を埋め立てに使用しないよう

に求める意見書」案は否決に 



（３） （２） 

 

 

 

質問 

新型コロナ対策について、国は「原則自

宅療養」という方針転換を行った。 

このことは、コロナ患者を事実上「自宅

に放置」するものである。国へ「原則自宅

療養」という方針の撤回と、治療が必要な

人が入院できるよう臨時の医療施設の増

設を求めよ。 

 

健康福祉部長 

新型コロナ対策の方針は、国や国の分科

会で議論されるべき。市としては、府や保

健所と連携しながら、できる協力を行う。 

 

9月議会では、2020年度京田辺市一

般会計決算認定の審議が行われました。 

新型コロナ感染拡大という未曽有の災

害だけでなく、2018年、2019年の制

度改悪、消費税増税などで市民の暮らし

はきびしさを増しています。 

（右の表を参照） 

生活保護世帯数や、就学援助を必要と

する家庭が増加する中で、日本共産党は

市民の負担増の実態を示し、国保税引き

下げや、都市計画税引き下げをはじめ、

市民の負担軽減を求め、暮らしを守る市

政めざして奮闘しました。 

 

 

 

質問 

歩行者の安全を図ることを目的に、山手

幹線の主要交差点「同志社南の交差点」、「山

手幹線と国道 307 号の交差点」、「尼ケ池

前の交差点」にガードパイプの設置を。 

建設部長 

山手幹線の 3箇所の交差点については、

いずれも府道となるので、今後、道路管理

者である京都府山城北土木事務所に、交通

安全対策を進めて頂くよう要望する。 

 

 

 

 

 

 

【同志社南の交差点】 

 

 

 

 

 

 

 

【山手幹線と国道 307号の交差点】 

 

 

 

 

 

 

【尼ケ池前の交差点】 

 

 

 

 

★1世帯あたり国保税 

１３万７千円⇒１４万４千円 

2018 年度からの国保広域化で 2 年連続

の引上げ 

 

★1人あたり後期高齢者医療保険料 

８万３千円⇒９万４千円 

2年ごとの見直しで大幅引上げに 

 

★1人あたり市税額 

１５万５千円→１６万２千円 

固定資産税、都市計画税などの負担増 

 

★粗大ごみ手数料収入 

１０２７万円→１７８５万円 

持込ごみ手数料収入 

１４８万円→１６２万円 

2016年度から始まった有料化で負担増 

一方でごみ排出量は増加に 

 

★水道料金への消費税増税上乗せ 

２９００万円以上の負担増に 

 

★老人医療助成額が縮小 

３３８９万円→１５６０万円 

2016年度から制度が大幅後退、かつての

６分の１に 

 

★2021年度から下水道料金が1・4倍に 

 

 

 

 

 

質問 

夏休み明けの学校生活にあたっては「登

校見合わせの選択」など柔軟に対応し、感

染対策を図るべき。 

 

教育指導監 

児童生徒や保護者が登校に不安を感じ

る場合には、欠席扱いをせずに個別相談に

応じて、そのような措置（選択できる）を

とっている。 

 

 

 

 

 

 

6月議会一般質問で日本共産党がとり上

げた、女性への生理用品の無償提供が実現

しました。 

 「生理の貧困」といわれる中で、ジェン

ダー平等社会をめざす点からも重要な課

題と提起し、京田辺市でも学校などをはじ

めとした場所で生理用品の提供を、と提案

してきました。 

 

 

 

 

 

「原則自宅療養」 

の方針の撤回を 

登校見合わせの選択を 

生理用品の無償配布が実現 

2020年度の決算認定に反対 

2018⇒2020年度の負担増 

山手幹線の主要交差点にガードパ

イプの設置を 



 

日本共産党京田辺市議団は次の見解を発表しました。 

日本共産党京田辺市議団ニュース 
第１３３７号  ２０２２年１月２３日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 
 

日

本

共

産

党

自

民

一

新

会

ＮＥ

ＸＴ

京

田

辺

公

明

党

南

風

維

新

クラ

ブ

女

性

議

員

の

会

南

部

登

志

子

結
果

子育て臨時給付金現金（10万
円）一括給付の２１年度一般
会計補正予算（５、６号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

南部まちづくりセンター設置
及び管理運営に関する

条例制定
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決

国民健康保険条例
の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

田辺公園プールの
指定管理者の指定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

中央体育館等有料公園施設
及び一町田多目的運動

広場の指定管理者の指定
○ ○ ○ ○ ○ ● ○

可
決

(仮称)大住こども園新築工事
請負契約

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

新田辺駅東自転車駐車場の
指定管理者の指定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

２１年度一般会計
補正予算（第７号)

○ ○ ○ ○ ○ ● ●
可
決

子どもたちの健康と安全を
守り、ゆきとどいた
教育を求める請願

○ ● ● ● ● △ ―
不
採
択

インボイス制度導入について
慎重な検討を求める意見書案

○ ● ● ● ○ ○ ○
否
決

※○＝賛成、●＝反対、△＝態度が分かれた、―＝棄権。

12月議会･主な議案､意見書等への各会派の態度

 
☆国の子育て世帯臨時特別給付金(10 万円)

の一括現金給付で約５千万円の経費節減。

☆米価暴落対策としてＪＡ 

出荷米 30 キロにつき 

400 円の補助金を支給。 

☆新型コロナ・自宅待機者への食料支援。 

☆新型コロナ対策に協力した市内歯科医療

機関に支援金を給付。 

☆新型コロナ・３回目のワクチン接種事業。

１２月議会で実現した主な成果 

 

12
月
議
会
で
可
決
し
た
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
天
理

山
古
墳
群
一
帯
（
山
手
幹
線
と
旧
307
号
交
差
点
の
北
西
角
）

地
域
約
５
・
５
ha
を
京
田
辺
市
が
約
22
億
円
で
購
入
し
、
史

跡
広
場
と
し
て
整
備
し
て
い
く
た
め
の
予
算
措
置
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
計
画
で
は
、
古
墳
群
に
隣
接
し
て
緑
地
保

全
ゾ
ー
ン
を
も
う
け
、
展
望
台
や
東
屋
な
ど
を
整
備
し
、
７

～
８
年
後
の
完
成
を
見
込
む
と
の
こ
と
で
す
。 

 

同
地
域
で
は
不
動
産
事
業
者
に
よ
る
宅
地
開
発
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
事
前
の
発
掘
調
査
で
、
全
長
80
ｍ

の
大
規
模
な
前
方
後
円
墳
を
は
じ
め
計
３
つ
の
貴
重
な
古
墳

群
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
の
京
田
辺
市
文
化
財
保
護
審

議
会
で
は
、
こ
の
古
墳
群
を
は
じ
め
、
一
休
寺
・
黙
黙
寺
跡

な
ど
様
々
な
文
化
財
が
重
な
っ
て
存
在
し
て
い
る
た
め
、
全

域
の
保
存
と
保
全
を
目
指
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応

す
べ
き
と
の
意
見
を
、
市
長
に
提
出
し
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
文
化
庁
調
査
官
に
よ
る
現
地
踏
査
も
行
わ
れ
、

市
と
国
、
京
都
府
と
の
協
議
で
、
古
墳
群
の
あ
る
開
発
予
定

地
全
域
の
う
ち
80
％
程
度
は
史
跡
指
定
と
す
る
方
向
が
示

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
域
の
買
取
り
価
格
約
22
億
円
の

う
ち
80
％
程
度
は
国
や
京
都
府
の
補
助
金
が
見
込
ま
れ
る

と
し
て
、
市
の
単
独
負
担
を
約
４
億
７
千
万
円
と
す
る
財
政

試
算
や
、
専
門
家
（
京
田
辺
市
市
史
編
さ
ん
委
員
・
考
古
部

会
長)

に
よ
る
古
墳
群
の
価
値
に
つ
い
て
の
所
見
な
ど
が
、
市

議
会
に
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

京
田
辺
市
で
は
「
緑
豊
か
な
文
化
田
園
都
市
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、
開
発
優
先
で
里
山
が
姿
を
け
す
こ
と
も
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
貴
重
な
古
墳
群

が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
、
開
発
で
は
な
く
そ

の
周
辺
地
域
の
保
存
へ
向
か
う
こ
と
に
は
重
要
な
意
義
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。 

 

12
月
議
会
に
は
、
少
人
数
学
級
編
成
の
推
進
や
、
学
校
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
拡
充
、
洋
式
ト
イ
レ
の
増
設
や
清
掃
の
業
者
委
託
、
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
、
教
材
費
等
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
な
ど
を
求
め
る
教
育
請

願
が
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
、
日
本
共
産
党
議
員
団
は
そ
の
紹
介
議
員
と
な

っ
て
、
請
願
を
採
択
し
、
議
会
と
し
て
市
に
そ
の
実
現
を
求
め
よ
う
と
奮

闘
し
ま
し
た
。 

 

請
願
審
議
に
あ
た
り
、
提
出
者
を
代
表
し
て
市
内
小
学
校
教
員
の
方
が

参
考
人
と
し
て
出
席
し
、
学
校
現
場
の
様
子
を
訴
え
た
い
と
希
望
さ
れ
、

そ
の
可
否
に
つ
い
て
事
前
協
議
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
他
会
派
の
議

員
か
ら
「
毎
年
、
同
じ
よ
う
な
も
の
が
で
て
い
る
。
参
考
人
は
省
略
し
て

も
い
い
と
思
う
」
「
請
願
項
目
は
昨
年
と
同
じ
項
目
な
の
で
、
参
考
人
が

必
要
な
の
か
」
と
い
う
声
も
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
席
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。 

 

審
議
で
は
日
本
共
産
党
議
員
団
は
紹
介
議
員
と
し
て
、
京
田
辺
市
議
会

の
議
会
基
本
条
例
は
請
願
を
「
市
民
か
ら
の
政
策
提
案
」
と
位
置
付
け
て

い
る
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
例
え
ば
学
校
ト
イ
レ
清
掃
の
業
者
委
託
や

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
は
、
こ
の
一
年
間
、
な
ん
ら
具
体
的
な

進
展
が
な
い
か
ら
こ
そ
粘
り
強
く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
で
も
市
教
委
が
22
年
か
ら
修
学
旅
行
補
助
金
を
全
廃
す
る
方

針
を
打
ち
出
し
て
い
る
下
で
、
い
っ
そ
う
切
実
さ
が
増
し
て
い
る
こ
と
、

な
ど
示
し
て
、
請
願
の
採
択
を
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
参
考
人
の
方
か
ら
は
、
洋
式
ト
イ
レ
の
数
が
不
足
し
子
ど
も
が
並

び
困
っ
て
い
る
様
子
や
、
教
員
が
ト
イ
レ
清
掃
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

学
校
の
様
子
を
リ
ア
ル
に
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

採
決
で
、
賛
成
は
日
本
共
産
党
議
員
団
と

も
う
１
名
の
議
員
に
留
ま
り
、
他
の
議
員
は

反
対
し
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。（
無
会
派
議

員
が
棄
権
）
討
論
に
た
っ
た
の
は
日
本
共
産

党
だ
け
で
、
反
対
し
た
議
員
か
ら
は
そ
の
理

由
を
示
す
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 



 ▼
青
木
こ
う
じ
ろ
う
議
員 

○
深
刻
な
米
価
暴
落 

国
へ
緊
急
対
策
を
求
め
る
べ
き 

 

昨
年
に
続
く
２
年
連
続
の
米
価
暴
落
へ
の
対
策
を
求
め
ま
し
た
。
全
国

的
に
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
京
都
で
も
Ｊ
Ａ
京
都
に
よ
る
今
年

の
米
買
取
り
価
格
は
前
年
比
で
20
％
以
上
の
下
落
、
30
キ
ロ
あ
た
り
１

４
～
５
０
０
円
の
落
ち
込
み
で
す
。
一
方
で
米
の
生
産
費
用
は
、
農
林
水

産
省
の
米
生
産
費
調
査
で
は
、
60
キ
ロ
あ
た
り
１
５
０
４
６
円
で
21
年

産
米
の
米
価
は
、
こ
れ
を
５
千
円
か
ら
６
千
円
も
下
回
り
ま
す
。 

 

深
刻
な
の
は
、
米
生
産
費
の
う
ち
農
機
具
や
肥
料
、
農
薬
な
ど
農
家
が

直
接
、
現
金
支
出
を
し
て
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
物
財
費
」
が
、

60
キ
ロ
あ
た
り
９
０
６
０
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、
農
家
に
と
っ
て

は
米
を
つ
く
っ
て
売
っ
て
も
、
自
ら
の
手
間
賃
＝
「
労
働
費
」
は
お
ろ
か
、

直
接
的
な
現
金
経
費
の
回
収
も
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。 

 

ま
た
今
の
ま
ま
の
状
態
が
続
け
ば
、

22
年
も
さ
ら
に
米
価
が
下
が
る
と
い
う

予
測
も
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
米
作
り
に

と
っ
て
も
大
き
な
打
撃
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
を
示
し
市
長
に
、
直
ち
に
国
に

対
し
て
、
過
剰
在
庫
の
買
取
り
に
よ
る
市

場
か
ら
の
隔
離
や
、
毎
年
77
万
ト
ン
に

も
お
よ
ぶ
外
国
産
米
（
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ

ス
米
）
の
輸
入
制
限
な
ど
を
行
う
よ
う
求

め
る
こ
と
を
提
起
し
、
あ
わ
せ
て
京
田
辺

市
と
し
て
、
す
べ
て
の
米
作
農
家
へ
、
緊

急
支
援
策
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

国
に
対
す
る
働
き
か
け
に
対
す
る
市
当
局
の
反
応
は
鈍
い
も
の
で
、

「
市
場
か
ら
の
隔
離
対
策
は
、
京
都
府
も
一
定
の
対
応
を
国
へ
要
望
し
て

い
る
の
で
、
今
後
、
国
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。
」

「
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
は
国
際
ル
ー
ル
で
あ
り
制
限
は
む
ず
か
し
い
。

飼
料
用
と
し
て
輸
入
さ
れ
て
い
る
の
で
影
響
は
小
さ
い
。
」
と
述
べ
、
重

ね
て
要
望
し
た
も
の
の
、
「
京
都
府
も
国
予
算
に
つ
い
て
、
対
策
を
要
望

し
て
い
る
の
で
、
市
と
し
て
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
い
う
答
弁
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。 

 

一
方
で
市
独
自
の
対
策
と
し
て
は
、
「
市
内
農
家
の
将
来
の
農
業
経
営

へ
の
不
安
軽
減
と
、
次
期
作
に
む
け
た
支
援
が
重
要
と
考
え
、
す
で
に
実

施
し
て
い
る
良
質
米
奨
励
補
助
金
に
加
え
、
今
回
、
す
べ
て
の
主
食
用
米

の
Ｊ
Ａ
出
荷
分
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
（
30
キ
ロ
あ
た
り

４
０
０
円
を
補
助
）
を
補
正
予
算
案
に
計
上
し
た
。
」
と
一
定
の
助
成
を

行
う
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。 

 

再
質
問
で
は
市
独
自
の
取
り
組
み
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
助
成
額
に

つ
い
て
引
上
げ
が
必
要
で
は
な
い
か
と
提
起
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
「
補

助
単
価
に
課
題
は
あ
る
。
２
年
連
続
下
落
で
大
変
で
あ
り
、
農
地
の
保
全

は
大
事
と
認
識
し
て
い
る
。
緊
急
的
な
事
態
の
中
で
市
と
し
て
農
家
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た 

 

▼
増
富
理
津
子
議
員 

○
女
性
支
援
に
つ
い
て 

生
理
用
品
の
無
償
配
布
に
か
か
わ
っ
て
、
市
が
取
り
組
み
を
始
め
た
も

の
の
、
学
校
や
市
役
所
等
で
の
配
布
は
、
本
人
が
保
健
室
や
窓
口
に
出
向

い
て
受
け
取
る
事
に
な
っ
て
い
る
の
を
改
め
、
学
校
や
公
共
施
設
の
女
性

ト
イ
レ
に
置
い
て
、
誰
で
も
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と

求
め
ま
し
た
。
し
か
し
市
側
の
答
弁
は
、
学
校
や
市
役
所
等
で
、
本
人
の

相
談
に
の
る
な
ど
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と

で
、
会
っ
て
手
渡
し
す
る
方
式
を
続
け
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

八
幡
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
家
庭
で
は
生
理
用
品
を
用
意
で
き
な

い
、
い
わ
ゆ
る
「
生
理
の
貧
困
」
の
実
態
調
査
を
目
的
に
、
試
行
的
に
市

内
中
学
校
４
校
に
生
理
用
品
を
配
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

各
中
学
校
に
お
い
て
、
女
子
ト
イ
レ
に
、
生
理
用
品
２
種
類
を
配
置
し
、

女
子
生
徒
が
自
由
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
と
し
、
家
庭
の
こ
と
、
身
体
の
こ
と
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
い
つ
で
も
相
談
し
て
も
ら
う
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
そ

う
で
す
。 

問 

誰
で
も
が
気
兼
ね
な
く
、
生
理
用
品
を
安
心
し
て
使
用
で
き
る
よ
う

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
に
公
共
施
設
、
学
校
の
ト
イ
レ
へ
設
置

を
。 

教
育
部
長 

衛
生
面
の
観
点
か
ら
、
ト
イ
レ
な
ど
の
管
理
の
行
き
と
ど
き

に
く
い
と
こ
ろ
へ
の
配
置
は
困
難
。
教
育
相
談
の
観
点
か
ら
保
健
室
で

提
供
す
る
。 

市
民
部
長 
支
援
が
必
要
な
方
を
相
談
窓
口
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
公

共
ト
イ
レ
へ
の
設
置
は
行
わ
な
い
。 

 

▼
岡
本
り
ょ
う
い
ち
議
員 

○
三
山
木
小
学
校
及
び
田
辺
中
学
校
の
施
設
整
備 

（
校
舎
、
運
動
場
、
体
育
館
）
に
つ
い
て

本
市
で
は
、
市
南
部
地
域
の
住
宅
開
発
に
伴
い
、
三
山
木
小
学
校
、
田

辺
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
数
が
増
加
し
、
教
室
や
運
動
場
が
不
足
し
て
い

る
。
良
好
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。 

問
① 

現
在
の
同
小
・
中
学
校
施
設
の

現
状
に
つ
い
て
の
認
識
を
問
う
。 

問
② 

今
後
、
予
測
さ
れ
る
教
室
不
足

に
対
し
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る

の
か
。 

問
③ 

運
動
場
や
体
育
館
は
、
総
合
的

な
学
習
や
集
会
の
場
、
ま
た
ク
ラ
ブ

活
動
の
た
め
に
必
要
な
施
設
で
あ

る
。
学
校
設
置
基
準
に
基
づ
い
た
面

積
を
確
保
で
き
る
の
か
。
市
の
見
解

を
問
う
。 

教
育
部
長
①
②
③ 

三
山
木
小
学
校

及
び
田
辺
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
児 

童
生
徒
数
が
そ
れ
ぞ
れ
900
名
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
、

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
教
育
活
動
が
行
え
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
数
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
増
加
を
続
け

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
不
足
が
生
じ
た
場
合
の
教
室
数
に

つ
い
て
は
、
仮
設
校
舎
や
既
存
教
室
の
改
修
に
よ
っ
て
対
応
す
る
。 

三
山
木
小
学
校
の
運
動
場
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
児
童
数
を
も
と
に

小
学
校
設
置
基
準
に
あ
て
は
め
る
と
、
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
に

あ
る
。
ま
た
、
体
育
館
の
設
置
基
準
は
な
い
も
の
の
、
現
状
は
手
狭
に

な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
今
後
も
教
育
活
動
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
授

業
運
営
の
工
夫
や
他
施
設
利
用
等
の
検
討
を
進
め
る
。 
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▼
深
刻
な
米
価
暴
落 

国
へ
緊
急
対
策
を
求
め
る
べ
き 

 

昨
年
に
続
く
２
年
連
続
の
米
価
暴
落
へ
の
対
策
を
求
め
ま
し

た
。
全
国
的
に
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
京
都
に
よ

る
今
年
の
米
買
取
り
価
格
は
前
年
比
で
20
％
以
上
の
下
落
で
す
。

農
林
水
産
省
の
米
生
産
費
調
査
で
は
、60
キ
ロ
あ
た
り
約
１
万
５

千
円
で
21
年
産
米
の
米
価
（
60
キ
ロ
）
は
、
こ
れ
を
５
千
円
か

ら
６
千
円
も
下
回
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
示
し
市
長
に
、
過
剰
在
庫

買
取
り
に
よ
る
市
場
か
ら
の
隔
離
、
毎
年
77
万
ト
ン
も
の
外
国
産

米
（
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
）
の
輸
入
制
限
な
ど
を
行
う
よ
う
国

に
求
め
る
べ
き
、
と
迫
り
ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
、
「
市
場
か
ら
の
隔
離
対
策
は
、
京
都
府
も
一
定
の

対
応
を
国
へ
要
望
し
て
い
る
の
で
、
今
後
、
国
に
お
い
て
検
討
さ

れ
る
と
考
え
る
。
」「
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
は
国
際
ル
ー
ル
で
あ

り
制
限
は
む
ず
か
し
い
。
飼
料
用
と
し
て
輸
入
さ
れ
て
い
る
の
で

影
響
は
小
さ
い
。
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

 

▼
農
業
支
援
の
抜
本
的
充
実
へ 

都
市
農
業
振
興
基
本
計
画
策
定
を

 

京
田
辺
市
の
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
、
農
家
数
や
耕
作
面
積
の

こ
の
10
年
間
の
推
移
を
ま
と
め
た
表
（
別
表
）
を
示
し
、
市
内
の

総
農
家
数
、
農
地
面
積
は
大
き
く
減
っ
て
お
り
、
80
～
90
％
へ

縮
小
し
て
い
る
実
態
を
示
し
、
そ
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
の
市

の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
「
各
農
家
に
お
い
て
次
世
代
の
担
い
手
の
希
望
者
が 

少
な
い
こ
と
が
主
な
原
因
と
考
え

ら
れ
る
。
地
域
の
担
い
手
の
集
約
な

ど
、
京
力
農
場
プ
ラ
ン
を
軸
に
し
た

取
り
組
み
が
、
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

の
中
で
も
さ
ら
に
重
要
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

再
質
問
で
は
、
農
業
の
担
い
手
、

農
業
従
事
者
を
増
や
す
た
め
に
は

将
来
に
わ
た
っ
て
農
業
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
所
得
保
障
を
は
じ
め

と
し
た
農
家
へ
の
直
接
的
な
支
援 

を
思
い
切
っ
て
強
め
て
い
く
こ
と
を
提
起
し
、
あ
わ
せ
て
、
市
が
農

業
に
手
厚
い
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、
住
民
全
体
の
理
解

を
得
る
た
め
に
も
、
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
「
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
担
い
手
育
成
、
地
産
地
消
、

食
育
、
農
業
体
験
な
ど
盛
り
込
ん
で
い
る
の
で
、
改
め
て
都
市
農
業

振
興
計
画
を
つ
く
る
予
定
は
な
い
。
農
業
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
今
後
も
研
究
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

▼
市
立
図
書
館
へ
の
積
極
的
な
評
価
と
体
制
充
実
を 

 

京
田
辺
市
図
書
館
は
、
人
口
６
万
人
か
ら
８
万
人
規
模
の
全
国

110
自
治
体
の
中
で
、
貸
出
し
冊
数
で
は
全
国
５
位
に
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
し
た
取
り
組
み
も
行
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の

市
民
に
積
極
的
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
市
教

委
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。 

 

市
教
委
は
「
市
民
の
自
主
的
・
自
発
的
な
学
習
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
資
料

収
集
や
整
理
、
保
存
、
貸
出
し
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
な
ど
の
運
営
の
ほ
か
、
お
は

な
し
会
や
映
画
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
事
業
を
実
施
。
市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
学
習
を
支

え
る
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
市
民
に
利
用
さ

れ
る
開
か
れ
た
図
書
館
を
め
ざ
し
、
図
書
館
協
議
会
を
は
じ
め
、
市
民
の
声
を
直
接

聞
く
な
ど
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

▼
複
合
型
公
共
施
設
と
図
書
館
の
将
来
の
あ
り
方 

 

市
当
局
は
田
辺
中
央
北
地
区
の
市
街
地
開
発
で
新
た
に
設
置
さ
れ
る
複
合
型
公

共
施
設
に
中
央
図
書
館
を
移
転
さ
せ
る
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
や

経
過
を
質
問
し
ま
し
た
。 

 

市
教
委
か
ら
は
「
複
合
型
公
共
施
設
に
図
書

館
機
能
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
賑
わ
い
創
出
の

核
と
な
る
。
生
涯
学
習
機
能
の
増
強
に
も
つ
な

が
り
、
文
化
ホ
ー
ル
と
集
約
す
る
こ
と
で
、
効

率
的
な
維
持
管
理
だ
け
で
な
く
、
利
便
性
の
向

上
並
び
に
施
設
運
営
面
で
の
相
乗
効
果
が
期

待
で
き
る
。
」
と
答
弁
が
あ
り
、
複
合
型
公
共

施
設
担
当
部
局
か
ら
は
「
貸
し
館
と
し
て
の
利

用
率
の
向
上
と
と
も
に
、
多
く
の
市
民
に
利 

用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
事
業
、
施
設
運
営
を
す
る
の
か
と
い
う
視
点

が
重
要
。
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
関
係
団
体
の
意
向
調
査
な
ど
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、

今
後
は
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
あ
わ
せ
、
社
会
教
育
委
員
会
議
や
図
書
館
協
議
会
、

ま
た
当
該
施
設
で
の
事
業
の
担
い
手
と
し
て
想
定
さ
れ
る
文
化
活
動
団
体
や
民
間

事
業
者
の
意
向
も
確
認
し
な
が
ら
、
施
設
概
要
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
」
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年
総農家数 1036 919 807

販売農家数 627 557 501
経営耕地面積

田（ｈａ） 453.5 422.0 408.0
畑（ｈａ） 87.5 73.0 62.6
田畑計 541.0 495.0 470.7

作付け面積
田（ｈａ） 726.0 700.0 657.0
畑（ｈａ） 110.0 107.0 109.0
茶（ｈａ） 36.4 31.0 28.9

小計 872.4 838.0 794.9
 

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
団
は
、
市
長
に
「
２
０
２
２
年
度
京

田
辺
市
予
算
に
対
す
る
要
求
書
（
第
一
次)

」
を
提
出
し
ま
し
た
。

要
求
書
で
は
最
初
に
、
消
費
税
増
税
や
国
保
税
の
引
上
げ
な
ど
国

や
京
都
府
に
よ
る
制
度
改
悪
だ
け
で
な
く
、
京
田
辺
市
で
も
粗
大

ご
み
有
料
化
や
下
水
道
料
金
の
大
幅
引
上
げ
な
ど
進
め
ら
れ
、
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
、
市
民
生
活
の
厳
し
さ
が
ま
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
暮
ら
し
を
守
り
、
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
地
方
自
治

体
本
来
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
要
求
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
北
陸
新
幹
線
京
都
延
伸
計
画
に
つ
い
て
、
こ
の
間
の
議
会

論
戦
で
、
京
田
辺
市
に
と
っ
て
の
必
要
性
を
示
せ
な
い
こ
と
か

ら
、
延
伸
計
画
そ
の
も
の
に
反
対
す
る
こ
と
を 

求
め
て
い
ま
す
。 

 

他
に
も
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
に
か
か
わ
る

課
題
と
し
て
、
男
女
の
賃
金
格
差
解
消
の
取
組

み
や
、
生
理
用
品
の
無
償
配
布
、
性
暴
力
の
被

害
者
支
援
と
そ
の
根
絶
の
た
め
の
取
組
み
や
、

「
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
の
中
で
打
ち
出

さ
れ
た
小
学
校
プ
ー
ル
の
統
廃
合
や
給
食
設

備
の
統
合
＝
共
同
調
理
方
式
へ
の
移
行
の
中

止
、
小
・
中
学
校
へ
の
修
学
旅
行
補
助
金
を
22

年
度
以
降
も
継
続
す
る
、
中
央
体
育
館
・
田
辺

公
園
野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
の
使
用
料
引

上
げ
の
中
止
、
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。 



 

 

給
食
食
材
に
お
け
る 

地
産
地
消
の
推
進
を 

 

 

給
食
基
本
計
画
で
は
、「
学
校

給
食
を「
食
」
に
関
す
る
生
き
た

教
材
と
し
て
活
用
し
、
本
市
の
特

産
品
で
あ
る
田
辺
茄
子
、
え
び
い

も
、
玉
露
等
を
は
じ
め
全
校
に
京

田
辺
市
産
米
を
使
用
す
る
な

ど
、
地
産
地
消
に
配
慮
し
た
京

田
辺
市
ら
し
い
給
食
の
提
供
に

努
め
ま
す
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
数
年
を
比
較
す
る
と
市

内
の
給
食
食
材
に
使
わ
れ
る
地

元
農
産
物
の
割
合
は
、
量
、
品
目

に
お
い
て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
前
に
進
め
よ

う
と
思
え
ば
、
い
ろ
ん
な
課
題
も

で
て
き
ま
す
。
そ
れ
ら
を
ど
う
解

決
し
、
進
め
て
い
く
の
か
。
教
育

委
員
会
だ
け
で
な
く
、
関
係
部

局
の
連
携
も
強
め
、
地
産
地
消
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
市
と
し
て

配
置
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

市
当
局
か
ら
は
、「
地
元
産
食

材
の
活
用
率
は
２
０
１
８
年
度
１

４
％
、
２
０
１
９
年
３
１
％
、
２
０

２
０
年
３
５
％
と
増
え
て
い
る
。

市
民
意
識
調
査
の
中
で
は
、
１
０

年
前
と
比
べ
、
地
産
地
消
の
認
識

度
は
、
未
就
学
児
を
持
つ
保
護

者
で
は
６
６
．
１
％
か
ら
８
５
．

３
％
、
小
中
学
生
で
は
２
６
．

２
％
か
ら
７
８
．
８
％
と
大
幅
に

上
昇
し
て
い
る
。
今
後
、
生
産
者

と
の
交
流
や
収
穫
・
出
荷
見
学

な
ど
体
験
活
動
の
促
進
に
力
を

入
れ
て
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
行

政
・
地
域
・
生
産
者
な
ど
多
様
な

主
体
が
協
働
し
食
育
活
動
に
で

き
る
よ
う
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
む
。
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。 

  

問 

手
話
言
語
条
例
は
全
国

４
１
５
自
治
体
、
府
内
１０
自
治

体
で
制
定
。
本
市
で
も
条
例
制

定
を
。 

１
９
年
度
か
ら
関
係
団
体
と

意
見
交
換
や
条
例
の
必
要
性
・

内
容
に
つ
い
て 

定
期
的
に
学
習
会
を
し
て
い

る
。 問

「
加
齢
性
難
聴
」
の
治
療
は

難
し
く
補
聴
器
で
聴
力
を
補
う

対
策
が
中
心
に
な
る
。
中
・
軽
度

の
方
へ
も
補
聴
器
購
入
の
助
成

を
。 健

康
福
祉
部
長 

国
の
基
準

に
該
当
す
る
方
へ
の
助
成
周
知
。 

問 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
障
が
い
者
等
の
買
い
物
支
援
、

特
に
重
た
い
荷
物
の
配
達
要
望
の

声
に
応
え
た
市
の
取
り
組
み
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

居
場
所
づ

く
り
支
援
事
業
で
、
参
加
者
へ
の

買
い
物
送
迎
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
６
７
町
、
２
村
で
制
定
さ
れ

て
い
る
。
京
都
で
は
、
京
都
府
、

城
陽
市
、
京
都
市
、
向
日
市
、
綾

部
市
、
福
知
山
市
、
宇
治
市
、
亀

岡
市
、
舞
鶴
市
、
久
御
山
町
、
八

幡
市
と
府
内
１
０
自
治
体
で
制

定
を
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
京
田
辺

市
で
も
条
例
制
定
を
求
め
る
。 

健
康
福
祉
部
長 

条
例
の
制

定
に
関
わ
ら
ず
、
市
と
し
て
積
極

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
２

０
１
９
年
度
か
ら
は
、
聴
覚
障
害

者
協
会
、
登
録
手
話
通
訳
者
の

会
、
手
話
サ
ー
ク
ル
な
ど
関
係
団

体
と
と
も
に
、
聴
覚
に
障
が
い
の

あ
る
方
の
暮
ら
し
や
取
り
巻
く

環
境
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
と
合

わ
せ
て
、
条
例
の
必
要
性
や
内
容

に
つ
い
て
も
定
期
的
に
学
習
会
を

し
て
い
る
。 

   

材
の
活
用
率
は
２
０
１
８
年
度

１４
％
、
２
０
１
９
年
３１
％
、
２
０

２
０
年
３５
％
と
増
え
て
い
る
。
市

民
意
識
調
査
の
中
で
は
、
１０
年

前
と
比
べ
、
地
産
地
消
の
認
識
度

は
、
未
就
学
児
を
持
つ
保
護
者
で

は
６６
．
１
％
か
ら
８５
．
３
％
、
小

中
学
生
で
は
２６
．
２
％
か
ら
７８
．

８
％
と
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
。  

今
後
、
生
産
者
と
の
交
流
や
収

穫
・
出
荷
見
学
な
ど
体
験
活
動
の

促
進
に
力
を
入
れ
て
実
施
し
て
い

く
。
ま
た
行
政
・
地
域
・
生
産
者

な
ど
多
様
な
主
体
が
協
働
し
食

育
活
動
に
で
き
る
よ
う
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
む
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
つ
い
て
は
研
究
し
て
い
く
。

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。 

       

と
意
見
交
換
や
条
例
の
必
要

性･

内
容
に
つ
い
て
定
期
的
に
学

習
会
を
し
て
い
る
。 

問 

「
加
齢
性
難
聴
」
の
治
療
は

難
し
く
補
聴
器
で
聴
力
を
補
う

対
策
が
中
心
に
な
る
。
中･

軽
度

の
方
へ
も
補
聴
器
購
入
の
助
成

を
。 答

弁 

国
の
基
準
に
該
当
す
る

方
へ
の
助
成
周
知
の
徹
底
を
し
て

い
る
。
中･

軽
度
の
助
成
は
考
え
て

い
な
い
。 

問 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
方
へ
の
買
い
物
支
援
、

特
に
重
た
い
荷
物
の
配
達
要
望
の

声
に
応
じ
た
市
の
取
り
組
み
を
。 

答
弁 

居
場
所
づ
く
り
支
援

事
業
で
、
参
加
者
へ
週
一
回
の
買

い
物
送
迎
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

希
望
さ
れ
る
１０
カ
所
の
地
域
で

実
施
し
て
い
る
。 

                                                       

。 問 

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
の
買
い
物
支
援
、
特

に
重
た
い
荷
物
の
配
達
要
望
の
声

に
応
え
た
市
の
取
り
組
み
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

居
場
所
づ

く
り
支
援
事
業
で
、
参
加
者
へ
の

買
い
物
送
迎
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
健
康
福
祉
部
長 

条
例
の
制

定
に
関
わ
ら
ず
、
市
と
し
て
積
極

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
２

０
１
９
年
度
か
ら
は
、
聴
覚
障
害

者
協
会
、
登
録
手
話
通
訳
者
の

会
、
手
話
サ
ー
ク
ル
な
ど
関
係
団

体
と
と
も
に
、
聴
覚
に
障
が
い
の

あ
る
方
の
暮
ら
し
や
取
り
巻
く

環
境
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
と
合

わ
せ
て
、
条
例
の
必
要
性
や
内
容

に
つ
い
て
も
定
期
的
に
学
習
会
を

し
て
い
る
。
問 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
や
清
掃
・
消
毒
・
オ
ン
ラ

イ
ン
整
備
な
ど
の
た
め
の
支
援
員

の
配
置
状
況
に
つ
い
て
、
全
て
の

学
校
へ
の
配
置
実
現
へ
市
教
育
委

員
会
の
今
後
の
方
針
と
計
画
に
つ

い
て
問
う
。 

答
弁 

未
配
置
校
は
現
在
３

校
。
う
ち
１
校
は
地
域
の
方
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
。
あ
と
１

校
は
近
日
中
に
決
ま
る
。
残
る
１

校
は
京
都
府
教
育
委
員
会
の
講

師
登
録
か
ら
の
紹
介
で
、
面
談
を

し
て
進
め
て
い
く
。
今
後
、
全
て
の

学
校
に
配
置
が
可
能
に
な
る
。 

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ 

 

１２
月
議
会
一
般
質
問
か
ら 

ま
た
職
員
体
制･

勤
務
体
制･

処
遇
に
つ
い
て
は
、
「
シ
フ
ト
を

組
ん
で
運
用
し
て
い
る
。
年
休
は

取
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
生
理

休
暇
は
取
れ
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。
市
職
員
の
給
与
は
条
例
に

基
づ
い
て
支
給
し
て
い
る
が
、
民

間
施
設
の
職
員
は
補
助
金
で
支

給
さ
れ
て
い
る
の
で
、
給
与
へ
反

映
さ
れ
て
い
る
か
は
そ
の
園
の

方
針
任
せ
と
な
る
」
と
答
弁
。
民

間
も
含
め
、
保
育
士
の
処
遇
改
善

に
市
と
し
て
の
取
組
み
を
求
め

ま
し
た
。 

   
生
理
用
品
の
無
償
配
布
に
か

か
わ
っ
て
、
市
が
取
り
組
み
を
始

め
た
も
の
の
、
学
校
や
市
役
所
等

で
の
配
布
は
、
本
人
が
保
健
室
や

窓
口
に
出
向
い
て
受
け
取
る
事

に
な
っ
て
い
る
の
を
改
め
、
学
校

や
公
共
施
設
の
女
性
ト
イ
レ
に

置
い
て
、
誰
で
も
気
兼
ね
な
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
と
同
じ
よ
う
に
設
置

す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
し
か
し

市
側
の
答
弁
は
、
学
校
や
市
役
所

等
で
、
本
人
の
相
談
に
の
る
な
ど

の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
大
事
と
い
う
こ
と
で
、
会
っ
て

手
渡
し
す
る
方
式
を
続
け
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
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に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
校
や
公
共

施
設
の
女
性
ト
イ
レ
に
置
い
て
、

誰
で
も
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き

る
よ
う
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

と
同
じ
よ
う
に
設
置
す
べ
き
と
求

め
ま
し
た
。
市
当
局
か
ら
は
、

「
学
校
や
市
役
所
等
で
、
本
人
の

相
談
に
の
る
な
ど
の
支
援
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ

と
で
、
会
っ
て
手
渡
し
す
る
方
式

を
続
け
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。  

八
幡
市
で
は「
生
理
の
貧
困
」

の
実
態
調
査
を
目
的
に
、
試
行

的
に
市
内
４
中
学
校
の
女
子
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
を
配
置
し
、
自

由
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

家
庭
の
こ
と
、
身
体
の
こ
と
な

ど
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

い
つ
で
も
相
談
し
て
も
ら
う
よ
う

働
き
か
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
そ

う
で
す
。 
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コ
ロ
ナ
禍
で
も
基
本
的
に
開
所

が
求
め
ら
れ
て
い
る
保
育
所
等
の

施
設
で
は
、
感
染
対
策
を
し
な
が

ら
も
子
ど
も
の
命
と
発
達
を
保

障
す
る
保
育
に
努
力
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
感
染
対
策
で
日

常
の
業
務
量
が
増
え
、
保
育
の
中

で「
密
」
を
避
け
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保

育
士
不
足
の
中
、
十
分
な
休
暇

も
取
れ
ず
、
職
員
の
精
神
的
・
肉

体
的
な
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
コ
ロ
ナ
化

を
受
け
て
、
少
人
数
学
級
へ
の
全

学
年
へ
の
実
施
が
決
ま
り
、
実
施

の
方
向
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
学
校
よ
り
も
長
時
間
、
幼

い
幼
児
が
生
活
す
る
と
こ
ろ
で
、

特
に
４
・
５
歳
児
の
配
置
基
準
は

７
０
年
間
も
放
置
さ
れ
っ
ぱ
な
し

で
す
。
国
や
自
治
体
が
責
任
を

も
っ
て
定
数
の
見
直
し
を
す
る
べ

き
で
す
。
京
田
辺
の
実
態
を
質

し
、
見
直
し
を
要
望
し
ま
し
た
。

市
民
の
国
保
税
負
担
軽
減
を
求

め
ま
し
た
。
市
当
局
は「
国
保
税

を
引
き
上
げ
て
も
赤
字
と
な
る

場
合
は
繰
入
を
す
る
。
ま
た
税

率
引
き
上
げ
は
５
％
と
決
め
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
時
々
の

状
況
で
判
断
す
る
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。
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特
に
４
・
５
歳
児
の
配
置
基
準
は

７０
年
間
も
放
置
さ
れ
っ
ぱ
な
し

で
す
。
国
や
自
治
体
が
責
任
を

も
っ
て
定
数
の
見
直
し
を
す
る
べ

き
で
す
。
京
田
辺
の
実
態
を
質

し
、
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。 

市
当
局
か
ら
は
、「
３
歳
児
が

２０
人
に
対
し
て
１
人
、
４
・
５
歳

児
は
３０
人
に
対
し
て
１
人
の
職

員
配
置
に
な
っ
て
い
る
。
当
面
見

直
し
は
考
え
て
い
な
い
が
、
園
の

状
況
に
応
じ
て
適
宜
、
加
配
職

員
や
フ
リ
ー
職
員
を
配
置
、
教

育
・
保
育
環
境
に
努
め
て
い
く
」、  

ま
た
、
職
員
体
制･

勤
務
体

制･

処
遇
に
つ
い
て
は
、「
シ
フ
ト
を

組
ん
で
運
用
し
て
い
る
。
年
休
は

取
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
生
理

休
暇
は
取
れ
て
い
な
い
現
状
が
あ

る
。
市
職
員
の
給
与
は
条
例
に
基

づ
き
支
給
し
て
い
る
が
、
民
間
施

設
へ
は
補
助
金
で
支
給
さ
れ
て
い

る
の
で
、
給
与
へ
反
映
さ
れ
て
い
る

か
は
そ
の
園
の
方
針
任
せ
と
な

る
。
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１２
月
議
会
一
般
質
問
か
ら 

就
学
前
教
育･

保
育
施
設
の 

環
境
改
善
を 

 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と 

同
じ
よ
う
に
設
置
を 

 

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
中
学
校

給
食
が
始
ま
る
と
、
現
在
の
小
学

校
給
食
の
食
数
に
、
更
に
２
，
０
０

０
食
分
の
食
材
が
必
要
と
な
り
ま

す
。 

 

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て
中

学
校
給
食
基
本
計
画
で
は
、「
学

校
給
食
を
「
食
」
に
関
す
る
生
き

た
教
材
と
し
て
活
用
し
、
本
市
の

特
産
品
で
あ
る
京
都
田
辺
茄
子
、

え
び
い
も
、
玉
露
等
を
は
じ
め
全

校
の
給
食
に
京
田
辺
市
産
米
を

使
用
す
る
な
ど
、
地
産
地
消
に
配

慮
し
た
京
田
辺
市
ら
し
い
給
食
の

提
供
に
努
め
ま
す
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

決
算
資
料
か
ら
も
、
こ
こ
数
年

を
比
較
す
る
と
市
内
の
給
食
食

材
に
使
わ
れ
る
地
元
農
産
物
の
割

合
は
、
量
、
品
目
に
お
い
て
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら

に
前
に
進
め
よ
う
と
思
え
ば
、
い

ろ
ん
な
課
題
も
で
て
き
ま
す
。
学

校
給
食
に
使
う
の
で
、
ま
ず
一
定

の
量
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
個
々
の
農
家
だ
け
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ

ら
の
支
援
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
、
市
全
体
の
取
組
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
教
育
委
員
会
だ
け
で
な

く
、
関
係
部
局
の
連
携
も
強
め
、

地
産
地
消
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
市
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
を
私

た
ち
は
求
め
て
い
ま
す
。 

1
2

月
議
会
で
市
当
局
か
ら
は
、

「
地
元
産
食
材
の
活
用
率
は
２
０

１
８
年
度
１
４
％
、
２
０
１
９
年
３

１
％
、
２
０
２
０
年
３
５
％
と
増
え

て
い
る
。
市
民
意
識
調
査
の
中
で

は
、
１
０
年
前
と
比
べ
、
地
産
地
消

の
認
識
度
は
、
未
就
学
児
を
持
つ

保
護
者
で
は
６
６
．
１
％
か
ら
８

５
．
３
％
、
小
中
学
生
で
は
２
６
．

２
％
か
ら
７
８
．
８
％
と
大
幅
に

上
昇
し
て
い
る
。
今
後
、
生
産
者

と
の
交
流
や
収
穫
・
出
荷
見
学
な

ど
体
験
活
動
の
促
進
に
力
を
入

れ
て
実
施
し
て
い
く
。
ま
た
行
政
・

地
域
・
生
産
者
な
ど
多
様
な
主
体

が
協
働
し
食
育
活
動
に
で
き
る
よ

う
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
全

庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
は
返
済
免

除
と
な
る
が
、
課
税
世
帯
は
生
活

が
苦
し
く
て
も
免
除
と
な
ら
な
空

間
で
の
授
業
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。
密
集
回
避
の
目
安
と
し
て
、

感
染
レ
ベ
ル
２
・
３
で
は「
２
ｍ
程
度
」

の
間
隔
で
２
０
人
学
級
を
例
示

し
、
レ
ベ
ル
１
で
も「
１
ｍ
」
の
間
隔
が

必
要
で
４
０
人
学
級
で
は
必
要
な

間
隔
を
空
け
ら
れ
な
い
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。
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ブログ： 岡本りょういち議員   検索  
☆国の子育て世帯臨時特別給付金(10 万

円)の一括現金給付で約５千万円の経費

節減。 

☆米価暴落対策としてＪＡ出荷米 30キロ

につき 400 円の補助金を支給。 

☆新型コロナ・自宅待機者への食料支援。 

☆新型コロナ対策に協力した市内歯科医

療機関に支援金を給付。 

☆新型コロナ・３回目のワクチン接種事

業。 

 

 

 

 

 

 

昨年と同じ項目なので、参考人が必要な

のか」という声も出されましたが、出席

が認められました。 

 審議では日本共産党議員団は紹介議員

として、京田辺市議会の議会基本条例は

請願を「市民からの政策提案」と位置付

けていると指摘するとともに、例えば学

校トイレ清掃の業者委託や体育館へのエ

アコン設置などは、この一年間、なんら

具体的な進展がないからこそ粘り強く取

り組まれていること、保護者負担の軽減

でも市教委が2022年から修学旅行補助

金を全廃する方針を打ち出している下

で、いっそう切実さが増していること、

など示して、請願の採択をと訴えまし

た。 

 また参考人の方からは、洋式トイレの

数が不足し、子どもが並び困っている様

子や、教員がトイレ清掃をしていること

など、学校の様子がリアルに語られまし

た。 

 採決で、賛成は日本共産党議員団とも

う１名の議員に留まり、他の議員は反対

し不採択となりました。（無会派議員が

棄権）賛成討論にたったのは日本共産党

だけで、反対した議員からはその理由を

示す討論はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡本りょういち 

２０２２年  冬期発行 

自 宅：同志社山手 1 丁目 20-13 
ＴＥＬ：51-5511 
事務所：日本共産党山城地区委員会 
ＴＥＬ：46-9804 
市役所：日本共産党市会議員団室 
ＴＥＬ：63-1122（内線 522） 

～議会の様子から、身近な情報まで～ ダイレクトにお届けします！ 
ご相談は LINE 公式が便利です。LINE ID「@pfw5637e」から登録を。 
くらし・税金・福祉・子育て・困りごと、何でもお気軽にご相談下さい。 

１２
月
議
会
と
活
動
報
告 

№
４３ 

新型コロナウイルス感染症の「第５波」

が、全国的に落ち着きを見せていました

が、年末年始にかけて急拡大し「第６波」

の状況となっています。 

高齢者と医療従事者に対する 3 回目の

ワクチン接種や地域の医療体制の強化な

どが急がれています。 

また、コロナの影響を受け生活に困っ

ている方、あるいは事業者への支援につ

いても抜本的な拡充が必要です。 

 さて、１２月議会は１１月３０日に開

会し１２月２３日に閉会しました。 

私の一般質問では、消費税のインボイ

ス制度について、三山木小学校及び田辺

中学校の施設整備（校舎、運動場、体育館）

（１） （４） 

日本共産党 京田辺市会議員 

【 予算要望書を上村市長に提出する様子 

左から上村市長、岡本議員、青木議員 ＝１月 14 日 】 ごあいさつ 

私の一般質問では、消費税のインボイス

制度について、三山木小学校及び田辺中学

校の施設整備（校舎、運動場、体育館）に

ついての質問を行いました。【2 面】 

 議会最終日には、「子どもに安全でゆき

とどいた教育を求める請願」や「インボイ

ス制度導入について慎重な検討を求める

意見書」案が提案されましたが、残念なが

ら賛成少数で否決となりました。【3.４面】 

 

 

日

本

共

産

党

自

民

一

新

会

Ｎ

ＥＸ

Ｔ

京

田

辺

公

明

党

南

風

維

新

クラ

ブ

女

性

議

員

の

会

南

部

登

志

子

結
果

子育て臨時給付金現金（10万
円）一括給付の２１年度一般
会計補正予算（５、６号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

南部まちづくりセンター設置
及び管理運営に関する

条例制定
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決

国民健康保険条例
の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

田辺公園プールの
指定管理者の指定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

中央体育館等有料公園施設
及び一町田多目的運動
広場の指定管理者の指定

○ ○ ○ ○ ○ ● ○
可
決

(仮称)大住こども園新築工事
請負契約

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

新田辺駅東自転車駐車場の
指定管理者の指定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

２１年度一般会計
補正予算（第７号)

○ ○ ○ ○ ○ ● ●
可
決

子どもたちの健康と安全を
守り、ゆきとどいた
教育を求める請願

○ ● ● ● ● △ ―

不
採
択

インボイス制度導入について
慎重な検討を求める意見書案

○ ● ● ● ○ ○ ○
否
決

※○＝賛成、●＝反対、△＝態度が分かれた、―＝棄権。

12月議会･主な議案､意見書等への各会派の態度

請願項目はコチラ 



 

 

 

質問 

消費税のインボイス制度の登録申請が

開始されたが、相談窓口の設置など対策が

必要だと考えるがどうか。 

経済環境部長 

市商工会などと連携し、相談窓口の設置

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問 

 本市のシルバー人材センターの会員約

５５０人が、一人ひとり課税業者になり、

納税することにもなると考えるがどうか。 

経済環境部長 

免税業者でいるか課税業者になるかは、

事業者ごとの判断である。 

 

 

 

 

 

質問 

三山木小学校、田辺中学校の児童・生徒

数が増加し、教室や運動場が不足している。   

良好な教育環境を確保するための対策に

ついて問う。 

問① 同小・中学校施設の現状についての

認識は。 

問② 今後、予測される教室不足に対して、

どのような対策をとるのか。 

問③ 運動場は、学校設置基準に基づいた

面積を確保できるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育部長 

①児童生徒数がそれぞれ９００名を超えて

いるが、今のところは、学習指導要領に基

づいた教育活動が行えている。 

②児童生徒数は、今後も増加を続けると予

想されることから、不足が生じた場合の教

室数は、仮設校舎や既存教室の改修によっ

て対応する。 

③三山木小学校の運動場については、基準

を下回っている状況にある。今後も教育活

動に支障が出ないよう、授業運営の工夫や

他施設利用等の検討を進める。 

 

 

 

12月議会で可決した一般会計補正予

算では、天理山古墳群一帯（山手幹線と

旧307号交差点の北西角）地域約５・５

haを京田辺市が約22億円で購入し、史

跡広場として整備していくための予算措

置が盛り込まれています。計画では、古

墳群に隣接して緑地保全ゾーンをもう

け、展望台や東屋などを整備し、７～８

年後の完成を見込むとのことです。 

 同地域では不動産事業者による宅地開

発計画が進められていましたが、事前の

発掘調査で、全長80ｍの大規模な前方

後円墳をはじめ計３つの貴重な古墳群が

確認されました。５月の京田辺市文化財

保護審議会では、この古墳群をはじめ、

一休寺・黙黙寺跡など様々な文化財が重

なって存在しているため、全域の保存と

保全を目指し、スピード感をもって対応

すべきとの意見を、市長に提出していま

し 

 

 

 

た。 

 その後、文化庁調査官による現地踏査

も行われ、市と国、京都府との協議で、

古墳群のある開発予定地全域のうち

80％程度は史跡指定とする方向が示さ

れたことを踏まえ、全域の買取り価格約

22億円のうち80％程度は国や京都府の

補助金が見込まれるとして、市の単独負

担を約４億７千万円とする財政試算や、

専門家（京田辺市市史編さん委員・考古

部会長)による古墳群の価値についての

所見などが、市議会に示されてきまし

た。 

した。 

 その後、文化庁調査官による現地踏査

も行われ、市と国、京都府との協議で、

古墳群のある開発予定地全域のうち80％

程度は史跡指定とする方向が示されたこ

とを踏まえ、全域の買取り価格約22億円

のうち80％程度は国や京都府の補助金が

見込まれるとして、市の単独負担を約４

億７千万円とする財政試算や、専門家

（京田辺市市史編さん委員・考古部会長)

による古墳群の価値についての所見など

が、市議会に示されてきました。 

 京田辺市では「緑豊かな文化田園都

市」を掲げていますが、開発優先で里山

が姿をけすことも目立つようになってい

ます。そういう中で、貴重な古墳群が発

掘されたことが契機となって、開発では

なくその周辺地域の保存へ向かうことに

は重要な意義があるといえます。 

12月議会には、少人数学級編成の推

進や、学校でのＰＣＲ検査の拡充、洋式

トイレの増設や清掃の業者委託、体育館

へのエアコン設置、教材費等の保護者負

担の軽減などを求める教育請願が市民か

ら提出され、日本共産党議員団はその紹

介議員となって、請願を採択し、議会と

して市にその実現を求めようと奮闘しま

した。 

 請願審議にあたり、提出者を代表して

市内小学校教員の方が参考人として出席

した。 

 請願審議にあたり、提出者を代表して

市内小学校教員の方が参考人として出席

し、学校現場の様子を訴えたいと希望さ

れ、その可否について事前協議がありま

した。そこでは他会派の議員から「毎

年、同じようなものがでている。参考人

は省略してもいいと思う」「請願項目は

昨年と同じ項目なので、参考人が必要な

のか」という声も出されましたが、出席

が認められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） （２） 

三山木小学校・田辺中学校の良好

な教育環境の確保を 

多くの中小業者が影響を受け

るインボイス制度の廃止を 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１３００号  ２０２１年４月４日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

３
月
議
会
の
閉
会
本
会
で
は
、
２

本
の
意
見
書
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

一
つ
は
、
日
本
共
産
党
議
員
団
が

提
案
し
た
「
後
期
高
齢
者
の
医
療
費

窓
口
負
担
の
引
き
上
げ
に
反
対
す
る

意
見
書
案
」
で
す
が
、
賛
成
は
日
本

共
産
党
、
南
風
維
新
の
会
、
女
性
議

員
の
会
に
と
ど
ま
り
否
決
さ
れ
ま
し

た
。 も

う
一
つ
の
意
見
書
案
は
、「
同
性

 

同性婚の法制化に関する議論の促進を求める意見書 

 

 政府は同性婚について、「憲法第２４条において想定していない」とし、「現時点では検討していな

いため、憲法に適合するか否かの検討も行っていない」という見解を表明している。 

 わが国には、すでに同性のカップルが人生を共にし、結婚に相当する生活を営んでいる。しかし同

性婚がないため、共に築いた財産の相続も、他人と同じ扱いになっている。共に子どもを育てている

同性カップルも存在し、大阪府や愛知県では同性カップルが養育里親となっている。しかし法的にそ

の子の「両親」にはなれないでいる。 

 結婚した後、伴侶の同意のもとで性別適合手術を受けた人もおられるが、戸籍上の性別変更が許さ

れず、異なる性別で扱われることに苦しみ続けている。これらは地方自治体に広がる「パートナーシ

ップ制度」では解決できない。 

 また、同性婚がないことは、異性愛のみが正当だという認識につながり、多くの性的少数者に、自

分もひとしく社会で認められ尊重される存在だと思うことをより難しくさせているとの指摘もある。 

 性的少数者に対する理解がなかった憲法制定時、同性婚は想定されていなかった。しかし現在では、

性的少数者への理解や配慮を政府が積極的に呼びかけ、安倍前首相も「性的少数者への差別や偏見は

あってはならず、多様性が尊重され、すべての人がお互いの人権や尊厳を大切にし、そして支え合い、

誰もが生き生きとした人生を享受できる共生社会を実現する」と述べている。社会的理解も進むもと

で、裁判所が同性カップルに関しても「不貞行為」を認定したり、政府が国際同性パートナーの海外

退去命令を撤回するなど、事実婚と同様に扱う事例もあらわれている。「検討していない」から「議論

する」へと進むことが今、求められている。 

 よって国におかれては、同性婚の法制化に関する議論を促進され、早期に結論を示すことを強く求

める。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

 令和３年３月２９日 

京都府京田辺市議会 

【提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣 

婚
の
法
制
化
に
関
す
る
議
論
の
促

進
を
求
め
る
意
見
書
案
」
で
す
。
こ

れ
は
総
務
常
任
委
員
会
で
所
管
事

務
調
査
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
性
の
多

様
性
に
対
応
し
た
社
会
に
つ
い
て
」

こ
の
間
、
取
り
組
み
総
務
委
員
全
員

が
合
意
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。【
左
記
参
照
】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
月
２４
日
、
議
会
全
員
協
議
会
が

開
か
れ
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
が

合
意
、
作
成
し
た
「
議
会
改
革
検
討

結
果
報
告
書
」
を
提
出
し
、
報
告
し

ま
し
た
。 

同
委
員
会
は
、
昨
年
６
月
に
設
置

さ
れ
、
各
会
派･

議
員
か
ら
提
案
さ

れ
た
３０
項
目
以
上
の
議
会
改
革
の

課
題
に
つ
い
て
、
４
つ
の
小
グ
ル
ー

プ
で
分
担
し
、
合
計
で
約
５０
回
の
会

合
を
開
い
て
議
論
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
報
告
書
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い

て
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
２１
年
度
か

ら
実
施
す
る
議
会
改
革
の
具
体
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
て

い
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
取
組
み
に

つ
い
て
、
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま

す
。 

 

◆
政
務
活
動
費
の
情
報
公
開
の
拡
大 

 

こ
れ
ま
で
政
務
活
動
費
の
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
公
開
は
、

費
目
ご
と
に
支
出
額
を
ま
と
め
た

「
収
支
報
告
」
だ
け
で
し
た
。
そ
れ

に
加
え
て
、
具
体
的
な
支
出
内
容
、

額
な
ど
を
記
し
た
「
支
出
明
細
表
」

と
、「
政
務
活
動
費
の
成
果
物
」（
視

察
や
研
修
な
ど
の
報
告
書
や
、
議
会

報
告
ビ
ラ
な
ど
）
を
、
議
会
Ｈ
Ｐ
で

公
表
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
２０
年
度
の
政
務
活
動
費
の
支

出
分
か
ら
、
２１
年
度
に
公
表
さ
れ
ま

す
。 

 

◆
所
管
事
務
調
査
の
見
直
し 

 

こ
れ
ま
で
は
各
常
任
委
員
会
に

お
い
て
年
間
で
１
、
２
の
テ
ー
マ
を

設
定
し
て
事
務
調
査
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
「
時
事

問
題
」
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
そ

の
時
々
の
課
題
に
つ
い
て
も
事
務

調
査
で
と
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

◆
委
員
会
審
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
、
録
画
配
信
の
実
施 

 

本
会
議
と
同
様
に
、
各
常
任
委
員

会
と
予
決
算
な
ど
特
別
委
員
会
の

審
議
に
つ
い
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
と
、
録
画
配
信
を
実
施
し
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
２１
年
６
月

議
会
で
の
各
常
任
委
員
会
審
議
か

ら
、
開
始
し
ま
す
。 

 

◆
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
の
設
置 

 

市
民
へ
の
積
極
的
な
情
報
公
開

と
市
民
の
意
見
の
把
握
を
し
、
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
を
す
す

め
る
た
め
に
、
議
会
広
報
編
集
委
員

会
を
発
展
的
に
改
組
し
、
新
た
に
委

員
数
を
増
や
し
て
「
広
報
広
聴
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。 

同
委
員
会
で
は
、
①
議
会
だ
よ
り

の
活
用
、
②
議
会
Ｈ
Ｐ
を
は
じ
め
と

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、
③

議
会
報
告
会
や
意
見
交
換
会
等
の

取
組
み
、
の
３
つ
を
総
合
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
５

月
に
発
足
す
る
予
定
で
す
。 

 

◆
９
月
議
会
の
会
期
の
変
更 

 

前
年
度
の
決
算
審
議
の
内
容
を
、

次
年
度
の
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
決
算
審
議
の
時
期
を
従
来

よ
り
早
め
、
９
月
議
会
の
会
期
を
延

長
す
る
こ
と
で
、
９
月
議
会
の
会
期

内
で
決
算
審
議
と
決
算
認
定
の
採

決
を
行
う
こ
と
に
し
ま
す
。 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。 

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索 

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１３０１号  ２０２１年４月１１日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

３
月
１０
日
に
文
教
福
祉
常
任
委

員
会
が
開
か
れ
、
議
案
審
議
、
所

管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

◆
議
案
審
査 

①
京
田
辺
市
学
校
教
育
審
議
会
設

置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

委
員
会
で
は
条
例
制
定
の
趣
旨

に
つ
い
て
、「
学
校
教
育
に
お
け
る

課
題
が
山
積
す
る
中
、
京
田
辺
市

教
育
委
員
会
と
し
て
こ
の
間
、
懇

話
会
な
ど
を
持
ち
学
習
を
進
め
て

き
た
が
、
そ
の
中
で
も
専
門
家
や

現
場
の
意
見
、
市
民
の
声
を
聞
く

場
が
必
要
で
あ
る
と
議
論
し
、
学

校
教
育
審
議
会
設
置
を
決
め
た
」

と
報
告
。 

質
疑
の
中
で
、
山
積
す
る
課
題

に
つ
い
て
は
「
不
登
校
」
「
学
校
施

設
長
寿
命
化
」
「
学
校
給
食
」
「
校

区
再
編
」「
小
中
一
貫
教
育
」
な
ど

の
短
期
か
ら
長
期
に
わ
た
る
課
題

が
あ
る
と
答
弁
。
ま
た
、
近
隣
自

治
体
の
状
況
や
教
育
委
員
会
の
責

任
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。
審
議
員
に
は
市
民
公
募
も
含

ま
れ
ま
す
。 

 

教
育
問
題
に
つ
い
て
真
摯
に
審

議
さ
れ
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、

賛
成
と
し
ま
し
た
。 

 

②
京
田
辺
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正
（
第
８
期
介
護
保
険
料
）
に

つ
い
て 

 

介
護
保
険
事
業
は
３
年
ご
と
で

見
直
し
を
行
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

見
込
み
額
か
ら
保
険
料
を
算
出
し

ま
す
。
委
員
会
で
は
、
「
高
齢
者
の

増
加
に
よ
り
認
定
者
数
も
増
加
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
給
付
費
の

増
加
も
見
込
ん
だ
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
の
保
険
料
を
今
後
で

き
る
だ
け
引
き
上
げ
な
い
よ
う
に

し
て
い
き
た
く
考
え
、
第
８
期
保

険
料
は
現
在
約
５
億
円
あ
る
介
護

給
付
費
準
備
基
金
を
２
億
６
９
０

０
万
円
取
り
崩
し
、
据
え
置
き
と

す
る
」
と
報
告
が
あ
り
賛
成
と
し

ま
し
た
。 

 

③
京
田
辺
市
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て 

２
０
１
８
年
度
の
省
令
改
正

で
、
国
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
管
理
者
の
要
件
と
し
て
、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
な
が
ら
、
人
材
確
保

が
困
難
な
場
合
は
２
０
２
１
年
３

月
３１
日
ま
で
の
経
過
措
置
期
間
を

設
け
て
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員

で
な
い
者
が
管
理
者
で
も
よ
い
と

要
件
を
緩
和
し
ま
し
た
。
今
回
の

改
正
で
は
、
現
在
主
任
介
護
支
援

専
門
員
で
な
い
者
が
管
理
者
で
あ

る
事
業
所
に
限
り
、
そ
の
経
過
措

置
を
２
０
２
７
年
３
月
３１
日
ま
で

６
年
間
も
延
長
す
る
も
の
で
す
。

質
疑
の
中
で
、
本
市
に
あ
る
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
１７
件
中
、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
が
５
事
業
所
で

は
配
置
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

主
任
介
護
支
援
専
門
員
は
、
介

護
支
援
専
門
員
の
指
導
的
な
立
場

と
な
る
存
在
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ

そ
管
理
者
と
し
て
の
要
件
と
な
る

も
の
で
す
。
高
齢
者
ひ
と
り
一
人

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
確
保
す
る
た
め
に
も
重
要

で
あ
り
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の

役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

問
題
点
と
し
て
、
人
材
確
保
の
困

難
さ
や
研
修
基
準
の
厳
し
さ
等
が
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
人
材
確
保
が
困

難
な
の
は
、
介
護
の
労
働
環
境
が
非

常
に
厳
し
い
こ
と
が
課
題
で
あ
り
、

仕
事
に
見
合
っ
た
報
酬
や
研
修
の
保

障
な
ど
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
整
備
こ
そ
が
必
要
で
す
。
人

材
が
確
保
で
き
な
い
か
ら
と
要
件
を

緩
和
す
る
こ
と
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら

反
対
と
し
ま
し
た
。 

 

◆
所
管
事
務
調
査 

「
不
登
校
及
び
引
き
こ
も
り
問
題

に
つ
い
て
」「
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育

所
等
施
設
整
備
に
つ
い
て
」
の
２
つ

の
テ
ー
マ
で
、
２
年
間
行
っ
て
き
た

事
務
調
査
の
最
終
ま
と
め
を
確
認
し

ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
閉
会
本

会
議
で
報
告
を
行
い
、
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

３
月
30
日
に
開
か
れ
た
文
教
福

祉
常
任
委
員
協
議
会
で
、
次
の
３

件
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

 

◆
第
１
期 

市
立
幼
稚
園
・
保
育
所

再
編
整
備
計
画
（
案
） 

京
田
辺
市
で
は
こ
の
間
、「
こ
ど

も
が
輝
く
京
田
辺
の
実
現
に
向
け

た
基
本
方
針
」（
２
０
１
７
年
９
月

策
定
）
に
基
づ
き
、
民
間
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
（
松

井
ヶ
丘
保
育
園
の
認
定
こ
ど
も
園

化
）
や
市
立
幼
稚
園
保
育
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
今
後
も
基
本
方
針
の
具

体
化
計
画
と
し
て
２
０
２
１
〜
２

５
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
市
立
幼

稚
園
と
保
育
所
の
再
編
整
備
計
画

案
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。 

「
計
画
案
」
で
は
、
京
田
辺
市

の
就
学
前
の
子
ど
も
の
人
口
推
移

は
、
今
か
ら
１
〜
２
年
が
ピ
ー
ク

と
な
り
２
０
２
４
年
頃
か
ら
微
減

へ
転
じ
て
い
く
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
立
幼
稚
園
の
園

児
減
少
や｢

幼
保
無
償
化｣

と
い
う

大
き
な
条
件
の
変
化
の
な
か
で
、

市
立
幼
稚
園
の
再
編
の
方
向
を
具

体
的
に
示
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
つ
は
田
辺
幼
稚
園
で

す
。
園
舎
の
老
朽
化
や
現
在
地
で
、

施
設
整
備
す
る
敷
地
や
仮
設
園
舎

を
設
置
す
る
余
裕
も
な
い
こ
と
か

ら
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
園
児
募

集
を
停
止
し
、
２
０
２
２
年
度
入

園
の
園
児
が
卒
園
す
る
２
０
２
５

年
３
月
末
で
休
園
す
る
。
な
お
公

私
連
携
協
定
に
よ
り
、
聖
愛
幼
稚

園
で
の
受
け
入
れ
や
他
小
学
校
区

の
市
立
幼
稚
園
も
選
択
で
き
る
よ

う
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た

将
来
的
に
は
児
童
数
の
動
向
を
踏

ま
え
て
、
移
転･

こ
ど
も
園
化
を
検

討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
が
田
辺
東
幼
稚
園
で

す
。
園
児
数
が
す
で
に
大
き
く
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
集
団
教
育
が

困
難
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
近
く
に
あ
る
河
原
保
育
所
を
認

定
こ
ど
も
園(
仮
称
・
河
原
こ
ど
も

園)

に
移
行
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、

２
０
２
５
年
３
月
末
で
統
合
す
る

方
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
統
合

に
あ
た
っ
て
は
、
他
小
学
校
区
の
市

立
幼
稚
園
も
選
択
で
き
る
よ
う
検

討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

他
の
小
学
校
区
に
あ
る
市
立
幼

稚
園
は
、
園
児
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
計
画
期
間
中
は
引
き
続

き
現
施
設
で
の
運
営
を
続
け
る
方

針
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
「
計
画
案
」
は
、
１
月
に
策

定
さ
れ
た
「
素
案
」
を
２
月
に
子
ど

も
子
育
て
会
議
や
対
象
園
地
元
区

で
の
説
明
会
で
出
さ
れ
た
意
見
に

よ
っ
て
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
、
３
月

中
に
ま
と
め
ら
れ
４
月
に
対
象
園

の
保
護
者
や
校
長
・
園
長
会
を
経

て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト(

４
月

１５
日
〜
５
月
１４
日)

と
市
内
３
ヶ

所
で
の
地
域
説
明
会
を
経
て
決
定

さ
れ
る
予
定
で
す
。
住
民
の
声
を
し

っ
か
り
反
映
さ
れ
る
計
画
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

＊
地
域
説
明
会 

４
月
17
日(

土)

午
前
１０
時:

中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
、

21
日(

水)

夜:

中
央
公
民
館
、
24
日

(

土)

午
前
10
時
：
北
部
住
民
セ
ン

タ
ー 

◆
第
２
期 

健
康
増
進
計
画･

食
育

推
進
計
画
策
定
に
係
る
『
健
康
に
関

す
る
市
民
意
識
調
査
』
実
施
報
告 

今
年
度
、
策
定
さ
れ
る
計
画
の
資

料
と
し
て
、
生
活
習
慣
、
健
康
づ
く

り
や
食
育
に
関
す
る
現
状
と
意
識

に
つ
い
て
、
親
子(

未
就
学
児)

６
０

０
人
、
小
中
学
生
６
２
０
人
、
成
人

２
２
０
０
人
を
対
象
に
昨
年
10
月

22
日
〜
11
月
13
日
に
行
っ
た
調
査

の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆
第
４
期 

地
域
福
祉
計
画
策
定
に

係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査(

市
民
意
識)

の
結
果 

今
年
度
、
策
定
さ
れ
る
計
画
の
基

礎
資
料
と
し
て
、
福
祉
に
対
す
る
市

民
意
識
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
状

況
な
ど
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

成
人
市
民
３
０
０
０
人
を
対
象
に

昨
年
12
月
10
日
〜
12
月
25
日
に

行
っ
た
調
査
と
、
今
年
１
月
28
日
〜

２
月
10
日
に
福
祉
関
係
団
体
、
各

区
・
自
治
会
長
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
の
結

果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 
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３
月
議
会
の
総
務
常
任
委
員
会
及
び

総
務
常
任
委
員
協
議
会
の
主
な
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。 

 

（
１
）
市
長
等
損
害
賠
償
責
任
の
一
部

免
責
条
例
の
制
定 

 

市
長
等
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責

に
関
す
る
条
例
制
定
議
案
は
、
２
０
１

７
年
の
地
方
自
治
法
改
正
で
、
市
長
等

に
損
害
賠
償
請
求
を
求
め
る
住
民
訴
訟

で
、
損
害
賠
償
請
求
が
認
め
ら
れ
た
場

合
、
そ
の
原
因
が
故
意
ま
た
は
重
過
失

で
な
い
場
合
、
つ
ま
り
軽
過
失
の
場
合

に
は
、
損
害
賠
償
額
に
一
定
の
上
限
、

市
長
の
場
合
は
そ
の
報
酬
年
額
の
６
倍

ま
で
と
す
る
上
限
を
設
け
、
そ
れ
を
上

回
る
賠
償
額
に
つ
い
て
は
一
部
免
責
と

す
る
こ
と
を
条
例
制
定
に
よ
っ
て
可
能

と
す
る
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
た
も
の
で
す
。 

 

住
民
監
査
請
求
権
や
住
民
訴
訟
提
起

権
は
、
住
民
の
利
益
を
保
障
す
る
た
め

に
、
法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
参
政

権
の
一
種
で
あ
り
、
一
部
免
責
を
あ
ら

か
じ
め
定
め
る
こ
と
は
、
そ
の
機
運
を

そ
ぐ
も
の
と
、
地
方
自
治
法
改
正
の
際

の
国
会
審
議
で
も
批
判
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
こ
の
制
度
は
、
地
方
自
治
体
が

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
「
で
き
る
」
規
定
で
、

条
例
を
制
定
す
る
か
ど
う
か
は
、
地
方

自
治
体
の
判
断
と
な
り
ま
す
。 

 

審
議
で
は
、
な
ぜ
本
市
で
条
例
を
制

定
し
よ
う
と
す
る
の
か
と
質
問
し
、
市

当
局
は
「
個
人
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ

と
は
職
員
を
萎
縮
さ
せ
る
要
素
が
あ

り
、
積
極
的
な
事
業
推
進
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
、
円
滑
な
事
業
推
進
が
期

待
で
き
る
。」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
地
方
自
治
体
の
存
在

意
義
は
何
よ
り
も
住
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
慎
重
で
か
つ
、

責
任
あ
る
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、

だ
か
ら
こ
そ
職
員
研
修
の
充
実
を
は
じ

め
と
し
た
資
質
、
能
力
の
向
上
に
力
を
注

ぎ
、職
員
が
余
裕
を
持
っ
て
職
務
に
あ
た

れ
る
よ
う
に
、
万
全
の
職
員
体
制
の
構
築

も
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
損
害
賠
償

の
一
部
免
責
は
方
向
が
違
う
の
で
は
な

い
か
と
、
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
は
市
当
局
も
「
慎
重
で
責
任
あ

る
判
断
が
出
来
る
よ
う
な
環
境
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
研
修
の
充
実
、
体
制

強
化
は
指
摘
の
通
り
と
思
う
し
、
そ
の
方

向
も
充
実
さ
せ
て
い
く
。」
と
答
弁
し
ま

し
た
。 

 

採
決
で
は
反
対
は
青
木
こ
う
じ
ろ
う

議
員
の
み
で
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

 

（
２
）
国
保
税
２０
年
度
比
３
％
引
上
げ

で
、
八
幡
市
と
ほ
ぼ
同
水
準
に 

 

２１
年
度
の
国
保
税
を
、
全
体
と
し
て

２０
年
度
比
で
約
３
％
引
き
上
げ
る
条
例

改
正
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
１８
年
度
比

で
は
約
１３
％
の
引
上
げ
と
な
り
、
１８
年

度
に
市
が
策
定
し
た

２２

年
度
ま
で
の

「
国
保
財
政
見
通
し
」
よ
り
は
や
や
、
引

き
上
げ
幅
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た
が
、
住

民
に
と
っ
て
は
重
い
国
保
税
負
担
と
な

り
ま
す
。 

 

審
議
で
は
、
１９
〜
２１
年
度
と
３
年
連

続
引
上
げ
の
背
景
に
は
、
１８
年
度
か
ら

の
国
保
行
為
化
に
と
も
な
っ
て
、
京
都
府

か
ら
請
求
さ
れ
る
国
保
納
付
金
が
非
常

に
高
額
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。 

 

京
田
辺
市
が
請
求
さ
れ
る
加
入
者
１

人
あ
た
り
の
納
付
金
は
、
１８
年
度
か
ら

２１
年
度
ま
で
４
年
連
続
で
、
府
全
体
の

１
人
あ
た
り
納
付
金
額
を
上
回
り
、し
か

も

１９

年
度
か
ら
は
３
年
連
続
で
府
内

２７
市
町
村
の
う
ち
、
高
い
方
か
ら
５
番

目
と
い
う
高
額
な
も
の
で
す
。 

 

こ
れ
に
は
市
当
局
か
ら
「
納
付
金
額

は
、
各
市
町
村
の
医
療
費
水
準
、
加
入
者

所
得
水
準
、
加
入
人
数
で
算
出
さ
れ
る
。

府
全
体
の
医
療
費
動
向
に
も
左
右
さ
れ

る
が
、
京
田
辺
市
で
は
医
療
費
や
所
得
水

準
が
高
い
。
１９
年
度
の
数
字
で
は
、
所

得
水
準
は
４
位
、
医
療
費
水
準
は
１３
位

で
い
ず
れ
も
平
均
よ
り
高
い
。
」
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

高
額
な
納
付
金
の
た
め
、
京
田
辺
市
の

国
保
税
は
急
上
昇
し
て
い
ま
す
。
広
域
化

以
前
の
１７
年
度
で
は
京
田
辺
市
の
国
保

税
負
担
は
府
内
市
町
村
で
も
低
い
方
で
、

お
隣
の
八
幡
市
の
国
保
料
負
担
は
府
内

最
高
水
準
に
あ
り
ま
し
た
。
４０
代
夫
婦

２
人
、
子
ど
も
２
人
の
４
人
家
族
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
で
の
国
保
税
負
担
は
、
京
田
辺

市
よ
り
、
１０
万
円
か
ら
１５
万
円
も
八
幡

市
の
負
担
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
広
域
化
が
始
ま
っ
て
わ
ず

か
４
年
で
、
２１
年
度
の
同
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
で
の
国
保
税
負
担
は
ほ
ぼ
同
じ
水
準

に
な
っ
て
い
ま
す
。【
左
記
参
照
】 

京田辺市・八幡市　国保税（料）比較資料

１７年度 ２０年度 ２１年度

京田辺市 ４４７，０００円 ４９０，２００円 ５０５，１００円

八幡市 ５９８，１６０円 ５３８，２５０円 （５２２，１００円）

※八幡市の２１年度Ａケースの国保料は２０年度３％減の推計値

１７年度 ２０年度 ２１年度

京田辺市 ３１２，０００円 ３４２，５００円 ３５３，１００円

八幡市 ４０９，５６０円 ３７０，３８０円 ３５９，４９０円

　　Ａ：４０代夫婦、子ども２人の４人世帯、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間所得３００万円

　　Ｂ：４０代夫婦、子ども２人の４人世帯、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間所得２００万円（２割軽減）

 
 
 
 
 
 
 
 

 

審
議
で
は
別
表
の
資
料
を
示
し

て
、
市
長
の
認
識
を
質
し
ま
し
た
。

市
長
は
「
国
保
の
広
域
化
は
な
ぜ
さ

れ
た
の
か
。
市
町
村
の
状
況
に
よ
っ

て
国
保
財
政
が
逼
迫
す
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
リ
ス
ク
の
分
散
化
も
あ
る
。

加
入
者
の
所
得
の
状
況
で
税
も
違
う

と
い
う
こ
と
、
国
民
と
し
て
の
負
担

の
あ
り
方
か
ら
み
て
ど
う
な
の
か
。

広
域
化
に
よ
っ
て
国
保
税
は
均
さ
れ

て
い
る
。
八
幡
市
が
よ
く
て
京
田
辺

市
が
悪
い
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。

京
都
府
と
し
て
持
続
可
能
な
国
保
に

す
る
た
め
の
も
の
だ
。
」
と
述
べ
、
京

都
府
を
擁
護
し
、
広
域
化
に
よ
っ
て

京
田
辺
市
の
国
保
税
が
高
騰
す
る
こ

と
を
当
然
視
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、「
京
田
辺
市
が
意

図
的
に
国
保
税
を
高
く
し
て
い
る
と

は
思
わ
な
い
。
京
田
辺
市
は
市
町
村

単
位
で
運
営
し
て
き
た
１７
年
度
ま
で

は
、
住
民
の
国
保
税
負
担
を
抑
え
る

た
め
に
精
一
杯
努
力
し
、
１０
年
間
、

引
上
げ
を
せ
ず
に
や
っ
て
き
た
。
そ

う
い
う
京
田
辺
市
の
努
力
が
、
広
域

化
と
京
都
府
に
よ
っ
て
台
無
し
に
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の

か
。」
と
き
び
し
く
批
判
す
る
と
と
も

に
、
京
都
府
に
対
し
て
、
納
付
金
を

見
直
す
よ
う
要
望
す
べ
き
だ
と
迫

り
、「
納
付
金
算
定
の
改
善
を
要
望
し

て
き
た
。
今
後
も
府
へ
補
助
金
増
な

ど
要
望
し
て
い
く
。」
と
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

採
決
で
は
、
反
対
は
青
木
こ
う
じ

ろ
う
議
員
の
み
で
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

（
３
）
田
辺
中
央
北
地
区
新
市
街
地
整

備
の
概
要
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
報

告 

 

総
務
常
任
委
員
協
議
会
で
は
、
市

当
局
か
ら
「
田
辺
中
央
北
地
区
に
お

け
る
新
市
街
地
整
備
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
に
つ
い
て
」
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
京
田
辺
市
が
整
備
す
る
複
合

型
公
共
施
設
を
核
と
し
た
新
市
街
地

整
備
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
事

業
対
象
予
定
地
域
は
、
イ
メ
ー
ジ
図
の

写
真
に
あ
る
範
囲
、
ア
ル
プ
ラ
ザ
京
田

辺
店
の
北
隣
に
位
置
す
る
場
所
で
、
現

在
は
ほ
ぼ
農
地
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。 

               

こ
の
地
域
に
文
化
ホ
ー
ル
を
有
し
、

他
に
公
民
館
や
図
書
館
機
能
な
ど
も
含

め
た
文
化
活
動
、
文
化
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
拠
点
と
な
る
「
複
合
型
公
共
施

設
」
と
、
商
業
施
設
や
医
療
、
福
祉
な

ど
の
多
様
な
都
市
機
能
の
集
積
を
め
ざ

し
て
整
備
す
る
計
画
で
す
。 

 

事
業
手
法
は
京
田
辺
市
が
直
接
、
用

地
を
取
得
し
て
す
す
め
る
の
で
は
な

く
、
こ
の
地
域
の
地
権
者
の
方
々
で
つ

く
る
区
画
整
理
組
合
が
事
業
主
体
と
な

っ
て
、
土
地
造
成
な
ど
の
基
盤
整
備
を

行
い
、
そ
の
上
で
市
当
局
も
協
力
し
て

「
複
合
型
公
共
施
設
」
の
整
備
と
、
他

の
商
業
施
設
等
の
誘
致
を
す
す
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

全
体
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、

様
々
な
施
設
の
整
備
ま
で
は
ま
だ
１０

年
く
ら
い
は
か
か
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
が
協
議
会
で
の
市
当
局
の
報

告
で
し
た
。 

 

た
だ
、
こ
の
夏
に
具
体
的
に
実
施
さ

れ
る
事
業
が
あ
り
ま
す
。
新
市
街
地
整

備
の
た
め
に
必
要
と
な
る
土
砂
は
、
現

在
、
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
が
進
め
て
い
る

新
名
神
高
速
道
路
建
設
で
出
さ
れ
る
膨

大
な
建
設
残
土
の
一
部
を
利
用
す
る
と

の
こ
と
で
、
予
定
地
の
一
部
に
「
仮
置

場
」
を
設
置
し
、
こ
の
夏
か
ら
搬
入
が

始
ま
り
ま
す
。
搬
入
さ
れ
る
土
砂
は
６

〜
１０
万
立
米
と
の
こ
と
で
す
。 

 

な
お
新
市
街
地
整
備
の
総
事
業
費

の
見
通
し
で
す
が
、
区
画
整
理
事
業
に

よ
る
基
礎
的
な
用
地
造
成
や
上
下
水

道
、
道
路
整
備
な
ど
で
だ
い
た
い
４０
〜

５０
億
円
程
度
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
京
田
辺
市
が
ど
れ

く
ら
い
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
か
は
、

国
か
ら
の
交
付
金
が
ど
れ
く
ら
い
お

り
て
く
る
の
か
に
も
よ
り
ま
す
。
ま
た

市
が
整
備
す
る
「
複
合
型
公
共
施
設
」

の
建
設
費
用
は
こ
れ
と
は
別
に
発
生

し
ま
す
。 

  

な
お
総
務
常
任
委
員
協
議
会
で
は

こ
の
他
に
、
○
新
た
に
公
共
施
設
等
の

整
備
や
既
存
施
設
の
更
新
を
行
う
、
○

公
共
施
設
等
の
運
営
を
見
直
す
、
○
市

有
地
の
未
利
用
資
産
等
の
有
効
活
用

を
検
討
す
る
、
○
公
共
施
設
等
の
集
約

化
又
は
複
合
化
を
検
討
す
る
、
の
４
つ

の
場
合
で
、
一
定
の
事
業
費
基
準
を
上

回
る
も
の
（
○
用
地
費
を
の
ぞ
く
事
業

費
総
額
が
５
億
円
以
上
、
○
単
年
度
事

業
費
が
５
千
万
円
以
上
の
維
持･

運
営

費
）
を
対
象
に
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の

手
法
を
優
先
的
に
検
討
す
る
と
す
る

「
公
共
施
設
等
の
整
備
等
に
お
け
る

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
優
先
的
検
討
指

針
」
、
大
規
模
災
害
発
生
時
で
も
市
行

政
を
継
続
す
る
「
京
田
辺
市
業
務
継
続

計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
）」
に
つ
い
て
も
、

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 
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３
月
１１
日
、
建
設
経
済
常
任
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
か
ら
は
、
岡
本
り
ょ
う
い

ち
議
員(

委
員
長)

が
委
員
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
委
員
長
は
採
決

に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

（
１
）
議
案
審
査
に
つ
い
て 

◆
京
田
辺
市
無
料
自
転
車
駐
車
場

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
…
全
員
賛

成
で
可
決 

【
説
明
】
本
件
は
、
本
市
が
設
置

す
る
無
料
自
転
車
駐
車
場
の
管
理

及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
を
定
め

る
た
め
提
案
す
る
も
の
。
な
お
令

和
３
年
１０
月
１
日
か
ら
施
行
。
以

下
、
条
例
策
定
の
経
緯
と
趣
旨
で

す
。 

①
無
料
自
転
車
駐
車
場
は
市
内
に

１０
カ
所
あ
り
、
年
間
で
約
３
５

０
台
の
長
期
滞
留
自
転
車
等

（
３０
日
以
上
放
置
さ
れ
て
い

る
自
転
車
や
原
動
付
自
転
車
）

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
条
例

で
は
、
無
料
自
転
車
駐
車
場
内

で
発
生
し
た
長
期
滞
留
自
転
車

等
の
撤
去
、
保
管
、
処
分
等
に

つ
い
て
明
文
化
す
る
も
で
す
。 

②
返
還
要
望
の
あ
っ
た
長
期
滞
留

自
転
車
等
の
移
動
や
保
管
等
に

要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
所
有

者
に
費
用
負
担
を
求
め
る
た
め

手
数
料
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
手
数
料
…
原
動
付
自
転
車
１

台
３
千
円
・
自
転
車
１
台
２
千

円
） 

③
市
内
の
無
料
自
転
車
駐
車
場
は

利
用
車
種
や
利
用
ル
ー
ル
な
ど

が
不
明
瞭
な
状
態
で
し
た
。
現

在
、
新
田
辺
駅
西
と
北
自
転
車

駐
車
場
で
は
、
通
路
部
分
や
敷

駐
車
場
で
は
、
通
路
部
分
や
敷
地

外
に
ま
で
駐
車
さ
れ
る
よ
う
な
マ

ナ
ー
悪
化
が
見
ら
れ
、
今
回
の
条

例
改
定
で
運
用
が
整
理
さ
れ
ま

す
。 

 

◆
京
田
辺
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適

正
処
理
の
促
進
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
…
全
員
賛
成
で

可
決 

【
説
明
】
本
件
は
、
ご
み
の
集
積
所

等
に
出
さ
れ
た
資
源
物
等
を
無
断
で

持
ち
去
る
行
為
が
頻
発
し
て
い
る
状

況
を
受
け
、
当
該
行
為
に
対
す
る
規

制
を
強
化
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
提
案
す
る
も
の
。
な
お
令
和
３
年

７
月
１
日
か
ら
施
行
。 

 

主
な
改
正
内
容
と
し
て
は
、 

①
再
生
資
源
集
団
回
収
に
つ
い
て
資

源
物
の
「
持
ち
去
り
を
禁
止
す
る

規
定
を
追
加
」
す
る
。（
再
生
資
源

集
団
回
収
と
は
…
区
自
治
会
の
営

利
を
目
的
と
し
な
い
団
体
が
、
専

ら
資
源
化
す
る
目
的
で
、
再
生
利

用
が
可
能
な
廃
棄
物
を
自
主
的
に

改
修
す
る
活
動
）（
資
源
物
と
は
…

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
一
般
廃
棄

物
の
う
ち
資
源
と
し
て
再
生
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。
例
え

ば
、
缶
類
、
ビ
ン
類
、
金
属
類
等
）

②
資
源
物
の
持
ち
去
り
行
為
を
行
っ

た
者
に
対
す
る
「
停
止
命
令
の
規

定
を
追
加
」
す
る
。 

③
停
止
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
者
に

対
す
る
違
反
事
実
の
「
公
表
の
規

定
を
追
加
」
す
る
。 

④
停
止
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
者
に

対
す
る
「
罰
則
規
定
の
規
定
を
追

加
」
す
る
。
（
罰
則
：
２０
万
円
以

下
の
罰
金
） 

（
２
）
所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て 

◆
「
交
通
安
全
対
策
（
車
・
自
転
車
・

歩
行
者
）
に
つ
い
て
」
…
２
０
１
９

年
６
月
か
ら
調
査
や
委
員
間
討
議
を

重
ね
て
き
た
報
告
書
を
３
月
議
会
の

最
終
本
会
で
提
出
し
ま
し
た
。 

２０
年
２
月
に
は
「
交
通
安
全
対
策

へ
の
取
り
組
み
調
査
」
と
し
て
、
東

京
都
町
田
市
へ
の
管
外
行
政
視
察
を

実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
交
通
安
全

危
険
箇
所
調
査
で
は
、
京
田
辺
市
内

道
路
等

１３
カ
所
を
常
任
委
員
会
委

員
で
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
協
議
を
経
て
昨
年
９
月

に
は
建
設
部
に
対
し
質
問
書
を
提
出

し
、
１２
月
に
は
１３
カ
所
中
９
カ
所
の

対
策
が
完
了
し
、
残
る
４
ヶ
所
に
つ

い
て
も
対
策
中
あ
る
い
は
計
画
中
と

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

所
管
事
務
調
査
を
基
に
市
内
の
交

通
安
全
対
策
が
具
体
的
に
進
行
し
て

い
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
報
告
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

３
月
議
会
の
予
算
特
別
委
員
会
に

は
、
日
本
共
産
党
議
員
団
か
ら
、
岡
本

り
ょ
う
い
ち
議
員
が
所
属
し
、
審
議
し

ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。 

 

 

◆
中
学
校
給
食
施
設
設
計
事
業
、
学
校
施

設
長
寿
命
化
計
画
パ
ブ
コ
メ 

問 

こ
れ
ま
で
市
民
も
入
っ
た
「
昼
食

検
討
委
員
会
」
が
行
わ
れ
答
申
が
で

た
。
そ
の
後
、
「
庁
内
検
討
委
員
会
」

を
経
て
、「
中
学
校
給
食
基
本
計
画
」

と
進
ん
で
い
る
。
実
施
方
式
で
は
、

自
校
調
理
方
式
で
な
く
セ
ン
タ
ー
方

式
で
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
立

地
場
所
に
つ
い
て
は
、
早
期
実
現
を

図
る
た
め
に
、
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

の
隣
接
地
と
し
て
い
る
。 

中
学
校
給
食
基
本
計
画(

案)

の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
、
昨
年
９
月

７
日
〜
１０
月
６
日
に
実
施
さ
れ
、
６７

名
１
６
５
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。
意
見
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

計
画
に
追
加
・
修
正
２
件
、
計
画
に

記
載
済
み
の
も
の
１３
件
、
参
考
０
件
、

そ
の
他
１
５
０
件
、
合
計
１
６
５
件

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
共
同

調
理
方
式
で
な
く
、
自
校
方
式
を
望

ん
で
い
る
。
ま
た
立
地
場
所
で
は
、

防
災
に
関
わ
っ
て
安
全
面
で
ど
う
か

と
意
見
が
あ
る
。
市
と
し
て
、
ど
う

受
け
止
め
て
反
映
し
て
い
く
の
か
。 

学
校
教
育
課
長 

中
学
校
給
食
基
本
計

画(

案)

の
パ
ブ
コ
メ
結
果
内
容
に
つ

い
て
は
、
非
常
に
貴
重
な
意
見
で
あ

る
。
一
番
多
か
っ
た
の
は
洪
水
浸
水

区
域
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

点
に
つ
い
て
は
、
国
や
京
都
府
の
工

事
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
一

定
安
全
で
あ
る
と
理
解
し
て
、
こ
の

場
所
と
し
た
。
そ
の
後
、
少
し
で
も

早
く
経
費
を
か
け
ず
に
、
市
が
持
っ

て
い
る
土
地
を
活
用
し
、
尚
且
つ
工

業
地
域
で
法
律
に
基
づ
い
た
土
地
利

用
を
含
め
て
、
今
回
、
中
部
住
民
セ

ン
タ
ー
西
側
と
し
た
。
ま
た
パ
ブ
コ

メ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
て
頂
い
て
い

る
も
の
で
あ
る
。 

問 

経
過
や
災
害
対
策
な
ど
に
つ
い
て

住
民
説
明
会
を
実
施
す
べ
き
。 

学
校
教
育
課
長 

説
明
会
の
予
定
は
し

て
い
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
土
地
に

つ
い
て
は
東
区
に
属
し
て
お
り
、
利

用
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
で
、

そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
協
議
・
説
明

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
ま
で
も
東
区
及
び
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
、
運
営
協
議
会
等
に

は
説
明
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
今

後
進
め
て
い
く
実
施
計
画
・
基
本
計

画
を
つ
く
る
な
か
で
も
連
携
を
図
り

た
い
。 

 

問 

学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
（
案
）

の
パ
ブ
コ
メ
に
つ
い
て
、
昨
年
１０
月

２１
日
〜
１１
月
２０
日
に
実
施
さ
れ
、

２８
名
２９
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
の
多
く
が
「
学
校
プ
ー
ル
を
残
し

て
ほ
し
い
」
、
「
学
校
（
大
住
小
）
ト

イ
レ
を
改
修
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声

だ
っ
た
。
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の

か
。 

学
校
教
育
課
長 

学
校
施
設
長
寿
命
化

計
画
（
案
）
の
パ
ブ
コ
メ
に
つ
い
て

は
、
学
校
の
ト
イ
レ
を
改
修
し
て
ほ

し
い
と
の
声
が
一
番
多
か
っ
た
と
理

解
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
プ
ー
ル
の

集
約
化
に
反
対
と
の
意
見
が
あ
っ
た

が
、
計
画
で
は
、
あ
く
ま
で
も
検
討

だ
と
述
べ
て
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
の

で
、
そ
う
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

 

問 

そ
も
そ
も
「
パ
ブ
コ
メ
制
度
の
在

り
方
」
を
、
市
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。
パ
ブ
コ
メ
と
は
、
市
の
基
本

的
な
政
策
や
、
制
度
を
定
め
る
計
画

や
、
条
例
を
決
め
る
際
に
、
そ
の
案

や
素
案
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
に
公

表
し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
な
ど
を
案

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど

う
か
を
検
討
し
て
、
そ
し
て
、
寄
せ

ら
れ
た
意
見
な
ど
に
対
す
る
市
の
考

え
方
と
、
そ
の
検
討
結
果
を
公
表
す

る
こ
と
だ
。
そ
の
点
は
、
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。 

学
校
教
育
課
長 

中
学
校
給
食
基
本
計

画
（
案
）
や
、
学
校
施
設
長
寿
命
化

画
（
案
）
や
、
学
校
施
設
長
寿
命
化

計
画
（
案
）
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園

や
小
中
学
校
に
設
置
し
て
い
る
。
頂

い
た
意
見
は
、
貴
重
な
も
の
で
今
後

の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。
ト
イ
レ

の
改
修
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
で

基
本
的
な
改
修
を
進
め
て
い
く
。 

 

◆
保
育
所
の
待
機
児
童
問
題
に
つ
い
て

問 

２
０
２
１
年
度
の
保
育
所
申
込
数

は
４
６
８
人
で
あ
る
。
そ
の
内
３
１

８
人
し
か
入
所
で
き
て
い
な
い
。（
入

所
率
６８
％
） 

入
所
で
き
な
か
っ
た
多
く
は
、
す

べ
て
自
己
都
合
で
９９
名
と
さ
れ
て
い

る
。
代
表
質
問
の
な
か
で
、
市
は
、「
令

和
３
年
４
月
当
初
の
待
機
児
童
は
ゼ

ロ
と
な
る
見
込
み
」
と
述
べ
る
が
、

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。 

輝
く
子
ど
も
未
来
室
担
当
課
長 

待
機

児
童
の
数
字
を
出
す
に
当
た
り
、
一

定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
算
出
し
て
い

る
。
そ
の
ル
ー
ル
の
な
か
に
、
自
己

都
合
待
機
や
園
を
絞
っ
て
特
定
の
園

に
入
り
た
い
と
限
定
さ
れ
て
い
る
世

帯
に
つ
い
て
は
、
待
機
児
童
の
カ
ウ

ン
ト
に
は
入
れ
な
い
。
と
い
う
ル
ー

ル
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
待

機
児
童
が
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。 

 

問 

保
護
者
が
希
望
す
る
園
を
、
第
９

希
望
ま
で
全
て
記
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。 

輝
く
子
ど
も
未
来
室
担
当
課
長 

保
育

所
を
運
営
す
る
側
と
し
て
は
、
理
由

は
自
己
都
合
待
機
だ
が
、
入
所
で
き

て
い
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。
本
市

の
転
入
者
は
子
育
て
世
代
が
多
く
、

今
後
も
保
育
所
ニ
ー
ズ
が
求
め
ら
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
受
け

皿
の
拡
充
も
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
今
年
４
月

に
三
山
木
地
域
に
「
み
ん
な
の
木
こ

ど
も
園
」
、
令
和
５
年
４
月
に
「
大
住

こ
ど
も
園
」
が
開
園
予
定
な
ど
、
施

設
整
備
を
進
め
て
い
る
。
一
人
で
も

多
く
の
子
供
を
受
け
入
れ
で
き
る
よ

う
に
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。 
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５
月
１１
日
、
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
新
し
い
役
員
構

成
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

議
長
に
松
村
博
司
議
員
（
自
民
一
新
会
）
、
副
議
長

に
河
本
隆
志
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
京
田
辺
）
、
監
査
委
員
に
田

原
延
行
（
自
民
一
新
会
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団
か
ら
は
、
青
木
綱
次
郎
議
員
が

枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合
議
会
議
員
に
、
岡
本
亮
一

議
員
が
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ

選
ば
れ
ま
し
た
。 

○議長選挙結果 
松村 博司  １５票 
上田 毅    ３票 
次田 典子   １票 
白票     １票 

 
○副議長選挙結果 

河本 隆志  １５票 
上田 毅    ３票 
次田 典子   １票 
白票     １票 

総
務
常
任
委
員
会 

 

委
員
長 

 

菊
川
和
滋
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
京
田
辺
） 

副
委
員
長 

次
田
典
子
（
女
性
議
員
の
会
） 

 
 
 
 
 

増
富
理
津
子
（
日
本
共
産
党
） 

 
 
 
 
 
 

松
村
博
司
（
自
民
一
新
会
） 

田
原
延
行
（
自
民
一
新
会
） 

向
川
弘
（
公
明
党
） 

秋
月
健
輔
（
京
都
南
風
・
日
本
維
新
） 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会 

委
員
長 

 

岡
本
亮
一
（
日
本
共
産
党
） 

副
委
員
長 

上
田
毅
（
京
都
南
風
・
日
本
維
新
） 

 
 
 
 
 

岡
嶋
一
晃
（
自
民
一
新
会
） 

 
 
 
 
 
 

榎
本
昴
輔
（
自
民
一
新
会
） 

 
 
 
 
 
 

片
岡
勉
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
京
田
辺
） 

南
部
登
志
子
（
無
会
派
） 

 

建
設
経
済
常
任
委
員
会 

委
員
長 

 

橋
本
善
之
（
自
民
一
新
会
） 

副
委
員
長 

青
木
綱
次
郎
（
日
本
共
産
党
） 

 
 
 

久
保
典
彦
（
自
民
一
新
会
） 

 
 
 
 
 
 

河
本
隆
志
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
京
田
辺
） 

長
田
和
也
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
京
田
辺
） 

 

 
 
 
 
 
 

河
田
美
穂
（
公
明
党
） 

 
 
 
 
 
 

吉
高
裕
佳
子
（
女
性
議
員
の
会
） 

議
会
運
営
委
員
会 

委
員
長 

 
久
保
典
彦 

副
委
員
長 

河
田
美
穂 

 
 
 
 
 

青
木
綱
次
郎
・
橋
本
善
之

榎
本
昴
輔
・
菊
川
和
滋 

長
田
和
也
・
上
田
毅 

 
 
 
 
 
 

次
田
典
子 

広
報
公
聴
特
別
委
員
会 

委
員
長 

 

榎
本
昴
輔 

副
委
員
長 

長
田
和
也 

増
富
理
津
子
・
田
原
延
行 

岡
嶋
一
晃
・
片
岡
勉 

向
川
弘
・
秋
月
健
輔 

吉
高
裕
佳
子 

◇京都地方税機構議会議員 
向川弘 
◇京都府後期高齢者医療広域連合議会議員 
片岡勉 
◇枚方京田辺環境施設組合議会議員 

 青木綱次郎、岡嶋一晃、長田和也、 
河田美穂、上田毅 

 
 
 
 

３
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
る
も
と
で
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
不
安
の
声
や
願
い
が
た
く

さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

市
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
立

場
か
ら
、
日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議

会
議
員
団
は
、
４
月
３０
日
付
で
京

 
２０２１年４月３０日 

京田辺市長 上村 崇様 
日本共産党京田辺市議会議員団  

青木 綱次郎  

増富 理津子  

岡本 亮一  

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の対応に関する申し入れ 
 
 京田辺市におかれては、新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の中で、市民の命と暮らし、営業を守る

ために日々ご尽力されていることに敬意を表します。 
 京田辺市でも４月になってからの新規感染確認が８７名（29 日時点）となり、市全体の感染確認の１／
４を超える事態となっています。急激な感染拡大に対し、これまで以上の取り組みを進めることが求められ

ています。ついては以下の点について早急に実施されるよう申し入れます。 
記 

１．無症状の感染者をいち早く発見、保護するためにも大規模なＰＣＲ検査をすすめること。高齢者施設や

福祉施設、幼稚園・保育所や各学校においては、入所者や児童・生徒、全職員などを対象に定期的に検

査すること。そのための財政支援を国に求めるとともに、市独自でも実施すること。 
２．ワクチン接種にあたり、相談体制の強化をはかるとともに、集団接種会場への送迎体制の具体化を早急

にすすめ、市民への情報提供をすすめること。 
３．休業要請や時間短縮営業の要請などによる経済的影響が広範囲に及ぶ中で、中小事業者の実態にみあっ

た支援がますます求められています。市独自の固定費補助の実施をはじめ、国に対しても２回目の「持

続化給付金」等をおこなうよう要請すること。 
  本市における国民健康保険税の２１年度の引上げ中止と、７月からの下水道料金引上げを中止すること

をはじめ、市民の税、公共料金の負担軽減をすすめること。 
４．国に対して、すべての医療機関へ減収補てん等の財政支援を行うよう求めるとともに、病床削減計画の

中止を求めること。京都府に対し、京田辺市への保健所の再設置をはじめ、保健所体制の抜本的強化を

求めること。 
５．東京オリンピック・パラリンピックを中止するよう国へ求めるとともに、５月２６日に京田辺市で予定

されている聖火リレー事業は中止すること。 
以上 

田
辺
市
長
に
対
し
左
記
の
通
り
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
事
態
宣
言
の
対
応
に
関
す
る

申
し
入
れ
」
を
行
な
い
ま
し
た
。 

【
左
記
参
照
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１３０６号  ２０２１年５月２３日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

◆
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
、
封
じ
込
め

る
対
策
に
つ
い
て 

問 

い
ま
全
国
的
に
感
染
拡
大
が
増
加

傾
向
に
あ
る
な
か
、
３
月
２１
日
に
１

都
３
県
で
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

現
在
も
、
感
染
に
占
め
る
高
齢
者

の
割
合
が
高
止
ま
り
で
、
病
床
の
ひ

っ
迫
と
死
者
数
の
増
加
が
続
い
て
い

る
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て

感
染
力
の
強
い
変
異
株
の
流
行
も
重

大
な
懸
念
要
素
で
あ
る
。 

 
 

こ
う
し
た
も
と
政
府
の
方
針
で

は
、
高
齢
者
施
設
に
対
す
る
、
社
会

的
検
査
と
と
も
に
、
無
症
状
者
に
焦

点
を
あ
て
た
「
幅
広
い
検
査
」
い
わ

ゆ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
は
、
一
歩
前
進
で
あ
る
が
、

「
１
日
１
万
件
程
度
を
め
ざ
す
」
と

す
る
な
ど
、
規
模
が
極
め
て
小
さ
い

な
ど
の
問
題
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
以

下
３
点
を
問
う
。 

①
社
会
的
検
査
を
高
齢
者
施
設
と
と
も

に
医
療
機
関
や
障
害
福
祉
施
設
な
ど

に
も
広
げ
、
職
員
に
対
し
て
定
期
的

に
行
い
、
対
象
を
利
用
者
に
も
広
げ

感
染
防
御
を
図
る
こ
と
が
必
要
。 

②
国
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
「
１
日

１
万
件
程
度
を
め
ざ
す
」
し
て
い
る

が
、
「
１
日
１０
万
」
の
桁
で
、
文
字

通
り
大
規
模
に
行
い
、
感
染
封
じ
込

め
を
図
る
こ
と
が
必
要
。 

③
変
異
株
の
疑
い
を
確
認
す
る
検
査
の

割
合
を
、
さ
ら
に
大
幅
に
引
き
上
げ

る
こ
と
を
、
政
府
に
対
し
て
求
め
る

べ
き
。 

健
康
福
祉
部
長 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
車

や
面
的
な
検
査
、
変
異
株
の
検
査
に

つ
い
て
で
す
が
、
ま
ず
は
国
の
方
の

施
策
か
と
思
う
。
市
の
方
で
は
、
コ

ロ
ナ
が
発
生
し
た
と
こ
ろ
を
、
よ
り

市
民
生
活
を
早
く
戻
す
と
い
う
所
の

検
査
は
導
入
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち

ら
の
方
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
く
の

が
、
い
ま
一
番
の
最
善
の
方
法
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。 

 
 

国
の
ほ
う
の
施
策
に
つ
い
て
は
、

京
都
府
も
い
ま
面
的
な
検
査
の
実
施

を
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
高
齢
者
施

設
に
つ
い
て
も
検
査
を
３
月
中
に
実

施
す
る
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
状

況
を
見
守
る
。 

 

問 

社
会
的
検
査
や
大
規
模
検
査
な
ど

の
拡
大
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
責
任

が
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
が
、
本
市
も

積
極
的
な
計
画
を
た
て
、
感
染
拡
大

を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
。 

健
康
福
祉
部
長 

い
ま
市
の
方
で
出
来

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ま
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
特
効
薬
が
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
対
策
す
る
の
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
一
番

有
効
で
あ
る
の
は
、
生
活
状
況
を
み

な
さ
ん
に
変
え
て
頂
く
の
が
一
番
の

特
効
薬
だ
と
考
え
て
い
る
。
生
活
の

中
で
の
手
洗
い
の
徹
底
や
マ
ス
ク
の

着
用
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

を
と
っ
て
頂
く
な
ど
の
基
本
的
な
改

善
予
防
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
徹
底
を

し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
周
知
を

し
て
い
く
と
い
う
事
が
、
非
常
に
大

事
だ
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
近

は
食
事
で
の
場
面
で
感
染
が
増
え
て

い
る
。
特
に
本
市
で
も
家
庭
内
で
発

生
し
て
い
る
の
で
、
家
の
中
だ
か
ら

大
丈
夫
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
徹
底

を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

  

◆
中
小
業
者
の
支
援
に
つ
い
て 

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
で
日
本
経
済
が
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
中
小
業

者
が
経
営
悪
化
に
苦
し
ん
で
い
る
実

態
が
あ
る
が
、
市
内
経
済
の
状
況
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。 

経
済
環
境
部
長 

緊
急
事
態
宣
言
の
再

発
出
に
よ
り
、
特
に
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

源
と
さ
れ
た
飲
食
店
な
ど
で
、
時
短
営

業
の
要
請
に
よ
り
協
力
金
が
あ
る
に

し
て
も
影
響
が
で
て
い
る
。
ま
た
、
不

要
不
急
の
外
出
要
請
が
あ
り
、
サ
ー
ビ

ス
業
を
中
心
に
製
造
業
や
非
製
造
業

な
ど
、
全
般
的
に
影
響
が
及
ん
で
お
り

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。 

 

問 

市
独
自
の
施
策
と
し
て
、
非
常
事
態

宣
言
後
に
市
内
事
業
者
に
対
し
て
事

業
継
続
の
一
助
と
な
る
よ
う
１０
万
円

の
給
付
を
実
施
さ
れ
た
。
い
ま
第
４
波

の
懸
念
が
あ
る
な
か
、
再
度
の
事
業
継

続
給
付
を
行
い
直
接
支
援
す
べ
き
。 

経
済
環
境
部
長 

年
末
に
商
工
会
と
意

見
交
換
会
を
行
っ
た
。
商
工
会
会
長
か

ら
は
、
地
域
の
活
性
化
と
新
た
な
事
業

開
拓
な
ど
、
行
政
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
本
市
と
し
て
も
商
工
会
と
連

携
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
う

事
業
者
に
対
し
て
積
極
的
に
支
援
し

て
い
き
た
い
。 

 

問
コ
ロ
ナ
に
立
ち
向
か
う
事
業
者
に
対

し
て
積
極
的
に
支
援
と
い
う
が
、
立
ち

 
 
 
 
 
 
 
 

向
か
い
た
く
て
も
体
力
が
な
く
、
立

ち
向
か
え
な
い
業
者
も
い
る
。
市
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
て

い
る
全
の
業
者
に
対
し
て
支
援
を

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。 

経
済
環
境
部
長 

事
業
者
に
対
し
て

は
、
無
利
子
無
担
保
の
融
資
も
あ

る
。
わ
が
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う

な
か
で
頑
張
っ
て
い
る
方
も
い
る
。

そ
い
ゆ
う
自
主
的
な
中
で
、
市
が
何

を
で
き
る
か
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
休
廃
業
を
さ
れ
た
方
に
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
も
あ
る
が
、
後
継
者
不
足

な
ど
で
、
こ
れ
を
契
機
に
辞
め
ら
れ

た
方
も
い
る
の
で
、
一
概
に
す
べ
て

コ
ロ
ナ
の
影
響
だ
と
は
考
え
て
い

な
い
。 

市
長 

持
続
化
給
付
金
、
雇
用
調
整
助

成
金
な
ど
が
、
こ
れ
か
ら
切
れ
て
い

く
中
で
、
本
市
の
経
済
状
況
が
ど
う

な
っ
て
い
く
か
は
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。 

令
和
３
年
度
の
予
算
に
お
い
て
、

市
内
の
消
費
者
と
し
て
需
要
が
高

ま
っ
て
い
く
施
策
を
つ
く
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
市
内
事
業
者
の
商
売
が

継
続
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。 

  

◆
北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て 

問 

こ
の
新
駅
設
置
は
、
松
井
山
手
地

域
だ
け
で
な
く
、
京
田
辺
市
全
体
の

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
と
っ

て
も
、
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
元
々
、

京
田
辺
市
は
、
北
部
・
中
部
・
南
部

の
そ
れ
ぞ
れ
の
駅
周
辺
を
拠
点
と

し
て
、
長
年
に
わ
た
り
整
備
さ
れ
て

き
た
。
そ
し
て
、
今
度
は
田
辺
中
央

北
側
に
、
市
民
の
要
望
も
強
か
っ
た

「
文
化
ホ
ー
ル
」
な
ど
を
含
む
「
複

合
型
公
共
施
設
」
を
整
備
す
る
計
画

が
動
き
出
し
て
い
る
。 

 
 

そ
こ
に
突
如
、
松
井
山
手
駅
周
辺

に
新
幹
線
駅
設
置
の
計
画
が
持
ち

上
が
っ
た
。
駅
周
辺
の
整
備
事
業

は
、
巨
額
の
事
業
費
用
が
か
か
り
、

一
カ
所
だ
け
で
も
大
変
で
あ
る
の

に
、
そ
ん
な
時
に
新
幹
線
駅
ま
で
整

備
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
財
政

負
担
の
総
額
は
途
方
も
な
く
巨
額
に

な
る
と
考
え
る
が
。
京
田
辺
市
の
負

担
額
は
、
い
く
ら
に
な
る
の
か
。 

理
事 

新
駅
設
置
に
伴
う
駅
周
辺
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
状
で

は
駅
位
置
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
今

後
、
明
ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
、
特

に
市
の
行
財
政
の
影
響
を
し
っ
か
り

と
考
え
る
中
で
、
新
幹
線
の
効
果
を

最
大
限
に
活
か
せ
る
よ
う
に
検
討
す

る
。
現
時
点
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
事

業
規
模
に
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
い

ま
の
と
こ
ろ
把
握
し
て
い
な
い
。 

 

問 

今
後
は
、
ご
み
広
域
処
理
施
設
や
、

防
災
広
場
、
田
辺
公
園
拡
張
工
事
、

大
住
草
内
線
な
ど
、
大
規
模
事
業
が

続
く
こ
と
か
ら
財
政
は
厳
し
く
な

る
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
新
駅
建
設

に
約
１
５
０
億
円
と
も
い
わ
れ
る
駅

が
本
当
に
い
る
の
か
。
ま
た
、
新
駅

設
置
以
外
に
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
や
、
駅
前
整
備
な
ど
の
周
辺

整
備
と
な
れ
ば
、
さ
ら
に
多
額
の
財

政
負
担
が
伴
う
の
で
は
な
い
の
か
。 

理
事 

本
市
で
は
、
今
後
、
大
き
な
事

業
が
控
え
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
な

か
で
、
本
市
と
し
て
は
、
少
な
か
ら

ず
財
政
に
影
響
は
あ
る
が
、
将
来
的

な
数
値
と
い
う
か
、
悪
化
を
な
る
べ

く
抑
え
て
い
く
。
平
準
化
し
て
計
画

的
に
事
業
が
一
時
に
偏
ら
な
い
よ
う

な
形
で
平
準
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
そ
の
中
で
既
存
の
大
型
事
業
も

含
め
て
、
本
市
の
持
続
的
可
能
な
財

政
運
営
を
担
保
し
つ
つ
議
論
す
る
。 

 

問 

北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の
想
定
ル

ー
ト
で
は
、
総
距
離
１
４
０
㎞
で
、

そ
の
う
ち
ト
ン
ネ
ル
は
８０
％
、
１０

ｔ
積
み
の
ダ
ン
プ
カ
ー
で
約
１
６
０

万
台
と
さ
れ
て
い
る
。
大
深
度
地
下

の
問
題
で
は
、
東
京
調
布
市
の
外
環

道
工
事
現
場
で
崩
落
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。
ま
た
、
大
量
の
残
土
が
発

生
す
る
問
題
で
は
、
京
都
府
環
境
影

響
評
価
専
門
審
議
会
（
２
０
２
０
年
３

月
１２
日
）
に
お
い
て
、
委
員
か
ら
「
今

回
の
事
業
は
、
世
界
的
に
見
て
も
１
、

２
を
争
う
非
常
に
長
い
ト
ン
ネ
ル
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
掘
削
発
生
土
は
、
膨

大
な
量
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

試
算
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
見
積
も
っ
て

も
、
８
８
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
は
発
生

す
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

国
が
決
め
た
、
府
が
推
進
し
て
い
る

か
ら
と
い
う
事
で
済
ま
す
の
で
な
く
、

本
当
に
京
都
大
阪
間
に
２
本
目
の
新

幹
線
が
必
要
な
の
か
、
京
田
辺
市
に
１０

個
目
の
駅
が
必
要
な
の
か
。
無
駄
な
大

型
公
共
事
業
で
は
な
い
の
か
な
ど
、
新

駅
の
建
設
だ
け
で
な
く
周
辺
整
備
も

含
め
て
、
ど
れ
だ
け
の
費
用
負
担
が
か

か
る
の
か
、
そ
し
て
経
済
効
果
は
ど
れ

だ
け
見
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
な

ど
、
具
体
的
な
数
字
を
基
に
、
市
民
に

も
公
開
し
、
議
論
す
べ
き
だ
。 

理
事 

そ
も
そ
も
費
用
負
担
に
つ
い
て

は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ッ
ク
ト
で
も
あ

る
。
国
へ
地
方
負
担
が
増
加
し
な
い
よ

う
に
京
都
府
と
要
望
は
し
て
い
く
。 

市
長 

北
陸
新
幹
線
の
議
論
は
、
米
原
ル

ー
ト
の
議
論
な
ど
様
々
あ
っ
た
。
沿
線

自
治
体
の
負
担
金
を
ど
う
い
う
扱
い

に
す
る
の
か
と
。
例
え
ば
、
米
原
ル
ー

ト
の
時
は
、
敦
賀
か
ら
米
原
に
く
る
場

合
、
滋
賀
県
は
長
い
距
離
を
通
る
の
に

駅
が
な
い
。
で
も
そ
の
延
長
区
間
に
応

じ
て
負
担
金
が
生
じ
る
と
、
こ
れ
に
対

し
て
、
当
時
、
関
西
広
域
連
合
の
中
で

お
互
い
の
受
益
の
中
で
負
担
を
し
て

い
こ
う
と
合
意
が
な
さ
れ
た
経
緯
が

あ
る
。
今
回
の
場
合
、
小
浜
か
ら
く
る

場
合
に
お
い
て
は
、
１
５
０
キ
ロ
以
上

の
距
離
が
京
都
府
に
な
っ
て
、
そ
れ
が

京
都
府
の
す
べ
て
の
負
担
に
な
っ
て

く
る
と
大
き
な
も
の
に
な
る
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
合
わ
せ
て
言
う
と
、
こ
う

い
っ
た
も
の
を
地
方
負
担
に
求
め
て

く
る
の
か
と
。
そ
う
い
う
こ
と
は
、
き

ち
ん
と
国
へ
求
め
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
ま
た
、
残
土
の
問
題
や
環

境
保
全
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
と
国

の
方
に
求
め
て
い
き
た
い
。 
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６月議会 日程 

６月３日（木）開会本会議     午後１時半～ 

１１日（金）本会議 一般質問  午前１０時～ 

１４日（月）本会議 一般質問  午前１０時～ 

１５日（火）本会議 一般質問  午前１０時～ 

１８日（金）文教福祉常任委員会 午前１０時～ 

２１日（月）建設経済常任委員会 午前１０時～ 

２２日（火）総務常任委員会   午前１０時～ 

２４日（木）議会運営委員会   午後１時半～ 

２８日（月）議会運営委員会   午後１時半～ 

３０日（水）閉会本会議     午後１時半～ 

岡
本 

亮
一 

 
 

１１
日
２
番
目 

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
の
「
第
４
波
」
と
な

る
感
染
拡
大
が
き
わ
め
て
深
刻
な

事
態
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
変
異
株

が
猛
威
を
ふ
る
い
医
療
崩
壊
が
起

こ
り
、暮
ら
し
と
営
業
も
深
刻
で
あ

る
。 こ

れ
ま
で
と
同
じ
対
策
の
延
長

線
上
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
封
じ
込

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
ち

に
、
以
下
の
対
策
を
実
行
す
る
こ
と

を
求
め
る
。 

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て 

ア
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
と
現
在

の
状
況
は
。 

イ
、
受
付
方
法
や
キ
ャ
ン
セ
ル
分
の

活
用
方
法
、
情
報
提
供
な
ど
、
今

後
の
課
題
と
対
策
は
。 

ウ
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
・
迅
速
な
接

種
の
た
め
に
、実
態
に
そ
く
し
た

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
す
と
と
も

に
、ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
自
治

体
へ
の
支
援
を
国
へ
求
め
よ
。

②
社
会
的
検
査
を
拡
充
し
、
大
規
模

検
査
で
感
染
を
封
じ
込
め
る
対

策
に
つ
い
て 

ア
、
無
症
状
の
感
染
者
、
初
期
症
状

感
染
者
を
い
ち
早
く
発
見
、
保
護

す
る
た
め
に
大
規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
施
設
や
福
祉
施
設
、
幼
稚

園
、
保
育
所
、
各
学
校
の
職
員
な

ど
を
対
象
に
頻
回
・
定
期
的
に
検

査
す
べ
き
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の

財
政
支
援
を
国
に
求
め
る
と
と

も
に
、
市
独
自
で
も
実
施
す
べ

き
。 

イ
、
上
記
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
タ
ー
に

な
り
や
す
い
場
所
に
お
い
て
、
抗

原
検
査
キ
ッ
ト
を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す
る
こ

と
を
求
め
る
。 

③
十
分
な
補
償
と
生
活
支
援
に
つ

い
て 休

業
要
請
や
時
間
短
縮
営
業

の
要
請
な
ど
で
経
済
的
影
響
が

で
て
い
る
中
小
業
者
に
対
し
て
、

市
独
自
の
固
定
費
補
助
の
実
施

を
は
じ
め
、
国
に
対
し
２
回
目
の

持
続
化
給
付
金
な
ど
を
実
施
す

る
よ
う
求
め
よ
。
ま
た
、
生
活
困

窮
者
へ
の
支
援
の
強
化
を
。 

 

（
２
）
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
制

度
の
拡
大
に
つ
い
て 

①
本
市
の
子
育
て
支
援
医
療
費
助

成
制
度
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
医

療
費
が
無
料
（
自
己
負
担
額
１
医

療
機
関
１
ヶ
月
に
つ
き
２
０
０

円
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
制
度

の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
市
の

認
識
を
問
う
。 

②
子
育
て
世
代
の
経
済
的
な
負
担
軽

減
や
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
支
援
策
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
同
制
度
を
、
高
校

卒
業
ま
で
拡
充
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。 

 

（
３
）
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て 

田
辺
中
学
校
の
自
転
車
通
学
児
童

が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
現
状

を
踏
ま
え
、
以
下
の
点
を
問
う
。 

①
三
山
木
小
・
普
賢
寺
小
学
校
区
か

ら
田
辺
中
学
校
へ
自
転
車
通
学
し

て
い
る
生
徒
の
多
く
は
、
府
道
八

幡
木
津
線
を
通
学
路
と
し
て
い

る
。
道
路
幅
員
も
狭
く
重
大
事
故

に
つ
な
が
る
危
険
性
が
高
い
と
考

え
る
が
、
市
の
認
識
を
問
う
。 

②
自
転
車
通
学
の
交
通
事
故
防
止
対

策
の
取
り
組
み
つ
い
て
問
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

青
木
綱
次
郎 

１１
日
４
番
目 

増
富
理
津
子 

 

１５
日
２
番
目 

（
１
）
京
田
辺
市
立
幼
稚
園
・
保
育

所
再
編
整
備
計
画
案
に
つ
い
て 

①
公
立
幼
稚
園
の
集
団
規
模
と
、
統

合
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
そ
の

具
体
的
な
適
用
に
つ
い
て
。 

②
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
の
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
。 

③
京
田
辺
市
に
お
け
る
公
立
幼
稚

園
の
意
義
と
、
果
た
し
て
き
た
役

割
に
つ
い
て
の
教
育
委
員
会
の

考
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

④
「
幼
小
接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
取
り

組
み
内
容
と
そ
の
評
価
に
つ
い

て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

⑤
保
育
所
待
機
児
の
解
消
に
つ
い

て 
 

ア
、
２
０
１
７
〜
２１
年
度
の
、
各

年
度
当
初
の
待
機
児
数
と
、
年
度

途
中
の
待
機
児
数
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

 

イ
、
１９
〜
２１
年
度
の
、
保
育
所
入

所
申
込
み
を
し
な
が
ら
、
保
育
所

入
所
に
至
ら
な
か
っ
た
子
ど
も

の
数
と
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

ウ
、
年
度
途
中
も
含
め
て
待
機
児
を

生
じ
な
い
た
め
の
方
針
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

⑥
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
整
備

計
画
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
概
要
、
及
び
住
民
説

明
会
で
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
に

対
す
る
市
の
考
え
な
ど
、
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。 

 

（
２
）
学
校
体
育
館
へ
エ
ア
コ
ン
の

設
置
を 

政
府
は
「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
」
制
度
の
５
年
間
の
延
長
を
決
定

し
た
。
同
制
度
を
利
用
し
、
市
内
す

べ
て
の
小
中
学
校
の
体
育
館
に
エ

（
１
）
女
性
施
策
に
つ
い
て 

コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
の
貧
困
が
深

刻
さ
を
増
す
中
、「
生
理
の
貧
困
」

が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。全
国
の

自
治
体
で
は
、
更
新
時
期
を
迎
え
る

防
災
備
蓄
用
の
生
理
用
品
を
無
料

配
布
す
る
な
ど
迅
速
な
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
自

治
体
の
動
き
を
受
け
、
国
が
交
付
金

の
対
象
に
生
理
用
品
の
無
料
配
布

も
加
え
る
措
置
を
講
じ
た
。ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
観
点
か
ら
も
京
田
辺

市
に
お
い
て
の
取
り
組
み
と
考
え

を
問
う
。 

①
更
新
時
期
を
迎
え
る
防
災
備
蓄

品
の
活
用
等
も
含
み
、
生
活
が
困

窮
す
る
方
へ
の
無
料
配
布
、
公
共

施
設
の
窓
口
へ
の
配
置
を
。 

②
市
民
団
体
が
行
う
フ
ー
ド
バ
ン

ク
等
で
も
生
理
用
品
の
無
料
配

布
が
で
き
る
よ
う
支
援
を
。 

 

（
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
お
け
る
障
が
い
者
、
高
齢
者
へ
の

適
切
な
対
応
に
つ
い
て 

①
相
談
体
制
の
確
保
や
情
報
周
知

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
。 

②
接
種
時
等
に
お
け
る
障
害
特
性

を
考
慮
し
た
対
応
を
。 

③
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

支
援
（
居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介

護
、
同
行
援
護
、
行
動
援
護
、
移

動
支
援
、
遠
隔
手
話
サ
ー
ビ
ス
を

含
め
た
意
思
疎
通
支
援
事
業
等
）

が
円
滑
・
柔
軟
に
受
け
ら
れ
る
よ

う
な
配
慮
を
。 

ア
コ
ン
の
設
置
を
求
め
る
。 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索 

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 
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５
月
１２
日
、
京
田
辺
市
議
会
は
、

議
長
名
で
京
田
辺
市
長
に
対
し

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
の
体
制
強
化
及
び
対

応
に
対
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。 

京
田
辺
市
で
は
５
月
１
日
よ
り

６５
歳
以
上
の
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

予
約
の
電
話
受
付
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
初
日
か
ら
電
話
が
集
中
し
、

つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
声
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
後
、
１６
〜
６４
歳
を
対
象
に
し

た
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
控
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
回
の
予
約
受
付
の

よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
た
め

体
制
強
化

ど

改
善

必

に
、
体
制
強
化
な
ど
の
改
善
が
必
要

と
い
う
点
で
、
議
員
間
で
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
経
過
を
踏
ま
え
議

長
よ
り
、
市
議
会
全
体
の
総
意
と
し

て
改
善
な
ど
を
市
長
へ
申
し
入
れ

て
は
ど
う
か
と
提
起
が
あ
り
実
現

し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
独
自
に

４
月
３０
日
付
で
市
長
へ
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
で
申
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
議
長
か
ら
の
提
起
を

受
け
、
予
約
・
接
種
に
つ
い
て
の
市

民
へ
の
情
報
提
供
の
充
実
や
、
電
話

回
線
増
設
・
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
な
ど
集
中

を
避
け
る
工
夫
、
障
が
い
を
も
つ
方

な
ど
へ
の
配
慮
、
接
種
会
場
へ
の
送

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
３
年
５
月
１２
日 

京
田
辺
市 

市
長 

上
村
崇 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

京
田
辺
市
議
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
長 

松
村
博
司 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
の
体
制
強
化
及
び
対
応
に
対
す
る
要
望
書 

  

政
府
は
、
医
療
提
供
体
制
の
逼
迫
が
続
い
て
い
る
と
、
京
都
府
に
対
す
る
緊
急
事
態
宣
言
を

３１
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
休
業
要
請
を
緩
和
す
る
な
ど
、
一
部
要
請
内
容
を
変

更
し
具
体
的
対
応
は
各
知
事
が
感
染
状
況
を
踏
ま
え
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。 

 

本
市
に
於
い
て
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
独
自
の
方
法
等
で
対
応
さ
れ
た
が
、
６５
歳

以
上
の
高
齢
者
に
対
し
、
接
種
券
を
一
斉
に
発
送
す
る
こ
と
で
５
月
１
日
か
ら
の
電
話
対
応
で

は
、
予
想
ど
お
り
パ
ニ
ッ
ク
と
な
っ
た
。 

 

急
遽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
整
理
券
を
配
布
し
対
応
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
も
市

民
の
批
判
を
受
け
る
結
果
と
な
っ
た
。 

 

今
後
こ
れ
ら
の
反
省
を
生
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
情
報
提
供
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

向
け
た
予
約
が
受
け
や
す
く
な
る
対
策
に
努
め
ら
れ
た
い
。 

 

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
お
よ
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
人
員

迎
体
制
な
ど
を
提
案
し
、
市
議
会
と

し
て
の
申
入
れ
に
反
映
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
議
長
名
で
提
出
し
た
要

望
書
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

体
制
等
、
綿
密
で
計
画
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。 

 

尚
、
公
共
施
設
等
の
活
用
に
つ
い
て
、
特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

１
．
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
の
予
約
受
付
を
年
齢
別
段
階
的

な
発
送
に
よ
る
対
応
と
し
、
電
話
す
る
こ
と
や
来
庁
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
の
為
に
も
、
は
が
き
及
び
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
す
る
な
ど
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
。 

 

２
．
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
（
３
会
場
）
へ
の
移
動
手
段
や
移
動
方
法
等
に
関
し
て
、
障
が
い
に
よ
る
車
イ
ス
利
用

者
や
持
病
の
あ
る
移
動
が
困
難
な
人
へ
の
負
担
軽
減
と
、
円
滑
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
受
け
ら
れ
る
会
場
内
の
人

員
配
置
等
、
市
民
の
安
全
安
心
の
た
め
の
配
慮
に
努
め
る
こ
と
。 

 
 

ま
た
、
予
定
接
種
者
が
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、
ワ
ク
チ
ン
が
余
る
こ
と
の
な
い
、
受
診
予
備
接
種
者
の
調
整

等
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
経
過
観
察
お
よ
び
待
機
場
所
の
管
理
並
び
監
視
整
理
員

設
置
に
も
考
慮
を
。 

 
 

な
お
、
バ
ス
等
の
移
動
手
段
が
決
ま
れ
ば
、
早
急
に
市
民
に
周
知
、
交
通
網
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
こ
と
。 

 

３
．
市
と
し
て
公
共
施
設
の
利
用
に
関
す
る
規
定
を
緩
和
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
利
用
促
進
に
努
め
る
こ
と
。

①
図
書
館
の
予
約
貸
し
出
し
及
び
図
書
返
却
な
ど
に
つ
い
て
は
、
可
能
と
す
る
こ
と
。 

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
運
動
公
園
、
体
育
館
や
ホ
ー
ル
等
の
利
用
に
つ
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
規
定
等
を
整
備
し
、

使
用
可
能
と
す
る
こ
と
。 

③
各
地
域
の
公
民
館
が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
区
自
治
会
活
動
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
お
り
、
地
区
公
民
館
に
つ
い
て

は
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
各
区
長
自
治
会
長
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
。 

 

４
．
休
業
や
自
宅
待
機
の
為
、
家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
発
生
し
て
い
る
た
め
、
至
急
に
女
性
ル
ー
ム
や
相
談
窓

口
を
数
ケ
所
設
置
す
る
対
応
が
必
要
。 

 

以
上 

京
田
辺
市
議
会
よ
り
市
長
へ
要
望
す
る
。 

 

な
お
、
要
請
が
あ
れ
ば
議
員
も
市
へ
の
人
的
協
力
（
駐
車
場
や
会
場
の
誘
導
等
）
は
、
積
極
的
に
行
い
た
い
。

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１３０９号  ２０２１年６月１３日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

５
月
２８
日
、
文
教
福
祉
常
任
委
員

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
５
年
４

月
の
開
園
を
目
指
し
て
取
り
組
ま
れ

て
い
た
（
仮
称
）
大
住
こ
ど
も
園
と

併
せ
て
整
備
し
て
い
た
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
一
旦
凍

結
す
る
こ
と
が
執
行
部
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

（
１
）
こ
れ
ま
で
の
経
過 

〇
本
市
で
は
、「
こ
ど
も
が
輝
く
京
田

辺
の
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
」

に
基
づ
き
、
大
住
幼
稚
園
を
改
築

し
て
北
部
地
域
の
拠
点
と
な
る
市

立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
、
令
和

２
年
度
か
ら
本
格
的
に
事
業
に
着

手
。 

〇
大
住
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
松
井
山
手
駅
店
舗

ビ
ル
に
開
設
し
て
い
る
「
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
松
井
山
手
」

が
定
期
借
家
契
約
の
満
了
に
よ

り
、
令
和
４
年
３
月
で
廃
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
大
住
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
一
部
を
活
用
し
て
、
こ
ど
も
園

に
併
設
す
る
形
で
整
備
す
る
方
向

で
検
討
を
進
め
て
き
た
。 

〇
一
方
、「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
松
井
山
手
」
の
廃
止
か
ら
新
た

な
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
設
ま
で
の
間
に
１
年
間
の
ブ
ラ

ン
ク
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
。
こ

の
期
間
を
埋
め
る
方
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
向
こ
う

５
年
間
に
つ
い
て
は
、
松
井
山
手

駅
周
辺
の
テ
ナ
ン
ト
に
お
い
て
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
が

一
定
確
保
で
き
る
見
込
み
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
テ
ナ
ン
ト
の
改
装

等
に
必
要
と
な
る
経
費
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し

た
。 

 

（
２
）
計
画
を
凍
結
す
る
理
由 

〇
近
年
の
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
に
求
め
ら
れ
て
い
る
機
能
に
関

し
て
国
等
か
ら
新
た
な
機
能
や
あ

り
方
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
北
部
地
域
で
向
こ
う
５
年
間

の
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
機

能
の
確
保
が
可
能
と
な
っ
た
。 

〇
さ
ら
に
は
、
本
年
度
見
直
し
を
予

定
し
て
い
る
公
共
施
設
総
合
管
理

計
画
に
お
い
て
、
都
市
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
観
点
か
ら
公
共
施
設
全
体

の
あ
り
方
を
市
民
ニ
ー
ズ
や
将
来

の
需
要
予
測
等
を
踏
ま
え
る
と
と

も
に
、
異
な
る
行
政
目
的
で
使
用

す
る
場
合
に
求
め
ら
れ
る
施
設
立

地
条
件
の
整
理
な
ど
を
改
め
て
検

討
す
る
事
と
し
て
い
る
た
め
、
改

定
後
の
公
共
施
設
管
理
計
画
に
基

づ
き
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
「
子
育

て
し
や
す
く
未
来
を
育
む
文
化
薫

る
ま
ち
」
を
目
指
す
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
上
重
要
で
あ
る
と
の
判
断

に
至
っ
た
。 

 

（
３
）
駐
車
場
に
つ
い
て 

〇
こ
ど
も
園
や
留
守
家
庭
児
童
会
の

運
営
上
必
要
と
な
る
駐
車
場
に
つ

い
て
は
、
必
要
最
小
限
の
範
囲
で

大
住
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
に

お
い
て
確
保
す
る
。
【
左
記
参
照
】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

５
月
１４
に
開
催
予
定
を
し
て
い

た
平
和
都
市
推
進
協
議
会
総
会
（
令

和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
、
令
和
３
年
度
役
員
選
出
、
令
和

３
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
）
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
書
面
決
済

と
な
り
ま
し
た
。
決
定
し
た
今
年
度

の
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

◆
平
和
の
つ
ど
い
：
８
月
８
日(

日
・

祝)
 

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０

分 

中
央
公
民
館 

・
平
和
を
考
え
る
小
・
中
学
生
ひ
ろ

し
ま
訪
問
事
業
感
想
文
発
表 

・
京
田
辺
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
朗 

 

読 

・
平
和
書
道
展
入
賞
者
の
表
彰 

・
講
演
会
＆
ラ
イ
ブ
「
平
和
へ
の
願

い
を
込
め
た
楽
曲
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー 

佐
々
木
祐
滋 

 

◆
平
和
展 

中
央
公
民
館
１
階
廊
下
：
８
月
７
日

（
土
）
〜
８
日
（
日
・
祝
）
午
前
９

時
〜
午
後
５
時 

・
パ
ネ
ル
展
示
「
沖
縄
」 

・
書
道
展
（
小
・
中
学
生
か
ら
募
集

し
た
平
和
書
道
作
品
展
） 

・
平
和
を
考
え
る
小
・
中
学
生
ひ
ろ

し
ま
訪
問
事
業
の
展
示 

・
平
和
首
長
会
議
コ
ー
ナ
ー
（
署
名

コ
ー
ナ
ー
） 

・
京
田
辺
市
平
和
ク
イ
ズ
（
小
・
中

学
生
向
け
） 

市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー
：
８
月
１０
日

（
火
）
〜
１３
日
（
金
）
午
前
８
時
半

〜
午
後
５
時
１５
分 

・
平
和
を
考
え
る
小
・
中
学
生
ひ
ろ

し
ま
訪
問
事
業
の
展
示 

・
平
和
首
長
会
議
コ
ー
ナ
ー
（
署
名

コ
ー
ナ
ー
） 

 

◆
平
和
祈
念
黙
と
う 

 

・
８
月
６
日
（
金
）
正
午 

平
和
の 

 

塔 

・
８
月
９
日
（
月
・
祝
）
正
午 

平

和
の
塔 

・
８
月
１５
日(

日)
 

正
午 

 

平
和
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト 

 

◆
平
和
を
考
え
る
小
・
中
学
生
ひ
ろ

し
ま
訪
問
事
業 

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
趣
旨
を

ふ
ま
え
、
次
代
を
担
う
小
・
中
学
生

が
広
島
平
和
記
念
公
園
を
訪
問
す

る
こ
と
で
、
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
や

戦
争
の
悲
惨
さ
を
実
感
し
、
平
和
の

大
切
さ
と
生
命
の
尊
さ
へ
の
思
い

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
す
る
。 

・
実
施
日 

７
月
２８
日(

水)

〜
２
９

日(

木)

（
１
泊
２
日
） 

・
訪
問
先 

広
島
平
和
記
念
公
園
等 

・
参
加
募
集
対
象 

市
内
在
住
の
小

学
校
５
・
６
年
生
と
中
学
生
（
過

去
に
参
加
し
た
人
は
対
象
外
） 

・
参
加
人
数 

参
加
募
集
対
象
１６
人

及
び
引
率
者
６
人 

・
参
加
費 

３
，
０
０
０
円 

・
選
考
方
法 

参
加
人
数
を
超
え
た

場
合
、
抽
選
に
よ
り
決
定 

・
募
集
方
法 

「
ほ
っ
と
京
た
な
べ
」

６
月
１
日
号
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

及
び
各
校
へ
の
募
集
案
内 

・
そ
の
他 

感
想
文
提
出
を
求
め
る

（
代
表
者
２
人
が
平
和
の
つ
ど

い
で
発
表
） 

 

◆
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
バ
ス
ツ
ア

ー 

戦
争
体
験
者
か
ら
の
話
を
通
し

て
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
や
生
命

の
尊
さ
を
次
の
時
代
に
伝
え
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
す
る
。 

 

・
日
時 

２
０
２
２
年
３
月
１２
日

（
土
）
正
午
〜 

・
場
所 

ピ
ー
ス
お
お
さ
か
（
大
阪

市
）
、
大
阪
城
公
園 

・
内
容 

戦
争
体
験
者
に
よ
る
講

話
、
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
見
学
、
大

阪
城
公
園
内
戦
跡
巡
り 

・
対
象
者 

小
学
校
４
年
生
以
上
の

市
民
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
） 

・
定
員 

２０
人 

 

◆
子
供
た
ち
に
よ
る
「
平
和
な
ま
ち
」

絵
画
展
（
今
年
度
か
ら
実
施
） 

平
和
首
長
会
議
が
実
施
す
る
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
「
平
和
な

ま
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
絵
画
コ
ン

テ
ス
ト
の
募
集
作
品
を
募
集
し
、
市

内
募
集
作
品
を
展
示
す
る
。 

・
日
時 

２
０
２
２
年
２
月
２１
日

（
月
）
〜
３
月
４
日
（
金
） 

・
場
所 

市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー 

・
対
象
者 

市
内
在
住
の
６
歳
以
上

１５
歳
以
下
の
子
ど
も
（
２
０
２
１

年
１１
月
１
日
時
点
） 

・
募
集
方
法 

ほ
っ
と
京
た
な
べ
７

月
号
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
案
内 

・
そ
の
他 

①
市
内
応
募
作
品
の
う
ち
「
６
歳
か

ら
１０
歳
部
門
」
と
「
１
１
歳
か
ら

１５
歳
部
門
」
に
５
作
品
ず
つ
選
考

し
、
平
和
首
長
会
議
が
実
施
す
る

コ
ン
テ
ス
ト
へ
提
出
し
ま
す
。 

②
応
募
作
品
は
、
令
和
４
年
度
平
和

展
に
お
い
て
も
改
め
て
展
示
を

行
い
ま
す
。 
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（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
の
「
第
４
波
」
と
な
る
感

染
拡
大
が
き
わ
め
て
深
刻
な
事
態
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
変
異
株
が
猛
威
を
ふ
る
い

医
療
崩
壊
が
起
こ
り
、
暮
ら
し
と
営
業
も

深
刻
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
と
同
じ
対
策
の
延
長
線
上
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
を
封
じ
込
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
た
だ
ち
に
、
以
下
の
対
策
を

実
行
す
る
こ
と
を
求
め
る
。 

問
① 

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て 

ア
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
体
制
と
現
在
の
状

況
は
。 

イ
、
受
付
方
法
や
キ
ャ
ン
セ
ル
分
の
活
用

方
法
、
情
報
提
供
な
ど
、
今
後
の
課
題

と
対
策
は
。 

ウ
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
・
迅
速
な
接
種
の

た
め
に
、
実
態
に
そ
く
し
た
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
示
す
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
行
う
自
治
体
へ
の
支
援
を
国
へ
求

め
よ
。 

 

市
長
ア
、
本
市
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
高
齢
者
接
種
に
つ
い
て
は
、
集
団

接
種
を
基
本
と
し
て
進
め
て
い
る
。
現

在
、
集
団
接
種
会
場
と
し
て
、
当
初
か

ら
設
定
を
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

ー
ル
に
加
え
、
京
都
田
辺
記
念
病
院
、

田
辺
病
院
、
京
都
田
辺
中
央
病
院
の
３

つ
の
医
療
機
関
に
も
協
力
い
た
だ
き
、

４
会
場
で
実
施
し
て
い
る
。
予
約
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
優
先
接
種
は
電
話
に

よ
る
受
付
に
加
え
、
急
遽
、
窓
口
に
よ

る
受
付
も
実
施
し
、
５
月
２７
日
の
段
階

で
１
万
５
０
６
８
人
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
、
６
月
９
日
現
在
、
４
５
２
１

人
が
１
回
目
の
接
種
を
受
け
ら
れ
た
。 

 
 

６
月
１
日
号
の
広
報
ほ
っ
と
京
た
な

べ
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
る
が
、
６
月

か
ら
市
内
の
医
療
機
関
の
中
に
は
、
個

別
接
種
を
実
施
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
病
気
等
に
よ
り
集
団
接
種

が
難
し
い
と
判
断
さ
れ
る
方
な
ど
が
、

主
治
医
に
よ
る
接
種
を
受
け
ら
れ
た

り
、
国
や
府
で
実
施
さ
れ
る
大
規
模
接

種
会
場
で
接
種
を
受
け
ら
れ
る
方
も
出

て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
府

に
依
頼
し
て
い
た
集
団
接
種
会
場
へ
の

医
師
の
派
遣
も
、
一
部
の
日
程
で
お
願
い

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
事
か
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
の
接
種
時
間
の
拡
大

も
調
整
し
て
い
る
。 

 

市
長
イ
、
今
後
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
、
高
齢
者
施
設
等
の

従
事
者
の
申
請
受
付
を
行
っ
て
お
り
、
申

出
の
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
接
種
券
を
送

付
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
６４
歳
以
下
の

方
へ
と
順
次
接
種
券
を
送
付
す
る
こ
と

に
な
る
。
接
種
券
の
送
付
及
び
予
約
受
付

の
日
程
に
つ
い
て
は
、
現
在
進
め
て
い
る

６５
歳
以
上
の
接
種
状
況
を
見
極
め
た
上

で
、
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
予
約
に
つ

い
て
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化

と
併
せ
て
、
申
込
み
方
法
の
拡
大
に
つ
い

て
も
準
備
を
す
す
め
て
い
る
。
基
礎
疾
患

の
あ
る
方
や
高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者

の
事
前
申
込
み
な
ど
の
情
報
は
、
６
月
１

日
号
の
広
報
ほ
っ
と
京
た
な
べ
に
掲
載

し
た
。
今
後
も
、
接
種
受
付
年
齢
や
接
種

会
場
の
拡
大
、
予
防
方
法
な
ど
、
広
報
ほ

っ
と
京
た
な
べ
や
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
活
用
し
周
知
し
た
い
。 

 
 

急
な
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン

残
の
対
応
と
し
て
は
、
現
在
、
接
種
会
場

に
勤
務
す
る
看
護
師
や
休
日
応
急
診
療

所
の
職
員
、
養
護
教
諭
へ
の
接
種
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
て
い
る
通
り
、
保
健

師
、
保
育
士
、
環
境
衛
生
技
術
員
、
小
中

学
校
教
員
、
放
課
後
児
童
支
援
員
、
幼
稚

園
教
諭
な
ど
、
市
民
生
活
を
支
え
る
、
い

わ
ゆ
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と

言
わ
れ
る
職
種
か
ら
対
応
者
を
名
簿
化

し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。 

 

市
長
ウ
、
接
種
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
接
種
会

場
内
の
人
員
を
十
分
に
確
保
し
運
営
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
受
付
か
ら
接
種
後
の

健
康
観
察
ま
で
の
流
れ
は
、
地
区
医
師
会

の
先
生
方
と
打
合
せ
繰
り
返
し
、
決
定
を

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
運
営
で
き
て
い
る
。
ま
た
、
ワ
ク

チ
ン
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
、
現
在
は
、

集
団
接
種
、
個
別
接
種
と
も
に
市
で
管
理

を
行
っ
て
お
り
、
医
療
機
関
へ
の
配
送
に

つ
い
て
も
保
冷
庫
に
よ
る
輸
送
を
行
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
、
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な

接
種
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。 

 

問
② 

社
会
的
検
査
を
拡
充
し
、
大
規
模
検

査
で
感
染
を
封
じ
込
め
る
対
策
に
つ
い
て 

ア
、
無
症
状
の
感
染
者
、
初
期
症
状
感
染
者

を
い
ち
早
く
発
見
、
保
護
す
る
た
め
に
大

規
模
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
す
す
め
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
施
設
や
福
祉
施
設
、
幼
稚
園
、

保
育
所
、
各
学
校
の
職
員
な
ど
を
対
象
に

頻
回
・
定
期
的
に
検
査
す
べ
き
。
ま
た
、

そ
の
た
め
の
財
政
支
援
を
国
に
求
め
る
と

と
も
に
、
市
独
自
で
も
実
施
す
べ
き
。 

イ
、
上
記
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
タ
ー
に
な
り
や

す
い
場
所
に
お
い
て
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と
組
み
合
わ
せ
て
活
用
す

る
こ
と
を
求
め
る
。 

 

健
康
福
祉
部
長
ア
、
イ
、 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、

あ
く
ま
で
も
検
査
し
た
時
点
の
感
染
状
況

を
確
認
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

本
市
で
は
保
育
所
や
幼
稚
園
、
学
校
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
通
所
施
設
な
ど
で
感

染
者
が
判
明
し
た
場
合
、
施
設
の
再
開
を

早
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
保
健
所
と

 
 
 
 
 
 
 
 

連
携
し
、
施
設
職
員
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

拡
大
実
施
を
し
、
費
用
助
成
を
行
っ
て

い
る
。
京
都
府
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
、

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
高
齢
者
及
び
障

が
い
者
・
障
が
い
児
の
入
所
施
設
の
従

事
者
等
を
対
象
に
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策

と
し
て
検
査
を
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ

が
、
今
年
度
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て

実
施
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

 

問
③ 

十
分
な
補
償
と
生
活
支
援
に
つ
い

て 

休
業
要
請
や
時
間
短
縮
営
業
の
要
請
な

ど
で
経
済
的
影
響
が
で
て
い
る
中
小
業
者

に
対
し
て
、
市
独
自
の
固
定
費
補
助
の
実

施
を
は
じ
め
、
国
に
対
し
２
回
目
の
持
続

化
給
付
金
な
ど
を
実
施
す
る
よ
う
求
め

よ
。
ま
た
、
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
の
強

化
を
。 

 

経
済
環
境
部
長 

本
市
で
は
、
現
在
「
新

し
い
生
活
様
式
」
応
援
補
助
金
事
業
及

び
地
元
農
産
物
使
用
店
舗
支
援
金
事
業

の
実
施
や
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
事
業
者
に

対
し
て
、
成
長
支
援
補
助
金
の
拡
充
な

ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
て
、
今
後
の
人
流
や
売
上

げ
が
回
復
す
る
よ
う
、
事
業
再
構
築
、

及
び
経
営
再
建
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。 ま

た
、
給
付
金
な
ど
に
よ
る
更
な
る

事
業
者
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
か
ら
も
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
国
に

対
し
て
要
望
し
て
い
る
。
今
後
に
お
い

て
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
と
経
済
活
動

と
の
両
立
を
図
れ
る
よ
う
、
必
要
な
施

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。 

 

健
康
福
祉
部
長 

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
関
わ
ら
ず
、
「
仕
事

と
く
ら
し
の
相
談
室
プ
ラ
ス
」
で
相
談

を
聞
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
す
る
中

で
各
種
制
度
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
長
引
く

経
済
の
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
国
に

お
い
て
は
生
活
困
窮
世
帯
を
対
象
と
し

た
新
た
な
給
付
金
制
度
の
創
設
を
検
討

さ
れ
て
い
る
。 

本
市
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
に
限
ら
ず
、

生
活
再
建
に
向
け
求
職
活
動
を
さ
れ
る

方
へ
の
援
助
を
新
設
し
、
就
労
に
つ
な

が
る
支
援
を
す
す
め
て
い
く
。 

 

（
２
）
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
制
度
の
拡

大
に
つ
い
て 

問 

本
市
の
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
制

度
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
が
無
料

（
自
己
負
担
額
１
医
療
機
関
１
ヶ
月
に

つ
き
２
０
０
円
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
同

制
度
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
、
市
の
認

識
を
問
う
。 

 
健
康
福
祉
部
長 

子
育
て
支
援
医
療
費
助

成
制
度
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が
健
や
か

に
育
つ
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
子

ど
も
の
健
康
の
保
持
、
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
子
育
て
支
援
と
し

て
、
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。 

 

問 

子
育
て
世
代
の
経
済
的
な
負
担
軽
減

や
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
支
援
策

と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

同
制
度
を
、
高
校
卒
業
ま
で
拡
充
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

 

健
康
福
祉
部
長 

子
育
て
支
援
策
は
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
、
幅
広
い
施
策
を
バ
ラ

ン
ス
良
く
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
本
市
で
は
、
妊
娠
期
か

ら
子
育
て
世
代
に
渡
っ
て
、
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
療
費
助
成

に
特
化
し
た
支
援
策
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。 

 

（
３
）
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て 

田
辺
中
学
校
の
自
転
車
通
学
児
童
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
現
状
を
踏
ま

え
、
以
下
の
点
を
問
う
。 

問 

三
山
木
小
・
普
賢
寺
小
学
校
区
か
ら
田

辺
中
学
校
へ
自
転
車
通
学
し
て
い
る
生

徒
の
多
く
は
、
府
道
八
幡
木
津
線
を
通
学

路
と
し
て
い
る
。道
路
幅
員
も
狭
く
重
大

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
高
い
と
考

え
る
が
、
市
の
認
識
を
問
う
。 

 

建
設
部
長 

田
辺
中
学
校
が
自
転
車
通
学

で
使
わ
れ
て
い
る
府
道
八
幡
木
津
線
に

お
い
て
は
、
交
通
管
理
者
で
あ
る
田
辺
警

察
署
と
協
議
の
上
、
国
道
３
０
７
号
と
の

交
差
点
か
ら
同
志
社
駅
前
ま
で
の
区
間
、

１
・
１
㎞
に
お
い
て
、
昨
年
度
に
矢
羽
根

型
路
面
表
示
を
設
置
し
、
自
転
車
利
用
の

交
通
区
分
の
明
確
化
と
、
自
転
車
利
用
者

へ
の
注
意
喚
起
を
視
覚
的
に
促
す
交
通
安

全
対
策
を
実
施
し
た
。 

ま
た
、
当
路
線
の
歩
道
の
未
整
備
区
間

に
つ
い
て
は
、
住
宅
の
建
て
替
え
等
の
計

画
が
さ
れ
る
機
会
に
、
用
地
の
協
力
を
積

極
的
に
働
き
か
け
、
ご
協
力
い
た
だ
け
た

場
合
は
、
暫
定
的
に
事
業
を
進
め
て
い
る
。 

今
後
も
、
田
辺
警
察
署
と
連
携
を
図
る

と
共
に
、
当
該
路
線
の
交
通
状
況
を
見
な

が
ら
、
必
要
と
な
る
対
策
を
検
討
し
て
い

く
。 

                

問 

自
転
車
通
学
の
交
通
事
故
防
止
対
策
の

取
り
組
み
つ
い
て
問
う
。 

 

教
育
部
長 

自
転
車
通
学
を
許
可
し
て
い
る

田
辺
中
学
校
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
対

策
と
し
て
は
、
田
辺
警
察
署
交
通
課
の
協

力
を
得
る
中
、
新
入
生
を
対
象
と
し
て
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
「
交
通
安
全

教
室
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。 

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
田

辺
警
察
署
交
通
課
の
指
導
の
下
、
１
・
２

年
生
の
代
表
生
徒
が
次
年
度
に
行
う
「
交

通
安
全
教
室
」
の
事
前
講
義
や
実
技
講
習

を
受
講
し
、
受
講
し
た
生
徒
が
今
年
度
の

交
通
安
全
教
室
の
中
で
先
生
役
と
し
て
新

入
生
を
教
え
る
新
た
な
取
組
を
実
施
す
る

な
ど
、
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

る
。 
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◆
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
整
備

計
画
案
に
つ
い
て 

 

京
田
辺
市
が
こ
の
春
に
公
表
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
行

わ
れ
た
「
第
１
期
京
田
辺
市
立
幼
稚

園
・
保
育
所
再
編
整
備
計
画
」
案
に

つ
い
て
と
り
上
げ
ま
し
た
。
同
計
画

案
は
、
２１
年
度
か
ら
２５
年
度
の
ま

で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
少

子
化
の
進
行
に
伴
う
就
学
前
児
童

数
の
減
少
や
、
１９
年
秋
か
ら
導
入

さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
幼
保
無
償
化
」

の
影
響
、
ま
た
市
内
の
公
立
幼
稚
園

施
設
の
更
新
な
ど
い
く
つ
か
の
要

因
を
踏
ま
え
つ
つ
、
第
１
期
の
計
画

期
間
内
に
、
大
住
幼
稚
園
の
認
定
こ

ど
も
園
化
、
田
辺
幼
稚
園
の
休
園
、

河
原
保
育
所
の
認
定
こ
ど
も
園
化

と
そ
こ
へ
の
田
辺
東
幼
稚
園
の
統

合
に
よ
る
廃
止
、
草
内
幼
稚
園
の
こ

ど
も
園
化
、
南
山
保
育
所
の
三
山
木

保
育
所
へ
の
統
合
に
よ
る
廃
止
、
そ

し
て
民
間
小
規
模
保
育
の
整
備
な

ど
の
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
公
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
今

後
、「
学
級
当
た
り
の
園
児
数
の
下

限
を
１０
人
と
し
、
３
歳
児
以
上
の

全
学
年
が
単
学
級
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
連
続
す
る
複
数
の
学
年
で
園

児
数
が
１０
人
未
満
と
な
っ
た
場
合

に
『
集
団
教
育
が
困
難
と
な
っ
た

園
』
と
し
て
他
園
と
の
統
合
を
検

討
」
し
て
い
く
と
い
う
方
針
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

◆
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
の
豊
か
な
取

組
み
を
支
え
、
市
民
に
伝
え
る
努
力

を 

 

松
井
ケ
丘
幼
稚
園
の
２１
年
度
新

入
園
児
数
は
９
人
で
、
も
し
来
年
度

も
１０
名
以
下
の
新
入
園
児
に
と
ど

ま
っ
た
場
合
ど
う
な
る
の
か
と
い

う
不
安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
般
質
問
で
は
、
松
井
ヶ
丘
小

校
区
で
は
今
後
も
宅
地
開
発
が
続

き
、
新
た
に
転
入
し
て
く
る
家
庭
が

増
加
す
る
こ
と
、
２１
年
度
の
５
歳
児

ク
ラ
ス
は
入
園
時
に
は
８
人
で
あ

っ
た
が
２
年
間
で
３
名
の
転
入
が

あ
っ
て
１１
名
に
増
え
た
こ
と
な
ど

を
示
し
、
今
後
も
園
児
数
が
増
加
す

る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
園

と
の
統
合
の
目
安
を
機
械
的
に
適

用
す
る
の
で
は
な
く
、
柔
軟
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
と
提
起
し
て
、
市

当
局
の
見
解
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
「
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
園
児
数
が
減
少

し
た
場
合
に
は
慎
重
に
検
討
を
進

め
て
い
く
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

計
画
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
も
「
即
統
合
と
い
う
の
は

ど
う
か
」
「
園
児
数
を
増
や
す
取
り

組
み
の
時
間
が
な
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
「
そ
れ

ら
の
意
見
を
精
査
す
る
中
で
市
と

し
て
の
考
え
を
示
し
て
い
く
」
と
答

弁
し
て
い
ま
す
。 

  

松
井
ケ
丘
幼
稚
園
で
は
、
そ
の
日

の
幼
稚
園
の
様
々
な
活
動
を
数
枚

の
写
真
と
幼
稚
園
の
先
生
方
の
手

書
き
の
コ
メ
ン
ト
で
１
枚
の
画
用

紙
に
ま
と
め
て
紹
介
し
て
い
る
「
フ

ォ
ト
ア
ピ
ー
ル
」
が
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
そ
の
日
の
幼
稚
園

の
お
迎
え
の
時
間
に
幼
稚
園
で
入

り
口
の
と
こ
ろ
に
掲
示
さ
れ
て
お

り
、
迎
え
に
き
た
保
護
者
の
方
も
子

ど
も
の
幼
稚
園
で
の
様
子
が
よ
く

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
松

井
ケ
丘
幼
稚
園
が
行
っ
た
保
護
者

の
み
な
さ
ん
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

「
遊
び
の
様
子
を
、
そ
の
日
に
写
真

付
で
掲
示
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
帰

っ
て
か
ら
の
子
ど
も
と
の
会
話
が
と

て
も
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
」

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
好
評

で
す
。 

 

他
に
も
隣
接
す
る
小
学
校
と
の
連

携
で
も
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
松
井

ケ
丘
小
学
校
で
は
１
年
生
の
授
業
の

中
で
、
子
ど
も
の
出
身
幼
稚
園
、
保

育
所
等
の
教
員
、
保
育
士
を
対
象
に

し
た
授
業
参
観
（
公
開
授
業
）
を
し

て
い
ま
す
が
、
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
の

教
員
の
み
な
さ
ん
は
そ
こ
に
も
欠
か

さ
ず
参
加
さ
れ
、
小
学
校
教
員
と
の

連
携
に
も
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

質
問
で
、
こ
れ
ら
の
市
立
幼
稚
園

の
豊
か
な
、
魅
力
あ
る
取
り
組
み
を

多
く
の
市
民
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

そ
の
努
力
を
支
え
、
励
ま
し
、
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
京
田
辺
市
の
大
事

な
役
割
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
通
し

て
、
今
後
も
引
き
続
き
公
立
幼
稚
園

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
市
教
育
委

 
 
 
 
 
 
 
 

員
会
、
市
長
部
局
そ
れ
ぞ
れ
が
努
力

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
提
起
し
ま

し
た
。 

 

市
当
局
か
ら
は
「
公
立
幼
稚
園
で

は
学
び
も
大
切
に
し
て
い
る
。
ま
た

豊
か
な
自
然
の
中
で
育
っ
て
い
く

と
い
う
の
は
魅
力
だ
と
思
う
。
そ
れ

を
も
っ
と
知
ら
せ
る
べ
き
と
い
う

声
も
聞
い
て
い
る
。
今
年
度
に
は
市

内
幼
稚
園
・
保
育
所
の
入
園
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
つ
く
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

乳
児
検
診
な
ど
の
時
に
配
る
な
ど

し
て
い
る
。
フ
ォ
ト
ア
ピ
ー
ル
な
ど

も
取
り
組
ま
れ
、
保
護
者
も
子
ど
も

と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
る
。
市
と

し
て
活
動
を
幅
広
く
市
民
に
知
ら

せ
る
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。
」
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

教
育
長
か
ら
は
「
公
立
幼
稚
園
の

教
育
は
遊
び
を
通
し
て
、
認
知
能
力

を
身
に
つ
け
る
取
り
組
み
を
し
っ

か
り
や
っ
て
き
た
。
幼
稚
園
、
保
育

所
、
こ
ど
も
園
、
そ
れ
ぞ
れ
良
い
面

が
あ
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
公

立
幼
稚
園
の
魅
力
を
市
民
に
発
信

し
て
い
き
た
い
。」
と
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

◆
年
度
途
中
も
含
め
す
べ
て
の
待

機
児
の
解
消
を 

 

京
田
辺
市
に
お
け
る
保
育
所
待

機
児
の
現
状
に
つ
い
て
も
と
り
上

げ
ま
し
た
。
京
田
辺
市
で
は
、
年
度

当
初
の
待
機
児
は
国
の
基
準
で
は

ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に

は
保
育
所
に
入
れ
な
か
っ
た
と
い

う
声
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

年
度
途
中
に
は
数
十
人
の
規
模
で

待
機
児
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

 

質
問
で
は
、
１９
〜
２１
年
度
で
保

育
所
入
所
申
込
み
を
し
な
が
ら
、
結

果
と
し
て
入
所
に
い
た
ら
な
か
っ

た
子
ど
も
の
数
を
明
ら
か
に
す
る

よ
う
求
め
、
市
当
局
か
ら
子
ど
も
の

数
に
つ
い
て
、
１９
年
度
１
１
０
人
、

２０
年
度
１
３
４
人
、
２１
年
度
１
３

８
人
、
そ
の
年
度
末
時
点
人
数
は
１９

年
度
２
７
４
人
、
２０
年
度
２
５
８

人
、
２１
年
度
は
５
月
１
日
時
点
で
１

３
６
人
、
と
報
告
が
あ
り
、
そ
の
理

由
に
つ
い
て
「
特
定
施
設
の
み
希
望

さ
れ
た
」
「
育
休
中
で
復
職
の
意
向

が
未
定
」「
他
の
施
設
へ
入
所
し
た
」

「
申
込
み
取
り
下
げ
」「
要
件
喪
失
」

な
ど
を
あ
げ
ま
し
た
。 

 

京
田
辺
市
に
お
け
る
保
育
所
待

機
児
は
、
年
度
当
初
に
国
基
準
で
は

ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
て
も
、
現
実
に
は

保
護
者
の
通
勤
の
条
件
な
ど
に
よ

っ
て
利
用
し
に
く
い
保
育
所
を
希

望
せ
ず
に
申
し
込
ん
だ
場
合
は
、
保

育
所
に
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事

例
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
う
い
う
待
機
児
や
、
年
度
途
中

で
生
じ
た
待
機
児
に
つ
い
て
再
質

問
で
は
、
そ
の
年
齢
別
の
人
数
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
大
半
は
０
̶
２
歳
児

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
解
消
に

つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
市
当
局
か

ら
は
「
今
回
の
再
編
整
備
計
画
案
で

は
、
保
育
所
機
能
を
も
つ
認
定
こ
ど

も
園
を
増
や
す
と
と
も
に
、
０
̶
２

歳
児
を
受
け
入
れ
る
小
規
模
保
育

を
増
や
し
、
そ
の
部
分
の
保
育
定
員

を
増
や
し
て
い
く
」
と
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

◆
再
編
整
備
計
画
案
へ
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て 

 

「
再
編
整
備
計
画
」
案
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

も
聞
き
、
市
当
局
か
ら
、
４
月
１５
日

〜
５
月
１４
日
の
期
間
中
に
、
２５
人

及
び
１
団
体
か
ら
延
べ
１
０
４
件

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
と
、
そ

れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
な
ど
取

り
ま
と
め
て
い
る
途
中
だ
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

質
問
で
は
、
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
対
し
て
、
単
に
市
の
考
え
を

繰
り
返
し
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
出

さ
れ
た
市
民
の
意
見
、
質
問
な
ど
、

そ
の
背
景
や
理
由
な
ど
も
よ
く
考

え
、
取
り
入
れ
る
べ
き
は
取
り
入
れ

る
、
計
画
案
も
変
更
す
べ
き
と
い
う

意
見
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
る
よ
う

に
す
べ
き
だ
。
こ
の
点
は
、
今
回
の

再
編
整
備
計
画
案
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
が
、
市
の
施
策
全
体
に
生
か
し

て
ほ
し
い
。
そ
う
で
な
い
と
市
民
か

ら
す
れ
ば
何
の
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。 

 

◆
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

を 

 

６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
は
市
内

小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
を
求
め
ま
し
た
。
質
問
で
は
国

の
財
政
支
援
策
で
あ
る
「
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
」
の
制
度
が
、
当

初
は
２０
年
度
末
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
延
長
を
求
め
る
地
方

の
声
が
多
く
の
地
方
自
治
体
で
あ
げ

ら
れ
、
京
田
辺
市
議
会
で
も
２０
年
９

月
議
会
で
「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
の
期
間
延
長
を
求
め
る
意
見
書
」

を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
政
府
に
提

出
し
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
地

方
の
声
を
受
け
、
政
府
が
こ
の
制
度

を
２１
年
度
か
ら
５
年
間
、
延
長
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、

同
制
度
を
利
用
し
、
市
内
す
べ
て
の

小
・
中
学
校
の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン

の
設
置
を
、
と
求
め
ま
し
た
。 

 

市
当
局
の
答
弁
は
「
学
校
施
設
の

中
長
期
的
な
改
修
は
、
体
育
館
も
含

め
て
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
も

と
づ
き
計
画
的
、
効
率
的
に
進
め
て

い
る
の
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
空
調

の
設
置
を
目
的
と
し
た
改
修
は
考
え

て
い
な
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
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６
月
議
会
の
最
終
本
会
議
で
、

「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
早

期
救
済
・
解
決
を
求
め
る
意
見
書
」

が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

同
意
見
書
は
、
被
害
者
の
救
済
に

つ
い
て
、
屋
外
作
業
者
や
検
討
事
項

と
さ
れ
て
い
る
国
の
責
任
以
外
に

よ
る
損
害
賠
償
、
補
償
の
在
り
方
に

つ
い
て
も
課
題
が
残
る
と
し
て
、
一

日
も
早
い
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

者
救
済
の
た
め
の
補
償
基
金
制
度

の
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。 

（
左
記
参
照
） 

 

建設アスベスト被害者の早期救済・解決を求める意見書 

 

 令和３年５月１７日、最高裁において、「建設アスベスト損害賠償請求訴訟」

について、国及び建材企業の責任を認める判決が出されたが、加えて労働基準法

上の労働者に該当しない「一人親方等」に対する国の責任を認める判断が行われ

たことは、非常に評価できるものの、「屋外作業者」に対する国の責任は、危険

性を予見することは出来なかったとして認めなかった。 

 そして、令和３年６月９日、参議院において、「特定石綿被害建設業務労働者

等に対する給付金等の支給に関する法律」が可決成立したことで、損害賠償請求

訴訟を提起することなく、金銭的な救済が図られることとなったことは、建設業

従事者のアスベスト被害者の方々にとっては長年の悲願が達成されたと大変大

きく評価できるものである。 

 しかし、すべての建設アスベスト被害者の救済について、屋外作業者、また検

討事項とされている国の責任以外による損害賠償、補償の在り方についても課題

が残っている。 

 首都圏での最初の提訴から１３年、京都での提訴からも１０年という長い月日

を費やし、志半ばで亡くなった原告も多数となっていることから、給付金の支給

については一刻も早く支給し救済されるべきである。 

 よって、一日も早い建設アスベスト被害者救済のための補償基金制度の実施を

求めるものである。 

 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

 令和３年６月３０日 

京都府京田辺市議会

 

【提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生

労働大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、内閣官房長官 

 

◆
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
の
中
止
を
求
め
る
意
見

書(

案)

は
否
決 

 

日
本
共
産
党
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
、
国
内
は

も
と
よ
り
全
世
界
的
に
終
息
し
て
い

な
い
中
で
、
五
輪
の
開
催
は
中
止
し
、

感
染
抑
止
に
す
べ
て
の
力
を
集
中
す

る
こ
と
を
求
め
た
「
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
中

止
を
求
め
る
意
見
書
」
案
を
提
案
し

ま
し
た
。 

賛
成
は
、
日

本
共
産
党
、
南

風
維
新
の
会
、

女

性

議

員

の

会
、
無
会
派
議

員

に

と

ど

ま

り
、
反
対
は
、

自
民
一
新
会
、

公
明
党
、
ネ
ク

ス
ト
京
田
辺
、

で
賛
成
少
数
で

否
決
さ
れ
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

６
月
２４
日
、
原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進
京
都
実
行
委
員
会
の

代
表
等
３
名
が
、
核
兵
器
廃
絶
の

促
進
や
被
爆
者
の
活
動
支
援
な
ど

を
求
め
て
、
京
田
辺
市
と
懇
談
を

行
い
ま
し
た
。 

             

本
年
１
月
２２
日
、
広
島
・
長
崎

の
被
爆
者
や
市
民
の
声
を
力
に
核

兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
さ
れ
、「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
に
向
け
た
歴

史
的
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
と

で
、
同
実
行
委
は
８
項
目
の
要
望

書
を
京
田
辺
市
へ
提
出
し
ま
し

た
。 

 

懇
談
で
は
、
京
田
辺
市
か
ら
総

務
部
長
と
担
当
課
長
が
出
席
し
ま

し
た
。
同
実
行
委
か
ら
は
、
核
兵

器
廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
よ
う
政
府

に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
と
訴
え
ら

れ
、
京
田
辺
市
と
し
て
、
ど
の
様

な
平
和
施
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
の
か
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

市
の
担
当
者
か
ら
は
「
市
が
加

盟
し
て
い
る
平
和
首
長
会
議
と
連

携
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期

実
現
を
め
ざ
す
署
名
活
動
を
行
っ

て
い
る
」「
平
和
展
、
戦
争
と
平
和

を
考
え
る
バ
ス
ツ
ア
ー
、
平
和
を

考
え
る
小
中
学
生
ひ
ろ
し
ま
訪
問

事
業
な
ど
、
事
業
を
計
画
し
て
い

る
」
な
ど
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

               

最
後
に
、
市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
総
務
部
長
が
代
読
し
、
同

実
行
委
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。 

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 
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（
１
）
女
性
施
策
「
生
理
の
貧
困
」

を
な
く
す
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て 経

済
的
に
生
理
用
品
を
購
入
す

る
こ
と
が
困
難
な
、
い
わ
ゆ
る
「
生

理
の
貧
困
」
と
呼
ば
れ
る
現
実
が

あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
雇

用
状
況
が
一
気
に
悪
化
し
、
ア
ル

バ
イ
ト
が
打
ち
切
ら
れ
た
大
学
生

や
パ
ー
ト
・
契
約
社
員
な
ど
不
安

定
な
雇
用
で
働
い
て
い
る
女
性
が

大
き
な
経
済
的
打
撃
を
受
け
て
い

る
。
世
帯
収
入
が
減
少
し
て
い
る

家
庭
の
子
ど
も
も
増
え
て
い
る
。

こ
の
問
題
は
単
に
経
済
的
負
担
の

軽
減
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を
め

ざ
す
視
点
か
ら
も
重
要
な
課
題
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
常
備
は

当
た
り
前
な
こ
と
と
誰
も
が
認
識

し
て
い
る
も
の
の
、
同
じ
位
置
付

け
で
あ
る
べ
き
生
理
用
品
は
、
こ

れ
ま
で
女
性
個
人
に
そ
の
経
済
的

負
担
や
心
理
的
負
担
が
強
い
ら
れ

て
き
た
。 

国
会
で
の
議
論
の
中
で
、
政
府

は
３
月
２３
日
に
生
理
用
品
の
無
償

提
供
等
に
２
０
２
０
年
度
予
備
費

か
ら
１３
億
５
千
万
円
の
支
出
を
決

定
し
た
。
ま
た
政
府
男
女
共
同
参

画
会
議
は
６
月
１
日
に
了
承
し
た

「
女
性
活
躍
・
男
女
共
同
参
画
の

重
点
方
針
２
０
２
１
」
で
、「
経
済

的
な
理
由
で
生
理
用
品
を
購
入
で

き
な
い
と
い
う
生
理
の
貧
困
の
顕

在
化
は
、
女
性
や
子
ど
も
の
健
康

と
尊
厳
に
か
か
わ
る
重
要
課
題
と

位
置
づ
け
る
。
自
治
体
が
行
う
生

理
用
品
の
提
供
を
、
地
域
女
性
活
躍

推
進
交
付
金
に
よ
り
支
援
し
、
生
理

用
品
の
提
供
を
き
っ
か
け
と
し
て

貧
困
に
あ
る
女
性
や
子
ど
も
に
寄

り
添
っ
た
相
談
支
援
を
行
う
。
ま

た
、
地
域
子
供
の
未
来
応
援
交
付
金

も
活
用
し
て
子
ど
も
の
支
援
に
結

び
つ
け
る
こ
と
や
学
校
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
、
福
祉
事
務
所
な
ど
で
生
理
用

品
の
提
供
が
進
む
よ
う
文
科
省
や

厚
労
省
、
内
閣
府
が
連
携
す
る
」
と

し
て
い
る
。 

 

質
問 

今
、
政
府
か
ら
の
財
政
的
支

援
等
を
活
用
し
て
、
全
国
で
２
５

５
の
自
治
体
を
超
え
て
取
り
組

み
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
市
で
も

更
新
時
期
を
迎
え
る
防
災
備
蓄

品
の
活
用
等
も
含
み
、
生
活
が
困

窮
す
る
方
へ
の
生
理
用
品
の
無

料
配
布
、
公
共
施
設
の
窓
口
や
ト

イ
レ
へ
の
設
置
を
。 

危
機
管
理
監 

備
蓄
品
の
生
理
用

品
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
更
新

時
期
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
各

小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所

で
活
用
で
き
る
よ
う
１
０
０
〜

２
０
０
個
ず
つ
、
令
和
２
年
１１
月

２
日
に
届
け
て
い
る
。 

市
民
部
長 

孤
独
、
孤
立
で
不
安
を

抱
え
る
女
性
が
社
会
と
の
絆
、
つ

な
が
り
を
回
復
が
で
き
る
貧
困

対
策
は
重
要
な
こ
と
で
、
生
理
用

品
の
提
供
と
い
う
の
は
一
定
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

質
問 

コ
ロ
ナ
禍
で
少
し
で
も
支

援
を
と
市
民
の
方
々
が
取
り
組

ま
れ
て
い
る
食
料
や
日
常
用
品
の

支
援
活
動
な
ど
で
も
生
理
用
品
の

提
供
が
で
き
る
よ
う
、
市
と
し
て
も

支
援
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

今
後
、
防
災
備
蓄
品

の
更
新
時
期
に
は
市
民
団
体
や
関

係
部
署
と
協
議
し
、
食
料
支
援
と

合
わ
せ
た
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
検
討
す
る
。 

 

質
問 
市
立
小
・
中
学
校
に
お
い
て
も

保
健
室
で
の
提
供
だ
け
で
な
く
自

由
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
、
女
子

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
常
備
設
置

を
。
４
月
１４
日
に
文
科
省
か
ら
も

「
手
に
取
り
や
す
い
場
所
、
保
健

室
の
ほ
か
に
も
」
等
付
け
加
え
た

通
知
が
で
て
い
る
。
政
府
調
査
で

学
校
配
布
が
９５
自
治
体
、
学
校
ト

イ
レ
設
置
が
１３
自
治
体
と
な
っ
て

い
る
。
本
市
で
は
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。 

教
育
部
長 

衛
生
面
等
の
観
点
か
ら
、

管
理
の
行
き
届
き
に
く
い
と
こ
ろ

 
 
 
 
 
 
 
 

に
配
置
す
る
こ
と
は
困
難
。
保
健

室
に
お
い
て
養
護
教
諭
を
通
し

て
提
供
。
昨
年
に
提
供
さ
れ
た
備

蓄
品
は
保
健
室
で
管
理
。
女
生

徒
・
児
童
は
小
学
校
５
、
６
年
生

で
約
７
０
０
人
、
中
学
校
は
約
９

８
０
人
。
保
健
室
で
の
利
用
は
、

月
１
件
か
ら
２
件
。 

教
育
長 

児
童
・
生
徒
が
申
し
出
や

す
い
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
。
教

職
員
が
児
童
・
生
徒
に
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
こ
と
も
含
め
て
し
っ
か

り
と
教
育
を
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
大
切
。
文
科
省
の
通
知

は
、
義
務
で
は
な
い
。
市
教
育
委

員
会
と
し
て
検
討
し
た
結
果
、
本

当
に
必
要
な
児
童
・
生
徒
に
行
き

渡
る
よ
う
に
、
衛
生
用
品
の
適
切

な
管
理
の
観
点
か
ら
今
後
も
手

渡
し
で
行
う
。 

 

▼
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う

に
、
生
理
用
品
に
つ
い
て
も
当
た

り
前
に
利
用
で
き
る
。
必
要
な
も

の
を
必
要
な
と
こ
ろ
に
置
い
て

お
く
。
当
た
り
前
に
話
せ
る
よ
う

な
環
境
、
社
会
が
必
要
。 

  

（
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
お
け
る
障
が
い
者
、
高
齢
者
へ
の

適
切
な
対
応
に
つ
い
て 

３
月
３
日
付
で
、
厚
労
省
か
ら

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
予
防
接
種
に
関
す
る
合
理

的
配
慮
の
提
供
に
つ
い
て
」
と
い
う

通
知
が
出
さ
れ
た
。
例
を
示
し
、

各
々
の
障
が
い
特
性
を
踏
ま
え
適

切
な
配
慮
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
衛

生
部
局
や
障
害
保
健
福
祉
部
局
等

の
連
携
を
図
る
、
ま
た
提
供
に
当
た

っ
て
は
、
地
域
の
関
係
機
関
と
も
連

携
を
図
る
よ
う
要
請
を
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。 

質
問 

相
談
体
制
の
確
保
や
情
報

周
知
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
今
回
、
視
覚
障
が
い
者

の
方
の
と
こ
ろ
へ
の
通
知
で
点

字
記
載
が
な
か
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
京
都
府
内
で
も
点
字
や

音
声
デ
ー
タ
で
届
け
ら
れ
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。
分
か
り
や
す

く
、
納
得
で
き
る
よ
う
な
通
知
の

出
し
方
の
取
り
組
み
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

聴
覚
障
害
者
協

会
や
難
聴
者
協
会
を
通
じ
周
知

を
行
い
、
接
種
を
希
望
す
る
方
に

予
約
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
視
覚

障
が
い
者
の
方
に
、
点
字
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
は
時
間
的
に
も
難

し
か
っ
た
。
市
か
ら
の
通
知
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
よ
う

な
対
応
の
封
筒
に
は
変
え
た
に

と
ど
ま
っ
た
。 

 

質
問 

相
談
窓
口
が
、
障
が
い
や
基

礎
疾
患
を
持
た
れ
て
い
る
方
々

の
不
安
を
解
決
で
き
る
よ
う
な

体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
で
し
っ
か
り
答
え

ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
の
か
。 

健
康
福
祉
部
長 

市
で
一
括
し
て

把
握
が
で
き
る
と
い
う
状
況
で

は
現
在
な
い
と
い
う
の
が
実
情
。

今
後
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
対
応

す
る
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難

し
い
状
況
に
な
っ
て
い
く
。 

 

質
問 

接
種
時
等
に
お
け
る
障
が

い
特
性
を
考
慮
し
た
対
応
は
で

き
て
い
る
の
か
。
公
的
な
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
よ
る
支
援
（
居
宅
介

護
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
、

行
動
援
護
、
移
動
支
援
、
遠
隔
手

話
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
意
思
疎

通
支
援
事
業
等
）
が
円
滑
・
柔
軟

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
配
慮
を
。

健
康
福
祉
部
長 

接
種
当
日
は
、
聴

覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
、
難
聴
の

あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
手
話
通
訳

派
遣
、
要
約
筆
記
派
遣
を
行
い
、

対
応
し
て
い
る
。
居
宅
介
護
、
重

度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
、
行
動

援
護
、
移
動
支
援
は
、
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
算
定
が
可
能
で
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
対
応
し
て
い

る
。 

 

質
問 

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
、
独

居
の
高
齢
者
の
方
々
の
中
に
、
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
残
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の

か
。
対
策
は
ど
う
い
う
形
で
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。 

健
康
福
祉
部
長 

予
約
の
中
に
障
が

い
の
あ
る
方
や
独
居
の
方
が
ど
の

程
度
お
ら
れ
る
の
か
、
な
か
な
か

把
握
が
で
き
て
い
な
い
状
況
。
今
、

独
居
の
方
や
寝
た
き
り
の
方
で
集

団
接
種
に
お
越
し
い
た
だ
け
な
い

と
い
う
方
の
把
握
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、
そ
こ
へ
の
接
種
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
か
と
い
う
の
は

こ
れ
か
ら
の
課
題
。 

 

▼
思
っ
て
い
て
も
で
き
な
い
人
を
残

さ
な
い
よ
う
に
、
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
が
大
事
。
本
当
に
声

が
上
げ
ら
れ
な
い
人
の
声
を
ど
う

聞
く
の
か
、
そ
う
い
う
人
を
残
さ

な
い
よ
う
な
取
り
組
み
に
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１３１４号  ２０２１年７月１８日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

６
月
２２
日
に
総
務
常
任
委
員
会

が
開
か
れ
、
議
案
、
補
正
予
算
の
審

議
、
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
議
案
、
主
な
補
正
予
算
の
審
議

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

（
１
）
議
案
審
議 

◆
京
田
辺
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て 

 

地
方
税
法
の
改
正
す
る
法
律
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市
税
条

例
に
つ
い
て
も
非
課
税
限
度
額
に

お
け
る
国
外
居
住
親
族
の
取
り
扱

い
の
見
直
し
が
さ
れ
た
も
の
。 

内
容
は
、
国
外
居
住
親
族
の
扶
養

控
除
な
ど
の
適
用
範
囲
を
１
６
歳

未
満
と
年
齢
要
件
等
を
加
え
た
も

の
。
委
員
会
審
議
で
は
、
「
現
在
、

こ
の
要
件
に
当
た
る
人
は
何
人
あ

る
の
か
、
市
民
負
担
の
影
響
は
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
税
収
へ
の
影
響

は
ど
う
か
」
と
い
う
質
疑
が
あ
り
、

「
今
後
も
留
学
生
、
障
が
い
者
等
は

控
除
対
象
扶
養
親
族
に
な
る
。
国
外

居
住
者
親
族
の
人
数
は
現
在
、
把
握

は
で
き
て
い
な
い
、
今
後
調
査
す

る
。
税
収
へ
の
大
き
な
影
響
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
税
制
を
５
年
間
延
長
す
る
も
の

と
の
見
直
し
で
、
審
議
で
「
何
人
の

利
用
が
あ
る
の
か
」
と
の
問
い
に

「
令
和
２
年
度
、
申
請
者
は
全
体
の

０･

３
６
％
で
あ
り
、
全
国
的
に
は

０･

３
９
％
で
ほ
ぼ
同
じ
利
用
状
況

で
あ
る
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
採
決
は
賛
成
と
し
ま
し
た
。 

（
２
）
２
０
２
１
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
） 

①
京
田
辺
市
立
（
仮
称
）
南
部
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
費 

（
９
４
，
４
８
４
千
円
） 

整
備
概
要
に
つ
い
て
は
、
５
月
２７

日
に
行
わ
れ
た
総
務
常
任
委
員
協

議
会
で
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

施
設
は
、
旧
南
都
銀
行
三
山
木
出

張
所
を
賃
貸
し
改
修
す
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
、
生
活
文
化
の

向
上
、
福
祉
及
び
健
康
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

・
概
要
：
総
事
業
費
９
８
，
２
８
２

千
円 

建
物
：
鉄
骨
造
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板

葺
（
築
１１
年
）
５
１
８
㎡
２

階
建
て 

土
地
：
宅
地
６
６
１
㎡
駐
車
場
１０

台 
 
 
 
 

期
間
：
２
０
２
１
年
１０
月
か
ら

１０
年
間 

賃
借
料
：
月
額
９９
万
円
（
税
込
み
） 

・
財
源
：
地
方
創
生
推
進
交
付
金
４

９
，
０
９
６
千
円
、
一
般

財
源
４
０
，
７
８
５
千
円 

・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

６
月
：
機
能
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ 

 
 
 

プ 

７
月
：
整
備
方
針
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト 

１０
月
：
設
置
条
例
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト 

２
０
２
２
年
２
月
頃
プ
レ
オ
ー
プ

ン
、
４
月
オ
ー
プ
ン 

・
施
設
で
実
施
す
る
事
業
： 

①
学

習
会
及
び
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
②
講
習
会
・
研
究
会
・
展

示
会
、
③
地
域
の
交
流
及
び
連
携

の
促
進
に
関
す
る
事
業
。 

【
１
階
】 

✧
執
務
ス
ペ
ー
ス
…
受
付
カ
ウ
ン

タ
ー
、
市
民
活
動
の
情
報
提
供
、

市
立
図
書
館
図
書
の
収
受
機
能
。

✧
図
書
交
流
ス
ペ
ー
ス
…
本
に
親

し
め
る
環
境
や
、
本
を
通
じ
た
交

流
を
促
進
す
る
。 

✧
展
示
発
表
ス
ペ
ー
ス
…
創
作
活

動
を
す
る
人
の
作
品
発
表
、
ク
ラ

フ
ト
教
室
な
ど
文
化
活
動
の
促

進
を
図
る
。 

✧
子
ど
も
向
け
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

…
絵
本
や
お
も
ち
ゃ
の
配
置
、
工

作
教
室
な
ど
多
目
的
に
利
用
す

る
。 

【
２
階
】
多
目
的
ス
ペ
ー
ス 

審
議
の
中
で
、
「
図
書
館
機
能
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
活
用
し
て
持

て
な
い
か
」
「
地
域
的
に
も
広
い
の

で
、
駐
車
場
の
増
設
を
」
の
要
望
に
、

市
か
ら
「
図
書
館
機
能
は
な
い
が
、

本
の
貸
し
出
し
返
却
は
で
き
る
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
に
す
る
。
駐
車
場
は
今
後
、
周
辺
で

１０
〜
１５
台
確
保
し
て
い
く
。
ま
た
、

６
月
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
市
民
か
ら
参
考
に
す
べ
き
新
し
い

視
点
で
の
意
見
が
出
さ
れ
た
の
で
検

討
し
て
い
く
。
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

②
防
災
施
設
整
備
費 

（
１
６
４
，
３
１
６
千
円
）

防
災
広
場
建
設
に
関
わ
る
土
地
の

取
得
に
つ
い
て
の
補
正 

・
取
得
用
地
は
１４
筆
：
１
，
７
７
１
，

８
４
５
㎡ 

・
用
地
買
収
費
の
財
源
：
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
等
を
活
用 

国
庫
支
出
金
３
０
，
３
５
５
千
円 

地
方
債
１
０
７
，
５
０
０
千
円 

一
般
財
源
２
６
，
４
６
１
千
円 

                 

審
議
の
中
で
、「
進
捗
状
況
は
」「
取

得
経
費
は
」
の
問
い
に
、
市
か
ら
「
全

体
の
用
地
の
９
割
で
、
５４
筆
中
５０
筆

ま
で
取
得
し
て
い
る
。
取
得
金
額
は
予

定
額
で
ほ
ぼ
進
ん
で
い
る
が
、
今
回
２

筆
で
予
算
額
を
超
え
る
。
今
後
も
予
算

額
で
努
力
す
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

２
０
２
１
年
度
３
月
ま
で
に
基
本

設
計
、
２
０
２
２
年
度
４
月
に
造
成

計
画
、
２３･

２４
年
度
に
造
成
予
定
で

あ
る
。」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

③
債
務
負
担
行
為
補
正 

田
辺
公
園
プ
ー
ル
指
定
管
理
料 

（
２
９
５
，
０
０
０
千
円
） 

有
料
公
園
施
設
等
指
定
管
理
料

（
２
４
０
，
０
０
０
千
円
） 

実
質
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
２
０

２
７
年
度
、
５
年
間
の
管
理
料
の
債

務
負
担
行
為
補
正
で
あ
る
。 

審
議
の
中
で
、
「
管
理
料
が
今
ま

で
よ
り
高
い
の
で
は
な
い
か
」
「
就

業
保
障
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
の

か
」
の
問
い
に
、
市
か
ら
「
コ
ロ
ナ

禍
で
の
施
設
管
理
へ
の
影
響
も
考

慮
し
て
提
案
し
た
。
休
業
補
償
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
」
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１３１６号  ２０２１年８月１日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

６
月
１８
日
に
文
教
福
祉
常
任

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
同
常
任
委

員
会
で
所
管
さ
れ
る
議
案
審
査
と

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
・
３
号
）
が
行
わ
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。
な
お
、
日
本
共
産

党
か
ら
は
、
岡
本
り
ょ
う
い
ち
議

員(

委
員
長)

が
委
員
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
委
員
長
は
採
決
に
加
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

（
１
）
議
案
に
つ
い
て 

◆
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
居

宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
…
全
員
賛
成
で

可
決 

 

【
説
明
】 

一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
に
対
し
て
、
新
た
に
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
届
け
出
義
務
を
規
定

す
る
も
の
。
こ
の
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を

事
業
所
単
位
で
抽
出
し
て
、
点

検
・
検
証
す
る
仕
組
み
を
新
た
に

導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 【
点
検
・
検
証
の
方
法
】 

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
要
介
護
度
の
区
分
に
よ
っ
て
、

一
カ
月
に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

の
支
給
限
度
基
準
額
が
決
め
ら
れ

て
い
る
。 

こ
の
基
準
額
の
利
用
割
合
が
高

く
、
訪
問
介
護
が
利
用
サ
ー
ビ
ス

の
大
部
分
を
占
め
る
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
事
業
所
を
抽
出
し

て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
提
出
を
求
め

る
。 ケ

ア
プ
ラ
ン
の
提
出
を
求
め
ら

れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
そ

の
プ
ラ
ン
の
妥
当
性
を
自
ら
検
討

し
、
訪
問
介
護
が
必
要
な
理
由
等

を
記
載
し
た
上
で
、
そ
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
提
出
す
る
。
ま
た
、
市
で

は
提
出
の
あ
っ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

点
検
・
検
証
し
て
利
用
者
の
自
立

支
援
や
重
度
化
防
止
の
観
点
か
ら

必
要
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
事
業

所
に
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
是
正
を
促

す
こ
と
と
な
る
。 

 

【
対
象
と
な
る
事
業
所
】 

訪
問
介
護
の
中
で
も
特
に
掃
除

や
調
理
と
い
っ
た
生
活
援
助
中
心

の
割
合
が
高
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
多

く
作
成
し
て
い
る
よ
う
な
事
業
所

と
な
る
見
込
み
だ
が
、
そ
の
具
体

的
な
基
準
な
ど
は
、
今
後
、
国
か

ら
示
さ
れ
る
。 

  

（
２
）
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
・
３
号
） 

問 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
接

種
事
業
に
つ
い
て
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
機
能
は
ど
の
く
ら
い
増

設
す
る
の
か
。 

 

健
康
福
祉
部
副
部
長 

コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
８
回
線

を
２０
回
線
に
増
や
し
て
対
応
す

る
。
ま
た
高
齢
者
の
場
合
は
、

ネ
ッ
ト
予
約
を
受
け
付
け
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
ネ
ッ
ト
予
約
も
同

時
に
行
う
。 

 問 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
接
種

委
託
料
の
内
容
は
。 

 

健
康
推
進
課
長 

委
託
単
価
に
つ
い

て
は
、
１
件
当
た
り
２
２
７
７
円

（
税
込
）
で
あ
る
。
国
か
ら
通
知

が
あ
り
、
土
日
な
ど
病
院
が
休
日

で
あ
る
時
に
実
施
さ
れ
た
場
合

は
、
単
価
４
６
２
０
円
（
税
込
）

に
な
る
。
ま
た
個
別
の
医
療
機
関

で
週
１
０
０
回
以
上
接
種
さ
れ
る

と
こ
ろ
に
は
、
プ
ラ
ス
３
０
０
０

円
を
上
乗
せ
す
る
。 

当
初
の
予
定
と
し
て
は
、
高
齢

者
の
実
施
率
が
６５
％
と
想
定
し
て

い
た
の
で
、
そ
れ
を
８５
％
に
引
き

上
げ
た
分
に
伴
う
委
託
料
の
増
額

と
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６
月
議
会
の
建
設
経
済
常
任
委

員
会
で
審
議
し
た
の
は
、
市
道
認
定

議
案
１
つ
だ
け
で
し
た
。
今
回
、
議

案
と
し
て
提
案
さ
れ
た
の
は
、
市
南

部
地
域
で
新
た
に
宅
地
開
発
さ
れ

た
区
域
（
お
お
よ
そ
幅
３０
ｍ
、
奥

行
き
９０
ｍ
の
細
長
い
長
方
形
の
区

域
）
で
、
そ
の
奥
に
転
回
広
場
を
設

け
た
「
行
止
り
」
形
状
の
道
路
で
す
。

 

審
議
で
は
、
「
行
止
り
」
道
路
は

防
災
面
か
ら
課
題
の
あ
る
こ
と
を

示
し
、
京
田
辺
市
と
し
て
宅
地
開
発

６
月
議
会
の
建
設
経
済
常
任
委

員
協
議
会
も
開
か
れ
、
「
可
燃
ご
み

広
域
処
理
施
設
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
」
報
告
を
受
け
ま
し

た
。 

 

こ
の
場
で
青
木
こ
う
じ
ろ
う
議

員
は
、
事
業
主
体
と
な
る
枚
方
京
田

辺
環
境
施
設
組
合
の
今
年
２
月
の

定
例
議
会
で
、
２１
年
度
予
算
が
可

決
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
新
ご
み
焼
却

場
予
算
と
し
て
約
１
８
１
億
５
千

万
円
が
見
積
も
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
、
こ
の
費
用
見
積
り
に
よ
る

と
京
田
辺
市
の
費
用
負
担
分
が
約

３１
億
７
千
万
円
に
の
ぼ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
そ
う
な
る
と
２
０
１
４
年

に
将
来
的
な
ご
み
処
理
業
務
を
、
京

田
辺
市
単
独
で
行
う
か
、
枚
方
市
と

共
同
で
行
う
か
を
比
較
検
討
し
た

「
ご
み
処
理
施
設
基
本
構
想
」
で
試

算
し
た
共
同
で
行
う
場
合
の
京
田

に
あ
た
り
事
業
者
に
行
止
り
道
路

を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
指
導
す
べ

き
だ
と
指
摘
し
、
そ
の
経
過
を
明
ら

か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

市
当
局
か
ら
は
「
通
り
抜
け
る
道

路
を
つ
く
る
よ
う
指
導
し
て
い

る
。
」、
「
基
本
的
に
行
止
り
道
路
を

避
け
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。
事

業
性
の
観
点
か
ら
業
者
が
判
断
し

た
。」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

な
お
審
議
で
は
、
今
回
は
１
本
の

道
路
に
向
き
合
う
形
で
２
列
の
住

宅
が
並
ん
で
い
る
が
、
住
宅
を
１
列

に
し
、
そ
の
外
周
に
通
り
抜
け
ら
れ

る
よ
う
な
道
路
を
配
置
す
る
、
あ
る

い
は
宅
地
開
発
面
積
を
広
げ
道
路
を

整
備
す
る
な
ど
の
方
法
も
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
今
後
も
宅
地
開
発
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
指
導
を
し
っ

か
り
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

議
案
の
採
決
で
は
、
反
対
し
た
の

は
日
本
共
産
党
議
員
団
だ
け
で
、
賛

成
多
数
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。 

辺
市
の
建
設
費
用
負
担
（
約
１８
億

５
千
万
円
）
を
大
き
く
上
回
り
、
同

「
基
本
構
想
」
で
示
さ
れ
た
単
独
の

場
合
の
費
用
負
担
（
約
２７
億
円
）

も
上
回
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
基
本

構
想
」
で
は
経
済
性
か
ら
も
共
同
の

方
が
有
利
だ
と
し
た
根
拠
が
崩
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
、
市
当
局
の
見

解
を
質
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
す
る
市
当
局
の
説
明

は
、
「
環
境
省
の
指
針
で
は
、
処
理

能
力
が
２
倍
に
な
っ
て
も
コ
ス
ト

は
１
・
５２
倍
で
済
む
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
共
同
で
処
理

し
た
方
が
、
コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
経

済
性
に
優
れ
て
い
る
と
な
っ
て
い

る
。
た
だ
、
基
本
構
想
で
は
策
定
時

に
具
体
例
を
示
し
た
方
が
良
い
と

委
員
か
ら
指
摘
が
あ
り
、
寝
屋
川
市

の
施
設
を
参
考
に
建
設
費
用
を
比

較
し
た
も
の
。
環
境
省
の
指
針
に
そ

え
ば
経
済
性
で
も
問
題
は
な
い
。」
と

い
う
も
の
で
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
青
木
議
員
は
「
具
体
的

な
費
用
が
明
ら
か
に
な
っ
た
段
階
で
、

改
め
て
過
去
の
方
針
を
検
証
し
、
現
在

の
課
題
に
対
応
す
べ
き
だ
。
新
焼
却
場

建
設
で
は
、
用
地
買
収
費
用
と
粗
造
成

費
用
を
す
べ
て
京
田
辺
市
が
負
担
し
、

さ
ら
に
完
成
後
の
運
営
費
用
で
も
、
総

費
用
の
１
割
は
京
田
辺
市
と
枚
方
市

が
折
半
し
、
残
る
９
割
が
ご
み
排
出
量

比
に
す
る
と
な
っ
て
お
り
、
京
田
辺
市

の
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
。
共
同
で

処
理
し
た
方
が
経
済
性
か
ら
も
優
れ

て
い
る
と
い
う
根
拠
が
な
く
な
っ
た

以
上
、
枚
方
市
と
の
費
用
負
担
の
あ
り

方
を
見
直
す
べ
き
だ
。
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。 
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７
月
６
日
に
開
か
れ
た
文
教
福

祉
常
任
委
員
協
議
会
で
、
「
第
１
期

京
田
辺
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編

整
備
計
画
（
案
）
の
策
定
に
係
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果
」
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概

要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

 

（
１
）
計
画
策
定
の
趣
旨
説
明 

京
田
辺
市
で
は
、
多
様
化
す
る
教

育
・
保
育
ニ
ー
ズ
や
今
後
の
就
園
状

況
の
推
移
、
更
に
は
小
学
校
へ
の
円

滑
な
接
続
な
ど
と
い
っ
た
課
題
に

対
応
し
、
京
田
辺
で
育
つ
子
ど
も
た

ち
が
き
ら
き
ら
と
輝
く
ま
ち
を
創

っ
て
い
く
た
め
、
平
成
２９
年
９
月

に
「
こ
ど
も
輝
く
京
田
辺
の
実
現
に

向
け
た
基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
こ

れ
ま
で
民
間
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
の
整
備
や
市
立
幼
稚
園
保

育
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
幼
保
の

窓
口
を
一
元
化
す
る
市
組
織
機
構

の
再
編
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。 

基
本
方
針
で
は
、
北
部
・
中
部
・

南
部
の
生
活
圏
ご
と
に
市
立
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
配
置
し

た
上
で
、
小
学
校
区
を
基
本
に
市
立

幼
稚
園
・
保
育
所
の
再
編
・
集
約
を

進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
具
体
化
す
る
た
め
、「
第
１
期
京

田
辺
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
整

備
計
画
」
を
策
定
す
る
も
の
で
あ

る
。 

 

（
２
）
計
画
の
位
置
付
け
及
び
期
間

 

基
本
方
針
の
実
行
計
画
と
し
て

位
置
付
け
、
計
画
期
間
は
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
５
年

間
と
す
る
。
ま
た
、
本
市
の
最
上
位

計
画
で
あ
る
「
第
４
次
京
田
辺
総
合

計
画
」
の
方
向
性
を
踏
ま
え
る
と
と

も
に
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
ニ
ー

ズ
と
そ
の
確
保
方
策
を
定
め
る
「
第

２
期
京
田
辺
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
計
画
」
及
び
「
京
田
辺
市
学
校
施

設
長
寿
命
化
計
画
」
と
の
整
合
を
図

る
も
の
と
す
る
。 

 

（
３
）
パ
ブ
コ
メ
結
果
の
説
明 

４
月
１５
日
〜
５
月
１４
日
ま
で
の

１
か
月
間
実
施
し
た
と
こ
ろ
２６
名

の
方
か
ら
、
計
１
０
４
件
の
ご
意
見

を
頂
い
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
の
対
応

に
関
し
て
は
、
４
つ
に
区
分
し
て
い

る
。 

①
計
画
に
追
加
ま
た
は
修
正
す
る

も
の
…
２７
件 

②
計
画
に
趣
旨
を
記
載
済
み
の
も

の
…
１２
件 

③
計
画
の
実
施
段
階
で
参
考
と
す

る
も
の
…
１９
件 

④
そ
の
他
…
４６
件 

 

◆
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
に
つ
い
て 

【
意
見
の
概
要
】 

「
現
在
３
歳
児
が
９
名
で
す
が
、

来
年
度
の
入
園
児
が
１０
名
を
下
回

っ
た
場
合
は
、
即
刻
次
年
度
の
園
児

募
集
停
止
に
な
る
の
で
す
か
。
」
、

「
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
い
園
児

数
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
お
得
感
で

私
立
の
幼
稚
園
に
流
れ
た
だ
け
で
、

一
時
的
な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
園
児
数
が
１０
名
を
下
回
っ
た

と
し
て
も
、
あ
と
３
〜
４
年
は
様
子

を
見
て
頂
く
こ
と
は
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
。
」 

 

【
意
見
を
踏
ま
え
た
修
正
】 

◇
同
計
画
修
正
前
…
松
井
ケ
丘
幼
稚

園
は
、
現
施
設
で
幼
稚
園
と
し
て

の
運
営
を
継
続
し
ま
す
。
た
だ
し
、

園
児
数
の
減
少
が
続
き
、
集
団
教

育
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、（
仮

称
）
大
住
こ
ど
も
園
に
統
合
し
ま

す
。 

 

◇
同
計
画
修
正
後
…
松
井
ケ
丘
幼
稚

園
は
、
現
施
設
で
幼
稚
園
と
し
て

の
運
営
を
継
続
し
ま
す
。
な
お
、

計
画
期
間
中
に
園
児
数
の
減
少
に

よ
り
集
団
教
育
が
困
難
と
な
っ
た

場
合
は
、
就
学
前
児
童
数
の
動
向

等
も
踏
ま
え
て
、
今
後
の
統
合
等

を
検
討
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

問 

再
編
整
備
計
画
（
案
）
で
は
、

「
連
続
す
る
複
数
の
学
年
が

１０

人
未
満
と
な
っ
た
場
合
に
、
他
園

と
の
統
合
を
検
討
す
る
」
と
な
っ

て
い
た
が
、
パ
ブ
コ
メ
の
意
見
を

反
映
さ
せ
て
、
連
続
し
て
複
数
の

学
年
が
１０

人
未
満
と
な
っ
て
も

機
械
的
に
統
合
は
し
な
い
と
い
う

こ
と
か
。 

輝
く
こ
ど
も
未
来
室
企
画
係
長 

来

年
度
、
１０
人
未
満
に
な
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
直
ち
に
統
合
す
る
こ

と
は
な
い
。 

 

問 

計
画
期
間
中
の
５
年
間
、
令
和

７
年
度
末
ま
で
は
、
少
な
く
と
も

統
合
せ
ず
に
継
続
す
る
と
い
う
こ

と
か
。 

輝
く
こ
ど
も
未
来
室
企
画
係
長 

そ

の
通
り
で
あ
る
。 

 

問 

今
後
、
統
合
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
末
時
点
に
お
い
て
、
就

学
前
児
童
数
の
動
向
も
踏
ま
え
て

検
討
さ
れ
る
の
か
。 

輝
く
こ
ど
も
未
来
室
企
画
係
長 

い

ま
は
、
第
１
期
の
再
編
整
備
計
画

な
の
で
、
次
は
第
２
期
再
編
整
備

計
画
を
策
定
す
る
時
に
ど
う
す
る

の
か
考
え
る
こ
と
に
な
る
。 

  

◆
田
辺
幼
稚
園
に
つ
い
て 

【
意
見
の
概
要
】 

「
２
年
後
に
下
の
子
ど
も
が
入
園

す
る
つ
も
り
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

別
々
の
幼
稚
園
に
通
わ
せ
る
こ
と
に

な
る
。
」、「
令
和
５
年
度
か
ら
募
集
停

止
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
も
突
然
で

説
明
不
足
で
す
。
令
和
５
年
度
の
入

園
児
も
卒
業
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

て
ほ
し
い
。」 

【
意
見
を
踏
ま
え
た
修
正
】 

兄
弟
が
同
時
期
に
別
々
の
幼
稚

園
に
通
う
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い

の
で
、
意
見
を
踏
ま
え
１
年
延
長
す

る
こ
と
と
し
、
令
和
６
年
度
か
ら
園

児
募
集
を
停
止
し
、
令
和
８
年
度
か

ら
の
休
園
す
る
。 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

は
、
こ
れ
ま
で
国
が
進
め
て
き
た
医

療
提
供
体
制
改
革
や
公
衆
衛
生
政

策
、
そ
し
て
保
健
政
策
な
ど
様
々
な

問
題
点
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

今
、
感
染
力
を
増
し
た
変
異
株
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
、

住
民
の
い
の
ち
・
暮
ら
し
・
生
業
と

雇
用
が
さ
ら
に
危
う
く
な
り
、
非
正

規
労
働
者
、
女
性
や
青
年
学
生
、
中

小
業
者
な
ど
多
く
の
住
民
か
ら
い
の

ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
対
策
を

求
め
る
切
実
な
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
時
に
政
府
は
、
病
床
削

減
法
や
７５
歳
以
上
の
医
療
費
の
窓

口
負
担
を
２
倍
化
す
る
法
律
を
強
行

し
ま
し
た
。
深
刻
化
す
る
医
療
崩
壊

を
ど
う
や
っ
て
食
い
止
め
る
か
な
ど

国
民
の
命
に
直
結
す
る
課
題
が
山
積

み
で
す
。 

７
月
１７
日
（
土
）
、
京
田
辺
社
会

保
障
推
進
協
議
会
の
設
立
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

            

憲
法
に
も
と
づ
く
社
会
保
障
制
度

を
拡
大
・
充
実
さ
せ
、
市
民
の
生
活

と
健
康
を
守
る
た
め
の
諸
活
動
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
京
田
辺
地

域
で
も
様
々
な
団
体
や
個
人
が
力
あ

わ
せ
て
取
り
組
も
う
と
結
成
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

総
会
で
は
、
設
立
へ
の
経
過
報
告
、

会
則
と
今
後
１
年
間
の
活
動
方
針
、

予
算
、
役
員
体
制
が
準
備
会
か
ら
提

案
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、
運
動
の

取
り
組
み
や
会
へ
の
期
待
な
ど
意
見

交
流
の
後
、
全
員
賛
成
で
「
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。
当
日
の
総
会
で
は
、

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
団
長
の
青

木
議
員
か
ら
「
京
田
辺
市
の
国
保
」

を
テ
ー
マ
に
報
告
も
行
わ
れ
ま
し

た
。 

※８月２２日㈰、京田辺市社会福祉センターで

午前１０時から開催予定でした「北陸新幹線京

都南伸計画を考える」学習会は、当面中止しま
すので、ご了承ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
社
保
協
）

は
、
全
国
組
織
で
あ
り
、
都
道
府
県
や

市
町
村
に
社
会
保
障
制
度
の
改
善
を
め

ざ
し
て
、
労
働
組
合
、
医
療
、
福
祉
関

連
の
諸
団
体
、
女
性
団
体
な
ど
の
組
織

が
集
ま
っ
て
、
協
同
し
て
運
動
を
す
す

め
る
た
め
つ
く
ら
れ
て
い
る
組
織
で

す
。
京
田
辺
地
域
で
も
こ
れ
ま
で
も

個
々
の
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
を
も

っ
て
、
市
へ
の
申
入
れ
や
交
渉
な
ど
し

て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
協
同

し
て
社
会
保
障
推
進
の
運
動
を
継
続
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
相
互
の
交
流

や
学
習
、
ま
た
住
民
の
相
談
活
動
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。８
団
体
の
参
加
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

 

総
会
に
引
き
続
き
、
京
都
府
立
大
学

公
共
政
策
学
部
准
教
授
の
村
田
隆
史
さ

ん
を
講
師
に
招
い
て
、「
社
会
保
障
改
革

の
現
状
と
対
抗
課
題
〜
人
権
と
し
て
の

社
会
保
障
を
掲
げ
る
意
義
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
学
習
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

              

村
田
さ
ん
の
お
話
は
、
日
本
の
貧
困

問
題
の
深
刻
化
と
強
ま
る
自
己
責
任

論
、
多
く
の
人
が
リ
ス
ク
を
感
じ
、
他

者
を
思
い
や
れ
な
い
環
境
に
陥
っ
て
い

る
、
そ
の
上
で
コ
ロ
ナ
禍
の
負
担
が
押

し
寄
せ
る
。
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ

た
番
組
を
見
て
も
「
待
っ
た
な
し
！

子
ど
も
の
貧
困
対
策
」
「
あ
し
た
が

見
え
な
い
〜
深
刻
化
す
る
若
年
女

性
の
貧
困
」「
老
人
漂
流
社
会 

団
塊

世
代 

し
の
び
寄
る
老
後
破
産
」「
奨

学
金
破
産
の
衝
撃 

若
者
が
…
家
族

が
…
」
と
全
世
代
に
広
が
る
貧
困
と

拡
大
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
そ
ん
な

状
況
下
で
政
府
が
進
め
る
今
日
の

社
会
保
障
改
革
の
特
徴
に
つ
い
て

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
わ
か
り
易
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

社
会
保
障
制
度
は
、
一
貫
し
て
１

９
８
０
年
代
か
ら
補
助
金
削
減
、
措

置
制
度
か
ら
契
約
制
度
へ
、
市
場

化
・
営
利
化
の
導
入
・
推
進
と
負
担

増
と
給
付
の
削
減
が
行
わ
れ
て
き

た
こ
と
。
２
０
１
２
年
の
「
社
会
保

障
制
度
改
革
推
進
法
」
を
契
機
と
し

て
持
ち
込
ま
れ
た
「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
が
、
「
自
己
責
任
」
を
前
提

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
憲
法
の
精
神

に
も
と
づ
く
、
基
本
的
人
権
を
保
障

す
る
そ
れ
ま
で
の
社
会
保
障
の
基

本
原
理
が
大
き
く
変
更
さ
れ
、
進
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議

報
告
書
に
書
か
れ
た
自
助
・
共
助
・

公
助
の
内
容
は
、 

※
自
助
❘
国
民
の
生
活
は
、
自
ら
働

い
て
自
ら
の
生
活
を
支
え
、
自
ら

の
健
康
は
自
ら
維
持
す
る
と
い

う
「
自
助
」
を
基
本
と
す
る
。 

※
共
助
❘
①
高
齢
や
疾
病
・
介
護
を

始
め
と
す
る
生
活
上
の
リ
ス
ク

に
対
し
て
は
、
社
会
連
帯
の
精
神

に
基
づ
き
、
共
同
し
て
リ
ス
ク
に

備
え
る
仕
組
み
で
あ
る
「
共
助
」

が
自
助
を
支
え
る
。 

②
社
会
保
険
は
自
助
の
共
同
化 

※
公
助
❘
①
自
助
や
共
助
で
は
対

応
で
き
な
い
困
窮
な
ど
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
受
給
要
件
を
定

め
た
上
で
必
要
な
生
活
保
障
を

行
う
公
的
扶
助
や
社
会
福
祉
な

ど
の
「
公
助
」
が
補
完
す
る
役

割 

②
国
民
皆
保
険
・
皆
年
金
に
代
表

さ
れ
る
「
自
助
の
共
同
化
」
と

し
て
の
社
会
保
険
制
度
が
基
本

で
あ
り
、
国
の
責
務
と
し
て
の

最
低
限
度
の
生
活
保
障
を
行
う

公
的
扶
助
等
の
「
公
助
」
は
自

助
・
共
助
を
補
完
す
る
と
い
う

位
置
づ
け
。 

 

ま
た
社
会
保
障
改
革
が
急
進
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
個
別

制
度
へ
の
関
心
は
高
い
が
社
会
保

障
の
全
体
像
が
把
握
し
づ
ら
く
さ

れ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
も
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
憲
法
に
も
と
づ
く

「
人
権
と
し
て
の
社
会
保
障
」
の

基
本
的
な
理
念
と
と
も
に
、
具
体

的
な
制
度
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り

勉
強
し
、
み
な
さ
ん
と
協
同
し
て

社
会
保
障
の
充
実
を
め
ざ
し
て
頑

張
り
ま
す
。 
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８
月
１２
日
・
１９
日
に
開
か
れ
た

文
教
福
祉
常
任
委
員
協
議
会
で
、

「
商
業
施
設
を
活
用
し
た
子
育
て

支
援
拠
点
の
整
備
事
業
に
つ
い

て
」、
「
田
辺
地
区
に
お
け
る
民
間

小
規
模
保
育
事
業
所
整
備
計
画
に

つ
い
て
」
、
「
同
志
社
山
手
地
区
に

お
け
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
を
実
施
す
る
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
」
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。 

 

（
１
）
大
住
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て 

現
在
、
松
井
山
手
駅
店
舗
ビ
ル

に
開
設
し
て
い
る
「
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
松
井
山
手
」
が
定

期
借
家
契
約
の
満
了
に
よ
り
、
令

和
４
年
３
月
で
廃
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
向
こ
う
５
年
間
に
つ
い
て
、

ブ
ラ
ン
チ
松
井
山
手
の
テ
ナ
ン
ト

に
お
い
て
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
機
能
の
確
保
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。 

【
多
目
的
ル
ー
ム
】 

子
育
て
に
関
す
る
講
座
等
の

実
施
。
パ
パ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー
、
離

乳
食
教
室
等
。 

【
相
談
ス
ペ
ー
ス
】 

子
ど
も
と
一
緒
で
も
安
心
し

て
相
談
が
で
き
る
専
用
ス
ペ
ー

ス
の
設
置
。 

【
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】 

現
・
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
松
井
山
手
を
移
転
し
事
業
を

継
続
す
る
。
ま
た
、
多
目
的
ル
ー

ム
で
の
講
座
受
講
時
や
買
物
時

等
、
２
時
間
程
度
ま
で
の
一
時
預

か
り
を
実
施
す
る
。 

  

（
２
）
民
間
小
規
模
保
育
事
業
に
つ

い
て 

 

今
年
７
月
に
策
定
し
た
第
１
期

京
田
辺
市
立
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編

整
備
計
画
に
お
い
て
は
、
民
間
活
力

を
活
用
し
た
小
規
模
保
育
事
業
所

の
整
備
に
よ
り
、
１
・
２
歳
児
の
保

育
定
員
を
確
保
し
な
が
ら
市
立
保

育
所
定
員
の
適
正
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
待
機
児
童
の
発
生
防
止
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
全
国
３
４
７
箇
所
で

保
育
園
な
ど
を
展
開
し
て
い
る
株

式
会
社
ニ
チ
イ
学
館
か
ら
田
辺
地

区
に
お
け
る
小
規
模
保
育
事
業
所

の
整
備
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
京

田
辺
市
保
育
所
等
整
備
運
営
事
業

者
選
考
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、

整
備
運
営
事
業
者
と
し
て
決
定
し

ま
し
た
。 

        

【
整
備
計
画
】 

場
所
：
京
田
辺
市
田
辺
針
ヶ
池 

延
床
面
積
：
１
２
９
㎡
（
２
階
建
て

賃
貸
物
件
の
１
階
部
分
） 

施
設
種
別
：
小
規
模
保
育
事
業
所 

定
員
：
１９
名
（
０
歳
児
６
人
、
１

 
 
 
 
 
 
 
 

 

歳
児
６
人
、
２
歳
児
７
人
） 

事
業
者
：
株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館 

開
園
予
定
日
：
令
和
４
年
４
月 

  

（
３
）
放
課
後
健
全
育
成
事
業
に
つ

い
て 

 

本
市
で
は
、
令
和
３
年
度
に
お

い
て
普
賢
寺
小
学
校
を
除
く
８
小

学
校
で
２９
ク
ラ
ス
の
留
守
家
庭
児

童
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
宇
治
福
祉
園
が
三
山
木
小
学

校
区
に
お
い
て
、
留
守
家
庭
児
童

会
（
み
ん
な
の
き
倶
楽
部
）
を
開

設
し
た
こ
と
か
ら
、
１
ク
ラ
ス
（
定

員
４０
名
）
分
の
保
育
を
業
務
委
託

し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
た
び
、
同
志
社
山
手
地
区

に
お
い
て
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
こ
も
れ
び
を
運
営
す
る
、
み

み
づ
く
福
祉
会
か
ら
同
志
社
山
手

地
区
に
お
け
る
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
を
実
施
す
る
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
京
田

辺
市
保
育
所
等
整
備
運
営
事
業
者

選
考
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、

整
備
運
営
事
業
者
と
し
て
決
定
し

ま
し
た
。 

             

【
整
備
計
画
】 

場
所
：
京
田
辺
市
同
志
社
山
手
４
丁

目
（
こ
も
れ
び
敷
地
内
） 

敷
地
面
積
：
６
４
７
２
㎡ 

建
築
面
積
：
７
７
㎡
（
平
屋
建
て
） 

施
設
種
別
：
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
を
実
施
す
る
施
設 

定
員
：
４０
名
（
令
和
４
年
度
は
２

０
名
の
予
定
） 

事
業
者
：
社
会
福
祉
法
人
み
み
づ
く

福
祉
会 

開
園
予
定
日
：
令
和
４
年
４
月 

 

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索
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９月議会 日程 

９月８日（水）開会本会議     午後１時半～ 

９日（木）議会運営委員会   午後１時半～ 

１３日（月）本会議 一般質問  午前１０時～ 

１４日（火）本会議 一般質問  午前１０時～ 

１５日（水）本会議 一般質問  午前１０時～ 

１７日（金）建設経済常任委員会 午前１０時～ 

２１日（火）総務常任委員会   午前１０時～ 

２２日（水）文教福祉常任委員会 午前１０時～ 

２７日（月）決算特別委員会   午前１０時～ 

２８日（火）議会運営委員会   午後１時半～ 

３０日（木）本会議       午後１時半～ 

１０月４日（月）決算特別委員会   午前１０時～ 

５日（火）決算特別委員会   午前１０時～ 

６日（水）決算特別委員会   午前１０時～ 

１２日（火）決算特別委員会   午前１０時～ 

１４日（木）議会運営委員会   午前１０時～ 

１８日（月）閉会本会議     午後１時半～ 

岡
本 

亮
一 

 
 

１３
日
３
番
目 

（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

爆
発
が
全
国
に
広
が
り
、
各
地
で

深
刻
な
医
療
崩
壊
が
起
き
て
い

る
。
す
で
に
通
常
で
あ
れ
ば
救
え

る
命
が
救
え
な
い
事
態
が
始
ま
っ

て
お
り
、
命
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
の
新
規
感
染
者
数

も
増
加
し
、
夏
休
み
明
け
を
迎
え

る
学
校
生
活
で
の
感
染
対
策
に
つ

い
て
、
以
下
の
点
を
問
う
。 

①
国
は
、
重
症
患
者
と
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
い
患
者
以
外
は
「
原

則
自
宅
療
養
」
と
い
う
方
針
転

換
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

コ
ロ
ナ
患
者
を
事
実
上
「
自
宅

に
放
置
」
す
る
も
の
で
あ
る
。

国
へ
「
原
則
自
宅
療
養
」
と
い

う
方
針
の
撤
回
を
求
め
よ
。 

②
国
の
責
任
に
お
い
て
、
治
療
が

必
要
な
人
が
入
院
で
き
る
よ
う
宿

泊
療
養
施
設
や
臨
時
の
医
療
施
設

な
ど
を
大
規
模
に
増
設
す
る
こ
と

を
求
め
よ
。 

③
夏
休
み
明
け
の
学
校
生
活
に
あ
た

っ
て
は
「
登
校
見
合
わ
せ
の
選
択
」

「
分
散
登
校
」
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
」
な
ど
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ

て
対
応
し
、
感
染
対
策
を
図
る
こ

と
を
求
め
る
。 

④
感
染
伝
播
の
連
鎖
を
断
つ
た
め
の

検
査
を
「
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、

何
度
で
も
」
の
立
場
で
実
施
す
べ

き
。
特
に
感
染
拡
大
が
顕
著
に
な

っ
て
い
る
事
業
所
、
学
校
、
保
育

所
、
留
守
家
庭
児
童
会
な
ど
に
対

し
て
、
定
期
的
に
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
組
み
合
わ
せ

て
活
用
す
る
こ
と
を
求
め
る
。 

 

（
２
）
土
地
利
用
規
制
法
に
つ
い
て

土
地
利
用
規
制
法
と
は
、
政
府
が

安
全
保
障
上
重
要
と
す
る
全
国
の
米

軍
基
地
、
自
衛
隊
基
地
、
原
発
な
ど

の
周
囲
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
ま
た

国
境
離
島
を
「
注
視
区
域
」「
特
別
注

視
区
域
」
に
指
定
し
、
区
域
内
の
土

地

建
物

所
有
や
利

に
関
す

地
・
建
物
の
所
有
や
利
用
に
関
す

る
調
査
、
利
用
の
制
限
な
ど
を
行

う
も
の
で
あ
る
。 

①
日
本
国
憲
法
は
、
自
由
に
居
住
地

を
選
択
し
、
土
地
や
建
物
を
所
有

す
る
権
利
を
保
障
し
て
い
る
。
こ

の
基
本
的
な
権
利
を
、
国
家
が
安

全
保
障
の
名
の
も
と
に
直
接
制
限

す
る
こ
と
は
違
憲
立
法
と
考
え
る

が
ど
う
か
。 

②
本
市
に
か
か
る
陸
上
自
衛
隊
祝
園

弾
薬
支
処
の
周
囲
約
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
に
お
い
て
、
土
地
・
建
物
の

利
用
状
況
の
調
査
を
行
う
こ
と

や
、
所
有
権
・
賃
借
権
を
持
つ
者

に
加
え
、
そ
の
他
、
関
係
者
も
情

報
収
集
の
対
象
と
さ
れ
る
と
考
え

る
が
、
そ
の
影
響
と
見
解
を
問
う
。

③
基
本
的
人
権
を
脅
か
し
、
市
民
監

視
を
強
め
る
土
地
利
用
規
制
法
の

撤
回
を
国
に
求
め
よ
。 

 

（
３
）
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て 

本
市
を
南
北
に
貫
く
山
手
幹
線
と

の
主
要
交
差
点
「
同
志
社
南
の
交
差

点
」「
山
手
幹
線
と
国
道
３
０
７
号
の

交
差
点
」「
尼
ケ
池
前
の
交
差
点
」
に

お
い
て
、
歩
行
者
の
安
全
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
（
ガ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 

青
木
綱
次
郎 

１５
日
３
番
目 

増
富
理
津
子 

 

１５
日
１
番
目 

ド
レ
ー
ル
）
の
設
置
を
求
め
る
。 

（
１
）
消
防
・
救
急
体
制
の
あ
り
方

に
つ
い
て 

①
現
在
の
消
防
・
救
急
体
制
の
基

本
的
な
考
え
方
、
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
問
う
。 

②
京
都
府
は
「
京
都
府
消
防
体
制

の
整
備
推
進
計
画
」
と
し
て
、

京
都
府
を
亀
岡
市
以
北
と
、
京

都
市
以
南
の
二
つ
の
地
域
に
分

け
て
、
消
防
・
救
急
出
動
の
指

令
を
出
す
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

の
共
同
運
用
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
京
都
市
以
南
の
各
消

防
本
部
に
あ
る
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
を
１
箇
所
に
ま
と
め
る
と

い
う
計
画
で
あ
る
。
消
防
の
広

域
化
に
関
し
て
は
、
多
く
の
課

題
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
と
市
の

考
え
を
問
う
。 

 

（
２
）
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
支
援
対
策

に
つ
い
て 

①
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
の
生

活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
の
現

状
と
今
後
の
課
題
、
支
援
の
継

続
に
つ
い
て
問
う
。 

②
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
の
利

用
状
況
と
今
後
の
支
援
に
つ
い

て 

 

（
３
）
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
対
策
を 

①
手
話
言
語
条
例
の
制
定
と
加
齢

な
ど
に
よ
る
補
聴
器
購
入
費
助

成
に
つ
い
て
問
う
。 

②
透
析
患
者
の
通
院
へ
の
支
援
拡

充
に
つ
い
て
問
う
。 

③
買
物
難
民
と
呼
ば
れ
る
車
を
運

転
で
き
な
い
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
等
の
買
い
物
、
特
に
重
た

い
荷
物
の
配
達
な
ど
へ
の
支
援

の
声
に
応
え
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。 

（
１
）
北
陸
新
幹
線
京
都
南
伸
計
画

に
つ
い
て 

①
市
長
は
２１
年
度
施
政
方
針
で
、

北
陸
新
幹
線
新
駅
設
置
を
本
市

の
「
未
来
へ
の
発
展
要
素
」
と

位
置
付
け
て
い
る
が
、
市
の
財

政
負
担
や
、
自
然
環
境
、
住
民

生
活
へ
与
え
る
負
の
影
響
も
大

き
い
と
考
え
る
。「
発
展
要
素
」

と
位
置
付
け
る
そ
の
根
拠
に
つ

い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

②
環
境
影
響
評
価
に
関
し
て 

ア
、
方
法
書
公
表
か
ら
２
年
近
く

経
つ
が
、
現
在
の
状
況
及
び
準

備
書
公
表
の
見
通
し
に
つ
い
て

聞
く
。 

イ
、
北
陸
新
幹
線
は
そ
の
多
く
が

ト
ン
ネ
ル
区
間
と
さ
れ
て
お

り
、
膨
大
に
発
生
す
る
建
設
残

土
の
処
理
が
大
き
な
問
題
に
な

る
。
本
市
の
予
定
区
間
で
も
ト

ン
ネ
ル
工
事
が
予
想
さ
れ
る

が
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
見
解

を
問
う
。 

ウ
、
７
月
よ
り
山
手
南
地
域
に
お

い
て
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
地
質
調
査
の
結

果
に
つ
い
て
、
鉄
道
・
運
輸
機

構
に
地
域
で
説
明
会
を
開
く
よ

う
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
問
う
。 

 

（
２
）
Ｊ
Ｒ
片
町
線
の
減
便
計
画
に

つ
い
て 

①
今
年
６
月
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
よ
り
、

来
春
実
施
予
定
の
Ｊ
Ｒ
片
町
線

の
減
便
計
画
に
つ
い
て
、
説
明

が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
内

容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

②
片
町
線
は
市
民

身
近

②
片
町
線
は
市
民
に
と
っ
て
身
近

で
大
切
な
交
通
手
段
で
あ
り
、
減

便
で
は
な
く
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

③
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
は
中
止

し
、
身
近
な
公
共
交
通
の
充
実
に

こ
そ
国
の
予
算
を
投
入
す
る
よ

う
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

長
の
見
解
を
問
う
。 

 

（
３
）
水
道
事
業
に
つ
い
て 

①
京
都
府
は
６
月
に
、
府
営
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
に
向
け
受
水
市
町

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
本

市
に
お
け
る
そ
の
内
容
と
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
項
目
に
対
す
る
本
市
の

回
答
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 

②
水
道
広
域
化
に
対
す
る
本
市
の

見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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８
月
８
日
、
午
前
９
時
３０
分
か

ら
京
田
辺
市
立
中
央
公
民
館
で

「
令
和
３
年
度
京
田
辺
市
平
和

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
に
た
め
、
例
年
よ
り

も
参
加
人
数
を
減
ら
し
て
、
関
係

者
の
み
の
開
催
と
な
り
、
冒
頭
、

参
加
者
と
と
も
に
１
分
間
の
黙

と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。 

次
に
、
７
月
２８
日
（
水
）
〜
２９

日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
「
平
和
を

考
え
る
小
・
中
学
生
ひ
ろ
し
ま
訪

問
事
業
」
に
参
加
し
た
小
学
６
年

生
２
名
か
ら
感
想
文
が
発
表
さ

れ
、
ひ
ろ
し
ま
訪
問
事
業
に
参
加

し
た
２
名
が
代
表
し
て
「
京
田
辺

市
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を
朗
読

し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
和
書
道
展

の
入
賞
者
表
彰
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。 

             

そ
の
後
、
講
演
で
は
、
原
爆
の

子
の
像
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
広

島
平
和
記
念
公
園
内
に
あ
る

佐
々
木
禎
子
さ
ん
の
甥
の
佐
々

木
裕
滋
さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。 

              

佐
々
木
さ
ん
は
、
叔
母
に
あ
た
る

佐
々
木
貞
子
さ
ん
が
体
調
を
崩
し

て
か
ら
の
亡
く
な
る
ま
で
の
様
子

を
詳
し
く
話
さ
れ
、
次
代
を
担
う
子

供
た
ち
が
生
ま
れ
た
所
や
皮
膚
や

目
の
色
の
違
い
を
越
え
て
、
笑
顔
で

過
ご
せ
る
世
界
が
来
る
よ
う
に
、
ま

ず
は
身
近
な
人
々
と
手
を
取
り
合

う
所
か
ら
は
じ
め
、
素
敵
な
未
来
を

作
っ
て
い
こ
う
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
「
貞
子
の
物
語
を

語
り
つ
く
責
任
が
あ
る
」
と
い
う
想

い
か
ら
佐
々
木
貞
子
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
楽
曲
「
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」
を
熱

唱
さ
れ
ま
し
た
。 

 

広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

て
７６
年
目
、
唯
一
の
被
爆
国
で
あ

る
日
本
が
、
い
ま
だ
に
核
兵
器
禁
止

条
約
に
署
名
・
批
准
し
て
い
ま
せ

ん
。
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を

つ
く
る
た
め
に
、
一
日
も
早
く
禁
止

条
約
へ
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。 

◆
「
平
和
の
つ
ど
い
」
の
様
子
が
、

市
Ｈ
Ｐ
で
動
画
配
信
さ
れ
て
い
ま

す 【
動
画
配
信
ま
で
の
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
方
法
】 

①
市
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
②
各

課
の
窓
口
↓
③
総
務
室
↓
④
平
和

事
業
↓
⑤
令
和
３
年
度
平
和
の
つ

ど
い
京
田
辺
市
公
式

Y
ou
T
ub
e

に

て
配
信
し
ま
す
↓
⑥
京
田
辺
市
公

式Y
o
u
Tu
b
e

「
令
和
３
年
度
京
田
辺

市
平
和
の
つ
ど
い
」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索

 

京
田
辺
市
議
会
は
、
昨
年
度
の

議
会
改
革
の
議
論
で
、
政
務
活
動

費
の
情
報
公
開
を
拡
充
す
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。
京
田
辺
市
の
政

務
活
動
費
は
、
議
員
１
人
あ
た
り

年
間
１８
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
会

派
に
所
属
し
て
い
る
議
員
に
つ
い

て
は
会
派
に
人
数
分
を
ま
と
め

て
、
無
会
派
の
議
員
に
は
個
々
に
、

そ
れ
ぞ
れ
年
度
当
初
の
申
請
を
ふ

ま
え
て
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
も
翌
年
度
当
初
に
、

一
年
間
の
収
支
報
告
を
領
収
書
を

添
え
て
議
会
事
務
局
に
提
出
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
収
支

報
告
と
併
せ
て
提
出
し
て
き
た
支

出
明
細
一
覧
表
（
日
付
と
、
費
目

と
具
体
的
な
支
出
内
容
、
金
額
の

一
覧
で
す
）
と
、
政
務
活
動
費
を

使
用
し
て
作
成
し
た
成
果
物
（
政

務
活
動
費
を
使
用
し
て
行
っ
た
視

察
や
研
修
の
報
告
や
、
議
会
報
告

ビ
ラ
な
ど
）
を
ネ
ッ
ト
上
で
公
表

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
を
一
つ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
に
ま
と
め
て
、
各
会
派
・
議

員
が
議
会
事
務
局
に
提
出
し
、
市

議
会
Ｈ
Ｐ
の
「
政
務
活
動
費
収
支

状
況
」
で
公
開
さ
れ
、
各
会
派
が

提
出
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
が
閲

覧
で
き
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
団
が

提
出
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
、

収
支
報
告
書
１
頁
、
支
出
明
細
２

頁
、
そ
し
て
政
務
活
動
費
で
作
成

し
た
議
会
報
告
ビ
ラ
（
年
４
回
の

定
例
議
会
後
に
市
内
の
全
家
庭
を

対
象
に
配
布
し
て
い
る
議
会
報
告

ビ
ラ
で
、
配
布
は
後
援
会
員
の
皆

さ
ん
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
）
と
、
毎

週
の
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
日
曜
版

に
折
り
込
ん
で
発
行
し
て
い
る

「
日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
会
議

員
団
ニ
ュ
ー
ス
」
を
成
果
物
と
し

て
、
一
つ
の
フ
ァ
イ
ル
に
ま
と
め

て
い
ま
す
。 

 

一
つ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
ま

と
め
る
に
あ
た
り
、
市
議
会
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
す
る
一
つ
の
フ
ァ
イ
ル
の

容
量
に
上
限
が
あ
る
の
と
、
ペ
ー

ジ
数
が
あ
ま
り
に
多
く
な
る
と
読

ま
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
、
３０
ペ
ー
ジ
程
度
に
す
る
た

め
に
、
議
員
団
ニ
ュ
ー
ス
は
１
頁

に
１６
ペ
ー
ジ
分
を
小
さ
く
縮
小

し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
一
つ
一
つ
は
か
な
り
小
さ
い

で
す
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
閲
覧
ソ
フ
ト
で

拡
大
表
示
す
る
と
文
字
は
普
通
に

読
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１３２２号  ２０２１年９月１９日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

市
議
会
で
は
、
今
年
５
月
の
臨

時
会
で
新
た
に
広
報
広
聴
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
広
報

広
聴
特
別
委
員
会
は
、
昨
年
に
議

会
改
革
特
別
委
員
会
で
、
よ
り
開

か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て
設
置
さ

れ
た
も
の
で
す
。
広
報
広
聴
活
動

を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
委

員
も
６
人
か
ら
９
人
に
増
員
さ
れ

ま
し
た
。
各
会
派
か
ら
所
属
議
員

の
人
数
に
合
わ
せ
て
選
出
さ
れ
て

い
ま
す
。 

委
員
会
で
は
、
①
紙
面
の
刷
新

と
Ａ
４
版
版
化
へ
の
検
討
や
具
体

的
編
集
作
業
を
行
い
、
議
会
ご
と

に
「
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
。

②
議
会
の
活
動
を
よ
り
一
層
市

民
の
み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や 

す

く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
伝
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報

発
信
を
強
化
す
る
。 

③
多
様
な
方
法
で
市
民
の
幅
広

い
声
を
聴
く
広
聴
活
動
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
意
見
交
換

会
や
議
会
報
告
会
等
を
企
画
す

る
。 こ

の
作
業
別
に
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご

と
に
話
し
合
い
企
画
を
提
案
し
、

委
員
会
全
体
で
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。 

市
民
に
親
し
み
や
す
い
議
会
に

な
る
よ
う
に
、
で
き
る
も
の
か
ら

実
現
し
て
い
こ
う
と 

委
員
会
で

は
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
６
月
議
会
だ
よ
り
か
ら
紙

面
の
刷
新
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

【フェイスブックで配信】 

委
員
会
報
告
は
、
各
常
任
委
員

長
に
依
頼
す
る
こ
と
や
、
定
例
議

会
全
体
の
流
れ
は
、
委
員
が
交
代

で
書
い
て
い
く
こ
と
等
、
構
成
に

つ
い
て
も
大
き
く
変
え
て
い
こ
う

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
広
報
紙

が
９
月
か
ら
Ａ
４
版
の
冊
子
に
代

わ
り
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
現
在
、
市
の
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
議
会
情
報
を
投
稿
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
よ
り
議

会
の
様
子
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
伝
え

よ
う
と
、
議
会
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
ル
ー
ル

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

８
月
に
は
市
民
の
声
を
聞
く
意

見
交
換
会
を
企
画
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣

言
下
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
秋

の
「
市
民
ま
つ
り
」
に
は
、
市
議

会
の
ブ
ー
ス
を
企
画
し
て
い
こ
う

と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。 

新
し
い
取
り
組
み
が
模
索
さ
れ

な
が
ら
進
ん
で
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 
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６
月
議
会
の
一
般
質
問
で
提
案

し
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
女
性
支
援

の
一
つ
と
し
て
生
理
用
品
の
無
償

提
供
が
実
現
し
ま
し
た
。
９
月
１

日
、
発
行
さ
れ
た
京
田
辺
市
広
報

誌
の
２１
頁
に
、
そ
の
内
容
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

質
問
で
は
、「
生
理
の
貧
困
」
と

も
い
わ
れ
る
状
況
が
あ
る
中
で
、

生
理
用
品
の
無
償
配
布
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
方
自
治
体
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
社
会
を
め
ざ
す
視
点
か
ら

も
重
要
な
課
題
だ
と
提
起
し
、
京

田
辺
市
で
も
公
共
施
設
で
の
生
理

用
品
の
配
布
や
学
校
ト
イ
レ
へ
の

設
置
を
提
案
し
ま
し
た
。 

市
当
局
か
ら
は
「
生
理
用
品
の

提
供
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
実
現
し
て
良
か
っ
た
で

す
。

記
事
を
見
た
方
か
ら
、「
い
つ
の

間
に
か
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が

当
た
り
前
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う

に
、
生
理
用
品
も
ト
イ
レ
に
置
く

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
緊
急
な
時

も
貰
い
に
行
か
な
く
て
い
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

せ
っ
か
く
大
事
な
取
り
組
み
な

の
に
、
見
逃
し
し
そ
う
な
小
さ
な

記
事
で
す
。
も
っ
と
わ
か
り
や
す

く
、
市
民
に
周
知
で
き
る
よ
う
に

広
報
の
仕
方
、
利
用
し
や
す
い
方

法
な
ど
も
考
え
て
ほ
し
い
と
担
当

課
へ
申
し
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

な
く
な
り
次
第
終
了
で
は
な
い
取

り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。
現
在
コ

ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
の
も
と
、
休

館
と
な
っ
て
い
る
配
布
場
所
で
あ

る
女
性
ル
ー
ム
や
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
の
配
布
方
法
に
つ
い
て

は
、
工
夫
し
て
行
え
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

本
当
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と

同
じ
よ
う
に
、
い
つ
で
も
困
っ
た
と
き

に
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

公
共
施
設
や
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
へ

の
設
置
な
ど
も
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
も

の
で
す
ね
。 
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（
１
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

爆
発
が
全
国
に
広
が
り
、
各
地
で

深
刻
な
医
療
崩
壊
が
起
き
て
い

る
。
す
で
に
通
常
で
あ
れ
ば
救
え

る
命
が
救
え
な
い
事
態
が
始
ま
っ

て
お
り
、
命
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
の
新
規
感
染
者

数
も
増
加
し
、
夏
休
み
明
け
を
迎

え
る
学
校
生
活
で
の
感
染
対
策
に

つ
い
て
、
以
下
の
点
を
問
う
。 

                

問
① 

国
は
、
重
症
患
者
と
重
症

化
リ
ス
ク
の
高
い
患
者
以
外
は

「
原
則
自
宅
療
養
」
と
い
う
方

針
転
換
を
行
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
コ
ロ
ナ
患
者
を
事
実
上
「
自

宅
に
放
置
」
す
る
も
の
で
あ
る
。

国
へ
「
原
則
自
宅
療
養
」
と
い

う
方
針
の
撤
回
を
求
め
よ
。 

問
② 

国
の
責
任
に
お
い
て
、
治

療
が
必
要
な
人
が
入
院
で
き
る

よ
う
宿
泊
療
養
施
設
や
臨
時
の

医
療
施
設
な
ど
を
大
規
模
に
増

設
す
る
こ
と
を
求
め
よ
。 

健
康
福
祉
部
長
①
② 

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る

方
針
に
つ
い
て
は
、
全
国
や
首
都

圏
で
の
感
染
者
数
や
重
症
者
数

等
を
分
析
し
、
国
が
決
定
を
さ
れ

て
お
り
、
国
や
国
の
分
科
会
で
議

論
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
京
都
府
に
お
い

て
は
、
従
来
ど
お
り
の
対
応
を
さ

れ
て
い
る
。 

 
 

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
京

都
府
や
保
健
所
と
連
携
し
な
が

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て

き
た
が
、
今
後
も
市
と
し
て
で
き

る
協
力
を
行
っ
て
い
く
。 

 

問 

夏
休
み
明
け
の
学
校
生
活
に

あ
た
っ
て
は
「
登
校
見
合
わ
せ
の

選
択
」「
分
散
登
校
」「
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
」
な
ど
を
柔
軟
に
組
み
合

わ
せ
て
対
応
し
、
感
染
対
策
を
図

る
こ
と
を
求
め
る
。 

教
育
部
長 

学
校
に
お
い
て
は
、
学

習
機
会
と
学
力
を
保
障
す
る
だ

け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達

や
成
長
を
保
障
す
る
役
割
や
居

場
所
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

し
て
身
体
的
、
精
神
的
な
健
康
を

保
障
す
る
割
合
も
担
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
学
校
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
、
文
科
省
が
学
校
教
育
活
動

に
つ
い
て
は
、
学
校
行
事
を
含
め

て
、
学
習
活
動
を
工
夫
し
な
が
ら

可
能
な
限
り
継
続
し
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
学
び
を
保
障
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
る
。 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
と

し
て
、
現
段
階
で
は
、
登
校
見
合

わ
せ
の
選
択
、
分
散
登
校
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
な
ど
は
行
わ
ず
マ
ス

ク
の
着
用
や
手
洗
い
の
励
行
、
徹

底
し
た
換
気
を
行
う
と
と
も
に
、

感
染
リ
ス
ク
の
高
い
活
動
の
一
部

を
制
限
す
る
な
ど
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
、
教
育
活
動
を
実
施
し
て

い
く
。 

 
 

な
お
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
が

登
校
に
不
安
を
感
じ
る
場
合
に

は
、
学
校
が
個
別
相
談
に
応
じ
て

い
る
。 

 
 

今
後
も
感
染
状
況
に
よ
る
学
校

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
緊
急
時
に
お
け
る
学
び
の
確

保
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を

講
じ
て
取
り
組
ん
で
行
く
。 

 

問 

感
染
伝
播
の
連
鎖
を
断
つ
た
め

の
検
査
を
「
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、

何
度
で
も
」
の
立
場
で
実
施
す
べ

き
。
特
に
感
染
拡
大
が
顕
著
に
な

っ
て
い
る
事
業
所
、
学
校
、
保
育

所
、
留
守
家
庭
児
童
会
な
ど
に
対

 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
、
定
期
的
に
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
組
み
合
わ

せ
て
活
用
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

健
康
福
祉
部
長 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に

つ
い
て
は
検
査
を
し
た
時
点
の

感
染
状
況
を
確
認
す
る
方
法
で
、

定
期
的
に
実
施
し
て
も
、
感
染
リ

ス
ク
を
減
ら
す
効
果
は
な
い
。 

 
 

本
市
で
は
保
育
園
や
幼
稚
園
、

学
校
、
高
齢
者
や
障
が
い
児
者
の

通
所
施
設
な
ど
で
陽
性
者
が
出

た
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
保
健
所

と
連
携
し
、
濃
厚
接
触
者
以
外
の

方
に
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
、

少
し
で
も
早
く
再
開
で
き
る
よ

う
に
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。 

教
育
部
長 

学
校
や
留
守
家
庭
児

童
会
に
お
い
て
は
、
家
庭
に
お
け

る
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

や
家
族
が
発
熱
等
の
風
邪
症
状

が
見
受
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
登

校
や
通
所
を
控
え
、
医
療
機
関
に

相
談
す
る
よ
う
促
し
、
学
校
等
に

ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。 

ま
た
、
児
童
生
徒
が
陽
性
と
な

っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
保
護

者
か
ら
連
絡
を
頂
く
こ
と
に
よ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

 
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
定
期
的

な
検
査
は
考
え
て
い
な
い
が
、
緊

急
時
な
ど
に
は
必
要
に
応
じ
て
、

市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

し
た
り
、
今
後
、
文
科
省
か
ら
配

布
が
予
定
さ
れ
て
い
る
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
く
。 

  

（
２
）
土
地
利
用
規
制
法
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
土
地
利
用
規
制
法
と

は
、
政
府
が
安
全
保
障
上
重
要
と
す

る
全
国
の
米
軍
基
地
、
自
衛
隊
基

地
、
原
発
な
ど
の
周
囲
約
１
キ
ロ
メ

ル
、

た
国
境
離
島
を
「
注
視

ー
ト
ル
、
ま
た
国
境
離
島
を
「
注
視

区
域
」
「
特
別
注
視
区
域
」
に
指
定

し
、
区
域
内
の
土
地
・
建
物
の
所
有

や
利
用
に
関
す
る
調
査
、
利
用
の
制

限
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

問
① 

日
本
国
憲
法
は
、
自
由
に
居

住
地
を
選
択
し
、
土
地
や
建
物
を

所
有
す
る
権
利
を
保
障
し
て
い

る
。
こ
の
基
本
的
な
権
利
を
、
国

家
が
安
全
保
障
の
名
の
も
と
に

直
接
制
限
す
る
こ
と
は
違
憲
立

法
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

問
② 

本
市
に
か
か
る
陸
上
自
衛

隊
祝
園
弾
薬
支
処
の
周
囲
約
１

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
い
て
、
土

地
・
建
物
の
利
用
状
況
の
調
査
を

行
う
こ
と
や
、
所
有
権
・
賃
借
権

を
持
つ
者
に
加
え
、
そ
の
他
、
関

係
者
も
情
報
収
集
の
対
象
と
さ

れ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
影
響
と

見
解
を
問
う
。 

問
③ 

基
本
的
人
権
を
脅
か
し
、
市

民
監
視
を
強
め
る
土
地
利
用
規

制
法
の
撤
回
を
国
に
求
め
よ
。 

市
長
①
②
③ 

「
重
要
施
設
周
辺
及

び
国
境
離
島
等
に
お
け
る
土
地

等
の
利
用
状
況
の
調
査
及
び
利

用
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」
に

つ
い
て
は
、
我
が
国
を
取
り
巻
く

安
全
保
障
環
境
の
変
化
を
踏
ま

え
、
防
衛
関
係
施
設
等
の
重
要
施

設
や
国
境
離
島
な
ど
の
機
能
を

阻
害
す
る
土
地
等
の
利
用
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て

定
め
ら
れ
た
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。 

 
 

同
法
に
規
定
さ
れ
た
調
査
等

に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
、
注
視
区

域
の
指
定
は
、
区
域
内
の
土
地
・

建
物
が
自
衛
隊
施
設
の
機
能
を

阻
害
す
る
行
為
の
た
め
に
供
さ

れ
る
こ
と
を
特
に
防
止
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
に
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
本
市
区
域
内
に
あ
る

土
地
等
を
注
視
区
域
に
指
定
す

土
地
等
を
注
視
区
域
に
指
定
す
る

必
要
性
も
含
め
て
、
今
後
、
国
に

お
い
て
判
断
さ
れ
る
。 

 
 

な
お
、
今
後
、
法
律
の
施
行
に

あ
た
っ
て
は
、
我
が
国
の
安
全
保

障
に
責
任
を
有
す
る
国
に
お
い

て
、
国
民
に
対
し
て
丁
寧
な
説
明

が
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
３
）
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て 

問 

本
市
を
南
北
に
貫
く
山
手
幹
線

と
の
主
要
交
差
点
「
同
志
社
南
の

交
差
点
」「
山
手
幹
線
と
国
道
３
０

７
号
の
交
差
点
」「
尼
ケ
池
前
の
交

差
点
」
に
お
い
て
、
歩
行
者
の
安

全
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
（
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
）
の
設

置
を
求
め
る
。 

              

建
設
部 

京
田
辺
市
内
主
要
道
路
の

交
差
点
に
お
い
て
は
、
小
学
校
の

通
学
路
や
、
未
就
学
児
の
散
歩
経

路
を
中
心
に
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設

置
等
の
交
通
安
全
対
策
を
進
め
て

き
た
。 

 
 

質
問
の
山
手
幹
線
の
３
箇
所
の

交
差
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も

府
道
と
な
る
の
で
、
道
路
管
理
者

で
あ
る
京
都
府
山
城
北
土
木
事
務

所
に
、
交
通
安
全
対
策
を
進
め
て

頂
く
よ
う
要
望
し
て
い
く
。 
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（
１
）
消
防
・
救
急
体
制
の
あ
り
方

に
つ
い
て 

問 

京
田
辺
市
消
防
本
部
は
、
２

０
１
８
年
４
月
１
日
か
ら
高
機

能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
以
前
の
シ
ス
テ
ム
よ
り
到

着
時
間
が
縮
小
さ
れ
、
迅
速
か

つ
効
率
的
な
消
火
活
動
が
可
能

と
な
っ
た
。
ま
た
昨
年
は
聴
覚

や
発
話
に
障
害
の
あ
る
方
の
た

め
の
新
し
い
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

携
帯
電
話
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
機
能
を
利
用
し
て
、
簡
単

な
操
作
で
素
早
く
１
１
９ 

番

通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
Ｎ
Ｅ

Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
、
ラ
イ
ブ
１
１
９
シ
ス
テ
ム

な
ど
も
導
入
し
て
い
る
。
今
後

の
市
消
防
・
救
急
体
制
の
課
題

は
。 

              

消
防
長 

今
後
１０
年
間
は
人
口
の

増
加
が
推
計
さ
れ
て
い
る
中

で
、
ま
ち
づ
く
り
が
進
展
し
て

い
く
。
企
業
の
進
出
や
大
規
模
化

が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
安
全

の
た
め
の
火
災
予
防
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
る
。 

ま
た
高
齢
化
に
よ
る
救
急
医
療

の
増
加
も
求
め
ら
れ
る
。
今
後
、

市
内
全
体
の
消
防
力
を
高
め
る
体

制
を
強
化
し
て
い
く
。 

 

問 

京
都
府
は
、
７
月
に
「
府
消
防

体
制
の
整
備
推
進
計
画
」
の
改
定

で
、
京
都
市
以
南
の
８
市
７
町
１

村
に
つ
い
て
、
２
０
２
５
年
ま
で

に
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
共
同
運

用
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
消
防
指
令
を
府
内
１
つ
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
。 

消
防
の
広
域
化
に
関
し
て
は
、

多
く
の
課
題
が
考
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
だ
が
、
現
在
の
状
況
と
市
の
考

え
は
。 

消
防
長 

現
時
点
で
は
消
防
本
部
間

で
決
ま
っ
た
こ
と
は
無
い
。 

 

今
後
、
検
討
が
行
わ
れ
る
協
議

に
参
加
し
各
消
防
本
部
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
方
向
性
を
出
し

て
い
く
。 

 

（
２
）
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
支
援
対
策

に
つ
い
て 

問 

社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
の
緊

急
小
口
資
金･

総
合
支
援
資
金
の

特
例
貸
付
に
利
用
者
か
ら
「
収
入

が
戻
ら
な
い
が
返
済
は
ど
う
な
る

の
か
」
と
の
不
安
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
住
民
税
非
課
税
世
帯

は
返
済
免
除
と
な
る
が
、
課
税
世

帯
は
生
活
が
苦
し
く
て
も
免
除
と

下
で
国
や
府
へ
支
援

な
ら
な
い
下
で
国
や
府
へ
支
援
の

要
望
を
す
る
と
同
時
に
、
本
市
独

自
に
返
済
免
除
措
置
設
け
て
支
援

す
べ
き
。
市
の
考
え
は
。 

健
康
福
祉
部
長 

コ
ロ
ナ
の
感
染
状

況
に
伴
い
申
請
期
間
が
延
長
さ

れ
、
現
在
１１
月
末
ま
で
に
な
っ
て

い
る
。
今
ま
で
に
４
９
０
件
の
申

請
が
あ
っ
た
。
総
合
支
援
資
金
貸

付
は
現
在
、
市
の
「
仕
事
と
く
ら

し
の
相
談
室
ぷ
ら
す
」
が
窓
口
と

な
っ
て
、
他
の
制
度
の
活
用
も
含

め
案
内
し
て
い
る
。
独
自
支
援
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。 

 

問 

新
た
な｢

生
活
困
窮
者
自
立
支

援
金
給
付
事
業｣

は
、
貸
付
限
度
額

に
達
し
て
い
る
困
窮
世
帯
等
に
支

援
金
を
支
給
す
る
も
の
だ
が
本
市

に
お
け
る
利
用
状
況
は
。 

ま
た
、
収
入
や
貯
蓄
要
件
な
ど

が
厳
し
く
、
要
件
緩
和
と
拡
充
を

国
に
求
め
る
べ
き
。 

健
康
福
祉
部
長 

７
月
か
ら
の
開
始

 
 
 
 
 
 
 
 

で
８
月
ま
で
の
支
給
決
定
は
１３

件
。
市
の
「
仕
事
と
く
ら
し
の
相

談
室
ぷ
ら
す
」
が
窓
口
で
他
の
制

度
の
活
用
も
含
め
案
内
し
て
い

る
。 

 

（
３
）
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
へ
の
対
策
に
つ
い
て 

問 

手
話
言
語
条
例
は
、
情
報
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
を
含

み
、
全
国
で
３１
都
道
府
県
、
１６
区

２
２
９
市
、
６７
町
、
２
村
で
制

定
さ
れ
て
い
る
。
京
都
で
は
、
京

都
府
、
城
陽
市
、
京
都
市
、
向
日

市
、
綾
部
市
、
福
知
山
市
、
宇
治

市
、
亀
岡
市
、
舞
鶴
市
、
久
御
山

町
、
八
幡
市
と
府
内
１０
自
治
体

で
制
定
を
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
京

田
辺
市
で
も
条
例
制
定
を
求
め

る
。 

              

健
康
福
祉
部
長 

条
例
の
制
定
に

関
わ
ら
ず
、
市
と
し
て
積
極
的
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
２
０
１

９
年
度
か
ら
は
、
聴
覚
障
害
者
協

会
、
登
録
手
話
通
訳
者
の
会
、
手

話
サ
ー
ク
ル
な
ど
関
係
団
体
と

と
も
に
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る

方
の
暮
ら
し
や
取
り
巻
く
環
境

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
と
合
わ

せ
て
、
条
例
の
必
要
性
や
内
容
に

つ
い
て
も
定
期
的
に
学
習
会
を

し
て
い
る
。 

 

問 

高
齢
化
に
伴
う
「
加
齢
性
難

聴
」
の
治
療
は
難
し
く
補
聴
器
で

聴
力
を
補
う
対
策
が
中
心
に
な

る
が
、
経
済
的
理
由
で
購
入
を
我

慢
し
て
い
る
人
も
多
い
。 

加
齢
性
難
聴
は
耳
の
奥
の
音

を
感
じ
る
細
胞
が
加
齢
に
伴
っ

て
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
起
き
る

症
状
で
、
放
置
す
る
と
脳
の
認
知

機
能
が
低
下
し
、
う
つ
病
や
認
知

症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と

さ
れ
て
い
る
。 

京
田
辺
市
で
は
障
害
者
手
帳

が
交
付
さ
れ
て
い
る
人
に
補
聴

器
の
購
入
費
を
補
助
し
て
い
る

が
、
交
付
対
象
で
は
な
い
中
・
軽

度
の
聴
覚
障
害
の
場
合
、
全
額
自

己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
加
齢
な

ど
に
よ
る
補
聴
器
購
入
費
の
助

成
を
求
め
る
。 

健
康
福
祉
部
長 

補
聴
器
購
入
費

の
助
成
は
、
身
体
障
碍
者
制
度
の

範
囲
内
で
国
の
基
準
に
該
当
す

る
方
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

 

問 

透
析
の
患
者
さ
ん
が
通
院
に

な
っ
た
と
き
、
障
が
い
者
サ
ー
ビ

ス
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
使
え
な

い
場
合
が
あ
る
。 

市
内
病
院
以
外
で
の
通
院
の

場
合
、
各
福
祉
制
度
の
基
準
に
よ

り
制
限
が
か
か
り
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
な
い
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
年
金
の
半
分
が
通
院
費
の
負

担
と
な
り
、
生
活
が
大
変
に
な
っ

て
い
る
。 

市
と
し
て
国
や
府
へ
の
基
準

見
直
し
を
要
望
す
る
と
同
時
に

独
自
の
通
院
支
援
を
求
め
る
。 

健
康

祉

健
康
福
祉
部
長 

各
支
援
制
度
も
あ

る
の
で
、
市
と
し
て
新
た
に
支
援

拡
充
を
行
う
考
え
は
な
い
。 

 

問 

買
物
難
民
と
呼
ば
れ
る
車
を

運
転
で
き
な
い
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
、
障
が
い

者
等
の
買
い
物
や
特
に
重
た
い

荷
物
の
配
達
な
ど
へ
の
支
援
の

声
に
応
え
た
市
の
取
り
組
み
を
。

 

ま
た
、
店
舗
事
業
者
や
商
工
会

な
ど
へ
の
働
き
か
け
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

現
在
行
っ
て
い
る

居
場
所
づ
く
り
支
援
事
業
の
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
、
参
加
者
に
商
業

施
設
に
よ
る
週
一
回
買
い
物
の

送
迎
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
希
望
さ
れ
る
１０
カ
所
の
地

域
で
実
施
し
て
い
る
。 
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▼
北
陸
新
幹
線
新
駅
は
京
田
辺
市

の
発
展
要
素
に
な
る
の
か 

 

市
長
は
施
政
方
針
で
北
陸
新
幹

線
新
駅
設
置
を
京
田
辺
市
の
未
来

へ
の
発
展
要
素
と
位
置
付
け
て
い

ま
す
。
質
問
で
は
新
駅
設
置
に
と

も
な
う
建
設
負
担
金
や
、
周
辺
整

備
の
た
め
の
財
政
負
担
が
数
十
億

円
規
模
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
、
ま

た
自
然
環
境
や
住
民
生
活
に
も
多

大
な
影
響
が
あ
り
、
住
民
の
立
退

き
も
考
え
ら
れ
る
な
ど
、「
負
の
影

響
」
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
し
、
新
駅
設
置
が
「
未

来
へ
の
発
展
要
素
」
だ
と
位
置
付

け
る
根
拠
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。 

 

市
当
局
の
最
初
の
答
弁
は
、「
関

西
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
と
す
る
一
般

的
な
も
の
で
し
た
。
再
質
問
で
は

富
山
県
高
岡
市
の
例
を
出
し
、
新

幹
線
新
駅
が
必
ず
し
も
地
域
の
た

め
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
ま
し
た
が
、
市
当
局
は
、
財
政

負
担
に
つ
い
て
も
駅
位
置
が
決
ま

っ
て
い
な
い
と
し
つ
つ
も
、「
今
の

と
こ
ろ
財
政
負
担
金
は
、
そ
ん
な

に
過
度
な
負
担
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
」
と
楽
観
的
な
姿
勢

を
示
す
と
と
も
に
、「
駅
位
置
が
決

ま
れ
ば
、
い
か
に
効
率
的
に
発
展

要
素
を
生
か
す
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
す
る
の
か
を
、
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。 

 

こ
こ
に
は
京
田
辺
市
に
お
け
る

北
陸
新
幹
線
問
題
の
本
質
が
端
的

に
現
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
新
幹

線
新
駅
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
は
、
本

来
な
ら
、
町
の
発
展
、
将
来
の
た
め

に
は
必
要
だ
か
ら
つ
く
る
、
と
い
う

の
が
ま
ず
先
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
ど

う
つ
く
る
の
か
と
い
う
議
論
に
な

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

京
田
辺
市
で
は
、
新
駅
設
置
が
持
ち

上
が
っ
て
か
ら
４
年
以
上
た
ち
、
こ

の
間
、
何
度
か
議
会
で
も
議
論
し
て

い
ま
す
が
、
私
だ
け
で
な
く
、
市
当

局
も
含
め
て
、
そ
う
い
う
議
論
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

北
陸
新
幹
線
延
伸
の
ル
ー
ト
を
、

実
質
的
に
は
与
党
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
だ
け
で
、
つ
ま
り
自
民
党
な

ど
の
一
部
の
国
会
議
員
の
会
合
の

中
だ
け
で
一
方
的
に
決
め
た
、
そ
の

経
過
が
も
た
ら
し
た
大
き
な
歪
み

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

一
般
質
問
で
は
、
市
当
局
の
答
弁

に
対
し
て
以
上
の
指
摘
を
し
た
上

で
、
京
田
辺
市
に
北
陸
新
幹
線
を
通

す
意
味
が
本
当
に
あ
る
の
か
、
そ
の

必
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
議
論
す

べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

▼
「
住
環
境
に
悪
影
響
あ
る
な
ら
必

要
な
い
」
と
い
う
市
長
発
言
の
真
意

は 

 

２０
年
１０
月
の
「
市
民
み
ら
い
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
（
市
北
部
地
域
の

区
・
自
治
会
役
員
と
市
長
と
の
懇
談

の
場
）
で
市
長
は
、
参
加
者
か
ら
の

質
問
に
答
え
て
、
新
幹
線
新
駅
の
場

所
は
未
定
だ
が
、
と
断
っ
た
上
で
、

「
松
井
山
手
周
辺
の
良
質
な
住
環

境
に
十
分
配
慮
す
る
旨
、
市
は
京
都

府
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
た
。
北

部
地
域
の
住
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
あ
る
な
ら
、
必
要
な
い

と
考
え
て
い
る
。
」
と
発
言
し
て
い

ま
す
。 

 

一
般
質
問
で
は
、
こ
の
発
言
に
あ

る
「
悪
影
響
を
及
ぼ
す
」
と
は
ど
う

い
う
事
態
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い

う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、

市
長
の
考
え
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。 

 

な
か
な
か
市
長
本
人
は
答
弁
に

た
ち
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
長
の
真

意
を
問
う
て
い
る
と
繰
り
返
し
、
や

っ
と
答
弁
に
た
ち
、
「
例
え
ば
、
地

上
駅
と
な
っ
た
と
き
に
、
南
北
、
東

西
、
そ
う
い
っ
た
形
で
、
良
好
な
住

環
境
が
分
断
さ
れ
る
よ
う
な
状
況

に
な
る
。
そ
う
な
る
の
は
良
好
な
状

況
で
は
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
、
地
上
な
ら
ま
ち

が
分
断
さ
れ
る
か
ら
と
言
っ
て
も
、

 
 
 
 
 
 
 
 

ト
ン
ネ
ル
だ
か
ら
良
い
と
は
い
え

な
い
と
し
て
、
大
深
度
地
下
ト
ン

ネ
ル
で
住
宅
地
に
陥
没
事
故
を
生

じ
さ
せ
た
東
京
都
調
布
市
の
例
を

あ
げ
て
市
の
見
解
を
質
し
ま
し

た
。 

 

市
当
局
は
「
大
深
度
地
下
は
Ｊ

Ｒ
京
都
駅
付
近
で
の
活
用
が
検
討

さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
京
田
辺
市

周
辺
で
は
大
深
度
の
ト
ン
ネ
ル
は

想
定
し
な
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
、

再
び
楽
観
的
な
答
弁
を
し
ま
し
た

が
、
環
境
影
響
評
価
方
法
書
の
説

明
会
で
は
、
鉄
道
運
輸
機
構
は
京

田
辺
市
で
大
深
度
地
下
ト
ン
ネ
ル

に
な
る
可
能
性
を
否
定
し
て
い
な

い
こ
と
を
示
し
て
追
及
す
る
と
、

ル
ー
ト
や
駅
位
置
は
決
ま
っ
て
い

な
い
と
し
つ
つ
も
、「
鉄
道
運
輸
機

構
と
、
極
力
、
市
民
生
活
、
ま
ち

づ
く
り
に
影
響
の
な
い
形
で
、
詳

細
な
協
議
を
必
要
な
時
に
な
れ

ば
、
し
て
い
き
た
い
。
」、「
極
力
少

な
い
影
響
に
抑
え
た
上
で
、
新
幹

線
効
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
最
大
限

生
か
し
た
い
」
と
言
わ
ざ
る
え
な

く
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
を
受
け
て
、「
住
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
新

幹
線
新
駅
を
つ
く
る
意
味
が
あ
る

の
か
。
本
当
に
京
田
辺
市
の
未
来

へ
の
発
展
要
素
と
言
え
る
の
か
。

今
の
松
井
山
手
周
辺
に
新
幹
線
新

駅
を
つ
く
る
と
な
れ
ば
、
ト
ン
ネ

ル
だ
ろ
う
と
地
上
だ
ろ
う
と
、
ま

ち
づ
く
り
の
破
壊
に
な
り
か
ね
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
松
井
山
手
に

新
駅
は
必
要
な
い
と
表
明
す
べ
き

だ
」
と
強
く
求
め
ま
し
た
。 

 

▼
学
研
都
市
線
減
便
計
画
に
対
す

る
市
の
対
応
は 

 

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
こ
の
秋
の
ダ
イ

ヤ
改
正
で
、
大
和
路
線
や
京
都
線
な

ど
で
平
日
昼
間
の
減
便
を
実
施
し

た
の
に
続
き
、
来
年
春
の
ダ
イ
ヤ
改

正
で
は
学
研
都
市
線
で
も
同
様
の

減
便
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点

に
つ
い
て
の
京
田
辺
市
の
見
解
を

質
す
と
と
も
に
、
住
民
の
身
近
な
公

共
交
通
で
あ
る
学
研
都
市
線
の
減

便
に
反
対
し
、
そ
の
充
実
こ
そ
求
め

る
べ
き
で
、
国
に
対
し
て
も
北
陸
新

幹
線
延
伸
計
画
に
２
兆
１
千
億
円

も
の
巨
額
の
税
金
投
入
を
す
る
の

で
は
な
く
、
身
近
な
公
共
交
通
の
維

持
、
充
実
に
こ
そ
財
政
支
援
を
す
る

よ
う
求
め
る
べ
き
だ
と
提
起
し
ま

し
た
。 

 

市
当
局
か
ら
は
、
「
ダ
イ
ヤ
改
正

に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
具
体
的
な

検
討
を
開
始
す
る
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本

か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
人
口
増
加

や
、
北
陸
新
幹
線
新
駅
設
置
な
ど
発

展
要
素
の
あ
る
府
南
部
地
域
の
将

来
性
を
考
慮
し
、
複
線
化
を
視
野
に

入
れ
た
輸
送
力
の
維
持
増
強
に
つ

い
て
、
積
極
的
に
提
案
し
た
い
。
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
都
市
間
移

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
よ
り
便
利
で

効
率
的
に
連
絡
し
て
こ
そ
、
そ
の
相

乗
効
果
に
よ
っ
て
公
共
交
通
を
利

用
す
る
機
会
が
増
加
す
る
の
で
、
地

域
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

都
市
間
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
ど
ち
ら
も
充
実
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。 
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◆
快
適
な
公
園
整
備
、
災
害
に
強
い
道

路
を 

 

９
月
議
会
の
建
設
経
済
常
任
委
員

会
で
は
、
田
辺
地
域
で
お
よ
そ
２５
区
画

の
小
規
模
宅
地
開
発
に
か
か
わ
る
公

園
整
備
と
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
議

案
を
審
議
し
ま
し
た
。 

 

公
園
整
備
で
は
、
開
発
区
域
内
に
設

置
さ
れ
た
公
園
に
つ
い
て
、
面
積
や
緑

地
の
設
置
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
て

い
る
も
の
の
、
公
園
の
形
状
が
細
長
い

た
め
、
緑
地
帯
が
一
方
の
端
に
押
し
込

ま
れ
た
よ
う
な
形
に
な
り
、
実
際
以
上

に
狭
く
感
じ
る
公
園
で
し
た
。 

 

質
疑
で
は
、
公
園
の
形
状
に
つ
い

て
、
「
で
き
る
だ
け
正
方
形
に
近
い
形

の
公
園
に
な
る
よ
う
指
導
す
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
市
当

局
か
ら
は
、
「
公
園
の
規
定
は
基
準
に

従
っ
て
い
る
。
面
積
は
都
市
計
画
法
で

開
発
区
域
の
３
％
と
し
、
形
状
は
で
き

る
だ
け
４
角
形
に
し
て
い
く
と
あ
る
。

今
回
は
防
火
水
槽
の
設
置
も
あ
っ
た
。

法
令
に
基
づ
い
て
協
議
し
て
い
る
が
、

お
願
い
に
な
る
も
の
も
あ
る
。
」
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

審
議
の
最
後
に
、
住
民
に
と
っ
て
で

き
る
だ
け
快
適
な
公
園
と
す
る
た
め

に
は
面
積
だ
け
で
な
く
、
形
状
に
も
配

慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要

な
ら
設
置
基
準
の
見
直
し
も
含
め
て

検
討
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
、
賛
成
し

ま
し
た
。 

  

同
じ
小
規
模
宅
地
開
発
区
域
内
の

市
道
認
定
議
案
に
つ
い
て
も
審
議
し

ま
し
た
。
宅
地
内
で
は
、
ぐ
る
り
と
回

る
環
状
道
路
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
宅
地
区
域
内
へ
の
出
入
り
は
、
大
通

に
面
し
た
一
本
道
か
ら
進
入
す
る
Ｐ

字
型
に
近
い
も
の
で
、
徒
歩
で
の
避
難

経
路
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
宅
地

内
へ
の
車
で
の
出
入
り
口
は
、
一
箇
所

し
か
な
い
形
で
す
。 

 

審
議
で
は
「
２
方
向
へ
通
り
抜
け
る

道
路
を
設
置
す
る
よ
う
、
事
業
者
へ
指

導
す
べ
き
だ
と
求
め
、
市
当
局
か
ら
「
市

と
し
て
指
導
し
て
い
る
が
、
業
者
の
都

合
で
こ
う
な
っ
た
。」
「
繰
り
返
し
今
後

も
指
導
し
て
い
く
。」
と
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

た
だ
今
回
の
開
発
区
域
に
限
っ
て
い

え
ば
、
奥
の
方
向
へ
抜
け
る
道
路
を
整

備
す
る
余
裕
は
十
分
に
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
、
そ
の
点
を
指
摘
し
て
、
今
回
の

開
発
事
業
を
こ
れ
で
終
わ
り
と
す
る
の

で
は
な
く
、
引
き
続
き
奥
の
方
へ
抜
け

る
道
路
を
整
備
す
る
よ
う
指
導
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
は
市
当
局
か
ら
「
指
摘
さ
れ

て
い
る
土
地
は
、
今
回
の
開
発
区
域
外

な
の
で
、
ど
う
い
う
も
の
か
は
不
明
。」

「
市
と
し
て
指
導
す
る
根
拠
も
必
要
に

な
り
、
限
界
が
あ
る
の
で
難
し
い
。」
と

述
べ
、「
今
回
の
事
業
と
し
て
は
終
わ
っ

て
い
る
。」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

本
来
は
事
業
者
に
２
方
向
へ
抜
け
る

道
路
を
整
備
す
る
用
地
確
保
も
含
め

て
、
事
業
を
進
め
る
よ
う
に
指
導
す
べ

き
で
あ
り
、
京
田
辺
市
と
し
て
こ
れ
で

終
わ
り
と
せ
ず
に
、
引
き
続
き
事
業
者

へ
指
導
す
る
よ
う
求
め
、
採
決
で
は
反

対
し
ま
し
た
。 

 

◆
お
茶
だ
け
で
な
く
米
づ
く
り
に
も
支

援
を 

補
正
予
算
審
議 

 

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
玉
露
や
て

ん
茶
を
つ
く
っ
て
い
る
お
茶
農
家
に
、

茶
園
面
積
１０

ア
ー
ル
に
つ
き
５
万
円

の
補
助
金
を
交
付
す
る
「
特
産
農
産
物

（
茶
）
次
期
策
支
援
事
業
」
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

質
疑
で
は
事
業
の
概
要
と
と
も
に
、

お
茶
だ
け
で
な
く
、
田
辺
ナ
ス
、
え
び

い
も
な
ど
の
特
産
物
に
つ
い
て
は
支
援

し
な
い
の
か
、
と
り
上
げ
ま
し
た
。
市

新

当
局
か
ら
は
、
お
茶
は
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
影
響
が
大
き
く
２
年
連
続
で
買
取

価
格
が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
、
今
年
は

霜
害
の
影
響
が
大
き
く
生
産
量
も
落
ち

込
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
支
援
す
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
「
お
茶
と
比
べ
て
田
辺
ナ
ス
は
、

２０
年
度
は
出
荷
量
、
額
と
も
前
年
比
増

で
、
２１
年
度
も
１９
年
度
と
変
わ
ら
な
い

状
況
。
え
び
い
も
は
２０
年
度
は
前
年
比

で
価
格
は
上
が
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
も
少
な
い
。
」
と
説
明
が
あ

り
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
作
物
に
つ
い

て
も
「
今
後
、
影
響
が
出
れ
ば
支
援
を

検
討
し
て
い
く
。」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

そ
れ
で
今
年
は
米
価
が
２
年
連
続

で
、
し
か
も
今
年
は
前
年
比
２
〜
３
割

の
下
落
と
な
る
こ
と
、
木
津
川
市
で
は
、

米
生
産
者
応
援
給
付
金
と
し
て
約
８
０

０
万
円
の
補
正
予
算
を
組
ん
で
い
る
こ

と
な
ど
も
紹
介
し
、
京
田
辺
市
で
も
お

茶
だ
け
で
な
く
米
作
り
の
農
家
へ
の
支

援
も
必
要
で
は
な
い
か
と
提
起
し
ま
し

た
。 

 

市
当
局
は
「
米
は
価
格
が
下
が
っ
て

お
り
、
稲
作
は
き
び
し
い
と
認
識
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
る
。」
と
述
べ
た
も
の
の
、「
国
の
方

向
性
で
は
需
要
を
伸
ば
す
の
は
難
し

い
。
ほ
場
を
守
っ
て
い
く
よ
う
支
援
し

て
い
く
。
」
と
い
う
答
弁
で
、
直
接
的

な
支
援
に
は
消
極
的
で
し
た
。 

 

再
度
、
京
田
辺
市
の
農
業
に
と
っ

て
、
農
地
面
積
と
い
う
点
か
ら
み
て
も

米
が
農
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
、
そ
の
重
要
性
と
、
米
価
の

大
幅
下
落
と
い
う
今
の
課
題
に
見
合

っ
た
支
援
を
と
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
「
稲
作
は
大
事
と
い
う
認
識
は
持
っ

て
い
る
。
本
市
に
は
良
質
米
奨
励
金

険

金
や
、
農
業
収
入
保
険
、
農
業
用
機
械

へ
の
補
助
な
ど
も
あ
り
、
そ
れ
ら
を
続

け
て
い
く
。」
と
い
う
答
弁
で
し
た
。 

 

◆
河
川
・
改
修
治
水
対
策
及
び
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
関
す
る
所
管
事
務

調
査 

 

建
設
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、
今
期

は
表
題
の
２
つ
の
テ
ー
マ
で
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
す
。
９
月
議
会
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
所
管
す
る

部
署
を
呼
ん
で
、
京
田
辺
市
の
現
状
や

課
題
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
と
、
今
後

討
議

の
進
め
方
に
つ
い
て
の
委
員
間
討
議
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。 

９
月
２２
日
に
文
教
福
祉
常
任
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
同
常
任
委
員
会
で
所

管
さ
れ
る
議
案
審
査
と
令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）、
所

管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
な

お
、
日
本
共
産
党
か
ら
は
、
岡
本
り
ょ

う
い
ち
議
員(

委
員
長)

が
委
員
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
委
員
長
は
採
決
に
加

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
共
産
党
は
反
対
） 

▼
学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
事
業
に

つ
い
て 

問 

大
住
小
・
三
山
木
小
・
普
賢
寺
小

で
、
令
和
３
年
度
か
ら
６
年
度
ま
で

２
億
２
１
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
市
は
コ
ス
ト

削
減
を
目
的
に
導
入
さ
れ
た
が
実

態
は
ど
う
な
の
か
。 

学
校
教
育
課
長 

金
額
と
し
て
は
、
前

回
か
ら
上
が
っ
て
い
る
。
要
因
と
し

て
は
、
三
山
木
小
の
調
理
数
が
大
幅

に
増
え
て
い
る
。
ま
た
人
件
費
も
上

が
っ
て
い
る
。 

 

問 

調
理
業
務
に
お
い
て
、
「
高
い
専

門
性
」
と
「
豊
か
な
経
験
」
が
必
要
。

何
よ
り
、
学
校
栄
養
士
と
調
理
師
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
不
可
欠
だ
が
、
請
負
業
務

の
内
容
と
連
携
な
ど
は
。 

学
校
教
育
課
長 

管
理
栄
養
士
の
指

導
の
下
、
調
理
師
に
対
し
て
指
導
を

行
う
。
委
託
し
た
と
こ
に
お
任
せ
で

は
な
く
、
管
理
栄
養
士
も
関
わ
っ
て

い
る
。 

 

問 

請
負
業
務
を
行
う
に
は
、
次
の
２

点
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。 

①
労
務
管
理
上
の
独
立
性
と
し
て
、
業

者
が
雇
用
す
る
労
働
者
を
、
み
ず
か

ら
指
揮
命
令
す
る
。 

②
事
業
経
営
上
の
独
立
性
と
し
て
、
業

者
が
請
負
業
務
に
お
い
て
、
事
業
主

か
ら
、
独
立
し
て
処
理
す
る
。 

し
か
し
、
現
状
で
は
そ
う
は
な
っ

て
い
な
い
。
「
偽
装
請
負
」
に
な
り

か
ね
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
等
の

や
り
方
を
す
る
の
か
。 

学
校
教
育
課
長 

こ
れ
ま
で
と
変
え

る
予
定
は
な
い
。 

 

▼
小
規
模
保
育
・
施
設
整
備
補
助
事
業

に
つ
い
て 

問 

小
規
模
保
育
は
、
定
員
規
模
が
小
さ

い
こ
と
を
理
由
に
、
小
規
模
保
育
事
業
Ｂ

型
で
は
、
保
育
士
は
保
育
所
の
半
分
で
よ

い
。
Ｃ
型
で
は
研
修
修
了
者
で
よ
い
と
、

国
の
基
準
と
し
て
緩
和
さ
れ
た
。 

今
回
、
田
辺
区
に
整
備
さ
れ
る
小
規
模

保
育
の
設
置
基
準
に
つ
い
て
、
公
的
保
育

所
の
設
置
基
準
と
比
較
し
て
ど
う
な
の

か
。
①
職
員
数
と
職
員
資
格
に
つ
い
て
、 

②
面
積
基
準
に
つ
い
て
、
③
給
食
設
置
に

つ
い
て
、
④
保
育
料
に
つ
い
て
。 

 

輝
く
こ
ど
も
未
来
室
担
当
課
長 

①
②
本

市
と
し
て
は
、
認
可
保
育
所
と
同
等
の

Ａ
型
し
か
運
営
を
し
な
い
と
い
う
方
針

で
あ
る
。
③
給
食
に
つ
い
て
は
自
園
調

理
で
行
う
。
④
保
育
料
は
認
可
保
育
所

と
同
様
で
あ
る
。 

 

※
補
正
予
算
の
反
対
討
論
で
は
、
本
来
な

ら
待
機
児
童
の
解
消
は
、
設
置
基
準
を
緩

和
し
た
地
域
型
保
育
事
業
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
の
設
置
基
準
を
満
た
す
認
可
保
育

所
の
定
員
数
を
増
や
す
こ
と
や
、
保
育
士

の
待
遇
改
善
な
ど
を
行
い
、
保
育
士
の
確

保
に
努
め
、
保
育
の
質
の
向
上
に
取
り
組

む
べ
き
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。 
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小選挙区 得票数 得票率

山井和則 14387 43.7%

（12082票） （41・3%）

清水鴻一郎 10726 32.6%

中島ひでき 7821 23.7%

※下段の（）の数字は17年総選挙結果。

※前回は「共産党・上條亮一」が3930票

（13・4％）の得票。

※「自民党・安藤裕」が13239票

（45・3％）の得票。

2021年総選挙京田辺市開票結果　投票率58.99％　

比例代表 得票数 得票率

日本共産党 2836票 8.6%

自由民主党 9748票 29.6%

日本維新の会 9085票 27.6%

立憲民主党 5057票 15.3%

公明党 2981票 9.0%

国民民主党 1275票 3.8%

れいわ新選組 1051票 3.1%

NHK党 425票 1.2%

社会民主党 421票 1.2%

※前回の投票率は55％。

 
 
 
 
 
 
 
 

 日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索

（
１
）「
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
」
成
立

に
よ
る
条
例
改
正
議
案
に
反
対 

総
務
常
任
委
員
会
に
提
案
さ

れ
た
３
議
案
「
京
田
辺
市
個
人

情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
」
、
「
京
田
辺
市
行
政
手

続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個

人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人

情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」
、
「
京
田

辺
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」
は
、
先
の
国

会
で
の
「
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
」

の
成
立
を
受
け
、「
デ
ジ
タ
ル
社

会
形
成
整
備
法
」
の
法
改
正
に

と
も
な
っ
て
、
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。
国
に
よ
る
自
治
体
の

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化･

共

同
化
と
集
約
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
預
貯
金
口
座
の
ひ
も
付
け
促

進
な
ど､

個
人
情
報
の
利
用
拡

大
を
は
か
る
も
の
で
す
。 

個
人
情
報
保
護
法
に
つ
い
て

市
当
局
か
ら
は
、
今
回
の
条
例

改
正
で
個
人
情
報
保
護
の
緩
和

が
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

後
２
年
の
間
に
国
基
準
に
あ
わ

せ
る
よ
う
な
法
改
正
を
施
行
す

る
た
め
の
政
令
が
出
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
２
０
０
０
近
い
自

治
体
ご
と
に
違
う
個
人
情
報
保

護
の
在
り
方
を
、
規
制
の
緩
い

国
基
準
に
合
わ
せ
る
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提

供
に
つ
い
て
も
、
従
業
員
本
人

同
意

あ

場
合
に
転
職
時

の
同
意
が
あ
る
場
合
に
転
職
時
等

の
使
用
者
間
で
の
特
定
個
人
情
報

の
提
供
を
可
能
と
す
る
も
の
で

す
。
条
文
の
追
加
を
突
破
口
に
今

後
、
官
民
一
体
で
発
足
さ
せ
る
デ

ジ
タ
ル
庁
に
よ
り
「
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
」
を
推
進
し
、
膨
大
な
個

人
情
報
を
企
業
利
益
の
た
め
に
利

用
す
る
し
く
み
の
拡
大
を
は
か
る

も
の
で
国
民
の
利
益
と
は
相
い
れ

ま
せ
ん
。
よ
っ
て
３
議
案
に
反
対

し
ま
し
た
。 

 

（
２
）
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
の
主
な
内
容 

市
民
ま
つ
り
に
関
し
て
の
追
加

分
と
し
て
バ
ス
無
料
対
応
（
４
２

０
万
円
）、
新
た
な
自
主
防
災
組
織

設
置
に
伴
う
補
助
金
（
２８･

５
万

円
）
、
自
治
会
か
ら
の
応
募
に
対
し

て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
金
（
１
０
０
万
円
） 

 

（
３
）
所
管
事
務
調
査 

・
ふ
る
さ
と
納
税
（
個
人
・
企
業

版
）
に
つ
い
て
は
、
執
行
部
と

の
意
見
交
換
を
実
施
し
、
現
状

と
問
題
点
、
課
題
に
つ
い
て
委

員
間
討
議
を
行
っ
た
。 

・
女
性
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
調
査
の
進
め
方
で
委
員

間
討
議
を
行
っ
た
。 
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京
田
辺
市
の
２
０
２
０
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
認
定
な
ど
を

審
議
す
る
決
算
特
別
委
員
会
が
１０
月

に
行
わ
れ
、
日
本
共
産
党
議
員
団
か
ら

は
増
富
理
津
子
議
員
が
所
属
し
、
問
題

点
な
ど
指
摘
し
ま
し
た
。 

 ▼
市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
市
政
を 

 

２０
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
に

見
舞
わ
れ
、
市
も
そ
の
対
応
に
追
わ
れ

た
１
年
で
し
た
。
３
月
の
一
斉
休
校
、

２
度
の
緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延
防
止

で
飲
食
店
、
カ
ラ
オ
ケ
店
な
ど
は
酒
類

の
提
供
禁
止
や
時
短
営
業
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
出
勤
者
７
割

減
、
テ
レ
ワ
ー
ク
と
働
き
方
が
変
わ

り
、
市
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
、

延
期
と
な
る
な
ど
市
民
の
健
康
、
命
と

暮
ら
し
、
営
業
な
ど
窮
地
に
追
い
込
ま

れ
ま
し
た
。
市
に
お
い
て
も
様
々
な
支

援
策
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
市

民
に
と
っ
て
の
支
援
策
が
ど
の
よ
う

に
効
果
的
だ
っ
た
の
か
検
証
し
、
市
民

の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
市
政
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

決
算
資
料
か
ら
、
生
活
保
護
世
帯
数

は
、
高
齢
者
世
帯
を
中
心
に
５
８
５
世

帯
に
増
加
し
、
生
活
が
き
び
し
い
世
帯

の
子
ど
も
へ
の
支
援
で
あ
る
就
学
援

助
数
も
１
０
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
単
に
援
助
児
童
数
が
増
え
た

だ
け
で
な
く
、
準
要
保
護
で
の
増
加
が

大
き
く
、
支
援
を
必
要
と
す
る
層
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
で
は
市
民
法
人
税
の
納
税

義
務
者
が
毎
年
ふ
え
、
税
収
は
増
え
て

き
ま
し
た
。
２０
年
度
は
、
法
人
税
率

の
引
き
下
げ
と
い
う
要
因
も
あ
り
ま

し
た
が
、
法
人
税
収
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
１
法
人
当
た
り
の
税
収
で
見
る

と
、
４
年
連
続
で
減
額
傾
向
に
あ
り
ま

す
。 

                                   

総
括
質
疑
で
は
こ
れ
ら
を
示
し
て
、

市
民
の
暮
ら
し
の
実
態
に
つ
い
て
市

長
は
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
問
う

と
と
も
に
、
国
保
税
や
後
期
高
齢
者
保

険
料
の
引
き
下
げ
、
水
道
事
業
の
消
費

税
転
嫁
や
下
水
道
料
金
の
見
直
し
、
基
金

を
活
用
し
た
介
護
利
用
料
の
負
担
軽
減
、

粗
大
ご
み
有
料
化
の
見
直
し
や
中
小
企

業
支
援
の
利
子
補
給
廃
止
の
撤
回
を
求

め
ま
し
た
。 

 

市
長
は
「
国
や
京
都
府
の
経
済
動
向
報

告
は
、
全
体
と
し
て
緩
や
か
な
上
向
き
基

調
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ま

だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
も
あ
る
。
雇
用
や
所
得
環
境
、
個

人
消
費
の
弱
い
動
き
、
ま
た
直
近
の
消
費

動
向
も
落
ち
込
ん
で
い
る
。
市
民
の
暮
ら

し
や
市
内
経
済
へ
の
影
響
は
、
引
き
続
き

生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
で
、
自
立
的
に
商
売
し
て
い
け
る
、

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
市
民
の
み
な

さ
ん
を
中
心
に
ど
う
や
っ
て
市
内
経
済

を
回
し
て
い
く
の
か
考
え
て
、
対
策
を
と

っ
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

 

市
民
の
暮
ら
し
が
厳
し
さ
を
増
し
て

い
る
今
こ
そ
、
市
民
へ
の
負
担
増
に
最
も

慎
重
に
な
る
べ
き
で
す
。
負
担
増
が
本
当

に
必
要
な
の
か
、
負
担
増
の
割
合
は
適
切

な
の
か
、
政
策
効
果
は
あ
る
の
か
、
慎
重

な
検
討
と
結
果
を
検
証
し
て
い
く
べ
き

で
す
。
ま
た
国
や
府
の
施
策
に
つ
い
て
も

 
 
 
 
 
 
 
 

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
視
点
に
立
っ

て
、
し
っ
か
り
と
も
の
を
言
っ
て
い
く

べ
き
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

▼
国
保
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
負
担
軽
減
を 

国
保
税
は
、
広
域
化
に
と
も
な
い
京

都
府
か
ら
多
額
の
納
付
金
を
求
め
ら

れ
、
１９
年
度
か
ら
４
年
間
か
け
て
１８

年
度
比
で
１
２
０
％
へ
引
き
上
げ
る

計
画
を
策
定
し
、
国
保
税
を
引
き
上
げ

て
も
な
お
不
足
す
る
分
に
つ
い
て
は

一
般
会
計
か
ら
２３
年
度
ま
で
、
あ
わ

せ
て
１
億
５
千
万
円
を
繰
り
入
れ
る

と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ

き
１９
年
度
、
２０
年
度
に
は
国
保
税
が

１８
年
度
比
で
５
％
ず
つ
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

審
議
で
は
「
ま
ず
、
基
金
や
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
の
後
に
、
国
保
税

の
引
き
上
げ
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
、
市
民
の
国
保
税
負
担
軽
減
を

求
め
ま
し
た
。
市
当
局
は
「
国
保
税
を

引
き
上
げ
て
も
赤
字
と
な
る
場
合
は

繰
入
を
す
る
。
ま
た
税
率
引
き
上
げ
は

５
％
と
決
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
時
々
の
状
況
で
判
断
す
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
は
、
２

年
ご
と
の
保
険
料
の
見
直
し
で
、
一
人

当
た
り
の
保
険
料
が
、
１９
年
度
の
年

間
８
万
５
０
０
０
円
か
ら
２０
年
度
は

年
間
９
万
３
８
０
０
円
へ
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
低
所
得
者
の
た

め
の
特
例
軽
減
の
見
直
し
で
、
８０
万

円
未
満
の
年
金
し
か
な
い
方
が
２
倍

の
保
険
料
に
、
２１
年
度
は
３
倍
に
な

り
ま
す
。
被
保
険
者
の
多
く
は
、
年
金

を
主
な
収
入
と
し
て
お
り
、
年
金
も
実

質
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
中
、
重

い
負
担
が
７５
歳
以
上
の
方
に
押
し
つ

け
ら
れ
る
の
は
問
題
で
す
。
こ
の
よ
う

な
高
齢
者
い
じ
め
の
政
策
を
改
め
る

よ
う
市
と
し
て
も
国
へ
の
要
望
を
求

め
ま
し
た
。 

                

▼
住
民
の
立
場
に
た
っ
た
上
下
水
道
事

業
を 

 

水
道
事
業
へ
の
消
費
税
の
転
嫁
に

よ
っ
て
、
水
道
料
金
は
２
０
２
０
年
度

で
は
年
間
で
２
９
０
０
万
円
以
上
の

負
担
増
が
市
民
に
押
し
つ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
水
道
料
金
の
消
費
税
外
税
方

式
の
廃
止
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
す
。 

今
年
度
、
市
民
の
生
活
が
こ
れ
だ
け

大
変
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
１
・
４
倍

も
下
水
道
料
金
が
値
上
げ
さ
れ
ま
し

た
。
下
水
道
事
業
は
生
活
環
境
、
衛
生

面
の
向
上
と
い
う
点
で
重
要
な
公
共

性
を
も
っ
て
お
り
、
住
民
福
祉
の
向
上

の
点
か
ら
も
大
事
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
下
水
道
事
業
を
公
営
企
業
会

計
へ
と
移
行
さ
せ
、
そ
の
こ
と
を
も
っ

て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
大
幅
に

減
ら
し
、
下
水
道
料
金
を
引
き
上
げ
る

こ
と
は
問
題
で
す
。
住
民
の
立
場
に
た

っ
た
水
道
事
業
を
求
め
ま
し
た
。 

 

▼
「
中
小
企
業
支
援
の
利
子
補
給
」
廃

止
は
撤
回
を 

２０
〜
２３
年
度
の
４
年
間
に
取
り
組

む
と
さ
れ
る
「
京
田
辺
市
行
政
改
革
実

行
計
画
」
に
中
小
企
業
向
け
の
補
助
金

等
の
減
額
や
、
融
資
支
援
策
で
あ
る

「
利
子
補
給
の
見
直
し
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
の
と
こ
ろ

に
も
多
く
の
中
小
企
業
か
ら
大
変
だ

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

当
局
か
ら
は
、
「
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状

況
の
事
業
者
も
い
る
。
本
年
度
以
降
、

継
続
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
議
論
を
重
ね
る
」
と
答
弁
し
て

い
ま
す
。
現
状
況
の
下
、
中
小
企
業
支

援
の
利
子
補
給
の
廃
止
は
撤
回
す
べ

き
だ
と
求
め
ま
し
た
。 

 

▼
粗
大
ご
み
有
料
化
の
見
直
し
を 

２
０
１
６
年
に
市
は
、
粗
大
ご
み
回

収
の
有
料
化
を
導
入
し
ま
し
た
。
し
か

し
一
人
あ
た
り
粗
大
ご
み
の
排
出
量

は
、
１７
年
は
減
少
し
た
も
の
の
そ
の

後
３
年
連
続
で
増
加
し
、
１９
年
度
に

有
料
化
前
の
量
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

「
有
料
化
す
れ
ば
ご
み
は
減
量
」
と
い

う
考
え
で
の
施
策
は
見
直
す
べ
き
で

す
。 

 ▼
小
学
校
給
食
調
理
民
間
委
託
の
検

証
と
見
直
し
を 

 

２
０
１
０
年
度
か
ら
市
教
育
委
員

会
は
小
学
校
給
食
調
理
の
経
費
削
減

を
目
的
と
し
て
民
間
委
託
を
開
始
し

ま
し
た
。
１９
年
度
か
ら
、
委
託
校
は

７
小
学
校
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度

の
桃
園
小
を
見
て
も
委
託
料
は
約
１

０
０
０
万
円
増
え
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
直
営
調
理
の
経
費
は
、
人
件
費
と

運
営
経
費
を
あ
わ
せ
て
約
３
，
０
０
０

万
円
で
す
。
直
営
校
で
の
経
費
は
調
理

員
の
正
職
員
数
に
よ
っ
て
幅
が
あ
り

ま
す
が
、「
民
間
委
託
で
経
費
削
減
」

は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
際
、
民
間
委
託
を
検
証
し
見
直

す
と
と
も
に
、
改
め
て
学
校
給
食
が
果

た
す
役
割
を
検
討
し
、
中
学
校
給
食
も

含
め
て
、
市
直
営
の
自
校
調
理
方
式
で

す
す
め
る
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
は
「
委
託
料
の
増
額
は

人
件
費
の
高
騰
、
入
札
で
改
善
し
て
い

く
。
民
間
委
託
の
方
針
を
変
え
る
考
え

は
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 
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青
木
綱
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６
日
４
番
目 

１２月議会 日程 

１１月３０日（火）開会本会議    午後１時半～

１２月 ６日（月）本会議 一般質問 午前１０時～

8日（水）本会議 一般質問 午前１０時～

9日（木）本会議 一般質問 午前１０時～

１３日（月）総務常任委員会    午前１０時～

１４日（火）文教福祉常任委員会  午前１０時～

１５日（水）建設経済常任委員会  午前１０時～

１７日（金）議会運営委員会    午後１時半～

２１日（火）議会運営委員会    午後１時半～

２３日（木）閉会本会議      午後１時半～

増
富
理
津
子 

 

８
日
３
番
目 

（
１
）
農
業
政
策
に
つ
い
て 

①
米
価
下
落
に
対
す
る
緊
急
対
策

に
つ
い
て 

 
 

２
０
２
０
年
に
続
く
２
年
連

続
の
米
価
大
幅
下
落
に
対
し
て

緊
急
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。 

ア
、
国
に
対
し
て
、
過
剰
在
庫
の

買
取
に
よ
る
市
場
か
ら
の
隔
離

や
、
外
国
産
米
の
輸
入
制
限
な

ど
を
行
う
よ
う
求
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問

う
。 

イ
、
本
市
の
米
作
農
家
へ
、
市
独

自
の
緊
急
支
援
策
を
行
う
よ
う

求
め
る
。 

②
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
と

づ
く
取
り
組
み
に
つ
い
て 

ア
、
農
業
分
野
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

照
ら
し
て
、
そ
の
達
成
状
況
、

成
果
や
課
題
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 
 

あ
わ
せ
て
、
策
定
以
来
５
年

間
の
取
り
組
み
の
評
価
と
総

括
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

イ
、
こ
の
間
の
農
家
数
、
農
地
面

積
の
減
少
に
つ
い
て
、
そ
の
原

因
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
と
対

策
を
問
う
。 

③
都
市
農
業
振
興
基
本
法
に
も
と

づ
き
、
市
全
域
の
農
業
を
都
市

農
業
と
位
置
付
け
、
本
市
に
お

け
る
「
都
市
農
業
振
興
基
本
計

画
（
地
方
計
画
）
」
の
策
定
を
求

め
る
。 

（
２
）
市
立
図
書
館
に
つ
い
て 

①
文
化
振
興
や
市
民
活
動
の
充
実

な
ど
で
、
市
立
図
書
館
が
果
た
し

て
い
る
役
割
に
つ
い
て
、
市
教
育

委
員
会
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

②
市
民
に
開
か
れ
た
市
立
図
書
館

に
向
け
た
課
題
や
、
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

③
複
合
型
公
共
施
設
整
備
と
市
立

図
書
館
の
将
来
像
に
つ
い
て 

ア
、
複
合
型
公
共
施
設
に
図
書
館
機

能
を
付
与
す
る
と
し
た
理
由
と
、

そ
の
経
過
に
つ
い
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

イ
、
市
立
図
書
館
の
将
来
像
に
つ
い

て
、
広
く
図
書
館
協
議
会
委
員
な

ど
関
係
者
を
は
じ
め
、
利
用
者
、

市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
進
め

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ウ
、
複
合
型
公
共
施
設
の
機
能
、
収

容
施
設
、
概
要
に
つ
い
て
、
幅
広

い
市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
進

め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

 

（
１
）
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地

消
の
推
進
に
つ
い
て 

①
学
校
給
食
の
地
場
産
食
材
の
使

用
割
合
の
推
移
な
ど
学
校
給
食

に
お
け
る
各
校
の
地
産
地
消
の

現
状
を
問
う
。 

②
今
後
、
中
学
校
給
食
も
始
ま
る

が
、
地
産
食
材
の
利
用
を
推
進
す

る
に
当
た
っ
て
の
課
題
と
対
策

は
。 

③
学
校
給
食
の
地
産
地
消
を
支
え

る
上
で
、
生
産
者
の
方
々
へ
の
働

き
か
け
や
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の

 
 
 
 
 
 
 
 

岡
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亮
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毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など議

員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取り組

む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信しています。

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

ロー」をお願いします。 
日本共産党京田辺市議団  検索

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

問
う
。 

④
地
産
地
消
と
食
育
の
ま
ち
づ
く

り
の
中
で
子
育
て
を
。 

 

（
２
）
就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
の

環
境
改
善
に
つ
い
て 

①
幼
稚
園
、
保
育
所
、
こ
ど
も
園
の

幼
児
ク
ラ
ス
に
お
け
る
教
諭
・
保

育
士
の
配
置
基
準
の
見
直
し
を
。 

②
保
育
所
の
職
員
体
制
、
勤
務
体

制
、
処
遇
に
つ
い
て
問
う
。 

 

（
３
）
女
性
支
援
に
つ
い
て 

誰
で
も
が
気
兼
ね
な
く
、
生
理
用

品
を
安
心
し
て
使
用
で
き
る
よ
う

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
に

公
共
施
設
、
学
校
の
ト
イ
レ
へ
の
設

置
を
。 

（
１
）
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
つ
い
て 

消
費
税
１０
％
へ
の
引
き
上
げ
に

伴
い
、
２
０
２
１
年
１０
月
か
ら
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度（
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
）
の
登
録
申
請
の
受
付
が
は

じ
ま
っ
た
。
ま
た
２
０
２
３
年
１０

月
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
開
始

さ
れ
る
。 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
売
手
が

買
手
に
対
し
て
、
適
用
税
率
や
消
費

税
額
等
を
伝
え
、
仕
入
税
額
控
除

（
課
税
売
上
か
ら
課
税
仕
入
に
関

す
る
消
費
税
を
控
除
す
る
こ
と
）
を

受
け
る
制
度
で
あ
る
が
、
以
下
の
点

を
問
う
。 

①
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
登
録
申
請

が
開
始
さ
れ
た
が
、
相
談
窓
口
の

設
置
な
ど
の
対
策
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。 

②
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
る
影
響

に
つ
い
て 

ア
、個
人
事
業
主
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

な
ど
、
年
間
売
上
１
０
０
０
万
円

未
満
の
免
税
事
業
者
に
与
え
る

影
響
は
。 

イ
、免
税
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を

発
行
で
き
ず
に
取
引
か
ら
排
除

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
問
う
。

ウ
、市
内
経
済
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
、
市
の
認
識
を
問
う
。 

③
多
く
の
中
小
業
者
が
影
響
を
受

け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
廃
止

す
る
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き
。

 

（
２
）
三
山
木
小
学
校
及
び
田
辺
中

学
校
の
施
設
整
備
（
校
舎
、
運
動
場
、

体
育
館
）
に
つ
い
て 

本
市
で
は
、市
南
部
地
域
の
住
宅

開
発
に
伴
い
、
三
山
木
小
学
校
、
田

辺
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
が
増
加

し
、教
室
や
運
動
場
が
不
足
し
て
い

る
。良
好
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る

た
め
の
対
策
に
つ
い
て
以
下
の
点

を
問
う
。 

①
現
在
の
同
小
中
学
校
施
設
の
現

状
に
つ
い
て
の
認
識
を
問
う
。

②
今
後
、
予
測
さ
れ
る
教
室
不
足
に

対
し
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る

の
か
。 

③
運
動
場
や
体
育
館
は
、
総
合
的
な

学
習
や
集
会
の
場
、
ま
た
ク
ラ
ブ

活
動
の
た
め
に
必
要
な
施
設
で

あ
る
。
学
校
設
置
基
準
に
基
づ
い

た
面
積
を
確
保
で
き
る
の
か
。市

の
見
解
を
問
う
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党京田辺市議会 
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１０
月
２７
日
に
開
か
れ
た
文
教
福

祉
常
任
委
員
協
議
会
で
、
「
中
学
校

給
食
施
設
新
築
工
事
に
係
る
基
本

設
計
」
及
び
、「
第
３
次
京
田
辺
市

生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
（
素
案
）
」

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

◆
中
学
校
給
食
施
設
新
築
工
事
に

つ
い
て 

【
施
設
概
要
】 

・
計
画
概
要
…
調
理
施
設
規
模
最
大

３
０
０
０
食 

・
計
画
地
…
草
内
禅
定
寺
外
地
内

（
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー
西
側
）

・
建
物
概
要
…
延
面
積
２
１
１
９

㎡
、
鉄
骨
造
２
階
建
て
（
１
階
：

給
食
セ
ン
タ
ー
、
２
階
：
給
食
展

示
コ
ー
ナ
ー
、
研
修
室
） 

・
工
期
日
程
…
２１
年
９
月
〜
実
施

設
計
、
２３
年
１
月
〜
建
築
、
２４

年
４
月
開
始
予
定 

                    

【
基
本
計
画
】 

 

本
計
画
の
基
本
理
念
は
、
成
長
期

に
あ
る
生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発

達
の
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
給
食
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

健
康
の
保
持
増
進
、
体
位
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
学
校
給
食
を
生
き

た
食
材
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
給
食

の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

食
生
活
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
望

ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
指
す
。 

 

【
９
つ
の
基
本
的
な
方
向
性
】 

①
安
全
性
の
確
保 

・「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」
及

び 

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
の
概
念
に
基

づ
い
た
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

や
衛
生
管
理
区
分
の
明
確
化
が
図

ら
れ
た
共
同
調
理
方
式
に
よ
る
中

学
校
給
食
施
設
を
整
備
し
、
給
食
の

調
理
、
提
供
時
に
お
け
る
適
切
な
衛

生
管
理
及
び
リ
ス
ク
の
最
小
化
に

努
め
る
。 

②
お
い
し
い
給
食
の
提
供 

・
温
か
い
も
の
は
温
か
い
状
態
で
、

冷
た
い
も
の
は
冷
た
い
状
態
で
提

供
で
き
る
よ
う
に
適
温
で
の
提
供

に
配
慮
す
る
。 

・
生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
が
図

れ
る
よ
う
、
発
育
の
過
程
に
合
わ
せ

て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
旬

の
食
材
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た

給
食
を
提
供
す
る
。 

③
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応 

・
教
職
員
、
保
護
者
と
の
連
携
に
よ

り
、
生
徒
の
心
身
状
況
を
的
確
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、 

喫
食
ま
で
一

体
と
な
っ
た
き
め
細
か
な
対
応
を

行
う
。 

・
調
理
場
に
お
け
る
施
設
整
備
面
の

充
実
、
十
分
な
人
員
体
制
づ
く
り
に

努
め
る
。 

④
食
育
の
推
進 

・
食
育
基
本
法
の
基
本
理
念
に
基
づ

い
て
、
各
教
科
と
の
連
携
を
含
め
生

徒
に
対
す
る
食
育
を
推
進
す
る
。 

⑤
地
産
地
消
の
推
進 

・
学
校
給
食
を
「
食
」
に
関
す
る
生

き
た
教
材
と
し
て
活
用
し
、
本
市
の

特
産
品
で
あ
る
京
都
田
辺
茄
子
、

え
び
い
も
、 

玉
露
等
を
は
じ
め
全

校
の
給
食
に
京
田
辺
市
産
米
を
使

用
す
る
な
ど
、
地
産
地
消
に
配
慮
し

た
京
田
辺
市
ら
し
い
給
食
の
提
供

に
努
め
る
。 

⑥
調
理
環
境
の
充
実 

・
機
能
的
な
厨
房
機
器
の
導
入
だ
け

で
な
く
、
調
理
過
程
に
連
動
し
た
安

全
で
働
き
や
す
い
動
線
確
保
等
、
機

能
的
で
快
適
な
調
理
環
境
を
目
指

す
。 

⑦
環
境
負
荷
へ
の
配
慮 

・
学
校
給
食
施
設
は
、
公
共
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
球
環
境
に
配
慮

し
、
厨
房
機
器
や
照
明
設
備
等
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
る
と
と
も
に

廃
棄
物
の
減
量
と
再
資
源
化
へ
の

取
り
組
み
等
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し

た
環
境
負
荷
の
低
減
に
配
慮
す
る
。

⑧ 

学
校
運
営
・
教
育
環
境
へ
の
影
響

を
軽
減 

・
給
食
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
学

校
運
営
や
教
育
環
境
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
、
生
徒
の
教
育
活
動

に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮

し
、
給
食
関
係
車
両
の
通
行
等
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ら
、
生
徒
の
安
全
の
確
保
に
努
め

る
。 

・
ゆ
と
り
を
も
っ
た
給
食
時
間(

配

膳
を
含
む)

を
確
保
す
る
た
め
、
生

徒
及
び
現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら

時
間
割
を
検
討
す
る
。 

⑨
災
害
対
応 

・
中
学
校
給
食
施
設
は
、
受
水
槽

の
活
用
や
米
等
が
備
蓄
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
災
害
発
生
時

に
も
緊
急
対
応
で
き
る
よ
う
に
努

め
る
。 

  

◆
第
３
次
京
田
辺
市
生
涯
学
習
推
進

基
本
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て 

（
１
）
計
画
の
趣
旨 

京
田
辺
市
に
お
い
て
は
、
２
０
０

６
年
に
「
第
２
次
京
田
辺
市
生
涯
学

習
推
進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、「
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、

な
ん
ど
で
も
、
た
の
し
く
」 

学
ぶ
こ

と 

が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実

現
に
向
け
た
施
策
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。 

し
か
し
、
本
市
で
は
、
住
宅
開
発

の
影
響
に
よ
る
働
き
盛
り
世
代
人
口

や
高
齢
者
人
口
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、 

若
者
と
高
齢
者
の
世
代
間
格
差

や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
等
、

課
題
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。 ま

た
、 

国
際
化
の
進
展
に
よ
る
外

国
人
人
口
の
増
加
に
加
え
、 

技
術
の

進
展
や
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス 

感
染
症
に
よ
る
生
活
環
境
の
変

化
に
伴
い
、
人
々
の
価
値
観
の
多
様

化
が
進
ん
で
お
り
、
互
い
に
認
め
合

い
、
支
え
合
う
社
会
を
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、

今
後
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
と

つ
な
が
り
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市

に
お
い
て
も
生
涯
学
習
社
会
を
実
現

し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
学
び
を
通

し
た
自
己
実
現
や
地
域
の
つ
な
が
り

の
形
成
、
地
域
社
会
で
の
学
習
成
果
の

活
用
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
「
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。 

 

（
２
）
計
画
の
期
間 

本
計
画
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
２

０
３
１
年
度
ま
で
の

１０

年
と
し
ま

す
。
な
お
、
適
正
な
進
行
管
理
や
社
会

環
境
の
変
化
、
市
民
ニ
ー
ズ
等
を
考
慮

し
、
計
画
期
間
の
中
間
に
あ
た
る
２
０

２
６
年
度
末
に
本
計
画
の
内
容
を
見

直
し
ま
す
。 

 

（
３
）
基
本
理
念 

今
後
は
、
全
国
的
に
進
行
す
る
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
本
市
に

お
い
て
も
ま
ち
の
活
力
が
減
退
し 

て

い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
市
民
の
生
活
の
豊

か
さ
や
ま
ち
の
豊
か
さ
を
維
持
・ 

発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
生
涯
を
通
じ
て
学
習
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
こ

と
で
、
学
び
と
活
動
の
循
環
を
生
み
出

す
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
が
ま
す
ま

す
重
要
と
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
本
計
画
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
地
域
で
行
わ
れ
て
き
た
学
習

活
動
を
守
り
育
て
て
い
く
と
と
も
に
、

学
習
を
通
し
て
地
域
間
・
世
代
間
の
つ

な
が
り
を
形
成
し
、
学
習
の
成
果
を
地

域
で
活
用
し
て
い
く
た
め
に
、
「
学
び

を
広
げ
未
来
を
拓
く
ま
ち
京
田
辺
」
を

基
本
理
念
に
定
め
ま
す
。 

 

（
４
）
基
本
目
標 

本
計
画
に
お
い
て
は
、
基
本
理
念
の

実
現
に
向
け
、
次
の
３
つ
を
基
本
目
標

と
し
て
施
策
を
展
開
し
ま
す
。 

【
基
本
目
標
１
：
学
ぶ
（
誰
も
が
学
び

続
け
ら
れ
る
ま
ち
）
】 

市
民
一
人
ひ
と
り
の
学
び
の
充
実

を
図
る
た
め
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル 

に
応
じ
た
学
習
機
会
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
個
人
や
市
民
活
動
団
体
の
学

習
や
市
民
交
流
の
拠
点
と
な
る
生
涯

学
習
施
設
の
整
備
・
運
営
を
行
い
生
涯

学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま

す
。 ま

た
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
は
、
『
広
報
「
ほ

っ
と
京
田
辺
」』 

と
い
っ
た
従
来

の
方
法
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
幅

広
い
年
齢
層
へ
向
け
発
信
し
ま

す
。 

 

【
基
本
目
標
２
：
つ
な
げ
る
（
学

び
を
通
し
て
つ
な
が
り
あ
え
る

ま
ち
）
】 

学
び
を
通
し
た
つ
な
が
り
づ

く
り
の
た
め
、
学
習
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
地
域
人
材
の
発
掘
や
指
導

者
の
育
成
を
行 

い
な
が
ら
、
学

び
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り

や
市
民
活
動
団
体
同
士
の
つ
な

が
り
づ
く
り
を
支
援
し
、
学
び
の

深
化
や
共
に
学
ぶ
仲
間
づ
く
り

に
つ
な
げ
ま
す
。 

ま
た
市
内
の
大
学
や
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
民
間
企
業
等
と
つ
な
が

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
幅
広
い
学

び
の
機
会
を
確
保
し
ま
す
。 

 

【
基
本
目
標
３
：
活
か
す
（
学
び

の
成
果
を
活
用
で
き
る
ま
ち
）】

学
び
に
よ
り
身
に
つ
け
た
知

識
や
技
能
等
の
学
習
成
果
が
発

揮
で
き
る
機
会
を
提
供
し
、 

市

民
活
動
の
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
、
学
び
に
よ
り
集
ま
っ
た
市

民
や
市
民
活
動
団
体
同
士
の
つ

な
が
り
を
促
進
す
る
た
め
、
市
民

や
市
民
活
動
団
体
が
交
流
で
き

る
機
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。 

ま
た
、
学
び
に
よ
り
つ
な
が
っ

た
仲
間
と
共
に
、
学
び
の
成
果
を

地
域
で
の
身
近
な
課
題
解
決
に

活
か
す
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

す
。 
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広
報
広
聴
特
別
委
員
会
で
は
、

令
和
３
年
１１
月
８
日
（
月
）
午
後

６
時
か
ら
８
時
ま
で
、
京
田
辺
市

商
工
会
館
Ｃ
Ｉ
Ｋ
ビ
ル
４
階
「
キ

ラ
ラ
ホ
ー
ル
」
で
商
工
会
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
商
工
会
（
商
業
部
会
、
工
業

部
会
、
建
設
部
会
、
女
性
部
、
青

年
部
）
の
役
員
・
職
員
１７
名
と
議

長
、
副
議
長
、
市
議
会
広
報
広
聴

特
別
委
員
９
名
の
参
加
で
行
い
ま

し
た
。
今
回
の
意
見
交
換
会
は
、

議
会
の
広
聴
機
能
を
充
実
す
る
第

一
弾
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で

す
。 部

会
ご
と
に
５
つ
の
テ
ー
ブ
ル

に
分
か
れ
議
員
も
２
名
ず
つ
参
加

し
懇
談
し
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
で

は
部
会
で
の
取
り
組
み
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
事
業
へ
の
影
響
や
状

況
、
市
内
事
業
者
の
活
性
化
や
行

政
・
議
会
に
望
む
こ
と
等
を
テ
ー

マ
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

 

私
は
女
性
部
の
テ
ー
ブ
ル
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
女

性
部
は
商
工
会
員
女
性
経
営
者
や

会
員
の
配
偶
者
で
構
成
さ
れ
、
以

前
は
１
０
０
人
を
超
え
る
会
員
が

い
た
が
、
高
齢
に
よ
る
廃
業
な
ど

で
減
少
し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
視

察
研
修
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
減
塩

味
噌
づ
く
り
、
市
民
ま
つ
り
で
の

出
店
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
を

実
施
し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
昨
年
か
ら
中
止
に
な
る
こ
と

が
多
く
、
部
員
の
交
流
も
減
っ
て

い
る
。
日
常
の
生
活
や
営
業
の
中

で
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
す
る
お
し

ゃ
べ
り
の
場
に
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
女
性

部
の
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た
い
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
事

業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
参
加
さ

れ
た
ど
の
業
種
も
大
変
な
状
況
で

あ
る
こ
と
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

旅
行
業
の
方
か
ら
「
２
０
２
０
年

に
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
に

登
録
し
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発

出
と
解
除
の
繰
り
返
し
で
難
し
い
。

１
年
遊
ん
で
い
る
状
況
。
申
請･

登

録
の
手
続
き
煩
雑
。
第
６
波
も
あ
り

う
る
か
も
、
不
安
。
見
通
し
が
わ
か

ら
な
い
、
見
え
な
い
。
政
府
の
政
策

が
コ
ロ
コ
ロ
変
わ
っ
て
い
き
、
対
応

に
困
っ
た
。」 

飲
食
業
の
方
か
ら
は
「
長
か
っ
た

緊
急
事
態
宣
言
。
家
族
で
営
業
し
て

い
る
か
ら
ど
う
に
か
。
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
は
や
め
て
も
ら
っ
た
。
常
連
さ

ん
に
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
の

思
い
で
春
か
ら
ラ
ン
チ
を
始
め
た
。

解
除
に
な
っ
て
も
人
数
制
限
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
多
い
人
数
を
集
客

す
る
忘
年
会
や
成
人
式
な
ど
に
間

に
合
わ
せ
た
い
。
ワ
ク
チ
ン
証
明
書

な
ど
を
使
っ
た
大
阪
の
よ
う
な
モ

ニ
タ
ー
店
の
募
集
を
府
や
市
で
や

っ
て
欲
し
い
。
喜
ん
で
参
加
す
る
。

京
田
辺
市
で
も
多
い
人
数
で
も
営

業
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
。」 

美
容
業
の
方
は
「
コ
ロ
ナ
で
１
か

月
、
お
店
を
閉
め
た
。
緊
急
事
態
宣

言
が
明
け
て
す
ぐ
に
客
が
も
ど
る

か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
現
在

半
分
程
度
。
新
し
い
顧
客
確
保
の
た

め
に
も
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
宣
伝

も
し
た
い
が
コ
ロ
ナ
で
イ
ベ
ン
ト

自
身
が
で
き
な
い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

美
容
講
座
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
イ
ン
ス
タ
、

予
約
時
間
を
ず
ら
し
て
密
を
避
け

る
な
ど
企
業
努
力
は
し
て
い
る
。
」

等
。 参

加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
い

た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、
今
後

の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
１
９
年
１２

月
に
発
表
さ

れ
た
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

よ
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
」
に
お
い
て
、
日
本
は
１
５

３
か
国
中
１
２
１
位
と
過
去
最
低

の
順
位
で
し
た
。
こ
れ
は
政
治
・

経
済
・
教
育
・
健
康
の
４
部
門
に

つ
い
て
、
男
女
に
ど
れ
だ
け
の
格

差
が
存
在
し
て
い
る
か
を
分
析
し

て
算
出
さ
れ
る
指
標
で
、
日
本
は

特
に
政
治
と
経
済
の
分
野
に
お
い

て
男
女
の
格
差
が
大
き
く
、
男
女

共
同
参
画
に
お
い
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
市
が
、
２
０
１
９ 

年
に

行
っ
た
市
民
意
識
調
査
に
お
い
て

も
、
女
性
が
職
業
を
も
つ
こ
と
に

肯
定
的
な
意
見
を
持
つ
人
の
割
合

が
１０
年
前
と
比
べ
大
幅
に
増
え
、

家
事
・
育
児
・
介
護
の
役
割
分
担

も
「
夫
と
妻
で
同
程
度
」
を
希
望

す
る
人
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
現
実
に

は
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
も
見

ら
れ
、
配
偶
者
等
や
恋
人
間
で
の

暴
力
も
減
っ
て
は
い
な
い
等
の
結

果
が
出
て
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
伴
っ
て
家
族
が
家
庭
内
で

過
ご
す
時
間
が
増
え
る
一
方
で
、

急
増
し
た
家
事
や
育
児
も
主
に
女

性
が
担
っ
て
い
る
。
ま
た
外
出
自

粛
や
新
た
な
生
活
様
式
の
導
入
な

ど
、
生
活
へ
の
変
化
に
よ
る
不
安

や
ス
ト
レ
ス
の
増
加
に
よ
り
、
Ｄ

Ｖ
、
虐
待
、
性
暴
力
に
遭
う
リ
ス

ク
の
高
ま
り
が
全
国
的
に
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
一
層
、
相

談
体
制
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
そ
の
情
報
が
必
要
な
人
に
届
く

よ
う
周
知
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
そ
の
現
状
を
踏
ま
え
今

年
５
月
、
こ
れ
か
ら
の
１０
年
間
を
見

据
え
た
「
第
３
次
京
田
辺
市
男
女
共

同
参
画
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。 総

務
常
任
委
員
会
で
は
、
今
年
度

の
所
管
事
務
調
査
の
一
つ
と
し
て

「
女
性
政
策
」
に
つ
い
て
調
査
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
女
性
政
策
を
推

進
し
て
い
く
要
と
な
る
施
設
で
あ

る
京
田
辺
市
女
性
交
流
支
援
ル
ー

ム
「
ポ
ケ
ッ
ト
」
を
１１
月
５
日
に
視

察
し
、
実
施
事
業
の
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。 

                

支
援
ル
ー
ム
は
、
個
人
、
グ
ル
ー

プ･

団
体
な
ど
の
交
流
の
場
と
し
て

利
用
で
き
る
交
流
ス
ペ
ー
ス(

現
在

５
人
の
人
数
制
限)

と
情
報
コ
ー
ナ

ー
が
併
設
さ
れ
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
ち
ら
し･

小
冊
子
等
を
置
い

て
い
ま
す
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

用
パ
ソ
コ
ン
や
コ
ピ
ー
機･

印
刷
機

（
有
料
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
情

報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
図
書
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
女
性
の
相
談
室
は
、
月
曜
日
〜

金
曜
日 

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
で

料
金
は
無
料
で
す
。
専
門･

法
律
相
談

に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
支
援
ル
ー

ム
は
、
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
京
田
辺
２
階

に
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
、
市
民
意
識
調
査
で
は
「
ポ

ケ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
、
「
知
ら
な
い
」

が
約
８
割
を
占
め
て
お
り
、
認
知
度

は
２
割
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
知
っ
て
い
る
人
の
利
用
状
況
で

は
、「
利
用
し
た
こ
と
は
な
い
」
が
約

８
割
を
占
め
、「
利
用
し
た
こ
と
が
あ

る
」
人
は
約
２
割
と
な
っ
て
お
り
、

認
知
度
の
低
さ
や
利
用
率
の
低
さ
が

う
か
が
え
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。 視

察
後
の
委
員
間
討
議
で
、「
女
性

が
行
き
や
す
い
と
こ
ろ
に
あ
る
が
ス

ペ
ー
ス
が
狭
い
」
「
相
談
窓
口
と
し

て
、
も
っ
と
使
い
や
す
い
も
の
に
」

「
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
や
他
か
ら
の
紹

介
等
の
工
夫
が
必
要
」「
広
報
の
仕
方

を
考
え
る
べ
き
」「
女
性
相
談
だ
け
で

は
な
く
、
だ
れ
で
も
が
利
用
で
き
る

も
の
を
」「
多
く
の
目
的
を
も
っ
て
い

る
に
し
て
は
狭
す
ぎ
る
」
等
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
支

援
ル
ー
ム
活
用
の
改
善
や
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
先
進
地
か
ら
も
学

び
、
討
議
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆
深
刻
な
米
価
暴
落 

国
へ
緊
急
対

策
を
求
め
る
べ
き 

 

昨
年
に
続
く
２
年
連
続
の
米
価
暴

落
へ
の
対
策
を
求
め
ま
し
た
。
全
国

的
に
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
京
都
で
も
Ｊ
Ａ
京
都
に
よ
る
今

年
の
米
買
取
り
価
格
は
前
年
比
で

２０
％
以
上
の
下
落
、
３０
キ
ロ
あ
た
り

１４
〜
５
０
０
円
の
落
ち
込
み
で
す
。

一
方
で
米
の
生
産
費
用
は
、
農
林
水

産
省
の
米
生
産
費
調
査
で
は
、
６０
キ

ロ
あ
た
り
１
５
０
４
６
円
で

２１

年

産
米
の
米
価
は

６０
キ
ロ
あ
た
り
で

は
、
こ
れ
を
５
千
円
か
ら
６
千
円
も

下
回
り
ま
す
。 

 

深
刻
な
の
は
、
米
生
産
費
の
う
ち

農
機
具
や
肥
料
、
農
薬
な
ど
農
家
が

直
接
、
現
金
支
出
を
し
て
購
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
物
財
費
」
が
、
６０

キ
ロ
あ
た
り
９
０
６
０
円
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
、
農
家
に
と
っ
て
は
米

を
つ
く
っ
て
売
っ
て
も
、
自
ら
の
手

間
賃
＝
「
労
働
費
」
は
お
ろ
か
、
直

接
的
な
現
金
経
費
の
回
収
も
危
ぶ
ま

れ
ま
す
。 

 

ま
た
今
の
ま
ま
の
状
態
が
続
け

ば
、
２２
年
も
さ
ら
に
米
価
が
下
が
る

と
い
う
予
測
も
さ
れ
て
お
り
、
日
本

の
米
作
り
に
と
っ
て
も
大
き
な
打
撃

に
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
を
示
し
市
長
に
、
直
ち
に

国
に
対
し
て
、
過
剰
在
庫
の
買
取
り

に
よ
る
市
場
か
ら
の
隔
離
や
、
毎
年

７７

万
ト
ン
に
も
お
よ
ぶ
外
国
産
米

（
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
）
の
輸
入

制
限
な
ど
を
行
う
よ
う
求
め
る
こ
と

を
提
起
し
、
あ
わ
せ
て
京
田
辺
市
と

し
て
、
す
べ
て
の
米
作
農
家
へ
、
市

独
自
の
緊
急
支
援
策
を
行
う
よ
う
求

め
ま
し
た
。 

 

国
に
対
す
る
働
き
か
け
に
対
す
る

市
当
局
の
反
応
は
鈍
い
も
の
で
、「
市

一
般
質
問
と 

 
 

 

答
弁
の
主
な
内
容
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青
木
こ
う
じ
ろ
う

場
か
ら
の
隔
離
対
策
は
、
京
都
府
も
一

定
の
対
応
を
国
へ
要
望
し
て
い
る
の

で
、
今
後
、
国
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て

い
く
も
の
と
考
え
る
。
」「
ミ
ニ
マ
ム
ア

ク
セ
ス
米
は
国
際
ル
ー
ル
で
あ
り
制

限
は
む
ず
か
し
い
。
飼
料
用
と
し
て
輸

入
さ
れ
て
い
る
の
で
影
響
は
小
さ

い
。
」
と
述
べ
、
重
ね
て
要
望
し
た
も

の
の
、「
京
都
府
も
国
予
算
に
つ
い
て
、

対
策
を
要
望
し
て
い
る
の
で
、
市
と
し

て
は
考
え
て
い
な
い
。」
と
い
う
答
弁

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

 

一
方
で
市
独
自
の
対
策
と
し
て
は
、

「
市
内
農
家
の
将
来
の
農
業
経
営
へ

の
不
安
軽
減
と
、
次
期
作
に
む
け
た
支

援
が
重
要
と
考
え
、
す
で
に
実
施
し
て

い
る
良
質
米
奨
励
補
助
金
に
加
え
、
今

回
、
す
べ
て
の
主
食
用
米
の
Ｊ
Ａ
出
荷

分
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る
事

業
（
３０
キ
ロ
あ
た
り
４
０
０
円
を
補

助
）
を
補
正
予
算
案
に
計
上
し
た
。」

と
一
定
の
助
成
を
行
う
こ
と
を
表
明

し
ま
し
た
。 

 

再
質
問
で
は
市
独
自
の
取
り
組
み

を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
助
成
額
に
つ

い
て
引
上
げ
が
必
要
で
は
な
い
か
と

提
起
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
「
補
助
単

価
に
課
題
は
あ
る
。
２
年
連
続
下
落
で

大
変
で
あ
り
、
農
地
の
保
全
は
大
事
と

認
識
し
て
い
る
。
緊
急
的
な
事
態
の
中

で
市
と
し
て
農
家
を
支
援
し
て
い
き

た
い
。
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

◆
農
業
の
支
援
の
抜
本
的
充
実
へ
、
都

市
農
業
振
興
基
本
計
画
策
定
を 

 

京
田
辺
市
の
農
業
の
現
状
に
つ
い

て
、
農
家
数
や
耕
作
面
積
の
こ
の
１０

年
間
の
推
移
を
ま
と
め
た
表
（
別
表
）

を
示
し
、
市
内
の
総
農
家
数
は
２
２
９

軒
減
少
、
販
売
農
家
数
も
１
２
６
軒
減

で
、
１０
年
間
で
８０
％
に
減
っ
て
い
る

こ
と
、
農
地
全
体
の
面
積
で
も
稲
作
の

面
積
は
大
き
く
減
っ
て
お
り
、
作
付
け

面
積
で

７０

ｈ
ａ
の
減
少
に
な
っ
た
こ

と
、
総
じ
て
い
え
ば
、
こ
の
１０
年
間
で

京
田
辺
市
の
農
業
は
９０
〜
８０

％
く
ら

い
へ
と
規
模
が
縮
小
し
て
い
る
実
態
を

示
し
、
そ
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
の

市
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。 

                

市
当
局
は
「
各
農
家
に
お
い
て
次
世

代
の
担
い
手
の
希
望
者
が
少
な
い
こ
と

が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今

後
は
、
地
域
の
担
い
手
の
集
約
な
ど
、

２０１０年 ２０１５年 ２０２０年
総農家数 1036 919 807

販売農家数 627 557 501
経営耕地面積

田（ｈａ） 453.5 422.0 408.0
畑（ｈａ） 87.5 73.0 62.6
田畑計 541.0 495.0 470.7

作付け面積
田（ｈａ） 726.0 700.0 657.0
畑（ｈａ） 110.0 107.0 109.0
茶（ｈａ） 36.4 31.0 28.9
小計 872.4 838.0 794.9

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

京
力
農
場
プ
ラ
ン
を
軸
に
し
た
取
り

組
み
が
、
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
中

で
も
さ
ら
に
重
要
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

再
質
問
で
は
、
農
業
の
担
い
手
、

農
業
従
事
者
を
増
や
す
た
め
に
は
将

来
に
わ
た
っ
て
農
業
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
所
得
保
障

を
は
じ
め
と
し
た
農
家
へ
の
直
接
的

な
支
援
を
思
い
切
っ
て
強
め
て
い
く

こ
と
を
要
望
し
、
あ
わ
せ
て
、
市
が

農
業
に
手
厚
い
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
、
住
民
全
体
の
理
解
を

得
る
た
め
に
も
、
都
市
農
業
振
興
基

本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
提
起
し

ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
「
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
い
て
担
い
手
育
成
、
地
産
地
消
、

食
育
、
農
業
体
験
な
ど
盛
り
込
ん
で

い
る
の
で
、
改
め
て
都
市
農
業
振
興

地
方
計
画
を
つ
く
る
予
定
は
な
い
。

農
業
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
今

後
も
研
究
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。 

 

◆
市
立
図
書
館
へ
の
積
極
的
な
評
価

と
体
制
充
実
を 

 

京
田
辺
市
図
書
館
は
、
人
口
６
万

人
か
ら
８
万
人
規
模
の
全
国
１
１
０

自
治
体
の
中
で
、
蔵
書
冊
数
や
資
料

購
入
費
で
は
上
位
２０
位
に
も
入
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
貸
出
し
冊
数
で
は
全

国
５
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
し
た
取
り
組
み
も
行
わ
れ

て
お
り
、
多
く
の
市
民
に
積
極
的
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
の
市
教
委
の
認
識
を
質
し
ま
し

た
。 

 

市
教
委
は
「
市
民
の
自
主
的
・
自

発
的
な
学
習
活
動
を
支
援
す
る
た
め

に
、
資
料
収
集
や
整
理
、
保
存
、
貸

出
し
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
な
ど
の

運
営
の
ほ
か
、
お
は
な
し
会
や
映
画

会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
市
民
の
生

涯
に
わ
た
る
学
習
を
支
え
る
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
と

答
弁
し
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
も

よ
り
多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
開
か
れ
た
図
書
館
を
め
ざ
し

て
、
市
民
に
も
協
力
を
求
め
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。
図
書
館
協
議
会
を
は
じ
め
、
市
民

の
声
を
直
接
聞
く
な
ど
、
利
用
者
、
市

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め

て
い
く
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。 

 

再
質
問
で
は
、
図
書
館
協
議
会
委
員

の
増
員
や
、
職
員
体
制
の
充
実
を
と
り

上
げ
ま
し
た
。
職
員
体
制
は
中
央
、
分

館
あ
わ
せ
て
正
職
員
７
名
、
非
正
規
職

員
３３

名
の
計

４０

名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
職
員
数
合
計
で
は
十
数
年
前
よ
り

は
増
え
て
い
ま
す
が
、
正
職
員
数
は

０６
年
の
１１
名
か
ら
は
後
退
し
て
い
ま

す
。
図
書
館
職
員
に
は
高
度
な
専
門
性

も
必
要
で
あ
り
、
本
来
、
正
職
員
が
中

心
に
な
っ
て
運
営
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
指
摘
し
、
職
員
体
制
の
充
実

と
い
う
面
か
ら
も
正
職
員
を
増
や
す

よ
う
提
起
し
ま
し
た
。 

 

市
教
委
か
ら
は
「
協
議
会
委
員
は
７

人
、
市
民
公
募
委
員
は
１７
年
度
か
ら

導
入
し
て
お
り
、
十
分
と
考
え
て
い
る

が
、
条
例
で
の
定
数
は
１０
名
以
内
と

な
っ
て
お
り
、
研
究
し
て
い
く
。
職
員

体
制
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
の
導

入
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活

用
な
ど
も
す
す
め
て
お
り
、
現
状
で
支

障
は
な
い
。」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

 

◆
複
合
型
公
共
施
設
と
図
書
館
の
将
来

の
あ
り
方 

 

こ
の
間
、
市
当
局
は
田
辺
中
央
北
地

区
の
市
街
地
開
発
で
新
た
に
設
置
さ

れ
る
予
定
の
複
合
型
公
共
施
設
に
中

央
図
書
館
を
移
転
さ
せ
る
方
向
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
理
由
や
経
過
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。 

 

市
教
委
か
ら
は
「
複
合
型
公
共
施
設

に
図
書
館
機
能
を
付
与
す
る
こ
と
で
、

賑
わ
い
創
出
の
核
と
な
る
と
と
も
に
、

生
涯
学
習
機
能
の
増
強
に
も
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
文
化
ホ
ー
ル
と
集
約
す
る

こ
と
で
、
効
率
的
な
維
持
管
理
だ
け
で

な
く
、
利
便
性
の
向
上
並
び
に
施
設
運

営
面
で
の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。

１６
年
度
の
文
化
交
流
施
設
整
備
調
査
検

討
業
務
の
中
で
複
合
型
公
共
施
設
へ
集

約
を
図
る
べ
く
検
討
し
て
き
た
。
」
と
答

弁
が
あ
り
、
複
合
型
公
共
施
設
を
担
当

す
る
部
局
か
ら
は
、「
貸
し
館
と
し
て
の

利
用
率
の
向
上
と
と
も
に
、
多
く
の
市

民
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
の

よ
う
な
事
業
、
施
設
運
営
を
す
る
の
か

と
い
う
視
点
が
重
要
。
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
関
係
団
体
の
以
降
調
査
な
ど
お
こ

な
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
市
民
ニ
ー
ズ

の
把
握
と
あ
わ
せ
、
社
会
教
育
委
員
会

議
や
図
書
館
協
議
会
、
ま
た
当
該
施
設

で
の
事
業
の
担
い
手
と
し
て
想
定
さ
れ

る
文
化
活
動
団
体
や
民
間
事
業
者
の
意

向
も
確
認
し
な
が
ら
、
施
設
概
要
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
」
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

再
質
問
で
は
１１
月
の
図
書
館
協
議
会

で
、
複
合
型
公
共
施
設
に
民
間
活
力
を

導
入
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
図
書

館
を
民
間
委
託
に
す
る
の
か
と
不
安
の

声
が
出
さ
れ
た
こ
と
も
紹
介
し
て
、
市

の
見
解
を
質
し
、
市
当
局
は
「
民
間
委

託
に
つ
い
て
、
民
間
で
で
き
る
も
の
は

民
間
へ
と
い
う
の
が
基
本
方
針
。
運
営

に
つ
い
て
も
一
度
は
検
討
す
る
。
そ
の

上
で
コ
ス
ト
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
、

と
な
る
こ
と
も
あ
る
。」
と
答
弁
を
し
ま

し
た
。 

 

ま
た
複
合
型
公
共
施
設
に
京
田
辺
市

の
古
代
か
ら
の
歴
史
を
学
び
、
親
し
む

よ
う
な
施
設
、
郷
土
資
料
館
を
設
置
す

る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

提
起
し
、
市
当
局
か
ら
「
郷
土
資
料
館

は
過
去
、
第
３
次
総
計
や
公
共
施
設
総

合
管
理
計
画
な
ど
の
際
や
、
１２
年
の
庁

内
検
討
会
議
で
優
先
順
位
な
ど
を
検
討

し
て
き
て
お
り
、
一
定
の
結
論
は
で
て

い
る
。
耐
震
化
な
ど
の
課
題
を
優
先
し

て
お
り
、
郷
土
資
料
館
の
順
序
は
高
く

な
い
。
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消

の
推
進
に
つ
い
て 

今
年
度
の
施
政
方
針
で
市
長

は
、
２
０
２
４
年
４
月
か
ら
始
ま

る
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
も
「
地

元
産
食
材
を
使
い
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
整
っ
た
お
い
し
い
給
食
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。
中
学
校
給
食
が
加
わ
り
、
更

に
２
０
０
０
食
分
の
食
材
需
要
が

生
ま
れ
る
。
出
荷
量
や
給
食
と
し

て
使
用
す
る
為
の
規
格
等
、
生
産

者
側
か
ら
見
る
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
生
産
量
が
見
込
め
る
品
目
に

関
し
て
は
、
積
極
的
に
市
内
産
の

活
用
が
出
来
る
よ
う
、
環
境
整
備

を
推
進
す
る
よ
う
市
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。 

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て
中

学
校
給
食
基
本
計
画
で
は
、
学
校

給
食
を
「
食
」
に
関
す
る
生
き
た

教
材
と
し
て
活
用
し
、
本
市
の
特

産
品
で
あ
る
京
都
田
辺
茄
子
、
え

び
い
も
、
玉
露
等
を
は
じ
め
全
校

の
給
食
に
京
田
辺
市
産
米
を
使
用

す
る
な
ど
、
地
産
地
消
に
配
慮
し

た
京
田
辺
市
ら
し
い
給
食
の
提
供

に
努
め
ま
す
。
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。 決

算
資
料
か
ら
も
、
こ
こ
数
年

を
比
較
す
る
と
市
内
の
給
食
食
材

に
使
わ
れ
る
地
元
農
産
物
の
割
合

は
、
量
、
品
目
に
お
い
て
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に

前
に
進
め
よ
う
と
思
え
ば
、
い
ろ

ん
な
課
題
も
で
て
き
ま
す
。
学
校

給
食
に
使
う
の
で
、
ま
ず
一
定
の

一
般
質
問
と 
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増
富
理
津
子 

量
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
個
々
の
農
家
だ
け
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら

の
支
援
を
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
、
市
全
体
の
取
組
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
教
育
委
員
会
だ
け
で
な

く
、
関
係
部
局
の
連
携
も
強
め
、

地
産
地
消
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
市
と
し
て
配
置
す
る
こ
と
も
求

め
ま
し
た
。 

こ
の
課
題
は
、
学
校
給
食
と
い

う
面
だ
け
で
な
く
、
京
田
辺
市
の

農
業
政
策
全
体
に
も
か
か
わ
る
も

の
で
す
。 

                

問 

学
校
給
食
の
地
場
産
食
材
の

使
用
割
合
の
推
移
な
ど
、
各
校

の
地
産
地
消
の
現
状
を
問
う
。

教
育
部
長 

地
元
産
食
材
の
活
用

率
は
、
２
０
１
８
年
度
１４
％
、

２
０
１
９
年
３１
％
、
２
０
２
０

年
３５
％
と
増
え
て
い
る
。
各
校

同
じ
活
用
率
に
し
て
い
る
。 

問 

今
後
、
中
学
校
給
食
も
始
ま
る

が
、
地
産
食
材
の
利
用
を
推
進
す

る
に
当
た
っ
て
の
課
題
と
対
策
を

問
う
。 

教
育
部
長 

納
入
品
目
や
量
、
規
格
、

収
穫
時
期
、
価
格
な
ど
生
産
者
側

と
学
校
側
に
お
い
て
解
決
す
べ
き

課
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

問 

学
校
給
食
の
地
産
地
消
を
支
え

る
上
で
、
生
産
者
の
方
々
へ
の
働

き
か
け
や
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
問

う
。 

教
育
部
長 

個
人
の
生
産
者
で
の
対

応
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
生
産
者

団
体
等
や
庁
内
関
係
部
署
と
連
携

し
、
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
る
。 

問 
 

地
産
地
消
と
食
育
の
ま
ち
づ
く

り
の
中
で
子
育
て
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
問
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
育
部
長 

市
民
意
識
調
査
の

中
で
、
１０
年
前
と
比
べ
、
地
産

地
消
の
認
識
度
は
、
未
就
学
児

を
持
つ
保
護
者
で
は
６６
．
１
％

か
ら
８５
．
３
％
、
小
中
学
生
で

は
２６
．
２
％
か
ら
７８
．
８
％

と
大
幅
に
上
昇
し
て
い
る
。
今

後
、
生
産
者
と
の
交
流
や
収

穫
・
出
荷
見
学
な
ど
体
験
活
動

の
促
進
に
力
を
入
れ
て
実
施

し
て
い
く
。 

 
 

ま
た
行
政
・
地
域
・
生
産
者

な
ど
多
様
な
主
体
が
協
働
し

食
育
活
動
に
で
き
る
よ
う
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。 

経
済
部
長 

全
庁
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

 

▼
就
学
前
教
育
・
保
育
施
設
の
環

境
改
善
に
つ
い
て 

コ
ロ
ナ
禍
で
も
基
本
的
に
開

所
が
求
め
ら
れ
て
い
る
保
育
所

な
ど
の
施
設
で
は
、
感
染
対
策
を

し
な
が
ら
も
子
ど
も
の
命
と
発

達
を
保
障
す
る
保
育
に
努
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
感
染
対

策
で
日
常
の
業
務
量
が
増
え
、
保

育
の
中
で
「
密
」
を
避
け
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。 

ま
た
、
保
育
士
不
足
の
中
、
十

分
な
休
暇
も
取
れ
ず
、
職
員
の
精

神
的
・
肉
体
的
な
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
小
学
校
で

は
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
、
少
人
数

学
級
へ
の
全
学
年
へ
の
実
施
が

決
ま
り
、
実
施
の
方
向
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
学
校
よ
り

も
長
時
間
、
幼
児
が
生
活
す
る
と

こ
ろ
で
、
特
に
４
・
５
歳
児
の
配

置
基
準
は
７０
年
間
も
放
置
さ
れ

っ
ぱ
な
し
で
す
。
国
や
自
治
体
が

責
任
を
も
っ
て
定
数
の
見
直
し

を
す
る
べ
き
で
す
。
京
田
辺
の
実

態
を
質
し
、
見
直
し
を
要
望
し
ま
し

た
。 

 

問 

幼
稚
園
、
保
育
所
、
こ
ど
も
園

の
幼
児
ク
ラ
ス
に
お
け
る
教

諭
・
保
育
士
の
配
置 

基
準
の
見

直
し
を
。 

こ
ど
も
政
策
監 

現
在
、
３
歳
児
が

２０
人
に
対
し
て
１
人
、
４
・
５

歳
児
は
３０
人
に
対
し
て
１
人
の

職
員
配
置
。
保
育
士
確
保
等
当
面

見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
が
、
園

の
状
況
に
応
じ
て
適
宜
、
加
配
職

員
や
フ
リ
ー
職
員
を
配
置
し
、
教

育
・
保
育
環
境
に
努
め
て
い
く
。

問 

保
育
所
の
職
員
体
制
、
勤
務
体

制
、
処
遇
に
つ
い
て
問
う
。 

こ
ど
も
政
策
監 

保
育
所
の
職
員

配
置
に
つ
い
て
は
、
国
の
配
置
基

準
以
上
の
職
員
の
配
置
を
し
て

い
る
。
勤
務
体
制
は
シ
フ
ト
を
組

ん
で
い
る
が
、
年
休
を
優
先
し
て

取
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
生
理

休
暇
は
取
れ
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
。
市
立
施
設
の
給
与
は
条
例

に
基
づ
き
支
給
し
て
い
る
が
、
民

間
施
設
へ
は
補
助
金
で
支
給
さ

れ
て
い
る
の
で
、
給
与
へ
反
映
さ

れ
て
い
る
か
は
そ
の
園
の
方
針

任
せ
と
な
る
。 

 

▼
女
性
支
援
に
つ
い
て 

生
理
用
品
の
無
償
配
布
に
か
か

わ
っ
て
、
市
が
取
り
組
み
を
始
め
た

も
の
の
、
学
校
や
市
役
所
等
で
の
配

布
は
、
本
人
が
保
健
室
や
窓
口
に
出

向
い
て
受
け
取
る
事
に
な
っ
て
い

る
の
を
改
め
、
学
校
や
公
共
施
設
の

女
性
ト
イ
レ
に
置
い
て
、
誰
で
も
気

兼
ね
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

べ
き
と
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
市
側

の
答
弁
は
、
学
校
や
市
役
所
等
で
、

本
人
の
相
談
に
の
る
な
ど
の
支
援

た
。
し
か
し
市
側
の
答
弁
は
、
学
校

や
市
役
所
等
で
、
本
人
の
相
談
に
の

る
な
ど
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
、
会
っ

て
手
渡
し
す
る
方
式
を
続
け
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。 

八
幡
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で

家
庭
で
は
生
理
用
品
を
用
意
で
き

な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
生
理
の
貧
困
」

の
実
態
調
査
を
目
的
に
、
試
行
的
に

市
内
中
学
校
４
校
に
生
理
用
品
を

配
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

各
中
学
校
に
お
い
て
、
女
子
ト
イ

レ
に
、
生
理
用
品
２
種
類
を
配
置

し
、
女
子
生
徒
が
自
由
に
使
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
と
し
、
家
庭
の
こ
と
、
身

体
の
こ
と
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
相
談
し
て
も
ら

う
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
と
し
て

い
る
そ
う
で
す
。 

 

問 

誰
で
も
が
気
兼
ね
な
く
、
生
理

用
品
を
安
心
し
て
使
用
で
き
る

よ
う
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の

よ
う
に
公
共
施
設
、
学
校
の
ト
イ

レ
へ
設
置
を
。 

教
育
部
長 

衛
生
面
の
観
点
か
ら
、

ト
イ
レ
な
ど
の
管
理
の
行
き
と

ど
き
に
く
い
と
こ
ろ
へ
の
配
置

は
困
難
。
教
育
相
談
の
観
点
か
ら

保
健
室
で
提
供
す
る
。 

市
民
部
長 

支
援
が
必
要
な
方
を

相
談
窓
口
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
、
公
共
ト
イ
レ
へ
の
設
置
は
行

わ
な
い
。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
）
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
い
て 

消
費
税
１０
％
へ
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
２
０
２
１
年
１０
月
か

ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式
）
の
登
録
申
請
の

受
付
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
た
２
０

２
３
年
１０
月
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
開
始
さ
れ
る
。 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
売
手

が
買
手
に
対
し
て
、
適
用
税
率
や

消
費
税
額
等
を
伝
え
、
仕
入
税
額

控
除
（
課
税
売
上
か
ら
課
税
仕
入

す

税

控
除
す

一
般
質
問
と
答
弁 

の
主
な
内
容 

日本共産党京田辺市議会 

議 員 団 ニ ュ ー ス 
第１３３５号  ２０２２年１月２日 
連絡先：日本共産党山城地区委員会 ℡46-9804 

市役所議員控室℡63-1122（内線５２２） 

岡
本
り
ょ
う
い
ち 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

  

昨
年
は
、
戦
争
法
反
対
以
来
、
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
市
民
と
野
党

の
共
闘
が
大
き
く
発
展
し
た
一
年
で
し
た
。
秋
の
総
選
挙
で
市
民
と
野

党
と
の
間
で
政
策
協
定
の
合
意
が
実
現
し
、
そ
れ
を
土
台
に
日
本
共
産

党
も
含
む
野
党
間
で
総
選
挙
後
の
政
権
構
想
、
小
選
挙
区
で
の
選
挙
共

闘
の
合
意
が
結
ば
れ
ま
し
た
。 

 

総
選
挙
の
結
果
は
、
日
本
共
産
党
に
と
っ
て
は
議
席
の
後
退
と
い
う

残
念
な
も
の
で
し
た
が
、
自
公
与
党
勢
力
が
議
席
を
減
ら
し
、
共
闘
勢

力
は
一
本
化
し
た
５９
選
挙
区
で
勝
利
し
全
体
で
も
前
回
よ
り
議
席
を

増
や
す
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
野
党
共
闘
の
発
展
に
よ
っ
て
、

政
治
を
よ
く
す
る
運
動
は
新
し
い
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

本
年
は
春
に
は
京
都
府
知
事
選
挙
、
夏
に
参
議
院
選
挙
と
連
続
し
て

選
挙
が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
予
断
を
許
さ
な
い
中
で
、

住
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
政
治
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て

い
ま
す
。
二
つ
の
選
挙
、
そ
し
て
住
民
の
声
を
市
政
に
届
け
る
市
議
会

で
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
願
い
に
応
え
る
政
治
の
実
現
を
め
ざ
し
、

私
た
ち
も
全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
本
年
も
み
な
さ
ん
の
大
き
な
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
会
議
員
団 

団
長 

青
木
綱
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

増
富
理
津
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
本 

亮
一 

課
税
仕
入
に
関
す
る
消
費
税
を
控

除
す
る
こ
と
）
を
受
け
る
制
度
で

あ
る
が
、
以
下
の
点
を
問
う
。 

問
① 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
登
録

申
請
が
開
始
さ
れ
た
が
、
相
談

窓
口
の
設
置
な
ど
の
対
策
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

問
② 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
る

影
響
に
つ
い
て 

ア
、
個
人
事
業
主
や
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
な
ど
、
年
間
売
上
１
千
万
円

未
満
の
免
税
事
業
者
に
与
え
る

影
響
は
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

円
未
満
の
免
税
事
業
者
に
与

え
る
影
響
は
。 

イ
、
免
税
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス

を
発
行
で
き
ず
に
取
引
か
ら

排
除
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
そ
の
影
響
に
つ
い

て
問
う
。 

ウ
、
市
内
経
済
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
を
問
う
。 

問
③ 

多
く
の
中
小
業
者
が
影

響
を
受
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
を
廃
止
す
る
よ
う
国
に
求

め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
市

の
対
応
は
。 

             

経
済
環
境
部
長
①
②
③ 

イ
ン

ボ
イ
ス
制
度 

(

適
格
請
求
書

等
保
存
方
式)

に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
国
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
令
和
５
年
１０
月
の
制

度
適
用
ま
で
の
間
に
、
市
内
経

済
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
、
市

商
工
会
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
し
、
相
談
窓
口
の
設
置
、

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
市
内

事
業
者
に
対
し
て
周
知
を
徹

底
す
る
こ
と
で
、
情
報
提
供
を

行
い
、
事
業
者
支
援
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

な
お
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

つ
い
て
は
、
国
会
で
議
論
さ
れ

な
お
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

つ
い
て
は
、
国
会
で
議
論
さ
れ

た
結
果
と
理
解
し
て
お
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
廃
止
を
求
め
る
考

え
は
な
い
。 

 

（
２
）
三
山
木
小
学
校
及
び
田
辺

中
学
校
の
施
設
整
備
（
校
舎
、
運

動
場
、
体
育
館
）
に
つ
い
て 

本
市
で
は
、
市
南
部
地
域
の
住

宅
開
発
に
伴
い
、
三
山
木
小
学
校
、

田
辺
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
数
が

増
加
し
、
教
室
や
運
動
場
が
不
足

し
て
い
る
。
良
好
な
教
育
環
境
を

確
保
す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

以
下
の
点
を
問
う
。 

問
① 

現
在
の
同
小
・
中
学
校
施

設
の
現
状
に
つ
い
て
の
認
識
を

問
う
。 

問
② 

今
後
、
予
測
さ
れ
る
教
室

不
足
に
対
し
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
る
の
か
。 

問
③ 

運
動
場
や
体
育
館
は
、
総

合
的
な
学
習
や
集
会
の
場
、
ま

た
ク
ラ
ブ
活
動
の
た
め
に
必
要

な
施
設
で
あ
る
。
学
校
設
置
基

準
に
基
づ
い
た
面
積
を
確
保
で

き
る
の
か
。
市
の
見
解
を
問
う
。 

 

教
育
部
長
①
②
③ 

三
山
木
小
学

校
及
び
田
辺
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
数
が
そ
れ
ぞ
れ
９

０
０
名
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
今

の
と
こ
ろ
は
、
学
習
指
導
要
領
に

基
づ
い
た
教
育
活
動
が
行
え
て

い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
数

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
増
加
を
続

け
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
不
足
が
生
じ
た
場
合
の
教

室
数
に
つ
い
て
は
、
仮
設
校
舎
や

既
存
教
室
の
改
修
に
よ
っ
て
対

応
す
る
。 

三
山
木
小
学
校
の
運
動
場
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
児
童
数
を
も

と
に
小
学
校
設
置
基
準
に
あ
て

は
め
る
と
、
基
準
を
下
回
っ
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
体
育
館

の
設
置
基
準
は
な
い
も
の
の
、
現

状
は
手
狭
に
な
り
つ
つ
あ
る
の

で
、
今
後
も
教
育
活
動
に
支
障
が

出
な
い
よ
う
、
授
業
運
営
の
工
夫

や
他
施
設
利
用
等
の
検
討
を
進

め
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２
月
１３
日
に
総
務
常
任
委
員

会
が
開
か
れ
、
所
管
さ
れ
る
議

案
、
補
正
予
算
の
審
査
、
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内

容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

 

（
１
）
議
案
審
査
に
つ
い
て 

①
京
田
辺
市
立
南
部
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

運
営
に
関
す
る
条
例
の
制
定 

 

核
と
な
る
市
の
公
共
施
設
の

な
か
っ
た
南
部
地
域
に
２２
年
４

月
開
設
で
新
た
に
南
部
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
た

め
の
も
の
。
施
設
は
、
旧
南
都
銀

行
三
山
木
出
張
所
を
賃
貸
し
改

修
。
住
民
セ
ン
タ
ー
で
は
な
い

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推

進
、
生
活
文
化
の
向
上
、
福
祉
及

び
健
康
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
。 

審
議
の
中
で
、
管
理
運
営
は
市

直
営
と
し
職
員
を
配
置
す
る
。
図

書
館
機
能
は
な
い
が
、
本
の
貸
し

出
し
返
却
は
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
駐
車
場
は
現
在
施
設
前
に
あ

る
の
み
だ
が
、
対
象
地
域
も
広
い

こ
と
か
ら
今
年
度
中
に
周
辺
で

１０
〜
１５
台
確
保
し
て
い
く
。
ま

た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
市
民
か

ら
の
声
を
参
考
に
設
置
さ
れ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も
市
民
の

声
を
反
映
で
き
る
運
営
を
要
望

す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。
長
年
の

住
民
要
求
に
応
え
る
も
の
と
し

て
賛
成
し
ま
し
た
。 総

務
常
任
委
員
会
の

主
な
答
弁
と
内
容 
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増
富
理
津
子 

②
京
田
辺
市
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正 

国
に
お
い
て
出
産
育
児
一
時

金
が
４０
万
４
千
円
か
ら
４０
万
８

千
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
対
応
す
る
条
例
改
正
で
賛
成

し
ま
し
た
。 

③
田
辺
公
園
プ
ー
ル
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

指
定
管
理
契
約
の
更
新
に
伴

う
も
の
で
、
４
事
業
者
の
応
募
の

中
で
、
指
定
管
理
者
選
考
委
員
会

で
書
類
及
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
り
審
査
基
準
に
基
づ

き
審
査
を
実
施
し
、
引
き
続
き
現

在
の
指
定
管
理
者
業
者(

ケ
ー
・

エ
ス
・
シ
ー
ク
リ
ー
ン
工
房
Ｓ
Ｓ

Ｋ
グ
ル
ー
プ)

が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
指
定
期
間
は
５
年
間
。
採
決

で
は
賛
成
し
ま
し
た
。 

④
有
料
公
園
施
設
及
び
一
町
田

多
目
的
運
動
広
場
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て 

 

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
市
民
の
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
・
余
暇
活
動
な
ど

の
振
興
や
、
健
康
の
維
持
増
進
を

図
る
た
め
の
各
種
事
業
を
実
施

す
る
拠
点
と
な
る
施
設
で
あ
り
、

そ
の
管
理
・
運
営
に
あ
た
っ
て
は

「
市
民
協
働
・
市
民
参
画
」
に
よ

っ
て
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
活

動
を
施
設
と
一
体
的
に
行
う
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理

者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
公
募

に
よ
ら
ず
、
従
来
か
ら
指
定
管
理

者
と
な
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

市
体
育
協
会
を
選
定
し
た
も
の
、

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
指
定
期

間
は
５
年
間
。
採
決
で
は
賛
成
し
ま

し
た
。 

 

（
２
）
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て 

補
正
予
算
の
所
管
部
分
審
査
で

は
、
主
に
債
務
負
担
行
為
「
史
跡
広

場
事
務
用
地
購
入
事
業
・
学
研
都
市

京
都
土
地
開
発
公
社
借
り
入
れ
に

対
す
る
債
務
保
証
」（
２
０
２
１
年

〜
２
０
３
６
年
）
の
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

住
宅
開
発
に
伴
う
遺
跡
発
掘
調

査
で
、
３
基
の
前
方
後
円
墳
な
ど
が

発
見
さ
れ
た
天
理
山
古
墳
群
及
び
、

そ
の
周
辺
を
遺
跡
の
保
全
と
史
跡

広
場
と
し
て
整
備
を
進
め
る
た
め

に
用
地
取
得
を
行
う
も
の
で
す
。 

開
発
業
者
か
ら
該
当
地
域
約
５
．

４
ｈ
ａ
を
約
２２
億
円
で
購
入
す
る

た
め
の
予
算
が
債
務
負
担
行
為
で

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
で
は
、「
市

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

民
へ
の
説
明
が
不
十
分
な
の

で
は
、
説
明
会
を
持
つ
べ
き
」「
こ

れ
だ
け
で
な
く
歴
史
資
料
に
つ

い
て
の
管
理
や
教
育
へ
の
活
用

を
」「
２２
億
円
の
費
用
は
適
正
な

の
か
」
「
市
単
独
負
担
分
の
軽
減

を
、
地
方
債
の
活
用
な
ど
も
検
討

を
」
「
第
４
次
総
合
計
画
に
は
な

い
事
業
だ
が
、
計
画
さ
れ
て
い
る

事
業
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
」
な

ど
の
意
見
が
で
ま
し
た
。 

京
田
辺
市
で
は
「
緑
豊
か
な
文

化
田
園
都
市
」
を
ま
ち
づ
く
り
の

大
き
な
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い

ま
す
。
議
会
で
市
長
は
、
「
こ
の

地
域
は
開
発
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
、
緑
の
保
全
に
な
り

市
民
全
体
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
」

と
答
弁
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
市
か
ら
の
報
告
と
説
明 

こ
れ
ま
で
２
回
の
議
員
全
員

協
議
会
が
も
た
れ
、
市
か
ら
の
報

告
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

                

現
地
は
、
山
手
幹
線
と
旧
３
０

７
号
線
と
の
交
差
点
の
北
西
角

の
一
帯
で
一
休
寺
の
裏
手
あ
た

り
ま
で
広
が
る
土
地
に
な
り
ま

す
。
不
動
産
業
者
が
２
０
０
戸
以

上
の
住
宅
地
と
し
て
開
発
す
る
計

画
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
昨
年
４

〜
５
月
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た

結
果
、
古
墳
時
代
前
期
頃
（
３
〜

４
世
紀
頃
）
の
古
墳
群
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
古
墳
に
つ

い
て
は
、
昨
年
７
月
に
現
地
説
明

会
も
開
か
れ
１
４
０
名
近
い
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
５
月
に
開

か
れ
た
市
の
文
化
財
保
護
審
議
会

で
は
、
「
こ
の
古
墳
群
を
は
じ
め
、

一
休
寺
・
黙
黙
寺
跡
な
ど
様
々
な

文
化
財
が
重
な
っ
て
存
在
し
て
い

る
た
め
、
全
域
の
保
存
と
保
全
を

目
指
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

対
応
す
べ
き
」
と
の
意
見
を
市
長

に
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１０
月
下
旬
に
文
化
庁
調
査
官
に

よ
る
現
地
踏
査
が
お
こ
な
わ
れ
、

国
か
ら
も
開
発
予
定
地
全
域
の
う

ち
８０
％
程
度
は
史
跡
指
定
と
す
る

方
向
が
示
さ
れ
、
事
業
見
通
し
を

た
て
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

財
源
に
つ
い
て
、
そ
の
８
割
が

史
跡
指
定
地
と
な
る
こ
と
で
国
補

助
金
約
１５
億
８
８
０
０
万
円
、
残

る
地
域
を
国
の
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
の
活
用
で
１
億
４
７
０

０
万
円
、
市
の
単
独
負
担
分
と
し

て
約
４
億
７
０
０
０
万
円
と
す
る

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
示
さ
れ
ま

し
た
。 

日本共産党京田辺市議団の、フェイスブックと 

ツイッターを見てください。 

毎週発行している「議員団ニュース」に掲載した記事の紹介など

議員団の活動や、京田辺市政について、市民のみなさんと一緒に取

り組む各種イベント、行事、企画など、様々な情報を発信していま

す。 

「日本共産党京田辺市議団」「フェイスブック」「ツイッター」で

検索すると出てきます。ぜひ、一度ご覧いただき「いいね！」「フォ

１２
月
１４
日
に
文
教
福
祉
常
任

委
員
会
が
開
か
れ
、
請
願
、
議
案
、

補
正
予
算
の
審
議
、
所
管
事
務
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

請
願
と
議
案
の
審
議
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。
な
お
、
日
本
共
産
党

か
ら
は
、
岡
本
り
ょ
う
い
ち
議
員

(

委
員
長)

が
委
員
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
委
員
長
は
採
決
に
加
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

 

（
１
）
請
願
に
つ
い
て 

「
京
田
辺
市
の
子
ど
も
た
ち
の

健
康
と
安
全
を
守
り
、
ゆ
き
と
ど

い
た
教
育
を
求
め
る
請
願
（
５
項

目
は
左
記
参
照
）」
は
、
７
８
９
人

の
署
名
と
一
緒
に
議
会
に
提
出
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

①
小
・
中
学
校
の
す
べ
て
の
学
年

で
３０

人
以
下
学
級
編
成
が
で

き
る
よ
う
に
国
、
府
に
働
き
か

け
て
く
だ
さ
い
。 

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

か
ら
子
ど
も
の
命
と
健
康
を
守

る
た
め
の
条
件
整
備 

を
強
化

し
て
く
だ
さ
い
。 

ア
、
児
童
生
徒
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
が
出
た
際
に

は
、 

実
態
に
応
じ
て
、
学
級
学

年
、
全
校
な
ど
に
広
げ
て
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に

教
職
員
の
全
員
検
査
を
実
施
し

て
く
だ
さ
い
。 

イ
、
学
校
に
清
掃
・
衛
生
に
か
か

わ
る
業
務
に
人
員
を
配
置
し
て

く
だ
さ
い
。 

③
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
進

め
、
清
掃
を
業
者
に
委
託
し
て

く
だ
さ
い
。 

④
避
難
所
と
し
て
も
使
う
学
校
の

体
育
館
の
空
調
化
を
進
め
て
く

だ
さ
い
。 

文
教
福
祉
常
任 

委
員
会
に
つ
い
て
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岡
本
り
ょ
う
い
ち

⑤
給
食
費
や
教
材
費
を
無
償
に
し
、

保
護
者
負
担
を
軽
減
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

◇
参
考
人
か
ら
の
趣
旨
説
明 

①
コ
ロ
ナ
禍
で
、
子
ど
も
た
ち
の
ソ

ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
取

れ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。
給
食

台
や
大
型
テ
レ
ビ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
保
管
庫
な
ど
が
あ
り
、
子
ど
も

達
が
距
離
を
と
る
の
に
も
限
界

が
あ
る
。 

②
現
状
で
は
、
児
童
が
濃
厚
接
触
者

と
な
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
し
て
い

る
場
合
で
も
、
学
級
閉
鎖
に
な
ら

ず
、
検
査
結
果
が
判
明
す
る
ま
で

の
間
は
、
不
安
の
中
で
学
校
生
活

を
過
ご
し
て
い
る
。
感
染
者
を
早

い
段
階
で
発
見
し
、
確
実
に
広
げ

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
は
必
要
で
あ
る
。 

現
在
、
薪
小
学
校
の
児
童
に

は
、
ト
イ
レ
掃
除
を
一
切
行
わ
せ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
感
染
症
対
策

の
観
点
か
ら
で
あ
る
。
以
前
は
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

が
い
た
の
で
、
ト
イ
レ
清
掃
は
軽

減
さ
れ
て
い
た
が
、
辞
め
て
か
ら

は
、
毎
日
、
教
職
員
が
放
課
後
の

１０
分
か
ら
１５
分
程
度
の
時
間
を

か
け
て
行
っ
て
い
る
。
放
課
後
の

貴
重
な
時
間
は
、
教
材
の
研
究
や

子
ど
も
た
ち
の
授
業
の
時
間
に

充
て
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

働
き
方
改
革
と
言
わ
れ
る
が
、

４５
分
の
休
憩
も
と
れ
て
い
な
い

中
で
、
超
過
勤
務
を
せ
ざ
る
負
え

な
い
状
況
が
あ
る
。
京
田
辺
市
の

小
中
学
校
の
教
職
員
の
超
過
勤

務
時
間
は
、
平
均
で
４
月
や
６
月

は
５０
時
間
を
超
え
て
い
る
。
ま

た
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の

８０
時
間

以
上
は
４
分
の
１
と
い
う
非
常
に

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ぜ

ひ
、
京
田
辺
市
独
自
で
も
人
員
の
配

置
を
お
願
い
し
た
い
。 

③
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い

て
、
薪
小
で
は
１
フ
ロ
ア
に
女
子
ト

イ
レ
が
６
つ
あ
り
、
そ
の
１
つ
が
洋

式
で
あ
る
。
男
子
ト
イ
レ
は
大
便
器

２
つ
に
１
つ
が
洋
式
で
あ
る
。
男
女

と
も
に
、
１
フ
ロ
ア
に
約
５０
人
い

る
の
で
、
そ
の
子
供
た
ち
が
一
つ
の

洋
式
に
並
ぶ
と
い
う
現
状
が
あ
る
。

 

特
に
低
学
年
で
は
５
分
間
の
休

み
時
間
な
の
で
、
ト
イ
レ
に
間
に
合

わ
ず
、
授
業
に
遅
れ
て
し
ま
う
児
童

も
い
る
。
ま
た
並
ん
で
い
る
最
中
に

漏
ら
し
て
し
ま
う
児
童
も
い
る
。
せ

め
て
各
フ
ロ
ア
に
１
つ
づ
つ
で
も

洋
式
に
か
え
て
ほ
し
い
。 

 
 

ま
た
、
京
田
辺
市
で
は
清
掃
業
者

に
よ
る
清
掃
が
３
年
に
１
度
と
な

っ
て
い
る
が
、
寝
屋
川
市
で
は
、
１

週
間
に
２
回
、
清
掃
業
者
に
入
っ
て

頂
き
消
毒
作
業
も
行
っ
て
い
る
。
感

染
症
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ
、

清
掃
業
者
に
よ
る
清
掃
の
回
数
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。 

④
夏
場
は
高
温
で
、
運
動
場
で
の

体
育
が
で
き
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で

プ
ー
ル
学
習
も
で
き
て
い
な

い
。
冬
場
も
コ
ロ
ナ
禍
で
喚
起

を
し
た
状
態
で
行
う
の
で
非

常
に
寒
い
中
で
体
育
を
行
っ

て
い
る
。
ぜ
ひ
、
体
育
館
の
空

調
化
を
お
願
い
し
た
い
。 

⑤
憲
法
に
教
育
費
は
無
償
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
目
標
に

向
か
う
も
の
だ
と
考
え
て
い

る
。
近
隣
で
も
給
食
費
の
無
償

化
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
来

年
度
か
ら
修
学
旅
行
の
補
助

が
な
く
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
が
落
ち
込

み
家
庭
の
収
入
が
減
る
な
か

で
、
中
学
校
で
は
約
５
万
４
千

円
、
小
学
校
で
は
約
２
万
円
、

修
学
旅
行
費
が
か
か
っ
て
い

る
の
で
、
こ
の
現
状
で
補
助
を

な
く
す
の
は
逆
行
し
て
る
と

思
う
。
近
隣
で
は
無
償
で
行
っ

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
お
願
い
し

た
い
。 

 

◇
委
員
か
ら
市
教
委
へ
の
質
疑 

問 

教
員
の
長
時
間
労
働
の
現

状
は
。 

教
育
指
導
監 

年
度
当
初
や
学

校
行
事
の
多
い
時
な
ど
は
、
超

過
勤
務
に
な
っ
て
い
る
。
教
員

が
多
忙
と
な
る
の
は
教
材
の

準
備
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
中
学

校
で
は
部
活
動
の
指
導
な
ど

が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。 

 

問 

修
学
旅
行
費
の
補
助
金
は

な
ぜ
削
減
す
る
の
か
。 

学
校
教
育
課
長 

こ
の
間
、
近
隣

の
市
町
村
等
を
調
べ
る
と
、
本

市
が
実
施
し
て
い
る
の
み
と

な
っ
た
。
他
市
町
村
で
は
辞
め

て
い
る
。
市
の
財
政
状
況
も
鑑

み
、
全
て
の
児
童
生
徒
に
一
律

で
補
助
す
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
受
益
者
負
担
の
観
点

も
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

問 

清
掃
員
に
よ
る
ト
イ
レ
清
掃

は
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。 

総
括
指
導
主
事 

ト
イ
レ
清
掃
に

つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
ス
タ
ッ
フ
が
行
っ
て
い
る
。

学
校
に
よ
っ
て
は
、
次
の
方
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
所
も
あ
る

の
で
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 

◇
委
員
間
討
議
に
つ
い
て 

委
員
間
討
議
で
は
「
参
考
人
の

説
明
や
、
執
行
部
か
ら
も
丁
寧
に

説
明
し
て
頂
い
た
。
も
う
回
答
を

頂
い
て
い
る
状
態
な
の
で
、
判
断

す
れ
ば
よ
い
」、
「
も
う
最
初
か
ら

採
決
で
良
い
」、
「
請
願
内
容
に
つ

い
て
良
い
悪
い
と
い
う
部
分
が
あ

る
と
思
う
が
分
離
は
で
き
な
い
。

採
決
を
行
っ
て
い
く
方
が
良
い
」

と
の
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
終
本
会
議
で
の
採
決
の
結

果
、
賛
成
し
た
の
は
、
日
本
共
産

党
と
次
田
議
員
で
、
南
部
議
員
が

棄
権
し
、
他
の
議
員
は
反
対
し
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。 

 

（
２
）
議
案
に
つ
い
て 

◆
令
和
３
・
４
年
度
継
続
施
行
（
仮

称
）
大
住
こ
ど
も
園
新
築
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て 

【
説
明
】
令
和
３
年
１１
月
１６
日
、

電
子
入
札
に
よ
り
一
般
競
争
入
札

を
行
い
、
か
ね
わ
工
務
店
・
野
原

工
務
店
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
代
表
者
が
入
札
書
記
載
価
格
１１

億
４
１
５
４
万
４
８
０
０
円
で
落

札
し
た
。
そ
の
請
負
契
約
を
締
結

す
る
た
め
提
案
す
る
も
の
。 

 

◇
岡
本
議
員
の
質
疑 

問 

こ
れ
ま
で
も
大
規
模
な
工
事

に
つ
い
て
は
、
分
離
分
割
し
て

地
元
業
者
へ
仕
事
を
ま
わ
す
べ

ば
、
入
札
の
条
件
と
し
て
、
何
割

以
上
は
地
元
業
者
を
下
請
け
で

入
れ
る
な
ど
工
夫
は
で
き
な
い

の
か
。 

建
設
部
副
部
長 

分
割
発
注
に
つ

い
て
は
、
今
回
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
大
変
厳
し
い
も
の
で
あ
る

こ
と
、
ヤ
ー
ド
が
限
定
さ
れ
た

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
狭
い
こ

と
、
ま
た
小
学
校
・
幼
稚
園
と

の
調
整
も
大
変
に
な
る
こ
と
な

ど
、
子
ど
も
の
安
全
を
第
一
に

考
え
て
、
一
社
が
責
任
を
も
っ

て
施
行
を
し
て
頂
く
と
い
う
こ

と
か
ら
一
括
発
注
と
な
っ
た
。

下
請
け
に
つ
い
て
は
、
何
割
以

上
と
は
指
定
し
て
い
な
い
。 

 

問 

今
回
の
大
住
こ
ど
も
園
の
新

築
工
事
は
、
地
元
業
者
へ
の
仕

事
確
保
と
い
う
こ
と
を
、
も
っ

と
考
慮
し
て
ほ
し
い
。
地
元
業

者
へ
の
発
注
は
、
経
済
振
興
・

地
域
活
性
化
、
税
収
入
確
保
へ

と
つ
な
が
る
。
ま
た
、
災
害
時

な
ど
の
緊
急
時
に
も
、
技
術
を

も
っ
た
業
者
が
い
る
こ
と
は
大

切
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

副
市
長 

地
元
発
注
に
つ
い
て

は
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。
指
摘
が
あ
っ
た

よ
う
に
、
大
き
な
案
件
に
つ
い

て
も
、
分
割
で
き
る
か
ど
う
か

も
含
め
て
、
地
元
発
注
と
い
う

こ
と
を
、
優
先
的
に
考
え
て
検

討
し
て
い
く
。 

 

議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
会
議
を
開
催
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青
木
こ
う
じ
ろ
う

新
田
辺
駅
東
駐
輪
場
へ
機
械
設
備
導
入
へ

１２
月
議
会
建
設
経
済
常
任
委
員
会
報
告 

岡
本
り
ょ
う
い
ち

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
が
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
影
響

も
あ
り
、
京
都
府
内
で
も
急
増

し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

１
月
２７
日
か
ら
２
月
２０
日
ま

で
の
間
、
京
都
府
全
域
で
「
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 

 

１
月
２８
日
、
京
田
辺
市
議
会

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
会
議
が
開
催
さ

況
や
学
校
関
係
、
市
職
員
の
感

染
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
、
順
次
接
種
券
を

発
送
し
て
お
り
、
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
に
で
き
る
だ
け
早
く

接
種
い
た
だ
け
る
よ
う
、
個
別

接
種
に
加
え
て
、
２
月
〜
３
月

の
祝
日
に
限
定
し
て
田
辺
病
院

と
田
辺
中
央
体
育
館
の
２
会
場

で
実
施
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

そ
の
他
、
３
月
議
会
の
コ
ロ

ナ
対
応
に
つ
い
て
、
施
政
方
針

や
当
初
予
算
の
審
議
を
控
え

て
、
議
会
関
係
者
か
ら
陽
性
者

や
濃
厚
接
触
者
が
一
人
で
も
で

る
と
、
今
後
の
議
会
運
営
に
支

障
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
各
議

員
に
お
い
て
は
今
後
と
も
慎
重

に
行
動
す
る
事
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。 

１２
月
議
会
の
建
設
経
済
常
任

委
員
会
で
は
、
新
田
辺
駅
東
自
転

車
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
の
議
案
と
、
米
価
下

落
対
策
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た

一
般
会
計
補
正
予
算
の
審
議
を

行
い
ま
し
た
。 

 

▼
新
田
辺
駅
駐
輪
場
の
機
械
化

と
管
理
人
配
置
の
縮
小 

 

現
在
、
近
鉄
系
事
業
者
が
指
定

管
理
者
と
な
っ
て
い
る
新
田
辺

駅
東
駐
輪
場
に
つ
い
て
、
来
年
４

月
か
ら
、
「
京
都
市
都
市
整
備
公

社
」
を
新
た
な
指
定
管
理
者
と
し

て
２
０
２
２
〜
３７
年
度
の
１５
年

間
の
指
定
管
理
契
約
を
結
ぶ
議

案
を
審
議
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
指
定
管
理
者
の
変
更

に
あ
わ
せ
て
、
無
人
管
理
も
可
能

に
な
る
よ
う
に
入
出
場
ゲ
ー
ト

方
式
の
機
械
設
備
を
導
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

新
た
に
導
入
さ
れ
る
機
械
の
概

要
は
、
発
券
機
、
清
算
機
、
券
回

収
機
、
出
入
ゲ
ー
ト
、
定
期
券
発

行
機
、
な
ど
で
導
入
費
用
は
税
込

で
２
１
３
４
万
円
の
見
込
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
費
用
の
う
ち
、

京
田
辺
市
は
国
の
補
助
金
な
ど
を

利
用
し
て
１
千
万
円
を
負
担
し
、

残
る
１
１
３
４
万
円
は
新
た
に
指

定
管
理
者
と
な
る
事
業
者
が
負
担

し
ま
す
。
こ
の
導
入
費
用
負
担
を

回
収
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
指
定
管
理
の
契
約
期
間
が
１５

年
間
と
長
期
に
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
導
入
後
の
機
械
類
は
京

田
辺
市
所
有
と
な
り
ま
す
。 

 

管
理
人
の
配
置
つ
い
て
、
現
在

は
朝
６
時
か
ら
夜

１０
時
半
ま
で

常
駐
し
て
い
ま
す
が
、
機
械
化
の

後
は
、
配
置
時
間
を
大
幅
に
縮
小

し
、
朝
６
時
半
か
ら
９
時
半
ま
で

と
、
夕
方
５
時
か
ら
７
時
ま
で
の
、

朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
各
２
時
間
の

配
置
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
定
期
券
発

行
な
ど
が
あ
る
月
末
月
初
め
は
、
各
１

時
間
延
長
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
時
間
変
更
の
理
由
に
つ
い
て

聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
こ
の
間
、
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
機
械
化
の
場

合
の
管
理
人
の
駐
在
時
間
を
聞
い
て
、

希
望
の
多
か
っ
た
時
間
帯
に
設
定
し

た
。
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

機
械
化
に
よ
っ
て
今
後
、
２４
時

間
体
制
で
利
用
者
が
入
出
庫
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
可
能
と
な

り
ま
す
。
２４
時
間
体
制
に
移
行
す

る
場
合
は
、
周
辺
住
民
へ
の
説
明

な
ど
理
解
を
得
る
よ
う
に
す
べ
き

だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は

「
現
状
で
も
出
庫
は
２４
時
間
可

能
な
の
で
、
特
に
問
題
な
い
と
思

う
。」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

▼
黒
字
が
続
け
ば
駐
輪
場
利
用
料

の
引
下
げ
を 

 

新
田
辺
駅
東
駐
輪
場
の
こ
の
間

の
経
費
は
、
人
件
費
が
大
部
分
を

占
め
て
お
り
年
間
お
よ
そ
９
５
０

万
円
で
、
こ
れ
ま
で
は
指
定
管
理

者
に
よ
る
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
等
の

自
主
事
業
も
あ
わ
せ
て
、
少
し
黒

字
と
い
う
状
況
で
し
た
。
機
械
化

設
備
導
入
に
よ
る
年
間
経
費
の
減

少
な
ど
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
当
局

か
ら
「
人
件
費
は
５
０
０
万
円
近

く
減
額
す
る
が
、
機
械
化
に
よ
る

維
持
費
も
増
え
る
。
経
費
全
体
で

は
従
来
か
ら
み
て
約
２
２
０
万
円

程
度
の
減
に
な
る
予
想
。
」
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
「
自
主
事
業
な

ど
も
含
め
て
順
調
に
行
け
ば
、
機

械
導
入
の
た
め
の
初
期
費
用
の
回

収
は
早
け
れ
ば
５
、
６
年
く
ら
い

で
終
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
京
田

辺
市
の
財
産
で
あ
る
駐
輪
場
を
民

間
事
業
者
が
利
用
し
て
事
業
を
し

て
、
黒
字
が
続
け
ば
そ
れ
は
市
民

に
還
元
さ
れ
る
の
が
当
然
で
あ

り
、
受
託
し
た
事
業
者
に
大
き
な

黒
字
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
利

用
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
は
市
当
局
か
ら
「
５
年

ご
と
の
契
約
見
直
し
の
中
で
、
そ

し
た
。 

 

こ
れ
に
は
市
当
局
か
ら
「
５
年
ご

と
の
契
約
見
直
し
の
中
で
、
そ
う
い

う
こ
と
も
考
え
て
い
く
。
」
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

た
だ
し
、
新
田
辺
東
駐
輪
場
の
利

用
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
２０
年

度
は
大
き
く
減
っ
て
お
り
、
利
用
料

収
入
も
２０
〜
３０
％
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
駐
輪
場
の
利
用
状
況
が

今
後
、
ど
の
よ
う
に
な
る
か
は
不
透

明
な
部
分
も
あ
り
、
収
支
も
そ
れ
に

影
響
さ
れ
る
の
で
、
長
期
に
わ
た
っ

て
よ
く
点
検
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

 

▼
米
価
下
落
対
策
で
農
家
へ
補
助 

 

一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
は
「
京

田
辺
市
産
米
継
続
生
産
支
援
事
業
」

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
に
出
荷
す
る
米
に
つ

い
て
３０
キ
ロ
に
つ
き
４
０
０
円
を

補
助
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。 

 

市
に
よ
る
米
価
補
助
は
重
要
で

す
が
、
そ
の
規
模
に
つ
い
て
は
課
題

が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
に
出
荷
す
る
米

だ
け
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

３
１
８
ｔ
の
米
し
か
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
農
家
件
数
で
も
１
８

４
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
京
田

辺
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
米
の

総
量
は
だ
い
た
い
３
３
５
０
ｔ
前

後
で
、
補
助
金
の
対
象
と
な
る
の

は
、
農
家
数
で
は
３
分
の
１
か
ら
４

分
の
１
、
生
産
高
で
は
お
お
よ
そ

１０

分
の
１
程
度
に
と
ど
ま
り
ま

す
。 

 

質
疑
で
は
、
な
ぜ
補
助
対
象
が
Ｊ

Ａ
と
の
契
約
出
荷
数
だ
け
な
の
か
、

と
い
う
こ
と
が
論
議
に
な
り
ま
し

た
。
市
当
局
は
「
Ｊ
Ａ
出
荷
は
Ｊ
Ａ

が
価
格
を
提
示
し
て
そ
れ
で
決
ま

る
。
そ
れ
以
外
の
販
売
は
生
産
者
が

小
売
価
格
を
決
め
て
売
る
の
で
経

費
を
回
収
で
き
る
。
」
と
述
べ
る
と

と
も
に
、
「
米
価
が
下
が
っ
て
い
る

が
、
６０
年
代
か
ら
下
が
り
続
け
て

お
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
進
む
と

考
え
ら
れ
る
。
今
回
、
Ｊ
Ａ
で
大
き

く
下
が
っ
た
の
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
っ
て
、
今
後
の
米
作
り
に

も
影
響
が
で
る
の
で
補
助
す
る
。
米

価
全
体
の
落
ち
込
み
は
以
前
か
ら

続
い
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
特
別

の
支
援
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
答

弁
し
て
い
ま
す
。 

 

▼
米
作
り
を
支
援
す
る
姿
勢
を
伝

え
る
努
力
を 

 

米
価
下
落
対
策
と
し
て
の
米
農

家
へ
の
補
助
制
度
が
補
正
予
算
案

に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
重
要
で

す
。
質
疑
で
は
、
そ
の
点
を
積
極
的

に
評
価
し
つ
つ
、
補
助
対
象
、
規
模

な
ど
は
、
京
田
辺
市
の
米
作
り
全
体

か
ら
み
た
場
合
、
不
十
分
で
は
な
い

か
と
率
直
に
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
「
Ｊ
Ａ
の
買
取
り
価
格

が
下
が
っ
た
中
で
、
市
と
し
て
米
作

り
を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
も
あ
る
。
支
援
策
は
、
今

回
の
補
助
金
だ
け
で
な
く
、
良
質
米

奨
励
金
も
あ
る
他
、
タ
ニ
シ
駆
除
の

費
用
や
、
機
械
購
入
費
用
な
ど
も
あ

る
。
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
、
京
田
辺
市
の
米

作
り
を
支
援
し
て
い
く
、
支
え
て
い

く
と
い
う
市
の
姿
勢
が
、
農
家
の
み

な
さ
ん
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
る

よ
う
、
も
っ
と
農
家
の
実
情
を
つ
か

ん
で
、
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
求

め
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
市
当
局
か
ら

「
Ｊ
Ａ
以
外
の
小
売
状
況
も
調
べ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
」
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。 

予
算
要
求
書
を
提
出
し
市
長
と
懇
談 
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岡
本
り
ょ
う
い
ち

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
の
報
告 

培
良
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
視
察

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
団

は
１
月
１４
日
、
昨
年
１２
月
に
市

長
あ
て
に
提
出
し
た
「
２
０
２

２
年
度
京
田
辺
市
予
算
に
対
す

る
要
求
書
」
に
も
と
づ
い
て
懇

談
し
ま
し
た
。 

          

予
算
要
求
書
で
は
、「
は
じ
め

に
」
の
と
こ
ろ
で
、
近
年
の
消

費
税
増
税
や
社
会
保
障
改
悪
に

よ
る
負
担
増
、
例
え
ば
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
引
上
げ
や
、

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は
、

所
管
事
務
調
査
と
し
て
「
本
市

の
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
実
態
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
児
童
生
徒
一
人
一
台

の
情
報
端
末
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
児
童
生

徒
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、
学
校

現
場
で
の
課
題
等
を
調
査
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

民
健
康
保
険
税
の
引
上
げ
、
老
人

医
療
助
成
制
度
の
縮
小
な
ど
、
国

や
京
都
府
に
よ
る
制
度
改
悪
だ
け

で
な
く
、
京
田
辺
市
に
お
い
て
も

粗
大
ご
み
有
料
化
や
下
水
道
料
金

の
大
幅
引
上
げ
な
ど
進
め
ら
れ
、

さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
る

中
で
、
市
民
生
活
の
厳
し
さ
が
ま

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
改
め

て
、
暮
ら
し
を
守
り
、
住
民
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
と
い
う
地
方
自

治
体
本
来
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

懇
談
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

に
つ
い
て
、
保
健
所
体
制
の
充
実

や
強
化
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま

し
た
。 

ま
た
、
こ
の
間
の
消
費
税
増
税

や
社
会
保
障
改
悪
に
よ
る
負
担

増
、
京
田
辺
市
で
も
下
水
道
料
金

の
引
き
上
げ
な
ど
市
民
の
負
担
増

◆
培
良
中
学
校
を
現
地
視
察 

昨
年
１２
月
１０
日
に
現
地
視
察

を
行
い
、
学
校
長
他
２
名
の
教
員
か

ら
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

培
良
中
学
校
で
は
、
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
な
ど
を
活
用
し
、

昨
年
の
３
学
期
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
し
て
い
ま
す
。 

同
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
必
要
な

創
造
性
を
身
に
つ
け
、
主
体
的
に
問

題
を
解
決
し
て
い
く
力
を
育
成
す

る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
な
ど
を
活
用

し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た

が
続
く
中
で
、
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
の
役
割
が
市
政
に
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
提
起
し
ま
し

た
。 

 

他
に
は
、
天
理
山
古
墳
群
一
帯

の
保
全
に
つ
い
て
、
京
田
辺
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
重
要
な
意

義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
や
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
性
暴
力
の

根
絶
の
た
め
の
取
り
組
み
、
生
理

用
品
の
無
償
配
布
な
ど
「
生
理
の

貧
困
」
へ
の
対
策
な
ど
懇
談
し
ま

し
た
。 

を
活
用
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
用
い
た
授
業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

視
察
の
冒
頭
で
は
、
生
徒
達
が

作
成
し
た
約
３
分
間
の
学
校
案

内
動
画
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
動
画
編
集
な
ど
も
大
変
よ
く

作
成
さ
れ
て
い
て
、
１
年
間
で
こ

こ
ま
で
出
来
る
よ
う
に
な
る
の

か
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
学
校
長
か
ら
タ
ブ
レ
ッ

ト
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て

い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

            

◇
学
校
長
か
ら
の
説
明 

「
学
校
の
授
業
で
は
、
ロ
イ
ロ
ノ

ー
ト
（
３２
ギ
ガ
）
を
使
用
し
て

い
る
。
漢
字
プ
リ
ン
ト
も
紙
で
は

な
く
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
、

約
９
割
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
用
し
た
と

き
に
は
問
題
が
発
生
し
た
。
そ
れ

は
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
が
な
い
家
庭

が
あ
る
。
そ
の
時
は
、
ス
マ
ホ
と

テ
ザ
リ
ン
グ
で
つ
な
い
だ
。
そ
の

改
善
策
と
し
て
、
市
教
委
か
ら
モ

バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
貸
出
し
て

い
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

ま
た
、
具
体
的
な
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
活
用
で
は
、
「
画
面
左
側
に
先

生
の
画
像
、
右
側
に
ロ
イ
ロ
ノ
ー

ト
を
表
示
し
て
授
業
を
行
っ
て

い
る
。
音
楽
の
授
業
も
コ
ロ
ナ
禍
で

発
声
が
で
き
な
い
の
で
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
ピ
ア
ノ
鍵
盤
を
だ
し
て

練
習
し
て
い
る
。
昼
休
み
時
間
も
自

由
に
タ
イ
ピ
ン
グ
練
習
を
行
っ
て

い
る
。
リ
ス
ク
も
あ
る
と
思
う
が
活

用
を
大
切
に
し
て
い
る
。 

課
題
と
し
て
は
、
生
徒
の
集
中
力

が
持
続
し
な
い
こ
と
。
１
日
３
時
間

く
ら
い
が
限
界
だ
と
思
っ
て
い
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
、
「
生
徒
か
ら
は
『
意
見

カ
ー
ド
』
を
提
出
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
声
を
だ
す
の
が
苦
手
な
生
徒
の

意
見
が
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

◇
各
委
員
か
ら
の
質
疑
応
答 

問 

授
業
の
準
備
時
間
が
か
か
る

の
で
は
。 

答 

ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
の
な
か
で
プ

リ
ン
ト
作
成
す
る
の
で
、
授
業
の

準
備
に
は
時
間
が
か
か
る
。
し
か

し
、
一
度
作
成
す
る
と
教
員
同
士

で
共
有
で
き
る
の
で
慣
れ
れ
ば

便
利
で
す
。 

 

問 

不
登
校
の
生
徒
に
対
す
る
支

援
は
。 

答 

不
登
校
や
濃
厚
接
触
者
の
生

徒
に
つ
い
て
は
、
自
宅
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
で
つ
な
ぐ
こ
と
は
可
能
で
す
。

た
だ
、
映
る
こ
と
を
嫌
が
る
生
徒

も
い
る
。
課
題
は
、
全
ク
ラ
ス
へ

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
導
入
す
る
と
な
る

と
、
機
材
と
そ
れ
に
伴
う
ス
タ
ッ

フ
が
足
り
な
い
。
ま
た
支
援
員
な

ど
の
補
助
が
な
い
と
授
業
に
な

ら
な
い
。
技
術
的
に
は
で
き
る

が
、
肖
像
権
と
ス
タ
ッ
フ
の
問
題

が
あ
る
。 

 

問 

タ
イ
ピ
ン
グ
入
力
に
な
る
と
、

漢
字
な
ど
実
際
に
書
く
こ
と
が

苦
手
に
な
ら
な
い
か
。 

答 

こ
れ
ま
で
、
ひ
ら
が
な
表
記
の

生
徒
が
漢
字
に
な
り
、
逆
に
よ
い

感
想
や
文
章
に
な
っ
た
こ
と
も

気
づ
け
た
。 

 

問 

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答 

メ
リ
ッ
ト
は
、
ア
プ
リ
や
カ
メ

ラ
、
動
画
な
ど
限
り
な
く
あ
る
と

思
う
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
個
人
情

報
の
流
出
や
、
ネ
ッ
ト
上
で
他
人

と
つ
な
が
れ
る
こ
と
。
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
も
関
連
動
画
が
次
々

と
で
て
く
る
。 

 

ま
た
、
板
書
の
形
式
に
悩
ん
で

い
る
。
実
際
、
黒
板
を
使
用
す
る

事
が
減
っ
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
用
し
て
い
る
が
、
本
当
に
生

徒
が
理
解
し
て
い
る
の
か
不
安

が
残
る
。
た
だ
、
私
（
学
校
長
）

は
教
育
者
と
し
て
ペ
ー
パ
ー
は

な
く
な
ら
な
い
で
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
る
。 

そ
の
他
、
残
業
に
つ
い
て
は
、

当
初
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
慣
れ
る

ま
で
は
時
間
が
か
か
っ
て
い
た

が
、
慣
れ
る
と
紙
と
比
較
す
る
と

よ
い
。
小
テ
ス
ト
な
ど
は
タ
ブ
レ

ッ
ト
で
行
っ
て
い
る
。 

 

い
ま
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
等
に
よ
る

感
染
急
拡
大
が
始
ま
り
「
第
６
波
」

に
突
入
し
て
い
ま
す
。感
染
防
止
に

伴
う
長
期
間
の
臨
時
休
業
と
な
っ

た
場
合
や
、
登
校
を
自
粛
す
る
児
童

生
徒
に
対
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活

用
し
学
び
を
止
め
な
い
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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（
１
）
震
災
・
防
災
対
策
に
つ
い
て 

①
地
震
発
生
時
に
お
け
る
通
電
火
災
対
策
な
ど
、
電
気

に
起
因
す
る
出
火
防
止
を
図
る
に
は
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
設
置
が
効
果
的
だ
と
考
え
る
が
、
そ
の
認
識

※
代
表
質
問
は
２
月
１８
日
に
行
わ
れ
る
市
長
の
施
政

方
針
演
説
を
踏
ま
え
行
わ
れ
ま
す
。
具
体
的
な
質
問

内
容
は
、
２１
日
に
通
告
さ
れ
ま
す
。 

代
表
質
問

岡
本 

亮
一 

 

３
月
１
日
１
番
目 

一
般
質
問

増
富 

理
津
子 

２
月
２８
日
３
番
目 

３月議会 日程 

 

２月１８日（金）開会本会議     午後１時半～

２８日（月）本会議 代表質問  午前１０時～

３月 １日（火）本会議 一般質問  午前１０時～

２日（水）本会議 一般質問  午前１０時～

８日（火）文教福祉常任委員会 午前１０時～

９日（水）建設経済常任委員会 午前１０時～

１０日（木）総務常任委員会   午前１０時～

１１日（金）予算特別委員会   午前１０時～

１４日（月）予算特別委員会   午前１０時～

１５日（火）予算特別委員会   午前１０時～

１７日（木）予算特別委員会   午前１０時～

２２日（火）議会運営委員会   午後１時半～

２４日（木）議会運営委員会   午後１時半～

２８日（月）閉会本会議     午後１時半～ を
問
う
。 

②
一
定
以
上
の
地
震
の
揺
れ
を
感
知
し
て
自
動
的
に

電
気
の
供
給
を
遮
断
し
、
出
火
を
防
ぐ
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
の
購
入
及
び
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
購
入
・
設
置
助
成
制
度
」
の
実

施
を
求
め
る
。 

 

（
２
）
医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て 

①
２
０
２
１
年
６
月
「
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族

に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
」
が
可
決
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
は
医
療
的

ケ
ア
児
へ
の
支
援
が
「
努
力
義
務
」
か
ら
「
責
務
」

と
な
り
、
教
育
を
行
う
体
制
の
拡
充
な
ど
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
 

本
市
に
お
い
て
、
市
教
育
委
員
会
に
お
け
る
管
理

体
制
の
あ
り
方
及
び
、
学
校
に
お
け
る
実
施
体
制
の

あ
り
方
な
ど
支
援
体
制
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
を

問
う
。 

②
普
通
学
校
を
希
望
す
る
医
療
的
ケ
ア
児
が
、
保
護
者

の
付
添
い
が
な
く
て
も
安
心
し
て
通
え
る
よ
う
学

校
看
護
師
の
配
置
（
巡
回
制
度
）
を
求
め
る
。 

 

（
３
）
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て 

①
２
０
２
１
年
９
月
議
会
に
お
い
て
、
山
手
幹
線
の
主

青
木 

綱
次
郎 

３
月
１
日
４
番
目 

（
１
）
小
・
中
学
校
修
学
旅
行
補
助
金
の
継
続
、
拡
充

を 

 

市
教
育
委
員
会
は
小
・
中
学
校
の
修
学
旅
行
へ
の
補

助
金
を
２２
年
度
よ
り
廃
止
す
る
と
し
て
い
る
が
、
今

後
も
継
続
、
拡
充
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
以
下
の
点

に
つ
い
て
問
う
。 

①
小
・
中
学
校
修
学
旅
行
補
助
金
の
果
た
し
て
き
た
役

割
、
意
義
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
見
解
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

②
同
補
助
金
を
２２
年
度
よ
り
廃
止
す
る
と
し
た
経
過

と
検
討
内
容
、
及
び
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
で
の
議
論
の
経
過
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

③
同
補
助
金
の
廃
止
に
つ
い
て
、
保
護
者
及
び
市
民
へ

の
周
知
の
状
況
と
、
出
さ
れ
て
い
る
意
見
な
ど
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

④
同
補
助
金
の
廃
止
と
京
田
辺
市
行
政
改
革
実
行
計

画
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
教
育
部
及
び
企
画
政
策
部

の
考
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

⑤
同
補
助
金
は
廃
止
せ
ず
、
引
き
続
き
継
続
し
拡
充
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。 

要
交
差
点
「
同
志
社
南
の
交
差
点
」
「
山
手
幹
線
と

国
道
３
０
７
号
の
交
差
点
」
「
尼
ケ
池
前
の
交
差
点
」

に
歩
行
者
の
安
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
ガ
ー
ド
パ

イ
プ
（
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
）
の
設
置
を
求
め
た
。 

市
は
「
道
路
管
理
者
で
あ
る
京
都
府
山
城
北
土
木

事
務
所
に
要
望
す
る
」
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
を
問
う
。 

②
２
０
１
９
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、
同
志
社
南
交
差

点
（
三
山
木
方
向
）
に
右
折
信
号
の
設
置
を
求
め
た
。 

市
は
「
京
都
府
警
本
部
に
お
い
て
、
設
置
の
可
否

に
つ
い
て
審
査
さ
れ
た
が
、
現
状
の
右
折
車
両
の
交

通
量
で
は
山
手
幹
線
の
青
信
号
時
間
を
短
縮
し
て
ま

で
右
折
信
号
を
設
置
す
る
必
要
は
低
い
と
判
断
さ
れ

た
」
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
問
う
。 

（
２
）
新
ご
み
焼
却
場
整
備
事
業
に
つ
い
て 

①
枚
方
市
と
共
同
で
進
め
て
い
る
新
ご
み
焼
却
場
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
本
市
が
単
独
で
負
担
し
て
い

る
用
地
取
得
費
及
び
予
定
地
の
粗
造
成
工
事
に
つ

い
て
、
現
在
ま
で
に
市
が
負
担
し
て
い
る
額
と
、

粗
造
成
完
了
ま
で
に
要
す
る
費
用
合
計
の
見
通
し

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

②
枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合
に
よ
る
「
可
燃
ご
み

広
域
処
理
施
設
整
備
・
運
営
事
業
」
の
入
札
に
お

い
て
落
札
者
が
決
定
し
、
建
設
費
用
、
運
営
費
用

の
価
格
も
示
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
本

市
が
今
後
、
負
担
し
て
い
く
金
額
の
見
込
み
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

③
本
市
単
独
で
負
担
す
る
用
地
取
得
費
及
び
粗
造
成

工
事
費
用
に
つ
い
て
、
枚
方
市
に
も
応
分
の
負
担

を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

 

（
３
）
京
都
府
に
よ
る
水
道
広
域
化
、
統
合
計
画
に
つ

い
て 

 

京
都
府
は
府
南
部
地
域
で
の
広
域
化
推
進
計
画
、

及
び
、 

府
営
水
道
と
そ
の
受
水
１０
市
町
の
事
業
と
施

設
の
統
廃
合
計
画
を
２
０
２
２
年
度
に
策
定
す
る
と

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
計
画
へ
の
参
加
に
つ
い
て
各

市
町
村
に
２１
年
度
中
に
返
答
す
る
よ
う
求
め
て
い

る
。 

 

こ
れ
に
対
す
る
京
田
辺
市
の
態
度
に
つ
い
て
、
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

（
４
）
地
域
要
求
に
つ
い
て 

①
吉
原
川
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
と
工
事

完
了
時
期
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

②
Ｊ
Ｒ
大
住
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い

て
、
現
在
の
状
況
と
今
後
の
計
画
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 
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（
１
）
政
治
・
経
済
社
会
情
勢
に
対

す
る
市
長
の
基
本
認
識
に
つ
い
て

①
感
染
力
が
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
急
増
し
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
す
す
ま
な
い
中
で
、
高
齢

者
福
祉
施
設
で
の
発
生
や
保
育

所
・
学
校
等
の
学
級
閉
鎖
・
臨

時
休
校
が
相
次
い
で
い
る
。
特

に
死
亡
者
数
は
最
悪
を
更
新
す

る
な
ど
、
非
常
に
深
刻
な
状
況

が
続
い
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
市
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
公

的
保
健
・
医
療
体
制
の
拡
充
が

必
要
で
あ
る
市
長
の
認
識
を
問

う
。 

ア
、「
オ
ミ
ク
ロ
ン
は
風
邪
の
よ
う

な
も
の
、
感
染
力
は
強
い
が
、

重
症
化
率
は
低
い
」
な
ど
と
い

っ
た
情
報 

が
氾
濫
し
、
「
た
い

し
た
こ
と
な
い
」
と
い
う
誤
っ

た
認
識
が
広
が
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
確
実
に
進
め
る
だ
け
で
な

く
、
有
効
な
情
報
発
信
と
検
査

体
制
の
拡
充
を
。 

イ
、
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
感

染
者
へ
の
支
援
を
万
全
に
進
め

て
い
く
上
で
も
、
保
健
所
の
役

割
は
極
め
て
重
要
と
な
る
。
こ

の
点
で
京
都
府
に
対
し
、
京
田

辺
市
・
綴
喜
郡
地
域
に
改
め
て

代
表
質
問

増
富 

理
津
子 

２８
日
３
番
目 

保
健
所
を
設
置
す
る
よ
う
市
と

し
て
要
望
す
べ
き
。 

 

②
岸
田
内
閣
は
コ
ロ
ナ
危
機
を
口

実
に
「
緊
急
事
態
条
項
」
創
設

を
優
先
し
、
「
敵
基
地
攻
撃
能

力
」
の
保
有
も
有
力
な
選
択
肢

だ
と
述
べ
、
防
衛
費
は
過
去
最

大
の
６
兆
円
を
突
破
し
た
。 

 
 

ま
た
、
防
衛
相
が
衆
院
予
算

委
員
会
分
科
会
で
、
自
衛
隊
機

が
他
国
の
領
空
に
入
っ
て
軍
事

拠
点
を
爆
撃
す
る
こ
と
も
自
衛

の
範
囲
と
し
て
「
排
除
し
な
い
」

と
述
べ
た
。 

こ
の
よ
う
に
危
機
感
を
あ
お

り
、
改
憲
を
企
て
る
動
き
は
、

国
民
の
自
由
を
弾
圧
し
戦
争
に

突
き
進
ん
だ
戦
前
の
日
本
の
歴

史
の
教
訓
か
ら
つ
く
ら
れ
た
戦

争
放
棄
を
う
た
い
、
武
力
の
行

使
を
禁
じ
た
日
本
国
憲
法
を
踏

み
に
じ
る
も
の
で
す
。
市
長
は

こ
の
よ
う
な
改
憲
の
動
き
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
市

長
の
見
解
を
問
う
。 

 

③
２
０
１
７
年
７
月
７
日
に
核
兵

器
禁
止
条
約
が
１
２
２
の
国
と

地
域
の
賛
成
を
も
っ
て
採
択
さ

れ
、
２１
年
１
月
２２
日
に
核
兵
器

の
開
発
・
保
有
・
使
用
を
禁
じ

る
核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
さ

れ
て
１
年
に
な
る
。
２２
年
１
月

６
日
現
在
、
署
名
に
調
印
し
た

国
が
８６
カ
国
、
批
准
は
５９
か
国

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
や
ロ
シ
ア
な
ど
の
核
保
有
国

や
日
本
は
条
約
へ
の
参
加
は
い

ず
れ
も
拒
否
し
て
い
る
。
非
核

平
和
都
市
宣
言
を
掲
げ
る
市
民
の

代
表
で
あ
る
市
長
と
し
て
政
府
に

対
し
批
准
を
求
め
る
べ
き
で
あ

る
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。 

 

④
市
長
は
、
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
」
を
宣
言
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
地
球
温
暖
化

対
策
を
強
化
す
る
と
方
針
を
示
さ

れ
て
い
る
。
脱
炭
素
社
会
実
現
に

は
、
省
エ
ネ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
４
割
減
ら
し
、
再
エ
ネ
で
電

力
の
５
割
を
賄
う
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ

２ 

削
減
を 

１０
年
度
比
で 

５０
％

〜

６０
％
削
減
で
き
る
こ
と
は
環

境
団
体
等
の
計
画
で
も
共
通
に
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
カ
ギ
と
な
る

の
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

「
地
産
地
消
」
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。 

原
発
や
化
石
燃
料
に
頼
る
の
で

な
く
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
の
た

め
に
は
住
民
主
体
で
参
加
し
な
け

れ
ば
、
実
効
性
の
あ
る
継
続
し
た

も
の
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
も
具
体
的
な
削
減
施

策
実
施
に
む
け
た
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
を
市
が
発
揮
す
べ
き
と
考
え

る
。
市
長
の
認
識
と
決
意
を
問

う
。 

 

（
２
）
市
政
運
営
の
基
本
方
針
に

つ
い
て 

①
コ
ロ
ナ
禍
で
の
原
油
価
格
高
騰

の
も
と
、
緊
急
の
中
小
企
業
・

生
活
者
支
援
が
急
が
れ
る
。
市

民
の
暮
ら
し
の
実
態
に
つ
い
て

の
市
長
の
認
識
を
問
う
。 

ま
た
社
会
保
障
改
悪
に
よ
る

負
担
増
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
役
割
を
、
身
近
な
京
田
辺

市
政
が
果
た
す
べ
き
と
考
え
る

が
市
長
の
考
え
を
問
う
。 

 

②
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推

進
や
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る

歳
出
の
抑
制
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
な
ど
行
革
を
進
め
る
と

し
て
い
る
が
、「
公
共
」
の
役
割

へ
の
市
長
の
見
解
を
問
う
。 

ま
た
、
行
政
改
革
実
行
計
画

の
受
益
者
負
担
の
見
直
し
や
補

助
金
等
見
直
し
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
と
い
う
新
し
い
状

況
が
生
ま
れ
て
い
る
下
で
は
、

計
画
の
見
直
し
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

 

③
施
政
方
針
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

よ
る
男
女
格
差
の
解
消
を
図
る

た
め
に
意
識
啓
発
と
相
談
事
業

に
取
り
組
む
と
さ
れ
て
い
る
。

対
策
事
業
だ
け
で
な
く
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
視
点
を
す
べ
て
の
事

業
の
基
本
に
置
く
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
長
の
認
識
を
問
う
。

（
３
）
重
点
施
策
に
つ
い
て 

①
国
保
税
の
負
担
は
限
界
。
国
へ
財

政
負
担
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

府
に
独
自
の
財
政
支
援
を
求
め

よ
。
保
険
税
値
上
げ
を
招
か
な
い

対
策
や
医
療
助
成
の
拡
充
を
求

め
る
。 

ア
、
市
民
の
国
保
税
負
担
の
軽
減
の

た
め
に
、
京
田
辺
市
も
子
ど
も
の

均
等
割
分
の
廃
止
や
境
界
層
措

置
の
導
入
、
独
自
減
免
の
拡
充
を

求
め
る
。 

イ
、
京
都
府
の
老
人
医
療
助
成
制
度

(

マ
ル
老)

に
つ
い
て
、
本
人
負
担

を
１
割
と
し
、
所
得
条
件
を
２
０

１
４
年
ま
で
の
条
件
に
戻
し
、
対

象
年
齢
を
７４
才
ま
で
と
す
る
よ

う
府
に
要
望
す
る
こ
と
を
求
め

る
。 

 

②
京
都
府
内
２
番
目
に
高
い
都
市

計
画
税
を
引
き
下
げ
る
こ
と
を

求
め
る
。 

 

③
す
べ
て
の
事
業
者
が
コ
ロ
ナ
禍

で
も
事
業
継
続
が
で
き
る
実
効

あ
る
中
小
企
業
支
援
を
求
め
る
。

 

④
北
陸
新
幹
線
京
都
南
伸
計
画
な

ど
大
型
開
発
よ
り
、
通
院
・
買
い

物
に
か
か
せ
な
い
地
域
公
共
交

通
住
民
生
活
優
先
の
施
策
を
求

め
る
。 

 ⑤
施
政
方
針
で
、
公
共
施
設
に
お
け

る
感
染
症
対
策
と
し
て
、
小
・
中

学
校
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
洋
式

化
と
幼
稚
園
の
保
育
室
な
ど
の

環
境
改
善
と
あ
る
が
、
具
体
的
内

容
に
つ
い
て
問
う
。 

 

⑥
子
育
て
世
代
の
経
済
負
担
の
軽

減
を
求
め
る
。 

ア
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対
象

を
、
現
在
の
中
学
校
卒
業
ま
で
か

ら
高
校
卒
業
ま
で
へ
と
拡
充
す
る

こ
と
を
求
め
る
。 

イ
、
義
務
教
育
に
係
る
教
育
費
負
担
、

教
材
費
な
ど
の
負
担
軽
減
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
特
に
学
校
給
食

を
無
償
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

ウ
、
国
保
加
入
世
帯
に
お
け
る
子
ど

も
の
国
保
税
均
等
割
分
を
無
料
に

す
る
こ
と
を
求
め
る
。 
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◆
新
ご
み
焼
却
場
建
設
と
完
成
後

２０
年
間
の
運
営
委
託
事
業
者
が

決
定 

 

枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合

は
、
新
し
い
ご
み
焼
却
場
の
設

計
・
建
設
工
事
と
、
完
成
後
２０
年

間
の
運
営
を
一
括
し
て
委
託
す

る
事
業
者
と
し
て
、
日
立
造
船
グ

ル
ー
プ
を
選
定
し
ま
し
た
。
落
札

金
額
は
、
総
額
で
２
０
５
億
円

（
税
別
）
で
、
そ
の
内
訳
は
設

計
・
建
設
工
事
で
約
１
２
９
億

円
、
２０
年
間
の
運
営
委
託
で
約

７６
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
４
月
に
組
合
は
新
焼
却

場
の
設
備
や
運
営
な
ど
の
諸
条

件
を
示
し
た
「
要
求
水
準
書
」
な

ど
を
公
表
し
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て

満
た
す
こ
と
を
前
提
に
、
事
業
者

か
ら
具
体
的
な
設
備
や
運
営
内

容
、
受
託
価
格
の
提
案
を
募
集
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
３
つ
の
企

業
グ
ル
ー
プ
が
応
募
し
、
事
業
者

選
定
委
員
会
で
各
グ
ル
ー
プ
の

提
案
内
容
な
ど
を
審
査
し
た
上

で
、
最
優
秀
提
案
者
と
な
っ
た
日

立
造
船
グ
ル
ー
プ
を
落
札
者
と

し
て
決
定
し
た
も
の
で
す
。 

 

選
考
は
総
合
評
価
一
般
競
争

入
札
方
式
で
行
わ
れ
、
提
案
書
の

内
容
を
選
定
委
員
会
が
評
価
し
、

そ
の
結
果
を
点
数
で
示
し
て
合

計
ポ
イ
ン
ト
が
最
も
高
い
事
業

者
が
落
札
者
と
な
り
ま
す
。
１
０

０
点
満
点
と
し
て
、
非
価
格
要
素

に
加
点
方
式
で
６０
点
を
配
分
、
そ

し
て
価
格
要
素
を
４０
点
と
し
、
こ

ち
ら
は
最
低
提
案
価
格
を
満
点

と
し
て
後
は
そ
れ
を
越
え
た
割

合
に
応
じ
て
減
点
し
て
い
く
方

式
で
す
。 

 

非
価
格
要
素
は
、
環
境
保
全
性
、

資
源
循
環
性
、
安
定
稼
働
性
な
ど

１８
項
目
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
価
格
要
素
は
応
札
価
格
だ
け
で

配
点
４０
点
と
大
き
な
割
合
を
占
め

て
お
り
、
落
札
者
と
な
っ
た
日
立
造

船
グ
ル
ー
プ
の
ポ
イ
ン
ト
は
非
価

格
要
素
で
は
２
番
目
で
し
た
が
、
価

格
要
素
で
逆
転
し
た
形
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

２
月
４
日
に
は
、
日
立
造
船
グ
ル

ー
プ
の
提
案
内
容
の
概
要
に
つ
い

て
の
組
合
議
会
説
明
会
が
あ
り
ま

し
た
。
事
業
者
か
ら
の
提
案
に
は
公

害
防
止
の
仕
様
や
、
ご
み
焼
却
熱
を

活
用
し
た
発
電
、
環
境
学
習
な
ど
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
地
域
貢
献

と
い
う
点
で
は
、
事
業
者
グ
ル
ー
プ

の
中
に
地
元
企
業
を
加
え
て
い
る

他
、
地
元
発
注
に
つ
い
て
、
建
設
工

事
で
２６
億
円
以
上
、
２０
年
間
の
運

営
期
間
で
１４
億
円
以
上
、
総
額
で

４０
億
円
以
上
と
す
る
提
案
に
な
っ

て
い
ま
す
。
他
に
も
地
元
雇
用
で
も

具
体
的
な
人
数
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

 

説
明
会
で
青
木
こ
う
じ
ろ
う
議

員
は
「
従
来
、
新
ご
み
焼
却
場
整
備

は
、
環
境
保
全
性
、
資
源
循
環
性
、

安
定
稼
働
性
、
経
済
性
の
４
つ
の
基

本
方
針
で
す
す
め
る
と
し
て
い
た

が
、
選
考
経
過
を
み
る
と
実
際
に
は

応
札
価
格
が
最
重
視
さ
れ
て
お
り
、

一
般
競
争
入
札
方
式
で
は
な
い

か
。
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
ま
た
事

業
者
の
提
案
内
容
が
き
ち
ん
と
遂

行
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
チ
ェ
ッ

ク
す
る
と
と
も
に
そ
れ
が
妥
当
か

ど
う
か
を
点
検
す
る
た
め
に
、
事
業

者
自
身
が
組
合
に
提
出
し
た
「
提
案

書
」
そ
の
も
の
を
公
表
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。
し
か
し
組
合
当
局
は
「
提

案
書
に
は
企
業
秘
密
に
か
か
わ
る
部

分
も
あ
る
の
で
、
公
表
は
考
え
て
い

な
い
。」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
設
計
建
設
工
事
請
負
契
約
議
案
に

日
本
共
産
党
は
反
対 

 

２
月
２２
日
に
は
枚
方
京
田
辺
環

境
施
設
組
合
議
会
が
開
か
れ
、
新
ご

み
焼
却
場
設
計
・
建
設
工
事
を
日
立

造
船
グ
ル
ー
プ
と
１
４
１
億
３
６
１

０
万
円
（
税
込
）
で
契
約
す
る
議
案

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
完
成
予
定
は

２６
年
３
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

審
議
で
青
木
こ
う
じ
ろ
う
議
員

は
、
事
業
者
側
か
ら
の
提
案
で
は
、

設
計
・
建
設
段
階
で
２６
億
円
以
上
の

地
元
発
注
を
行
う
と
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
内
訳
と
根
拠
、
組
合
と

し
て
そ
れ
が
履
行
さ
れ
て
い
る
か
を

点
検
す
る
体
制
、
そ
し
て
地
元
発
注

が
目
標
の

２６
億
円
以
上
に
な
ら
な

か
っ
た
場
合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
に
つ
い

て
、
の
３
点
を
聞
き
ま
し
た
。 

組
合
当
局
か
ら
は
、
地
元
発
注
に
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つ
い
て
事
業
者
側
の
提
案
で
は
土

木
建
築
工
事
で
２４
億
円
以
上
、
資

材
等
で
２
億
円
以
上
の
発
注
を
行

う
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
提
案
の

達
成
状
況
は
各
年
度
末
に
組
合
へ

報
告
を
求
め
、
必
要
が
あ
れ
ば
関

係
書
類
な
ど
も
確
認
す
る
こ
と
、

そ
し
て
地
元
発
注
が
目
標
を
下
回

っ
た
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
を
組

合
に
支
払
う
こ
と
に
な
る
、
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
青
木
議
員
が
反
対
討
論

を
行
い
、
設
計
・
建
設
工
事
請
負

契
約
と
同
時
に
施
設
完
成
後
２０

年
間
の
運
営
委
託
契
約
も
結
ば
れ

る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、

「
日
々
発
生
す
る
ご
み
の
処
理
は

住
民
生
活
に
も
深
く
関
わ
る
。
こ

の
点
か
ら
民
間
委
託
で
は
な
く
行

政
が
直
接
、
責
任
を
も
っ
て
管
理
、

運
営
す
べ
き
。
ま
た
住
民
と
と
も

に
ご
み
減
量
の
取
組
み
を
す
す
め

る
点
か
ら
も
行
政
が
直
接
、
運
営

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
民
間

委
託
の
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
そ
の
も
の
を

見
直
す
べ
き
。
」
と
述
べ
る
と
と
も

に
、
事
業
者
グ
ル
ー
プ
が
提
出
し

た
「
事
業
提
案
書
」
に
つ
い
て
も

公
表
し
、
組
合
議
会
や
住
民
が
き

ち
ん
と
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
透

明
性
を
確
保
す
る
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。 

 

採
決
で
は
日
本
共
産
党
の
青
木

議
員
と
広
瀬
枚
方
市
議
が
反
対
し

ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
２２
年
度
組
合
一

般
会
計
予
算
案
に
は
、
広
瀬
枚
方

市
議
が
反
対
討
論
を
行
い
、
青
木

議
員
、
広
瀬
枚
方
市
議
が
反
対
し

ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。 

 

◆
オ
オ
タ
カ
の
行
動
観
察
の
状
況

は 

枚
方
京
田
辺
環
境
施
設
組
合

議
会
一
般
質
問 

 

２
月
２２
日
の
枚
方
京
田
辺
環
境

施
設
組
合
議
会
で
、
青
木
こ
う
じ
ろ

う
議
員
は
一
般
質
問
で
、
オ
オ
タ
カ

の
行
動
観
察
に
つ
い
て
と
り
上
げ

ま
し
た
。
新
ご
み
焼
却
場
建
設
に
あ

た
っ
て
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で

は
、
予
定
地
周
辺
に
オ
オ
タ
カ
の
営

巣
地
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
繁
殖
な
ど

に
影
響
が
出
な
い
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
に
も
と
づ
き
オ
オ
タ
カ
の

行
動
監
察
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最

初
に
２１
年
度
の
行
動
観
察
の
結
果

等
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
昨
年

は
、
「
オ
オ
タ
カ
が
こ
れ
ま
で
と
同

じ
場
所
で
営
巣
を
始
め
、
３
月
に
３

つ
の
卵
を
確
認
、
そ
の
後
、
６
月
ま

で
抱
卵
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
が
、
孵

化
し
な
い
ま
ま
営
巣
が
終
了
し
た
」

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
今
後
の
観
察
体
制
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
定
点
調
査
と
Ｃ
Ｃ
Ｄ

カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視
続
け
る
と
し

て
い
ま
す
。
た
だ
こ
の
点
に
つ
い

て
、
２
月
に
公
表
さ
れ
た
組
合
監
査

委
員
か
ら
の
報
告
で
、
観
察
用
Ｃ
Ｃ

Ｄ
カ
メ
ラ
に
不
具
合
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
具
体
的

内
容
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
は
、
「
バ
ッ
テ
リ
ー
の
劣

化
で
電
力
供
給
不
足
に
な
り
、
撮
影

し
た
映
像
が
配
信
で
き
な
か
っ
た
。

今
年
度
の
調
査
を
開
始
す
る
前
に

バ
ッ
テ
リ
ー
を
交
換
し
、
バ
ッ
テ
リ

ー
残
量
を
確
認
す
る
な
ど
機
器
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
徹
底
す
る
。
」
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

具
体
的
に
聞
く
と
普
段
は
カ
メ

ラ
の
映
像
を
電
波
で
送
り
モ
ニ
タ

ー
で
確
認
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

昨
年
４
月
末
、
連
休
に
入
っ
た
直
後

に
配
信
が
不
能
と
な
っ
て
、
連
休
明

け
ま
で
発
見
が
遅
れ
た
そ
う
で
す
。

た
だ
不
具
合
は
配
信
部
分
だ
け
だ

そ
う
で
、
配
信
不
能
の
期
間
に
つ
い

て
も
撮
影
、
録
画
は
さ
れ
て
お
り
、

後
日
に
そ
の
期
間
の
状
況
の
確
認

は
さ
れ
た
、
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

そ
れ
で
最
後
に
、
今
後
は
こ
う
い

う
こ
と
の
無
い
よ
う
行
動
観
察
を

適
切
に
続
け
る
よ
う
求
め
て
一
般

質
問
を
終
わ
り
ま
し
た
。 
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◆
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
始
め
ま
し
た 

市
議
会
の
広
報
広
聴
特
別
委

員
会
で
は
、
広
報
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
２
０
２
１
年
１０

月
１２
日
に
、
京
田
辺
市
議
会
公

式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
し

ま
し
た
。
議
会
の
様
子
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
よ
り

身
近
な
議
会
を
目
指
し
て
い
ま

す
。 

             

決
算
特
別
委
員
会
総
括
審
議

の
様
子
が
初
め
て
投
稿
さ
れ
、
本

格
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
登
録
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
市
議
会
の

情
報
が
い
つ
で
も
手
に
入
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
会
議
の
配
信
だ

け
で
な
く
議
会
の
知
り
た
い
情

報
を
今
後
も
継
続
的
に
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
配
信
を
続
け
、
さ
ら

に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま

す
。 ま

た
、
委
員
会
で
は
新
た
に
動

画
配
信
を
２
０
２
２
年
２
月
１

日
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
、
議
会
報
告
会
を
今
回
は

動
画
配
信
で
行
い
ま
す
。
初
回

は
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
よ
り
本

年
度
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告

を
、
３
月
１
日
に
は
議
会
運
営
委

員
会
か
ら
、
議
会
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
、
ど
ん
な
こ
と
が
論
議
さ

れ
て
い
る
の
か
、
議
会
の
仕
組
み

に
つ
い
て
配
信
し
て
い
ま
す
。 

今
後
は
３
月
末
ま
で
に
総
務
常

任
委
員
会
・
文
教
福
祉
常
任
委
員

会
・
建
設
経
済
常
任
委
員
会
・
予

算
特
別
委
員
会
に
よ
る
議
会
報
告

動
画
配
信
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

お
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

 

◆
広
聴
企
画
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す 議

会
の
広
聴
機
能
を
充
実
す
る

第
一
弾
企
画
と
し
て
、
２
０
２
１

年
１１
月
８
日
、
商
工
会
館
Ｃ
Ｉ
Ｋ

ビ
ル
「
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
」
で
商
工

会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
事
業
へ

の
影
響
や
状
況
、
市
内
事
業
者
の

活
性
化
や
行
政
・
議
会
に
望
む
こ

と
等
を
テ
ー
マ
に
大
い
に
意
見
交

換
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
学
校

や
幅
広
い
市
民
と
の
意
見
交
換
会

や
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

◆
よ
り
見
や
す
い
、
手
に
取
り
や
す

い
紙
面
に 

議
会
報
告
だ
よ
り
は
、
今
年
１２

月
発
行
号
か
ら
予
定
し
て
い
る
タ

ブ
ロ
イ
ド
版
か
ら
Ａ
４
版
へ
の
移

行
の
た
め
、
よ
り
見
や
す
く
手
に

取
り
や
す
い
も
の
に
と
徐
々
に
紙

面
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
構
成
ま
で
、

刷
新
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま

す
。
今
後
も
Ａ
４
版
に
向
け
て
わ

か
り
易
い
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。 

 

３
月
２
日
、
幹
事
協
議
会
が
行

わ
れ
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
侵
略
と
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の

核
に
よ
る
威
嚇
に
対
し
て
議
会

と
し
て
、
抗
議
の
意
志
を
表
明
し

よ
う
と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

議
会
決
議
を
あ
げ
る
に
は
事

前
に
議
会
運
営
委
員
会
等
で
所

定
の
手
続
き
や
確
認
な
ど
、
行
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
３
月

議
会
は
代
表
質
問
、
一
般
質
問
と

本
会
議
は
あ
り
ま
し
た
が
、
事
前

に
議
会
運
営
委
員
会
を
開
い
て

準
備
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た

た
め
、
そ
の
日
ま
で
の
本
会
議
に

 

ロシア連邦大統領 ウラジーミル・ウラジーミロヴィチ・プーチン閣下 

               抗議文 

 

 貴国がウクライナの主権及び領土の一体性を侵害し、武力の行使に踏

みきり、核兵器の使用も辞さない構えを示唆した一連の行為は、国連憲

章に反するもので、いかなる理由であろうと容認できるものではなく、

非核平和都市を宣言した京田辺市民を代表し、厳重に抗議します。 

 この一連の行為は、ウクライナ国民の穏やかな日常を奪うとともに、

多くの罪のない人々の犠牲を生み、やすらぎと希望に満ちた平和な世界

の実現に向け努力を続ける国際社会を大いに失望させる行為です。 

 核兵器の廃絶と世界の恒久平和を願う京田辺市は、これ以上人々の尊

い生命と平和な生活が奪われることのないよう、ロシア軍による軍事的

行為の停止と、そして部隊のロシア国内への撤収を求めます。 

 

２０２２年３月２日 

            日本国京都府京田辺市長 上村 崇 

            日本国京都府京田辺市議会議長 松村 博司 

は
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

次
の
本
会
議
は
、
３
月
末
の
閉

会
本
会
議
の
予
定
で
、
そ
れ
ま
で

も
予
算
委
員
会
等
の
日
程
が
詰
ま

っ
て
お
り
、
臨
時
の
本
会
議
を
開

く
こ
と
も
困
難
な
た
め
、
そ
れ
に

変
わ
る
緊
急
の
も
の
と
し
て
、
市

議
会
議
長
と
市
長
で
連
名
の
抗
議

声
明
を
発
表
す
る
こ
と
が
呼
び
か

け
ら
れ
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
全
会
派
が
合
意
し
て
、

左
記
の
文
面
で
の
連
名
の
抗
議
声

明
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

な
お
、
こ
の
抗
議
声
明
は
京
田

辺
市
Ｈ
Ｐ
の
「
ロ
シ
ア
連
邦
の
ウ

ナ
へ

侵
攻
に
対
す

抗

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
に
対
す
る
抗

議
に
つ
い
て
」
か
ら
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。 
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◆
政
治
・
経
済
社
会
情
勢
に
対
す
る
市

長
の
基
本
認
識
に
つ
い
て 

①
感
染
力
が
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
な

ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者

が
急
増
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
す
す

ま
な
い
中
で
、
高
齢
者
福
祉
施
設
で

の
発
生
や
保
育
所
・
学
校
等
の
学
級

閉
鎖
・
臨
時
休
校
が
相
次
い
で
い

る
。
と
く
に
死
亡
者
数
は
最
悪
を
更

新
す
る
な
ど
、
非
常
に
深
刻
な
状
況

が
続
い
て
い
る
。
市
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
に
公
的
保
健
・
医
療

体
制
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。 

ア
、
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
は
風
邪
の
よ
う
な

も
の
、
感
染
力
は
強
い
が
、
重
症
化

率
は
低
い
」
な
ど
と
い
っ
た
情
報
が

氾
濫
し
、
「
た
い
し
た
こ
と
な
い
」

と
い
う
誤
っ
た
認
識
が
広
が
っ
た
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
確
実

に
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
有
効
な
情

報
発
信
と
検
査
体
制
の
拡
充
を
。 

健
康
福
祉
部
長 

新
し
い
生
活
様
式

の
継
続
し
た
啓
発
と
合
わ
せ
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
推
進
が
重
要
と
考

え
て
い
る
。
検
査
の
実
施
は
、
症
状

の
あ
る
方
に
つ
い
て
医
療
機
関
の

検
査
を
案
内
し
て
い
る
。 

イ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
感
染
者
へ
の
支

援
を
万
全
に
進
め
て
い
く
上
で
も
、

保
健
所
の
役
割
は
極
め
て
重
要
。
府

に
対
し
、
京
田
辺
市
に
改
め
て
保
健

所
を
設
置
す
る
よ
う
市
と
し
て
要

望
す
べ
き
。 

健
康
福
祉
部
長 

有
事
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
補
完
し
、
業

務
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
平
時

に
お
け
る
保
健
所
の
役
割
は
広
域

的
な
調
整
や
支
援
で
あ
る
こ
と
か

ら
現
在
の
体
制
に
編
成
さ
れ
た
も

の
と
考
え
る
。 

②
岸
田
内
閣
は
コ
ロ
ナ
危
機
を
口
実

に
「
緊
急
事
態
条
項
」
創
設
を
優
先

し
、
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
保
有

も
有
力
な
選
択
肢
だ
と
述
べ
、
防
衛

費
は
過
去
最
大
の
６
兆
円
を
突
破

し
た
。
ま
た
、
防
衛
相
が
衆
院
予
算

委
員
会
で
、
自
衛
隊
機
が
他
国
の
領

空
に
入
っ
て
軍
事
拠
点
を
爆
撃
す
る

こ
と
も
自
衛
の
範
囲
と
し
て
「
排
除

し
な
い
」
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な

改
憲
の
動
き
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
市
長
の
見
解
を
問
う
。 

市
長 

現
憲
法
に
示
さ
れ
て
い
る
国
民

主
権
・
基
本
的
人
権
の
尊
重
・
平
和

主
義
と
い
う
３
つ
の
基
本
原
理
は
、

未
来
永
劫
に
守
る
べ
き
も
の
で
あ
る

が
、
個
々
の
条
項
に
関
し
て
は
、
時

代
の
変
化
に
よ
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

憲
法
に
つ
い
て
は
国
会
の
場
で
議
論

を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

③
核
兵
器
の
開
発
・
保
有
・
使
用
を
禁

じ
る
核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
さ
れ

て
１
年
に
な
る
。
現
在
、
署
名
に
調

印
し
た
国
が
８６
か
国
、
批
准
は
５９
か

国
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

や
ロ
シ
ア
な
ど
の
核
保
有
国
や
日
本

は
条
約
へ
の
参
加
は
い
ず
れ
も
拒
否

し
て
い
る
。
非
核
平
和
都
市
宣
言
を

掲
げ
る
市
民
の
代
表
で
あ
る
市
長
と

し
て
政
府
に
対
し
批
准
を
求
め
る
べ

き
。 

市
長 

本
市
が
加
盟
し
て
い
る
「
平
和

首
長
会
議
」
の
組
織
を
通
じ
て
、
核

廃
絶
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
に
寄

与
し
て
い
く
。
昨
年
１１
月
に
岸
田
総

理
大
臣
に
対
し
て
、
一
刻
も
早
く
核

兵
器
禁
止
条
約
の
締
結
国
に
な
っ
て

頂
く
よ
う
要
請
を
行
っ
た
。 

④
市
長
は
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

を
宣
言
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
な
ど
地
球
温
暖
化
対
策
を
強

化
す
る
と
方
針
を
示
さ
れ
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
実
現
の
カ
ギ
と
な
る
の

が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
地

産
地
消
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

原
発
や
化
石
燃
料
に
頼
る
の
で
な

く
、
住
民
参
加
で
お
こ
な
わ
な
け
れ

ば
継
続
し
た
も
の
に
は
な
ら
な
い
。

市
長
の
認
識
と
決
意
を
問
う
。 

経
済
環
境
部
長 

「
京
田
辺
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
」
に
基
づ
き
取
組
み

を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
に
１０
年
間

の
第
２
次
計
画
を
今
年
度
中
に
策
定
す

る
。 

 

◆
市
政
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い
て 

①
コ
ロ
ナ
禍
で
の
原
油
価
格
高
騰
の
も

と
、
緊
急
の
中
小
企
業
・
生
活
者
支
援

が
急
が
れ
る
。
市
民
の
暮
ら
し
の
実
態

に
つ
い
て
の
市
長
は
。
ま
た
社
会
保
障

改
悪
に
よ
る
負
担
増
か
ら
市
民
の
暮
ら

し
を
守
る
役
割
を
身
近
な
市
政
が
果
た

す
べ
き
。 

企
画
政
策
部
長 

国
や
府
の
経
済
動
向
に

よ
る
と
、
景
気
は
全
体
と
し
て
持
ち
直

し
の
動
き
が
続
い
て
い
る
と
判
断
さ
れ

て
い
る
が
、
個
人
消
費
の
足
踏
み
や
雇

用
・
所
得
環
境
の
弱
い
動
き
に
加
え
、

物
価
上
昇
も
重
な
っ
て
引
き
続
き
暮
ら

し
へ
の
影
響
は
生
じ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
補
正

予
算
を
編
成
し
、
し
っ
か
り
と
く
ら
し

を
支
え
る
対
策
を
講
じ
る
。 

②
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
や
民

間
活
力
の
導
入
に
よ
る
歳
出
の
抑
制
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
な
ど
行
革
を
進

め
る
と
し
て
い
る
が
、「
公
共
」
の
役
割

へ
の
見
解
を
問
う
。
ま
た
、
行
政
改
革

 
 
 
 
 
 

実
行
計
画
の
受
益
者
負
担
の
見
直
し

や
補
助
金
等
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
新
し
い
状
況
が
生
ま

れ
て
い
る
下
で
計
画
の
見
直
し
を
検

討
す
べ
き
。 

企
画
政
策
部
長 
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
は

な
く
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
様
々

な
主
体
と
協
力
・
連
携
・
役
割
分
担
し
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
持
続
可
能
で
安
定
的
な
財

政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
今
後
も
行

動
計
画
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
を
行
い
つ
つ
、
行
政
改
革
の
推
進

を
図
る
。 

③
施
政
方
針
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
男

女
格
差
の
解
消
を
図
る
た
め
に
意
識

啓
発
と
相
談
事
業
に
取
り
組
む
と
さ

れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
す

べ
て
の
事
業
の
基
本
に
置
く
べ
き
。
市

の
認
識
は
。 

市
民
部
長 

市
が
実
施
す
る
各
種
事
業

に
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
も
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
積
み
重
ね
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。 

 

◆
重
点
施
策
に
つ
い
て 

①
市
民
の
国
保
税
の
負
担
は
限
界
。
国
へ

財
政
負
担
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
府

に
独
自
の
財
政
支
援
を
求
め
よ
。
国
保

税
引
上
げ
を
招
か
な
い
対
策
や
医
療

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
。 

ア
、
市
民
の
国
保
税
負
担
の
軽
減
の
た
め

に
境
界
層
措
置
の
導
入
、
独
自
減
免
の

拡
充
を
求
め
る
。 

市
民
部
長 

国
保
税
の
境
界
層
措
置
は

な
い
が
、
入
院
時
の
食
費
、
部
屋
代
の

境
界
層
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
市

が
独
自
で
減
免
を
行
う
の
は
財
源
確

保
が
難
し
い
。
こ
れ
ま
で
も
国
に
対
し

子
ど
も
に
係
る
保
険
税
の
均
等
割
り

の
軽
減
制
度
の
創
設
、
国
庫
補
助
の
増

額
等
、
府
に
対
し
て
も
国
保
特
別
会
計

の
余
剰
金
の
活
用
等
、
要
望
し
て
き

た
。 

イ
、
京
都
府
の
老
人
医
療
助
成
制
度(

マ

ル
老)

に
つ
い
て
、
本
人
負
担
を
１
割

と
し
、
所
得
条
件
を
２
０
１
４
年
ま

で
の
条
件
に
戻
し
、
対
象
年
齢
を
７

４
歳
ま
で
と
す
る
よ
う
府
に
要
望
す

る
こ
と
を
求
め
る
。 

市
民
部
長 

殆
ん
ど
の
都
道
府
県
で
制

度
が
廃
止
さ
れ
て
き
た
。
京
都
府
に

対
し
現
行
制
度
の
維
持
を
求
め
て
い

る
。 

②
京
都
府
内
２
番
目
に
高
い
都
市
計
画

税
率
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
。 

市
民
部
長 

都
市
計
画
事
業
に
充
当
す

る
目
的
税
と
位
置
づ
け
さ
れ
、
本
市

に
と
っ
て
安
定
的
か
つ
貴
重
な
自
主

財
源
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

税
率
の
引
き
下
げ
は
困
難
と
考
え
て

い
る
。 

③
す
べ
て
の
事
業
者
が
コ
ロ
ナ
禍
で
も

事
業
継
続
が
で
き
る
実
効
あ
る
中
小

企
業
支
援
を
求
め
る
。「
行
政
改
革
実

行
計
画
」
に
中
小
企
業
向
け
の
補
助

金
等
の
減
額
や
融
資
支
援
策
で
あ
る

利
子
補
給
の
見
直
し
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
現
状
況
の
下
、
中
小
企
業
支
援

事
業
の
見
直
し
は
中
止
す
べ
き
で

す
。 

経
済
環
境
部
長 

キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ

ン
ト
還
元
な
ど
の
経
済
対
策
と
利
子

補
給
、
保
証
料
補
給
な
ど
の
金
融
支

援
を
実
施
し
、
市
内
事
業
者
全
体
の

下
支
え
を
行
っ
て
い
る
。 

④
北
陸
新
幹
線
京
都
南
伸
計
画
な
ど
大

型
開
発
よ
り
、
通
院
・
買
い
物
に
欠

か
せ
な
い
地
域
公
共
交
通
、
住
民
生

活
優
先
の
施
策
を
求
め
る
。 

経
済
環
境
部
長 

地
域
公
共
交
通
と
新

幹
線
を
は
じ
め
と
し
た
都
市
間
公
共

交
通
は
、
相
乗
効
果
を
発
揮
す
る
も

の
で
、
新
幹
線
新
駅
舎
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
で
片
町
線
の
需
要
が
さ
ら
に

高
ま
る
と
考
え
る
。 

⑤
施
政
方
針
で
、
公
共
施
設
に
お
け
る

感
染
症
対
策
と
し
て
、
小
・
中
学
校

に
お
け
る
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
幼
稚

園
の
保
育
室
な
ど
の
環
境
改
善
と
あ

る
が
、
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
聞
く
。 

教
育
部
長 

大
規
模
な
改
修
を
伴
わ
な

い
方
式
で
市
内
小
中
学
校
ト
イ
レ
の

全
体
の
８０
％
を
洋
式
化
す
る
。
三
山

木
幼
稚
園
の
保
育
室
と
園
児
用
ト
イ

レ
手
洗
い
場
の
改
修･

自
動
水
洗
化
を

予
定
。 

⑥
子
育
て
世
代
の
経
済
負
担
の
軽
減
を

求
め
る
。 

ア
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対
象
を
、

現
在
の
中
学
校
卒
業
ま
で
か
ら
高
校

卒
業
ま
で
へ
と
拡
充
す
る
こ
と
を
求

め
る
。 

健
康
福
祉
部
長 

様
々
な
子
育
て
支
援

を
し
て
い
る
。
医
療
費
助
成
に
特
化
し

た
支
援
策
の
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。 

イ
、
義
務
教
育
に
係
る
教
育
費
負
担
、
教

材
費
な
ど
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
特
に
学
校
給
食
を
無
償
に

す
る
こ
と
を
求
め
る
。 

教
育
部
長 

給
食
費
の
無
償
化
は
考
え

て
い
な
い
。
経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
に

は
、
生
活
保
護
や
就
学
援
助
で
対
応
し

て
い
る
。 

ウ
、
国
保
加
入
世
帯
に
お
け
る
子
ど
も
の

国
保
税
均
等
割
分
を
無
料
に
す
る
こ

と
を
求
め
る
。 

市
民
部
長 

多
子
世
帯
へ
の
負
担
が
大

き
い
。
制
度
上
、
国
で
措
置
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
る
。
引
き
続
き
支
援
制

度
の
拡
充
に
向
け
、
要
望
し
て
い
く
。 

 

再
質
問
の
中
で
、
憲
法
９
条
が
め
ざ
す

平
和
な
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
上
で
今
、

重
大
な
事
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る

と
し
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
侵
攻
と
戦
争
行
為
を
批
判
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
市
長
の
考

え
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

こ
れ
に
は
市
長
が
再
度
、
答
弁
に
た
ち

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
つ
い
て
、
力
に
よ

る
外
交
で
現
状
変
更
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
ロ
シ
ア
の
行
動
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
略
だ
と
い
う
こ
と
は
多
く
の
人

に
知
ら
れ
る
べ
き
だ
。
国
連
の
機
能
の
問

題
も
重
要
で
難
し
い
問
題
も
あ
る
。
力
に

よ
る
変
更
を
加
え
よ
う
と
す
る
者
に
ど

う
い
う
対
応
を
取
る
の
か
、
考
え
る
べ
き

問
題
だ
が
、
ま
ず
は
非
難
さ
れ
る
べ
き

だ
。」
と
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
略
を
非
難
す
る
立
場
で
答
弁
し

ま
し
た
。 
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